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 01_那覇市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

6,695,915 6,581,186 5,264,896 1,316,290 114,729

1

歴史ある那覇のま

ち、観光客誘客促

進・受入基盤強化事

業

　沖縄の空と海の玄関口である那覇市は、首里城をは

じめとした歴史と文化あふれる観光地を市内各地に有

している。

　本事業は、那覇が保有する文化財や伝統芸能などの

観光資源を活用、開拓整備するとともに、様々な誘客

イベントを開催するなどして、観光交流都市・那覇の

実現に向けた取り組みを展開するものである。具体的

には、以下の施策に取り組む。

①観光地として多数の観光客が訪れる市域や観光施設

となっている市の施設等の整備拡充を実施して、観光

地としてのグレードアップを図る。（受入体制・施設

整備）

②観光都市としての景観づくり、美観形成に重点を置

いた公園、道路、小広場等の整備と緑化等に取り組

む。（受入体制・街整備、民間支援、景観・美化）

③那覇ハーリーや那覇大綱挽、琉球王朝祭りなどをは

じめとする歴史と伝統に根ざしたイベントの拡充と支

援強化に加え、ｽﾎﾟｰﾂコンベンション等と関連する新

たな観光誘客イベントを展開する。（イベント）

④観光客の誘客拡大を目指して、観光情報の発信のた

めの設備整備を行うとともに、ホームページなどのデ

ジタル情報、ガイドブック等によるアナログ情報の双

方での観光情報の発信力の拡充強化を行う。（情報発

信）

⑤観光地としてのグレードアップをはかるための実証

実験、調査研究と計画づくりを行う。（実証実験、調

査研究、計画）

ｲ 10 24 6 34 3 2,702,251 2,637,587 2,110,056 527,531 64,664 3 3 (2)

① 観光プラザ整備事業

観光都市としての国内・国外観光客の受入機能の充実

を図るため、「てんぶす那覇」に観光案内所を整備す

る。

ｲ 2 24 10 26 3 238,420 238,420 190,736 47,684 3 3 (2) ｳ

②

那覇港観光客利便性

向上施設整備事業

観光都市としてのグレードアップを図るため、クルー

ズ船から旅客船ターミナルへ観光客を迎え受けるボー

ディングブリッジの整備を行う。

ｲ 2 24 8 26 3 18,000 18,000 14,400 3,600 3 3 (2) ｳ

③

奥武山野球場人工芝

整備等イベント対応

機能強化事業

スポーツコンベンションの観光地としてのグレード

アップを図るため、奥武山野球場と屋内運動場及び関

連する周辺施設整備等の機能強化を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 101,275 101,275 81,020 20,255 3 2 (1) ｲ

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                 30,280,175

交付限度額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

那覇市

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所 備考

市町村分総額

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

№

負担額

　交付対象事業費

事

業

分

類

Ｂ

　総事業費

交付対象外

経費

Ｃ

交付金交付額

-1,104

既計上額　①うち当該団体配分額

5,266,000                         

追加額 ②

5,266,000 5,264,896

合計額  （①＋②）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 1 -



 01_那覇市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所 備考交付対象事業等の概要

年 月 年 月

№

負担額

　交付対象事業費

事

業

分

類

Ｂ

　総事業費

交付対象外

経費

Ｃ

④

市民体育館イベント

誘致機能強化事業

スポーツコンベンションの観光地としてのグレード

アップを図るため、市民体育館をプロバスケット等の

公式戦及びイベント会場として使用できるよう音響設

備及び空調設備を整備し、機能強化を図る。

ｲ 1 24 7 25 3 242,466 242,466 193,972 48,494 3 2 (1) ｲ

⑤

那覇市伝統工芸ブラ

ンド確立事業

伝統的工芸品を国内外にアピールして那覇発世界ブラ

ンドとして確立させ、その伝統工芸品の唯一の販売店

及び体験工房である那覇市伝統工芸館を観光施設とし

て整備し機能強化を図る。

ﾆ 1 25 1 25 3 30,142 30,142 24,113 6,029 3 1 (5) ｳ

⑥

常設展音声ガイダン

ス事業

壺屋焼物博物館を観光施設としてグレードアップする

ため、常設展示コーナーの案内を外国人観光客に対応

した多言語音声システムを整備する。

ｲ 1 24 6 25 3 3,780 3,780 3,024 756 3 1 (4) ｳ

⑦

公設市場環境整備事

業

観光地としての魅力を高めるため、観光資源であるマ

チグヮーの良さを活かしつつ、中心地である公設市場

の環境整備を行う。

ｲ 1 24 9 25 3 25,885 25,885 20,708 5,177 3 3 (8) ｲ

⑧

「那覇の祭り」模型

制作設置事業

観光都市としての魅力の発信力を高め、集客の目玉と

するため、那覇市を代表する祭り（那覇ハーリー、那

覇大綱挽、琉球王朝祭）のジオラマ模型を製作する。

ｲ 1 25 1 25 3 70,000 70,000 56,000 14,000 3 3 (2) ｳ

⑨

プラネタリウム番組

開発事業

観光施設として、牧志駅前ほしぞら公民館のプラネタ

リウムをグレードアップするため、番組制作システム

を導入し、集客力のある番組を委託制作する。

ｲ 5 24 6 29 3 31,398 31,398 25,118 6,280 3 1 (5) ｳ

⑩

壺屋地区シンボル

シーサー整備事業

観光都市としてのグレードアップを図るため、壺屋焼

巨大シーサーをやちむん通りの入り口となる牧志壺屋

線の広幅員の歩道部（シンボル広場）に設置し、併せ

て多言語の観光案内施設を整備する。

ｲ 1 24 10 24 12 16,191 16,191 12,952 3,239 3 3 (2) ｳ

⑪

那覇市旧跡･歴史的

地名標示事業

観光地としてグレードアップを図るため、琉球王国時

代から昭和戦前期にかけて存在した那覇市内の旧跡地

等に標示板を設置する。

ｲ 2 24 6 26 3 27,468 27,468 21,974 5,494 3 1 (4) ｱ

⑫

首里地区回遊促進案

内板等設置事業

観光都市としての景観・美観形成のため、特に観光客

が多く、本市伝統文化の香りが残る首里城を中心とし

た首里地区に、地区内回遊促進のための案内板等を設

置するための事業計画を策定する。

ｲ 1 24 8 25 3 6,027 6,027 4,821 1,206 3 3 (2) ｳ

⑬ バス停上屋整備事業

観光都市としてのグレードアップを図るため、観光客

等が沖縄の強烈な日差しや風雨を避け快適に公共交通

機関を利用してもらえるよう、バス停上屋を整備す

る。

ｲ 3 24 10 27 3 57,000 57,000 45,600 11,400 3 1 (7) ｳ

⑭

交流オアシス整備事

業

観光都市としてのグレードアップを図るため、公有地

及び道路残地等を活用した小広場、オープンスペース

（交流スペース）の整備を行い、観光客と市民との交

流・憩いの場を創出する。

ｲ 4 24 11 28 3 6,000 6,000 4,800 1,200 3 3 (2) ｳ

⑮

亜熱帯庭園都市の歩

行者専用道路整備事

業

観光地としてのグレードアップを図るため、那覇新都

心シビックコア地区計画に基づき、官庁施設や商業施

設をつなぐ亜熱帯庭園都市にふさわしい歩行者専用道

路を整備する。

ｲ 1 24 9 25 2 12,600 12,600 10,080 2,520 3 3 (2) ｳ

⑯

市内観光地観光客安

全対策事業

観光都市としてのグレードアップと、観光客等の安心

安全確保のため、市内観光地に防犯カメラを設置す

る。

ｲ 1 24 7 25 3 16,164 14,548 11,638 2,910 1,616 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 2 -



 01_那覇市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所 備考交付対象事業等の概要

年 月 年 月

№

負担額

　交付対象事業費

事

業

分

類

Ｂ

　総事業費

交付対象外

経費

Ｃ

⑰ 歴史散歩道整備事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、①

やちむん通り②赤平当蔵線③しんかのちゃーまーい等

の道路の公共空間において、路面改良、道路緑化・美

化を行う。

ｲ 4 24 9 28 3 158,600 158,600 126,880 31,720 3 3 (2) ｳ

⑱

那覇・福州友好都市

交流シンボルづくり

事業

観光都市としての景観づくりと、中国福州市との友好

姉妹都市のシンボルとなるよう、巨大龍を作成し、那

覇ふ頭旅客バースからの観光客迎え入れゲート的位置

にある松山公園へ設置する。

ｲ 1 25 1 25 3 123,493 123,493 98,794 24,699 3 3 (2) ｳ

⑲

亜熱帯庭園都市の道

路美化事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、幹

線市道や観光地周辺市道の街路樹の緑化や美化を推進

する。

ｲ 10 24 9 34 3 126,750 126,750 101,400 25,350 3 3 (2) ｳ

⑳

那覇の観光イメージ

アップ事業

観光都市としての景観・美観の確保のため、国際通り

等の観光地の歩道路面に点在し景観悪化を招いている

付着物の除去作業を行う。

ｲ 1 25 1 25 3 23,888 23,888 19,110 4,778 3 2 (1) ｲ

21

亜熱帯庭園都市の公

園美化事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、観

光地周辺公園の緑化と美化、遊具・トイレ等の整備を

行う。

ｲ 10 24 8 34 3 43,856 43,856 35,084 8,772 3 3 (2) ｳ

22

中心市街地における

公園再生事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、観

光地である中心市街地周辺の公園の課題を整理して、

基本計画やパースを作成する。

ｲ 1 24 11 25 3 8,000 8,000 6,400 1,600 3 3 (2) ｳ

23

亜熱帯庭園都市の公

園施設強化事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、波

の上宮やビーチがある旭ケ丘公園の施設強化を図り、

琉球石灰岩のり面の保護整備及び回遊園路を整備す

る。

ｲ 1 24 9 25 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (2) ｳ

24

市花木等普及推進事

業（公共空間への植

樹）

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、市

花木ホウオウボク、市木フクギ、市花ブーゲンビレア

により、公園パーゴラや久茂地川沿いのモノレール支

柱等の公共空間の緑化に取り組む。

ｲ 10 24 10 34 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 1 (6) ｲ

25

ベランダ緑化推進事

業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、ベ

ランダ緑化推進事業としてのブーゲンビレアの苗等の

配布を行う。

ｲ 10 24 9 34 3 1,500 1,500 1,200 300 3 1 (6) ｲ

26

花いっぱい運動推進

事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、自

治会、幼保小中学校、ボランティア団体等へ、市域を

花でいっぱいにするための種子、草花苗の配布を実施

する。

ｲ 10 24 6 34 3 2,900 2,900 2,320 580 3 1 (6) ｲ

27

緑の診断・生育事業

（公共空間）

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、公

共空間の樹木の専門家診断に基づく適切な手当や保全

生育を図る。また、必要に応じて樹種の入れ替え等を

行う。

ｲ 10 24 10 34 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 1 (6) ｲ

28 桜の名所づくり事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、首

里、真和志、小禄地域に桜の名所となる公園などの候

補地を選定する、桜の育成環境調査を行う。

ｲ 4 24 10 28 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 1 (6) ｲ

29

デイゴ・リュウキュ

ウマツ害虫対策事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、県

花であるデイゴや琉球松を守るための害虫駆除及び予

防対策を行う。

ｲ 2 24 11 26 3 5,675 5,675 4,540 1,135 3 1 (6) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 3 -



 01_那覇市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所 備考交付対象事業等の概要

年 月 年 月

№

負担額

　交付対象事業費

事

業

分

類

Ｂ

　総事業費

交付対象外

経費

Ｃ

30

那覇爬龍船競漕振興

事業

伝統に根ざしたイベントの支援強化と観光イベントと

しての事業充実を図るため、「那覇ハーリー」で、

「爬龍船競漕」を実施している那覇爬龍船振興会に対

して事業支援を行う。

ｲ 10 24 8 34 3 203,626 183,267 146,613 36,654 20,359 3 1 (4) ｴ

31 那覇大綱挽振興事業

伝統に根ざしたイベントの支援強化と観光イベントと

しての事業充実を図るため、「那覇大綱挽まつり」

で、「那覇大綱挽」を実施している那覇大綱挽保存会

に対して事業支援を行う。

ｲ 10 24 8 34 3 32,096 12,779 10,223 2,556 19,317 3 1 (4) ｴ

32

琉球王朝祭り首里振

興事業

伝統に根ざしたイベントの支援強化と観光イベントと

しての事業充実を図るため、「琉球王朝祭り首里」を

開催している首里振興会に対して事業支援を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 13,030 6,036 4,828 1,208 6,994 3 1 (4) ｴ

33

プロ野球キャンプ等

支援事業

スポーツコンベンションとして観光地の魅力アップを

図るため、読売巨人軍春季キャンプの受入体制強化を

図るとともに、公式戦の誘致活動を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 46,142 46,142 36,913 9,229 3 2 (1) ｲ

34

ＮＡＨＡマラソンラ

ンナーリピーター促

進事業

観光関連イベントの支援強化を図るため、ＮＡＨＡマ

ラソンのイメージアップを図り、県外参加者のリピー

タを増やすための交流イベントを開催する。

ｲ 1 24 10 25 3 4,736 4,736 3,788 948 5 3 (3) ｲ

35

プロ野球キャンプに

ぎわい創出事業

スポーツコンベンションとしての観光地の魅力アップ

を図るため、読売巨人軍春季キャンプ会場周辺に、出

店、ステージイベント等を拡充して設置する。

ｲ 10 24 10 34 3 21,450 21,450 17,160 4,290 3 2 (1) ｲ

36

国際通りとマチグ

ワァーのにぎわい事

業

ひやみかちマチグヮー館を観光施設として充実を図る

ためするため、当該施設を拠点としたイベントを開催

する。

ｲ 10 24 7 34 3 77,127 77,127 61,701 15,426 3 3 (8) ｲ

37

パフォーマンス等に

よる国際通り活性化

推進事業

観光誘客のため、国際通りトランジットモールでのイ

ベント・パフォーマンス等を行うことにより、国際通

りの活性化を推進する。

ｲ 10 24 11 34 3 10,098 9,184 7,347 1,837 914 3 3 (8) ｲ

38

国際通りトランジッ

トマイル推進事業

本市産業の振興発展を図るため、国際通りで実施して

いるトランジットモールの実施主体である国際通り商

店街振興組合連合会に対して事業支援を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 2,660 1,520 1,216 304 1,140 3 3 (8) ｲ

39

ストリートダンスバ

トルin国際通り観光

誘客事業

観光都市としてのグレードアップを図るため、国際通

りでのトランジットモールを活用した定期的なダンス

イベントを実施し新たな観光資源とする。

ｲ 1 25 1 25 3 9,150 7,550 6,040 1,510 1,600 5 3 (3) ｲ

40

中心商店街活性化支

援事業

本市産業の振興発展と観光拠点としての発展を図るた

め、国際通り等中心商店街の振興組合等が行う活性化

のための研修事業や先進地視察、イベント等の支援を

行う。

ｲ 10 24 8 34 3 3,340 2,500 2,000 500 840 3 3 (8) ｲ

41

マチグヮｰ屋台村構

想事業

観光誘客と観光地としてのグレードアップを図るた

め、国際通り及びさいおんスクエア周辺など中心市街

地に屋台村を設置する。

ｲ 1 24 8 25 3 21,014 21,014 16,811 4,203 3 3 (8) ｲ

42

一万人エイサー踊り

隊推進事業

伝統と文化に根差した観光誘客イベントとして、国際

通りにて開催される「一万人エイサー踊り隊」事業を

推進する。

ｲ 1 24 8 25 3 8,354 1,320 1,056 264 7,034 3 1 (4) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 4 -



 01_那覇市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所 備考交付対象事業等の概要

年 月 年 月

№

負担額

　交付対象事業費

事

業

分

類

Ｂ

　総事業費

交付対象外

経費

Ｃ

43

那覇まちまーい推進

事業

観光地としての魅力アップを図るため、那覇市観光協

会が着地型観光メニューとして実施している「那覇ま

ちまーい」事業を推進する。

ｲ 10 24 8 34 3 32,436 27,586 22,068 5,518 4,850 3 1 (4) ｴ

44

「なはの日」ウチ

ナーグチ再発見イベ

ント

観光地らしさとウチナーグチの普及啓発による観光都

市としての魅力を高めるため、「なはの日」に合わせ

てイベントを展開する。

ｲ 1 24 6 24 7 2,000 2,000 1,600 400 3 1 (4) ｱ

45

「JAZZ　Night　in

那覇」事業

観光都市として来客者の満足度を高めるため、沖縄独

特の「沖縄ジャズ」の魅力に満ちた「JAZZ　Night

in　那覇」イベントを実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 7,173 7,173 5,738 1,435 3 1 (5) ｱ

46

歴史博物館企画展事

業

那覇市歴史博物館を観光施設としてグレードアップさ

せるとともに、観光集客につなげられるよう歴史文化

に関する企画展を開催する。

ｲ 10 24 6 34 3 3,109 3,109 2,487 622 3 1 (4) ｴ

47

観光イベント安全確

保事業

伝統に根ざしたイベントの支援強化と、観光客の安全

確保等を行うため、「那覇大綱挽まつり」「琉球王朝

祭り首里」「ＮＡＨＡマラソン」における雑踏警備を

専門会社に委託する。

ｲ 10 24 9 34 3 2,000 2,000 1,600 400 3 3 (2) ｳ

48

国際通りを中心とし

た那覇市ＩＣＴ利活

用モデル事業「Wifi

化計画」

国際観光都市としてグレードアップを図るため、国際

通り等に無料公衆無線ＬＡＮ環境を構築し、まち歩き

観光等の情報発信を促進するモデル事業を実施する。

ｲ 10 24 11 34 3 232,840 232,840 186,272 46,568 3 3 (2) ｳ

49

国際通り情報発信大

型ビジョン活用事業

国際観光都市としてグレードアップを図るため、国際

通りを中心とした観光客がよく訪れる地域に、大型ビ

ジョンを設置して、地域情報や地域イベント等の映

像・音声情報を発信する。

ｲ 10 24 11 34 3 203,000 203,000 162,400 40,600 3 3 (2) ｳ

50

県外メディア誘致観

光プロモーション

観光情報の発信力を強化するため、県外テレビ番組の

バラエティ・観光番組・ワイドショー等で那覇市の観

光地、イベント、物産等をＰＲする。

ｲ 1 24 9 25 3 9,024 9,024 7,219 1,805 3 3 (2) ｲ

51

観光宣伝誘致強化事

業

観光情報の発信力を強化するため、観光ガイドブッ

ク、マップ等を作成するとともに、宿泊客アンケート

を実施して、観光地としての改善点等を点検する。

ｲ 1 24 10 25 3 13,704 13,704 10,963 2,741 3 3 (2) ｲ

52

移動式車載大型ビ

ジョン

イベント等における観光情報の発信力を高めるため、

移動式車載大型ビジョンを整備して、那覇マラソンや

那覇大綱引きなどの観光イベント、クルーズ船寄港時

の歓迎セレモニーなどで映像放映を行う。

ｲ 1 24 12 25 3 150,000 150,000 120,000 30,000 5 3 (3) ｲ

53

観光資源データベー

ス登録事業

観光情報の発信力を強化するため、ホームページ上に

本市文化財等の観光資源紹介を作成・掲載する。

ｲ 1 24 10 25 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 3 (2) ｳ

54

那覇市内観光周遊バ

ス実証実験事業

観光都市としてのグレードアップを図るため、市内観

光地やホテル等を回るバスの運行についての実証実験

を行う。

ｲ 3 25 1 27 3 41,634 41,634 33,307 8,327 3 2 (1) ｲ

55

安心・安全なマチ

グヮー地区実証実験

事業

本市産業の振興発展と観光拠点としての発展を図るた

め、中心商店街で二輪駐輪場の実証実験を行い、観光

拠点としてのマチグヮーの魅力向上と商店街の活性化

に取り組む。

ｲ 1 24 11 25 3 19,100 19,100 15,280 3,820 3 3 (8) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 5 -
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56

人・地球にやさしい

ミスト事業

観光地としてのグレードアップ及び誘客効果と環境負

荷低減等のため、ミスト発生器をイベント時や公共施

設等において実証実験を行う。

ｲ 1 24 7 24 12 4,640 4,640 3,712 928 3 3 (2) ｳ

57

那覇三大祭りを中心

とした観光振興調査

研究事業

観光都市としての魅力の発信力を高め、集客の目玉と

して活用するため、市を代表する祭り（那覇ハー

リー、那覇大綱挽、琉球王朝祭）を活かす事業展開に

ついて調査研究を行う。

ｲ 1 25 1 25 3 9,975 9,975 7,980 1,995 3 3 (2) ｳ

58

那覇市みどり実施計

画事業

観光都市としての景観・美観の創出・継承のため、本

市の緑化推進のための具体的方策となる実施計画を策

定する。

ｲ 1 24 11 25 2 8,000 8,000 6,400 1,600 3 1 (6) ｲ

59

びんがた体験型観光

施設基本構想調査事

業

観光都市としてのグレードアップを図るため、伝統工

芸品である琉球びんがたを活かした体験型観光施設の

整備に向けた基本構想を策定する。

ｲ 1 24 10 25 3 4,401 4,401 3,520 881 3 1 (4) ｳ

60

壺屋地区まちづくり

総合計画推進事業

観光都市としての景観・美観の創出のため、「やちむ

んの里」壺屋において、陶器関連産業再生のための調

査と沖縄らしい美しい街並みの再生・創出に向けた総

合的なまちづくり調査を実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 6,423 6,423 5,138 1,285 3 1 (5) ｱ

61

景観まちづくり推進

事業

観光都市としての景観・美観の再生・創出・継承のた

め、①景観向上行動計画策定②景観重要公共施設調査

等③新重点地区指定基礎調査④景観資源保全業務⑤屋

外広告物実態調査などを実施する。

ｲ 3 24 10 27 3 39,761 39,761 31,808 7,953 3 1 (6) ｱ

62

新垣家住宅登窯保存

活用計画策定事業

観光都市としてのグレードアップを図るため、本市伝

統工芸の郷・壺屋地区の新垣家住宅登窯をシンボルと

して保存活用するための計画を策定する。

ｲ 1 24 7 25 3 2,730 2,730 2,184 546 3 1 (5) ｱ

2

那覇市の水産・農業

振興活性化推進事業

　本事業では、我が沖縄県の風土や自然の生み出した

農業、水産業について、観光や流通、そして個性ある

特産品を活かした事業展開によって、振興発展に取り

組むものである。具体的には、以下の施策に取り組

む。

①マグロを中心とする近海漁業の振興のための施設整

備、観光との連携（水産）

②カガンジデ－クニなどの伝統野菜やハーブ等亜熱帯

気候を活かした特産品づくりと生産・消費拡大による

振興発展（農業）

ﾊ 10 24 7 34 3 158,789 145,233 116,185 29,048 13,556 3 3 (12)

①

市魚マグロ等水産物

流通支援事業

マグロを中心とする近海漁業の振興のため、市魚であ

るマグロの解体ショーなど、水産物の流通と観光的観

点を絡めたイベント等の開催や流通設備の整備を行

う。

ﾊ 10 24 10 34 3 74,282 64,806 51,844 12,962 9,476 3 3 (7) ｲ

②

中層浮漁礁設置強化

事業

本市の漁業振興を図るため、沖縄独特のマグロ漁法で

ある浮漁礁設置に対して補助を行う。船舶の航行に支

障がなく耐久性に優れた中層浮漁礁を設置し、市魚マ

グロを中心とする水産業の振興を行う。

ﾊ 1 24 7 25 3 30,776 30,000 24,000 6,000 776 3 3 (7) ｶ

③

那覇市沿岸漁協施設

整備事業

本市産業の振興発展を図るため、那覇市沿岸漁協施設

の整備に対して補助を行い、水産業の振興を行う。

ﾊ 1 24 9 25 3 2,993 2,395 1,916 479 598 3 3 (7) ｶ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 6 -
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④

泊セリ市場環境整備

事業

本市産業の振興発展を図るため、泊セリ市場の改修に

対する補助を行い、水産業の振興と合わせて観光拠点

化についても考慮した取り組みを行う。

ﾊ 1 24 9 25 3 11,031 8,825 7,060 1,765 2,206 3 3 (7) ｶ

⑤

漁船近代化機械設置

推進補助

本市産業の振興発展を図るため、本市漁船の近代化装

備に対する支援を行い、水産業の振興を行う。

ﾊ 10 24 10 34 3 8,000 8,000 6,400 1,600 3 3 (7) ｶ

⑥ 那覇市農業振興事業

本市産業の振興発展を図るため、農機具及びビニール

ハウス、簡易井戸の設置・購入にかかる経費に対する

支援を行い、農業振興を行う。

ﾊ 10 24 9 34 3 22,500 22,500 18,000 4,500 3 3 (7) ｴ

⑦ 地産地消推進事業

本市産業の振興発展を図るため、伝統野菜の生産拡

大、地元野菜の利用推進に向けた取り組みを行い、本

市農業の振興を行う。

ﾊ 3 24 9 27 3 5,669 5,669 4,535 1,134 3 3 (7) ｲ

⑧ 農産物直売支援事業

本市産業の振興発展を図るため、地元野菜を使用した

加工商品製造機械導入への補助と、第６次産業につな

がる活動の推進及び商品認知度向上への支援を行う。

ﾊ 1 24 9 25 3 1,240 1,200 960 240 40 3 3 (7) ｲ

⑨

亜熱帯農作物加工支

援事業

本市産業の振興発展を図るため、ハーブの一種である

バジルを原料としたバジルソースの生産加工機材整備

に対する支援を行い、本市農業の振興を行う。

ﾊ 1 24 10 25 3 2,298 1,838 1,470 368 460 3 3 (7) ｲ

3

沖縄の伝統工芸、地

元産業の振興推進事

業

　本事業では、沖縄の伝統や立地条件等を活かした産

業や商業の振興と企業誘致、そして観光と連携した産

業の振興発展に取り組む。具体的には、以下に取り組

む。

①壺屋焼などの伝統産業の振興

②加工食品を含む特産品の県外・海外に向けた販路拡

大、マチグワーの観光面も含めた調査研究、県外企業

誘致活動

ﾆ 10 24 7 34 3 82,311 62,311 49,848 12,463 20,000 3 3 (8)

②

農連市場相対売り継

承調査事業

本市産業の振興発展を図るため、マチグヮーの象徴で

ある「相対売り」等の歴史的・文化的特徴を生かした

商業形態継承するための調査事業へ補助を行う。

ﾆ 2 24 8 26 2 12,000 6,000 4,800 1,200 6,000 3 3 (8) ｲ

③

中小企業事業者の県

外・海外向け販路拡

大支援事業

本市産業の振興発展を図るため、市内の中小企業事業

者が新規開発した商品・サービスを県外・海外への販

路拡大する取り組みに対して助成などの支援を行う。

ﾆ 10 24 8 34 3 44,929 30,929 24,743 6,186 14,000 3 3 (8) ｱ

④

企業誘致促進優良オ

フィス認定事業

本市への企業誘致を推進するため、企業の向けの優良

賃貸事務所等の情報を掲載するWebを作成する。

ﾆ 1 24 10 25 3 13,982 13,982 11,185 2,797 3 3 (3) ｱ

⑤

企業誘致活動サポー

ト事業

本市への企業誘致を推進するため、企業誘致専門家に

よる調査分析並びに誘致方針の検討と各種誘致活動の

展開を行う。

ﾆ 1 24 9 25 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (3) ｱ

⑥

那覇の物産展推進事

業

本市産業の振興発展を図るため、那覇の物産展を開催

する。本市の特産品の需要拡大と販路の開拓を促進す

るためＰＲして、産業の振興を行う。

ﾆ 10 24 9 34 3 1,400 1,400 1,120 280 3 3 (9) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 7 -
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交付対象外

経費

Ｃ

4

海外と日本各地を結

ぶアジアの国際物流

拠点、港湾施設整備

事業

　本事業は、海外と日本各地を結ぶ国際物流拠点とし

て整備発展が期待される那覇港の機能拡充に努めるこ

とにより、沖縄・那覇市の振興と発展に取り組むもの

である。

ﾆ 2 24 7 26 3 262,504 262,504 210,002 52,502 3 3 (4) ｱ

①

ガントリークレーン

整備事業

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた

め、免震機能付ガントリークレーンを整備する。

ﾆ 2 24 7 26 3 120,000 120,000 96,000 24,000 3 3 (4) ｱ

②

リーファー電源整備

事業

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた

め、年々需要が増大しているリーファーコンテナ（低

温輸送が必要な冷凍コンテナ等）に対応するリー

ファー電源を増設する。

ﾆ 1 24 7 25 3 36,000 36,000 28,800 7,200 3 3 (4) ｱ

③

那覇港生活物資安定

供給対策事業（浦添

ふ頭防風対策事業）

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた

め、浦添ふ頭へ防風柵を設置し、新港埠頭の混雑解消

と物流サービスの向上を図る。

ﾆ 1 24 8 25 3 78,000 78,000 62,400 15,600 3 3 (1) ｱ

④

那覇港物流ビジネス

モデル導入事業

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充に資するた

め、「那覇港ビジネスモデル」の提案及び「空コンテ

ナ」対策など那覇港物流ビジネスモデル導入に向けた

取り組みを行う。

ﾆ 1 24 7 25 3 11,867 11,867 9,493 2,374 3 3 (4) ｱ

⑤

那覇港総合物流セン

ター可能性調査事業

国際物流拠点としての那覇港の機能拡充を図るため、

総合物流センター設置に向けた可能性調査を調査す

る。

ﾆ 1 24 8 25 3 16,637 16,637 13,309 3,328 3 3 (4) ｱ

5

活き活き人材育成・

雇用促進事業

　本事業は、沖縄の厳しい雇用状況（高い失業率）に

鑑みて、市民の就業支援と本県でニーズの多い業界、

分野等で求められている人材育成を支援するための取

り組みを多角的に行い、雇用面から沖縄の振興に取り

組むものである。

　具体的には、以下の施策に取り組む。

①ＩＴ関連業界、コールセンター業界のニーズに応え

られるスキル等を持った人材育成と就職支援（人材育

成）

②就職に向けた学生、生徒の意識啓発、モチベーショ

ン向上の取り組み（学生人材育成）

③就職に向けた相談体制の拡充（雇用促進）

ﾍ 10 24 7 34 3 99,275 99,275 79,417 19,858 3 3 (10)

①

（就労者向け）ＩＴ

フォローアップ人材

養成事業

市民の就業支援と本県でニーズの多いＩＴ業界で求め

られている人材育成を支援するため、ＩＴ業界に勤め

る方を対象としたスキル習得研修を開催する。

ﾍ 1 24 11 25 3 55,464 55,464 44,371 11,093 3 3 (3) ｳ

②

コールセンター人材

育成及びマッチング

支援事業

市民の就業支援と本県でニーズの多いコールセンター

業界で求められている人材育成を支援するため、アン

ケート調査を実施する。

ﾍ 10 24 9 34 3 2,000 2,000 1,600 400 3 3 (3) ｳ

③

ＩＴ業界を知る講座

（高校・大学生向

け）

市民の就業支援を行うため、高校生や大学生向けに、

ＩＴ業界の職種や職場環境を理解する講座を開催し、

将来の就職につなげる。

ﾍ 1 24 10 25 3 1,906 1,906 1,524 382 3 3 (3) ｳ

④

中学生のための仕事

と社会について考え

る講座事業

市民の就業支援を行うため、中学生を対象に将来の進

路選択についての体験・参加型講座、講演会等を開催

する。

ﾍ 1 24 11 25 3 5,013 5,013 4,010 1,003 3 5 (3) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 8 -



 01_那覇市
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交付対象外

経費

Ｃ

⑤

訪問介護員（ホーム

ヘルパー）養成事業

市民の就業支援と本県でニーズの多い訪問介護のため

の人材育成を支援するため、生活保護受給者や失業者

等を対象に、訪問介護員２級資格を取得するための講

座を実施する。

ﾍ 10 24 9 34 3 20,981 20,981 16,784 4,197 3 3 (10) ｱ

⑥

なはし就職なんでも

相談センター事業

市民の就業支援を行うため、民間人材サービス会社の

ノウハウを最大限に活用した就職相談の実施、各種就

職支援セミナーの開催、求人情報の提供等を行う。

ﾎ 10 24 7 34 3 8,119 8,119 6,495 1,624 3 3 (10) ｱ

⑦

人材育成施設整備基

本構想策定事業

将来の沖縄振興に資する人材の育成に有益な施設整備

のため、公民館、図書館、教育研究所等の施設整備に

ついての基本計画を策定する。

ﾎ 1 24 9 25 3 5,792 5,792 4,633 1,159 3 5 (2) ｲ

6

なはが好き！子ども

の笑顔が輝く教育の

まち推進事業

　本事業では、低迷する学力や低所得、離島県として

の過大負担などの課題へ対応しつつ、自然を愛し伝統

文化を大切にする心を育てて、将来の沖縄の振興発展

に資する、希望と夢にあふれる人材を育むため、以下

の施策に取り組む。

①将来の沖縄振興に資する人材育成をめざして、学力

の向上に取り組む。（学力向上）

②将来の沖縄振興を念頭に、語学力や国際感覚の涵養

等に取り組む。（外国語力）

③教育の振興のため、特別な支援が必要な子どもたち

に対する支援策の拡充に取り組む。（特別支援）

④将来の沖縄振興に資する人材の健全育成のため、相

談や支援策の拡充に取り組む。（健全育成）

⑤将来の沖縄を代表する人材育成のため、スポーツや

文化活動に対する施策の拡充と展開に取り組む。（ス

ポーツ・文化）

⑥沖縄の様々な特殊事情により対応できなかった施設

の整備、改修等に取り組む。（施設整備）

ﾁ 10 24 6 34 3 1,117,228 1,110,834 888,653 222,181 6,394 3 5 (3)

①

基礎学力向上のため

の学習支援事業

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市内小学校

に退職教員等を活用したティーム・ティーチング形式

での小３算数を中心とした学力向上支援を行う。

ﾁ 10 24 8 34 3 9,448 9,448 7,558 1,890 3 5 (3) ｱ

②

電子黒板整備事業

（小学校）

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、小学校に電子黒板を整備し、児

童の興味関心を引き出し集中力を高める、分かりやす

い授業環境を整える。

ﾁ 1 25 1 25 3 50,927 50,927 40,741 10,186 3 5 (4) ｱ

③

電子黒板整備事業

（中学校）

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、全中学校に電子黒板を整備し、

生徒の興味関心を引き出し集中力を高める、分かりや

すい授業環境を整える。

ﾁ 1 25 1 25 3 201,541 201,541 161,232 40,309 3 5 (4) ｱ

④

小学校英語指導員配

置事業

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、英語指導員

を各校に配置し、長期的な英語指導を通したコミュニ

ケーション能力の育成と国際感覚の涵養を図る。

ﾁ 10 24 8 34 3 54,024 54,024 43,219 10,805 3 5 (4) ｱ

⑤

中学校英語指導員配

置事業

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市内中学校

に英語指導員を派遣し、長期的な英語指導を通したコ

ミュニケーション能力の育成と国際感覚の涵養を図

る。

ﾁ 10 24 8 34 3 17,037 17,037 13,629 3,408 3 5 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 9 -
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Ｃ

⑥

特別支援教育充実事

業（小・中学校）

教育の振興を図るため、特別に支援を要する児童生徒

に対し、特別支援員を各学校へ派遣し、臨床心理士や

認定就学巡回指導員と連携した支援体制の充実を図

る。

ﾁ 10 24 12 34 3 30,187 30,187 24,149 6,038 3 5 (3) ｳ

⑦

特別支援教育充実事

業（幼稚園）

教育の振興を図るため、特別に支援を要する児童生徒

に対し、特別支援員を各幼稚園へ派遣し、臨床心理士

や認定就学巡回指導員と連携した支援体制の充実を図

る。

ﾁ 10 24 12 34 3 12,837 12,837 10,269 2,568 3 5 (3) ｲ

⑧

特別支援教育充実事

業（幼稚園預かり保

育）

教育の振興を図るため、特別に支援を要する児童生徒

に対し、教育課程に係る時間の終了後に行う午後の教

育時間に対応した特別支援員を各幼稚園へ派遣する。

ﾁ 10 24 12 34 3 4,907 4,907 3,925 982 3 5 (3) ｲ

⑨ 学習支援事業

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、不登校等や

巡回指導時に支援が必要と判断した児童生徒を対象

に、臨時教諭による学習支援を行い、高校進学率の向

上に取り組む。

ﾁ 10 24 8 34 3 4,248 4,248 3,398 850 3 5 (3) ｱ

⑩

学習ボランティア支

援事業

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、退職教員等を活用した学習ボラ

ンティアによる学習支援の取り組みを行う。

ﾁ 10 24 8 34 3 1,530 1,530 1,224 306 3 5 (3) ｱ

⑪

学校サポートチーム

支援員活用事業

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、自立支援教

室を設置し、学校の中では対応の難しい児童生徒に対

する体験学習等を通した登校復帰を促す取り組みを行

う。

ﾁ 10 24 8 34 3 7,466 7,466 5,972 1,494 3 5 (1) ｱ

⑫ 教育相談支援事業

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、教育相談支援員を小中学校に配

置し、不登校や保護者の相談、支援に取り組む。

ﾁ 10 24 8 34 3 23,328 23,328 18,662 4,666 3 5 (3) ｲ

⑬

メンタルヘルスカウ

ンセリング事業

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、児童生徒や保護者及び教師に対

して、カウンセラーによるメンタル相談及び支援を行

う。

ﾁ 10 24 8 34 3 16,606 16,606 13,284 3,322 3 5 (3) ｲ

⑭ 青少年旗頭事業

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成のため、那覇

の伝統文化である旗頭を活用した文化活動を立ち上

げ、青少年の居場所づくりや地域との絆づくり、そし

て文化の継承・発展に取り組む。

ﾁ 10 24 6 34 3 8,240 8,240 6,592 1,648 3 5 (1) ｱ

⑮

那覇市児童生徒県外

交流事業

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、他県との交

流が少ない離島県である本市の児童生徒を県外へ派遣

し、派遣先との交流を行う。

ﾁ 10 24 9 34 3 4,620 4,620 3,696 924 3 5 (2) ｱ

⑯ 街頭指導事業

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、指導員によ

る日中及び夜間の巡回指導活動を行い、青少年の非行

防止に取り組む。

ﾁ 10 24 8 34 3 12,233 12,233 9,786 2,447 3 5 (1) ｱ

⑰

生徒サポーター派遣

事業

将来の沖縄振興に資する人材の健全育成と教育の振

興・学力向上のため、学校内教育支援室を設置して、

非行傾向の生徒の居場所を作り、自立支援、学級復帰

に取り組む。

ﾁ 10 24 8 34 3 10,431 10,431 8,344 2,087 3 5 (3) ｲ

⑱

スポーツ広場整備事

業

スポーツコンベンションとしての本市の機能拡充と、

将来の沖縄振興に資する人材の育成に有益な施設とし

てスポーツ広場を整備する。

ﾁ 2 24 5 26 3 38,549 38,549 30,839 7,710 3 2 (1) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 10 -



 01_那覇市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所 備考交付対象事業等の概要

年 月 年 月

№

負担額

　交付対象事業費

事

業

分

類

Ｂ

　総事業費

交付対象外

経費

Ｃ

⑲

児童のスポーツ県外

派遣補助金

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市・県を代

表する児童及び少年チームのスポーツ活動に対して、

県外大会派遣費用の助成を行う。

ﾁ 10 24 9 34 3 4,868 2,434 1,947 487 2,434 3 5 (4) ｲ

⑳

児童・生徒の県外派

遣旅費補助金（大会

派遣）

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市・県を代

表する児童・生徒の文化活動を含む部活動に対して、

県外大会派遣費用の助成を行う。

ﾁ 10 24 9 34 3 7,920 3,960 3,168 792 3,960 3 5 (4) ｲ

21

離島等自然体験学習

事業   自然教室

将来の沖縄振興に資する人材育成のため、市内全小学

校５年生を対象に、自然体験活動を行う。

ﾁ 10 24 6 34 3 9,710 9,710 7,768 1,942 3 5 (3) ｲ

22

幼稚園冷房機設置事

業

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候に対

応するため、幼稚園舎に冷房機を設置する。

ﾁ 3 24 8 27 3 27,605 27,605 22,084 5,521 3 2 (2) ｲ

23

小学校施設環境整備

事業（冷房設置）

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候に対

応するため、小学校施設に冷房機を設置する。

ﾁ 5 24 7 25 3 76,236 76,236 60,988 15,248 3 5 (3) ｳ

24

中学校施設環境整備

事業（冷房設置）

気温の高い期間が長期にわたる沖縄の亜熱帯気候に対

応するため、中学校施設に冷房機を設置する。

ﾁ 5 24 7 25 3 17,971 17,971 14,376 3,595 3 5 (3) ｳ

25

幼稚園施設老朽化抑

制事業（塩害防止・

長寿命化）

塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するため、園

舎外壁面の塩害防止・長寿命化のための塗装対応を行

う。

ﾁ 3 24 9 27 3 32,005 32,005 25,604 6,401 3 2 (2) ｲ

26

小学校施設老朽化抑

制事業（塩害防止・

長寿命化）

塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するため、小

学校校舎外壁面の塩害防止・長寿命化のための塗装対

応を行う。

ﾁ 10 24 7 34 3 102,412 102,412 81,929 20,483 3 5 (3) ｳ

27

中学校施設老朽化抑

制事業（塩害防止・

長寿命化）

塩害による学校校舎等の劣化問題に対応するため、中

学校校舎外壁面の塩害防止・長寿命化のための塗装対

応を行う。

ﾁ 10 24 7 34 3 50,000 50,000 40,000 10,000 3 5 (3) ｳ

28

園舎剥離補修業務事

業

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応す

るため、塩分規制以前の老朽化園舎の剥落防止、腐食

防止並びに断面欠損部の修復を含めた剥離補修を行

う。

ﾁ 1 24 8 25 3 6,778 6,778 5,422 1,356 3 2 (2) ｲ

29

校舎等剥離補修業務

事業（小学校）

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応す

るため、塩分規制以前の老朽化小学校校舎の剥落防

止、腐食防止並びに断面欠損部の修復を含めた剥離補

修を行う。

ﾁ 2 24 6 26 3 67,747 67,747 54,197 13,550 3 5 (3) ｳ

30

校舎等剥離補修業務

事業（中学校）

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応す

るため、塩分規制以前の老朽化中学校校舎の剥落防

止、腐食防止並びに断面欠損部の修復を含めた剥離補

修を行う。

ﾁ 2 24 6 26 3 53,562 53,562 42,849 10,713 3 5 (3) ｳ

31

学校施設劣化調査業

務事業（小学校）

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応す

るため、小学校校舎の劣化状況の調査を行う。

ﾁ 1 24 7 25 3 40,839 40,839 32,671 8,168 3 5 (3) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 11 -
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32

学校施設劣化調査業

務事業（中学校）

塩害による学校校舎等の劣化に基因する剥離に対応す

るため、中学校校舎の劣化状況の調査を行う。

ﾁ 1 24 7 25 3 20,410 20,410 16,328 4,082 3 5 (3) ｳ

33

幼稚園等施設遮熱・

紫外線対策強化事業

亜熱帯気候等に対応した子育て施策の拡充を行うた

め、亜熱帯気候下での保育環境を確保できるよう、幼

稚園施設等の窓ガラスに防災面での配慮も兼ねた紫外

線対策フィルム等を整備する。

ﾁ 1 24 10 25 3 54,063 54,063 43,249 10,814 3 2 (2) ｲ

34

老朽化校舎解体工事

事業（若狭小学校）

塩分規制以前の海砂使用による学校校舎等の劣化に対

応するため、若狭小学校の老朽化校舎を解体撤去し、

児童の安心・安全の確保を図る。

ﾁ 1 24 7 25 3 36,943 36,943 29,554 7,389 3 5 (3) ｳ

7

伝統文化と新たな文

化創造の発信都市

へ！文化のまち推進

事業

　本事業では、沖縄の伝統文化の継承発展とそこから

生まれる新たな文化発信の息吹を沖縄の振興発展に繋

げていくため、以下の施策に取り組む。

①沖縄振興に資する伝統文化の継承発展、市民文化の

発信のため、イベントや公演事業を行う。（文化発

信・イベント）

②沖縄振興に資する伝統文化継承のため、啓発活動等

を行う。（伝統文化継承）

③歴史的にも史料価値が高い郷土資料の整備を行う。

（施設整備）

④沖縄振興に資する文化発信拠点となる施設の整備と

機能強化を行う。（史跡整備）

⑤沖縄振興に資する伝統文化を継承するため、貴重な

文化財等の保存整備を行う。

ﾘ 10 24 6 34 3 364,129 364,089 291,266 72,823 40 3 1 (4)

① 伝統芸能公演事業

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、組踊等

の本県伝統芸能の公演会を行う。

ﾘ 10 24 7 34 3 4,872 4,872 3,897 975 3 1 (4) ｴ

② 市民文化発信事業

沖縄振興に資する市民文化の創造と発展のため、ジャ

ズや平和劇等を通じた市民文化活動の発表と発信に取

り組む。

ﾘ 10 24 6 34 3 3,184 3,184 2,547 637 3 1 (4) ｴ

③

ハイサイ啓発推進事

業

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、ウチ

ナーグチによる案内人を庁舎内に配置し、ウチナーグ

チの啓発活動を行う。

ﾘ 1 24 9 25 3 2,700 2,700 2,160 540 3 1 (4) ｱ

④

島クトゥバ継承・普

及小冊子製作事業

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、島ク

トゥバ小冊子を製作し、小中学校の児童・生徒に配布

して、学校及び家庭での積極的な活用を推進する。

ﾘ 1 24 12 25 3 9,860 9,860 7,888 1,972 3 1 (4) ｱ

⑤

琉球伝統芸能継承発

展事業

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、伝統芸

能楽器を青少年健全育成関係団体等へ貸出し、子ども

達が伝統芸能に触れる機会を広く提供する。

ﾘ 1 24 7 25 3 3,117 3,117 2,493 624 3 5 (1) ｱ

⑥

伝統芸能・文化の継

承発展補助事業

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、市内各

地の伝統芸能文化の掘り起こしと保存・継承に関わる

活動に対して補助を行う。

ﾘ 10 24 6 34 3 2,000 2,000 1,600 400 3 1 (4) ｴ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 12 -
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⑦

那覇市舞台芸術体験

事業

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、ウチ

ナーグチを使った舞台劇を小中学生に実演体験させ、

成果発表会を開催する。

ﾘ 10 24 7 34 3 5,415 5,415 4,332 1,083 3 1 (4) ｴ

⑧

伝統文化継承種まき

事業

沖縄振興に資する伝統文化の発展のため、保育所へ伝

統文化の専門講師を派遣して伝統文化の継承に取り組

む。

ﾘ 10 24 9 34 3 1,631 1,631 1,304 327 3 2 (2) ｳ

⑨

子どもが輝くまちづ

くり事業

沖縄振興に資する伝統文化の継承発展のため、子ども

達の伝統芸能活動等についての発表の場づくりに取り

組む。

ﾘ 10 24 8 34 3 753 713 570 143 40 3 5 (4) ｲ

⑩ 郷土資料整備事業

沖縄振興に資する伝統文化を継承するため、郷土資料

の充実と、「琉米文化会館」資料として引き継いだ映

像資料のＤＶＤ化を行い利活用の促進を図る。

ﾘ 10 24 6 34 3 73,300 73,300 58,640 14,660 3 1 (4) ｴ

⑪

壺屋の歴史・文化発

信事業

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、県外

に流出した沖縄固有の貴重な文化財である厨子甕を購

入し、壺屋焼物博物館にて展示公開する。

ﾘ 1 24 7 25 3 18,518 18,518 14,814 3,704 3 1 (4) ｴ

⑫

琉球国王「王冠」複

製事業

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、歴史

博物館で保存している国宝指定の尚家資料の象徴であ

る王冠の複製品を作成し、常設展示する。

ﾘ 1 24 6 25 3 19,467 19,467 15,573 3,894 3 1 (4) ｱ

⑬

文化芸術発信拠点施

設整備事業(壺屋焼

物博物館)

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、壺屋

焼物博物館の空調設備を改修し、観光施設としての機

能強化を図る。

ﾘ 1 24 7 25 3 49,439 49,439 39,551 9,888 3 1 (4) ｳ

⑭

文化芸術発信拠点施

設整備事業（パレッ

ト）

沖縄振興に資する文化発信拠点としてパレット市民劇

場、パレット市民ギャラリーの改修を行い、文化発信

拠点として機能強化を図る。

ﾘ 2 24 7 26 3 112,058 112,058 89,646 22,412 3 1 (4) ｳ

⑮

文化芸術発信拠点施

設整備事業（市民会

館）

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、本市

の文化芸術発信拠点施設である市民会館の備品整備と

充実を図り、機能強化を行う。

ﾘ 2 24 9 26 3 46,139 46,139 36,911 9,228 3 1 (4) ｳ

⑯

新文化芸術発信拠点

施設整備事業

沖縄振興に資する文化発信拠点を整備するため、本市

の新しい文化芸術発信拠点施設建設に向けた基本構想

の策定を行う。

ﾘ 7 24 7 31 3 8,289 8,289 6,631 1,658 3 1 (4) ｳ

⑰ 崎山御嶽修復事業

沖縄振興に資する伝統文化を継承するため、市指定文

化財（史跡）「崎山御嶽」を整備し、観光資源として

も活用できるようにする。

ﾘ 1 24 6 25 3 1,014 1,014 811 203 3 1 (5) ｱ

⑱ 崎山樋川修復事業

沖縄振興に資する伝統文化を継承するため、市指定文

化財（史跡）「崎山樋川」の整備を行い、観光資源と

しても活用を図る。

ﾘ 2 24 6 26 3 2,373 2,373 1,898 475 3 1 (5) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 13 -
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8

ちゅい助き助き沖縄

のチムグクル福祉の

まちづくり事業

　本事業は、沖縄振興に資する、沖縄らしい人にやさ

しい社会の構築と、米軍統治下で整備が遅れた保育環

境や、低所得県故の共働き世帯の多さ、亜熱帯気候等

に対応した子育て施策の拡充を行うため、認可外保育

施設及び児童クラブへの支援と環境整備を行うもので

ある。

ﾇ 10 24 8 34 3 73,053 66,414 53,130 13,284 6,639 3 2 (2)

①

認可外保育施設の環

境整備事業

米軍統治下で整備が遅れた保育環境に対応した子育て

施策の拡充を行うため、県の補助対象外となっている

市内認可外保育施設の改修費に対して補助を行う。

ﾇ 10 24 10 34 3 52,999 50,499 40,399 10,100 2,500 3 2 (2) ｲ

②

児童クラブ賃借料補

助金

低所得県故の共働き世帯の多さに対応した子育て施策

の拡充を行うため、民間施設等を賃借して活動してい

る児童クラブに対し、家賃等の補助を行う。

ﾇ 10 24 8 34 3 15,680 11,541 9,232 2,309 4,139 3 2 (2) ｲ

③

放課後児童クラブ支

援事業

低所得県故の共働き世帯の多さ等に対応した子育て施

策の拡充を行うため、アンケート調査によるニーズ調

査・研究を行うとともに、発足まもない児童クラブの

指導員にかかる人件費の補助を行う。

ﾇ 10 24 8 34 3 4,374 4,374 3,499 875 3 2 (2) ｲ

9

万国津梁、世界に広

がるウチナーンチュ

ネットワークの拡充

事業

　本事業は、琉球王朝時代から中国など海外交易で栄

えてきた本市の歴史的経緯と文化的繋がり、あるいは

戦前戦後の海外移民の歴史を踏まえて、本市と関連が

深い国や地域との交流関係を広げて、沖縄の振興と発

展を海外とのネットワーク強化により行うものであ

る。また、海外から訪れる外国人や本市・本県出身者

２世等に対する本市情報発信のための施策展開を行う

ものである。

ｶ 10 24 11 34 3 4,922 4,922 3,937 985 3 4 (1)

①

那覇市・福州市児童

生徒交流祭シンポジ

ウム事業

本市と歴史的、文化的に関連が深い国や地域と、沖縄

の振興に資する交流関係を広げるため、当該事業の児

童生徒OB・OGとの意見交換会や、人材育成を目的とし

たシンポジウムを開催する。

ｶ 1 24 11 25 3 1,969 1,969 1,575 394 3 4 (1) ｱ

②

海外移住那覇市出身

者研修受入事業

本市と歴史的、文化的に関連が深い国や地域と、沖縄

の振興に資する交流関係を広げるため、南米各国の那

覇市民会の2世・3世らを研修生として受け入れる。

ｶ 10 25 1 34 3 1,153 1,153 922 231 3 4 (1) ｱ

③

外国人向け情報多言

語化事業

本市と歴史的、文化的に関連が深い国や地域と、沖縄

の振興に資する交流関係を広げるため、外国人向けに

本市HPを多言語化して情報発信を行う。

ｶ 1 24 12 25 3 1,800 1,800 1,440 360 3 4 (1) ｲ

10

未来に羽ばたく臨港

型都市再開発事業

　本事業は、市内に残された米軍基地問題の解決のた

め、取り組む事業である。

那覇軍港の跡地利用計画策定に向けた取り組みを推進

することで、将来的な軍用地の返還に向けた動きを積

極的に推し進め、再開発を通じた跡地利用を本市のま

ちづくりの観点から総合的に推進するためのものであ

る。

ﾖ 10 24 10 34 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (13)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 14 -
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11

離島があって那覇が

ある、連携共存共栄

事業

　本事業は、県都・那覇の持つ集客力、情報発信力等

を活かして、離島の振興発展を支援するため、泊港発

着の渡嘉敷、座間味、粟国、渡名喜の4つの離島へ市

民観光客を誘客、あるいは本市児童生徒を交流促進の

ため派遣するとともに、市町村共同利用型ポータルサ

イトのコンテンツとして、４離島の紹介動画コンテン

ツ等を制作実装して、情報発信を行うものである。本

市は、その反射的効果による市内観光振興等が期待さ

れ、これにより、離島との共存共栄による沖縄全体の

振興発展を推進する。

ﾀ 10 24 7 34 3 79,692 78,492 62,793 15,699 1,200 3 3 (12)

① 離島連携事業

県都・那覇の持つ集客力等を活かして離島の振興発展

を支援するため、泊港発着の渡嘉敷、座間味、粟国、

渡名喜の４つの離島と連携事業を行い、４村との交流

強化に取り組む。

ﾀ 3 24 7 27 3 46,097 44,897 35,917 8,980 1,200 3 3 (12) ｵ

②

「Okinavita(オキナ

ヴィータ)」動画コ

ンテンツ制作及び配

信システム構築事業

県都・那覇の持つ情報発信力等を活用し離島の振興発

展を支援するため、市町村共同利用型ポータルサイト

に、本市と船舶航路で結ばれている離島４島の観光・

自然体験をテーマとした紹介用動画を制作実装する。

ﾀ 1 24 11 25 3 23,745 23,745 18,996 4,749 3 3 (12) ｱ

③

離島体験学習支援事

業

県都・那覇の持つ集客力、情報発信力等を活かして県

内離島の振興発展を支援するため、市内中学生を対象

に、県内離島体験学習を行う際の交通費と宿泊費に対

する助成を行う。

ﾀ 10 24 7 34 3 9,850 9,850 7,880 1,970 3 3 (12) ｵ

12

環境共生都市の構築

推進事業

　本事業は、沖縄の振興と発展に資するため、沖縄の

豊かな自然環境保全や環境負荷の低減、資源循環型社

会実現等による環境共生都市の実現を目指すためのも

のである。

　具体的には、以下の事業である。

①環境負荷の低減に向けた意識啓発活動。（意識啓

発）

②沖縄の豊かな自然環境保全のため、緑のカーテン、

屋上壁面緑化等を推進する事業。（都市緑化）

③環境共生都市の実現のため、環境負荷低減につなが

るＥＶ車をＰＲ効果の高いごみ処理関係で導入する事

業。（機材整備）

④沖縄の豊かな環境保全に取り組むため、計画づく

り、水環境整備他に取り組む。（その他）

ﾚ 10 24 7 34 3 305,504 303,268 242,612 60,656 2,236 3 1 (3)

①

環境フェアの開催事

業

沖縄の豊かな自然環境保全や環境負荷の低減、資源循

環型社会実現等による環境共生都市の実現を目指すた

め、環境全分野にまたがる市民意識啓発事業として環

境フェアを開催する。

ﾚ 1 24 8 25 2 6,381 6,381 5,104 1,277 3 1 (1) ｵ

②

リユース食器活用促

進事業

資源循環型社会実現のため、ごみ減量及び環境教育の

一環として、市民等に貸し出すイベント用リユース食

器、食器洗浄機等を整備する。

ﾚ 1 24 11 25 3 1,712 1,712 1,369 343 3 1 (2) ｱ

③

モノレール沿線ベラ

ンダ緑化促進事業

沖縄の豊かな自然環境保全のため、緑のカーテンや屋

上緑化のためのプランター等をモノレール沿線地域に

無料配布し、亜熱帯をイメージさせる都市景観の形成

に取り組む。

ﾚ 2 24 8 25 10 65,184 65,184 52,147 13,037 3 1 (6) ｲ

④

EV、PHV、ハイブ

リッド・電動ごみ収

集車等導入事業

環境負荷の低減による環境共生都市の実現のため、環

境意識啓発のラッピングを行ったEV、PHV、ハイブ

リッド・電動ごみ収集車等を導入する。

ﾚ 1 24 9 25 3 203,715 203,715 162,972 40,743 3 1 (3) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 15 -
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⑤ 資源化車輌購入事業

環境負荷の低減による環境共生都市の実現のため、負

荷低減のＰＲとなる電動式フォークリフトを導入す

る。

ﾚ 1 24 8 24 12 6,437 6,437 5,149 1,288 3 1 (2) ｱ

⑥

観光振興に資する亜

熱帯・島嶼地域型環

境保全・創造事業

沖縄の豊かな自然環境保全のため、亜熱帯・島嶼地域

の豊かで独自の自然環境を活かした環境基本計画を策

定する。

ﾚ 2 24 8 26 3 3,280 3,280 2,624 656 3 1 (3) ｳ

⑦

市内井戸・湧水等調

査事業

沖縄の豊かな自然環境保全のため、市内の井泉・湧

水・井戸の現況調査を実施して、今後の水資源有効利

用、豊かな都市環境保全に向けた基礎資料とする。

ﾚ 2 24 8 26 3 15,519 15,519 12,415 3,104 3 1 (2) ｱ

⑧

水資源有効利用推進

事業

沖縄の豊かな自然環境保全のため、水資源の有効利用

及び地下水の涵養に資する雨水貯留・浸透施設の設置

に対して補助を行う。

ﾚ 10 24 7 34 3 3,276 1,040 832 208 2,236 3 1 (2) ｱ

13

安心安全な防災都市

の構築推進事業

　本事業は、地震や津波などの自然災害並びに米軍基

地が集中するが故に想定される人為的災害等に強い安

心安全なまちづくりを推進する事業である。

　具体的には、以下の事業に取り組む。

①那覇空港、那覇港を有する市としての消防力強化の

ための資機材導入整備に取り組む。（空港・港湾施設

対応）

②海抜表示板の整備など、災害に備えるための意識啓

発、広報活動の拡充に取り組む。（広報・意識啓発）

③災害に備えた迅速な情報伝達施設の整備に取り組

む。（情報施設整備）

④災害等、市民の安全安心確保と救命のための機材整

備に取り組む。（機材整備）

⑤災害等、市民の安全安心確保と救命のための施設整

備に取り組む。（施設整備）

⑥大規模災害時に備えて、必要となる備蓄品の整備拡

充に取り組む。（備蓄）

ﾚ 10 24 7 34 3 932,776 932,776 746,214 186,562 3 2 (4)

①

化学消防ポンプ車整

備事業

自然災害や米軍基地が集中することに伴う人為的災害

等に強い安心安全なまちづくりを推進するため、航空

機燃料の貯蔵取扱所等がある那覇空港での火災への対

応を想定した化学消防ポンプ車を導入する。

ﾚ 1 24 8 25 3 161,844 161,844 129,475 32,369 3 2 (4) ｲ

②

多言語避難所標識設

置事業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、避難所案内の多言語標識を市内の観光地を中

心に設置する。

ﾚ 1 24 10 25 3 12,000 12,000 9,600 2,400 3 2 (4) ｲ

③

海抜表示看板設置事

業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、津波発生時に備えた海抜表示看板を市内各地

に設置する。

ﾚ 1 24 8 25 3 840 840 672 168 3 2 (4) ｲ

④

救命講座普及啓発推

進事業

自然災害並びに米軍基地が集中するが故に想定される

人為的災害等に強い安心安全なまちづくりを推進する

ため、応急手当講習を開催するなどして、市民の救命

能力の向上と普及啓発に取り組む。

ﾚ 10 24 8 34 3 5,386 5,386 4,308 1,078 3 3 (2) ｳ

⑤

中学校区防災安心安

全マップ作成事業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、津波などの大規模災害への対応と、地域の危

険箇所を確認できるよう、中学校区ごとに防災安心安

全マップを作成して配布する。

ﾚ 1 24 6 25 3 9,372 9,372 7,497 1,875 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 16 -



 01_那覇市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所 備考交付対象事業等の概要

年 月 年 月

№

負担額

　交付対象事業費

事

業

分

類

Ｂ

　総事業費

交付対象外

経費

Ｃ

⑥

防災行政無線整備事

業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、市内全域をカバーする防災行政無線を小中学

校に設置する。

ﾚ 1 24 9 25 3 265,690 265,690 212,552 53,138 3 2 (4) ｲ

⑦

小学校安心安全防災

システム導入事業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、災害時に避難誘導等が円滑に行えるよう小学

校全校へ緊急地震速報端末及び無線機を整備する。

ﾚ 1 24 11 25 3 91,907 91,907 73,525 18,382 3 2 (4) ｲ

⑧

中学校安心安全防災

システム導入事業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、災害時に避難誘導等が円滑に行えるよう中学

校全校へ緊急地震速報端末及び無線機を整備する。

ﾚ 1 24 11 25 3 36,086 36,086 28,868 7,218 3 2 (4) ｲ

⑨

特殊災害対応資機材

整備事業

自然災害並びに米軍基地が集中するが故に想定される

人為的災害等に強い安心安全なまちづくりを推進する

ため、特殊災害・大規模テロ災害が発生した場合を想

定した必要資機材を整備する。

ﾚ 1 24 12 25 3 47,759 47,759 38,207 9,552 3 2 (4) ｲ

⑩

那覇市コンビニＡＥ

Ｄステーション設置

事業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、24時間営業のコンビニにAEDを貸与し、市民

の救命能力の向上と意識啓発に取り組む。

ﾚ 1 24 11 25 3 39,841 39,841 31,872 7,969 3 3 (2) ｳ

⑪

災害対策機器整備事

業

自然災害並びに米軍基地が集中するが故に想定される

人為的災害等に強い安心安全なまちづくりを推進する

ため、災害時に医療救援活動を行うために必要となる

備品を整備する

ﾚ 1 24 11 25 3 17,298 17,298 13,838 3,460 3 2 (4) ｲ

⑫

災害ボランティア中

央センター等整備事

業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、災害ボランティア中央センターに配置する備

品の整備を行う。

ﾚ 1 24 11 25 3 3,043 3,043 2,434 609 3 2 (4) ｲ

⑬

応急給水用簡易貯水

槽の購入事業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、災害時における応急給水時の給水拠点となる

簡易式の貯水槽を整備する。

ﾚ 1 24 11 25 3 4,274 4,274 3,419 855 3 2 (4) ｲ

⑭

津波避難ビル建設事

業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、市の海抜が低い地域に避難困難者のための津

波避難ビルを建設する。

ﾚ 3 24 8 27 3 24,327 24,327 19,461 4,866 3 2 (4) ｲ

⑮

大災害時における電

力供給及び避難拠点

の整備事業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、大規模災害時に備えて、環境施設組合の運営

する施設を電力供給拠点及び一時避難場所として活用

できるよう整備する.

ﾚ 1 24 12 25 3 108,787 108,787 87,029 21,758 3 2 (4) ｲ

⑯

小学校防災避難施設

整備事業（校舎屋

上）

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、低地帯の小学校校舎の屋上に手摺を設置して

緊急避難施設となるよう整備する。

ﾚ 3 24 7 27 3 30,115 30,115 24,092 6,023 3 2 (4) ｲ

⑰

中学校防災避難施設

整備事業（校舎屋

上）

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、低地帯の中学校校舎の屋上に手摺を設置して

緊急避難施設となるよう整備する。

ﾚ 3 24 7 27 3 15,000 15,000 12,000 3,000 3 2 (4) ｲ

⑱ 災害備蓄品整備事業

地震や津波などの自然災害に強いまちづくりを推進す

るため、大規模災害に備えた非常食糧等の備蓄品を購

入し整備する。

ﾚ 10 24 7 34 3 59,207 59,207 47,365 11,842 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 17 -
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14

いい暮らしより楽し

い暮らし、更なる沖

縄の飛躍促進事業

　本事業は、沖縄の抱える様々な特殊事情からもたら

される課題に対応することにより、安心・安全なまち

づくりと、沖縄の振興に資する、住みよいまちづくり

を推進するものである。

　具体的には、以下の施策に取り組む。

①大戦により地下に埋もれたままとなっている不発弾

処理や地下壕対策、沖縄戦の遺跡の保存事業、戦争に

より失われた戸籍の問題等の戦後処理にかかる事業、

（平和の発信）

②長く続いた米軍統治下で生じた墓地問題、軍用地接

収により生じたまちづくりや地域コミュニティの課

題、鉄軌道等整備の遅れの問題へ対応するための事

業、（戦後処理）

ｿ 10 24 8 34 3 433,485 433,485 346,787 86,698 3 2

① 戦争遺跡保存事業

沖縄の抱える様々な特殊事情（沖縄戦）に対応するた

め、沖縄戦の弾痕が残る石壁を戦跡として保存整備

し、平和学習等に活用する。

ｿ 1 24 11 25 3 1,484 1,484 1,187 297 3 2 (5) ｲ

②

『なぐやけ』整備事

業

沖縄の抱える様々な特殊事情（沖縄戦）に対応するた

め、戦後５０周年事業の一環として建立された恒久平

和モニュメント『なぐやけ』を再整備し、恒久平和の

願いを発信する平和都市の記念碑とする。

ｿ 1 24 11 25 3 4,935 4,935 3,948 987 3 4 (2) ｳ

③

ライナープレート整

備事業

沖縄の抱える様々な特殊事情（不発弾処理）に対応す

るため、処理までの保管と処理時の防護壁となるライ

ナープレートを整備する。

ｿ 1 24 11 25 3 2,360 2,360 1,888 472 3 2 (5) ｲ

④ 地下壕対策事業

沖縄の抱える様々な特殊事情（地下壕）に対応するた

め、陥没、落盤等による建築物等の危険度軽減を目的

とした壕の埋戻を行う。

ｿ 10 24 10 34 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 2 (4) ｲ

⑤

戦略的交通まちづく

り推進事業

沖縄の抱える様々な特殊事情（鉄軌道等整備の遅れ）

に対応するため、ｶｰﾌﾘｰﾃﾞｰ等の公共交通機関利用につ

いての意識啓発ｲﾍﾞﾝﾄ、自転車利用環境改善基礎調査

等の市内公共交通環境再構築に向けた事業を行う。

ｿ 10 24 8 34 3 41,629 41,629 33,303 8,326 3 1 (7) ｳ

⑥

亜熱帯庭園都市形成

推進調査

沖縄の抱える様々な特殊事情（軍用地接収により生じ

たまちづくりの課題）に対応するため、道路、密集市

街地、まちなか居住、下水道など環境改善の方針を定

めるための基礎調査を行う。

ｿ 10 24 8 34 3 30,440 30,440 24,352 6,088 3 2 (4) ｲ

⑦

まちづくり拠点施

設・ＩＴインキュ

ベート施設整備事業

沖縄の抱える様々な特殊事情（軍用地接収により生じ

た地域コミュニティの課題）に対応するため、まちづ

くりのための団体等の育成拠点と、産業振興と雇用拡

大に資するＩＴインキュベート施設を整備する。

ｿ 2 24 9 26 3 17,494 17,494 13,995 3,499 3 2 (7) ｱ

⑧

良好な市街地形成に

向けた共同墓（納骨

壇及び合葬室）整備

事業

沖縄の抱える様々な特殊事情（墓地問題）に対応し、

良好な市街地形成を図るため、識名霊園内北納骨堂の

整備及び拡充を実施する。

ｿ 2 24 11 25 12 330,143 330,143 264,114 66,029 3 1 (6) ｱ

15

戦災滅失沖縄関係戸

籍の電算化事業

沖縄の抱える様々な特殊事情（戦争により失われた戸

籍等の問題）に対応するため、戦災により滅失し、再

製等された沖縄関係戸籍を電子データ化する。
ｿ 2 24 8 26 3 74,996 74,996 59,996 15,000 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 18 -



02_宜野湾市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

2,030,553 2,022,225 1,573,858  448,367  8,328 

1

ねたての都市（ま

ち）PR事業

　観光地としての機能向上を図り観光誘客を推進する

ため、プロ野球キャンプ地である市立野球場やコンベ

ンションセンターを中心に環境整備や防災対策、イベ

ントの開催等を行う。

ｲ 10 24 6 34 3 216,748 216,748 160,034 56,714 3 3 (2)

① 道路景観整備事業

　プロ野球キャンプを活用した観光振興を図るため、

横浜DeＮＡベイスターズがキャンプを行う市立野球場

及び海浜公園から国道58号線までの市道を整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 32,865 32,865 26,292 6,573 3 3 (2) ｳ

②

はごろも祭り・カ

チャシー大会運営事

業

市民意識の高揚と親睦を図りつつ、地域活性化及び

商工・観光振興の観点から「はごろも祭りカチャー

シー大会」を支援する。

ｲ 10 24 6 34 3 17,053 17,053 13,642 3,411 3 3 (2) ｱ

③

海抜表示板設置事

業

安心・安全な観光地として、海岸近くのコンベン

ションエリアを訪れる観光客や地域住民に津波に関す

る情報を提供するため、消火栓、電柱、信号機に海抜

表示板を設置する。

ｲ 1 24 7 25 3 2,325 2,325 1,500 825 3 3 (2) ｳ

④ 風景づくり推進事業

観光振興の観点から、自然と都市が調和した環境整

備を図るため、景観計画を策定する。

ｲ 1 24 7 25 3 6,583 6,583 5,000 1,583 3 1 (6) ｱ

⑤ 企画展開催事業

市民や観光客に宜野湾市への理解を深めてもらうた

め、普天間飛行場をとりまく歴史を中心に企画展を開

催する。

ｲ 10 24 6 34 3 3,624 3,624 2,400 1,224 3 3 (2) ｱ

⑥ 宜野湾市産業まつり

市の特産品のＰＲ及び産業振興を図るため、宜野湾

市産業まつりの開催を支援する。

ｲ 10 24 6 34 3 4,000 4,000 3,200 800 3 3 (9) ｲ

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

交付金交付額

備考

          30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

振興計画

該当箇所

Ｂ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

終期

　交付対象事業費

Ｃ

1,573,858          

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額市町村分総額

1,590,000               

追加額 ②

1,590,000           -16,142           

既計上額　①

地方公共団体名

Ａ

宜野湾市

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

始期

№

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内している。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 19 -



02_宜野湾市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

終期

　交付対象事業費

ＣＡ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

始期

№

⑦

文化財説明板・標識

設置事業

観光振興及び文化教育に資するため、市登録・指定

文化財の所在地に標識や説明板を設置するとともに、

自治会事務所等に「地域文化財案内板（ふるさと案内

板）」を設置する。

ｲ 1 24 6 25 3 1,474 1,474 1,000 474 3 3 (2) ｳ

⑧

救助艇（ボート）

等購入事業

市民や観光客の安心・安全を確保するため、年間32

万人が利用するトロピカルビーチの最寄にある消防署

に救助艇を設置し防災力の強化充実を図る。

ｲ 1 24 6 25 3 7,191 7,191 5,000 2,191 3 2 (4) ｲ

⑨

プロ野球キャンプ野

球場施設整備事業

　観光振興の観点から、横浜DeＮＡベイスターズの

キャンプ地である市立野球場の外野芝の張替え等整備

を行い、施設の機能向上を図る。

ｲ 1 24 6 25 3 95,435 95,435 70,000 25,435 3 3 (2) ｳ

⑩

防災行政無線整備事

業

災害情報の伝達手段を確保し、住民や観光客の迅速

な避難行動に繋げるため、観光施設が集中する西海岸

地域における防災行政無線子局、戸別無線機等の整備

を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 46,198 46,198 32,000 14,198 3 2 (4) ｲ

2

地域社会とともに学

ぶ育・む人材育成事

業

　心身ともに健全な児童生徒を育成するため、スクー

ルカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、巡回

指導員、学習支援員等を配置する。また、不登校児童

の適応を促進するため各種事業を実施する。

ﾁ 10 24 7 34 3 35,841 32,028 21,090 10,938 3,813 3 5 (3)

①

スクールカウンセ

ラー活用事業

不登校やいじめ等の教育問題について、学級担任、

児童生徒、保護者等が連携して取り組めるよう相談業

務を充実させるため、市内４小学校に定期的にスクー

ルカウンセラーを派遣する。

ﾁ 10 24 7 34 3 1,782 1,782 1,176 606 3 5 (3) ｲ

②

スクールソーシャル

ワーカー活用事業

　不登校児童生徒の復学を支援するため、スクール

ソーシャルワーカーを配置する。

ﾁ 10 24 7 34 3 3,039 3,039 2,131 908 3 5 (3) ｲ

③ 適応指導教室事業

　不登校児童生徒の学校適応を促進するため、児童生

徒の居場所づくりとして宿泊学習、自然体験学習及び

他校との交流体験活動を実施するほか、不登校児童生

徒の適応指導に関わる調査研究や教育相談等を実施す

る。

ﾁ 10 24 7 34 3 2,570 2,570 1,813 757 3 5 (3) ｲ

④ 児童生徒相談事業

　教育問題の解決に向けて相談業務の充実を図るた

め、教育相談指導員、自立支援指導員を配置する。

ﾁ 10 24 7 34 3 7,091 7,091 4,963 2,128 3 5 (3) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内している。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 20 -



02_宜野湾市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

終期

　交付対象事業費

ＣＡ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

始期

№

⑤

非行防止等巡回活動

事業

　児童・生徒の健全育成を図る観点から、関係機関や

地域と連携して少年少女の問題行動に対して必要な注

意・助言・指導を行うため、夜間街頭指導員を配置す

る。

ﾁ 10 24 7 34 3 1,443 1,443 1,010 433 3 5 (3) ｲ

⑥

小学校学習支援員活

用事業

　学習に遅れをとっている児童が自ら学ぶ意欲を高

め、基本的な学習内容を理解するため、授業内容をき

め細かにサポートする学習支援員を配置する。

ﾁ 10 24 7 34 3 9,730 9,730 6,811 2,919 3 5 (3) ｱ

⑦

派遣費補助金交付事

業

　児童生徒の文化活動及びスポーツを奨励するため、

学校教育の一環として県外に派遣される場合に要する

旅費等を補助する。

ﾁ 10 24 9 34 3 10,186 6,373 3,186 3,187 3,813 3 5 (4) ｲ

3

文化財等保護・活用

推進事業

　沖縄独自の歴史が育んできた文化の保全を図るた

め、文化財の保存整備及び公文書の整理活用事業を行

う。

ﾘ 10 24 6 34 3 8,573 8,573 6,000 2,573 3 1 (4)

① 文化財保存整備事業

　宜野湾市では、市が指定する文化財の保存及び活用

が課題である。平成24年度は、市指定有形民俗文化財

「我如古ヒージャーガー」の安全対策工事に係る地質

調査及び安全対策工事実施設計委託業務を実施する。

ﾘ 10 24 6 34 3 5,646 5,646 4,000 1,646 3 1 (4) ｱ

②

歴史公文書等整理・

活用事業

　歴史的価値を有する宜野湾市（村）の公文書等を整

理し市民サービスに資するため、保存・公開に関する

基準づくりや検索システムの構築等を行う。

ﾘ 10 24 7 34 3 2,927 2,927 2,000 927 3 1 (4) ｱ

4

地域で安心子育て支

援事業

　働きながらでも安心して地域で子どもを産み、ゆと

りを持って育てることができるよう、保育サービスの

充実や児童館の利用促進、家庭相談などの支援を行

う。

ﾇ 10 24 7 34 3 3,682 3,682 2,000 1,682 3 2 (2)

① 預かり保育事業

　地域の実態及び保護者の要請に応じて、公立幼稚園

において、通常の保育時間の終了後や長期休業期間中

等に預かり保育を実施する。

ﾇ 10 24 7 34 3 3,682 3,682 2,000 1,682 3 2 (2) ｲ

5

はごろも人材育成事

業

　沖縄振興及び宜野湾市の振興に資する市民の育成を

図るため、友好都市を提携している中国福建省厦門市

への留学生派遣及び平和学習への児童派遣に取り組む

とともに、英語活動指導員及びＩＴサポート支援員を

各学校に配置する。

ﾍ 10 24 6 34 3 43,155 43,155 27,342 15,813 3 5 (4)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内している。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 21 -



02_宜野湾市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

終期

　交付対象事業費

ＣＡ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

始期

№

①

中国厦門理工学院留

学生派遣事業

　中国に対する理解を深め、国際的視野を持った人材

育成を図るため、友好合作都市である中国福建省厦門

市の市立大学に１年間研修留学生を派遣する。

ﾍ 10 24 7 34 3 795 795 636 159 3 5 (4) ｱ

② 平和市民啓発事業

　全国の青少年と交流し、命の尊さや平和意識につい

て学ぶため、8/9に長崎で開催される「平和祈念式

典」及び「青少年ピースフォーラム」に市内児童8名

を派遣する。

ﾍ 10 24 6 34 3 883 883 706 177 3 5 (4) ｱ

③

小学校英語教育課程

特例校事業

　本市は、平成15年度に国の英語教育特区の認定を受

け、平成16年度以降、小学校に「英語科」を新設、小

中一貫した英語教育を行っている。効果的・継続的な

指導のもと、児童生徒の国際化時代に必要な外国人と

の実践的コミュニケーション能力の基礎を育むため、

日本人の英語教師を小学校に派遣する。

ﾍ 10 24 7 34 3 31,036 31,036 20,000 11,036 3 5 (4) ｱ

④ 外国人教師招致事業

　本市は、平成15年度に国の英語教育特区の認定を受

け、平成16年度以降、小学校に「英語科」を新設、小

中一貫した英語教育を行っている。効果的・継続的な

指導のもと、児童生徒の国際化時代に必要な外国人と

の実践的コミュニケーション能力の基礎を育むため、

外国人英語指導助手を小学校に派遣する。

ﾍ 10 24 7 34 3 6,873 6,873 4,000 2,873 3 5 (4) ｱ

⑤

学校ＩＣＴ活用指導

支援事業

　児童生徒の情報活用能力向上を図るため、ＩＴサ

ポート支援員を派遣し、教育用ＰＣ、電子黒板及びプ

ロジェクターなどを活用した情報教育授業を実施す

る。

ﾍ 10 24 7 34 3 3,568 3,568 2,000 1,568 3 5 (4) ｱ

6

地域職業相談室（ミ

ニハローワーク）推

進事業

　失業率の高い本県において雇用促進を図るため、宜

野湾市役所敷地内に「地域職業相談室」（通称：宜野

湾市ふるさとハローワーク）を設置し、求人情報の提

供や職業相談等就職支援を行う。

ﾎ 10 24 7 34 3 1,356 1,356 1,084 272 3 3 (10) ｱ

7

防災安全基盤強化事

業

　災害が発生した場合の住民や観光客への安心安全を

確保するため、避難者用食料等の備蓄及び自主防災組

織の防災活動に対する支援を行うとともに、地域と連

携した津波避難訓練を通じて津波や各種災害時の防災

活動基盤を構築し、迅速な災害情報の伝達手段を確保

する。

ﾚ 10 24 6 34 3 4,700 4,700 3,759 941 3 2 (4)

①

宜野湾市総合防災訓

練実施事業

 　災害に強いまちづくりに向けて市民の防災知識の

普及啓発を図るため、西海岸地域において地域住民や

観光客も想定した実践的な避難訓練を実施する。

ﾚ 10 24 6 34 3 1,700 1,700 1,360 340 3 2 (4) ｲ

②

災害時備蓄食料購入

事業

　地震・津波による大規模災害発生時の避難生活等へ

の対応のため、物資が搬送再開されるまでと想定され

る３日分の食料備蓄を行う。

ﾚ 10 24 6 34 3 441 441 352 89 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内している。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 22 -



02_宜野湾市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

終期

　交付対象事業費

ＣＡ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

始期

№

③

自主防災組織育成事

業

　本県の自主防災組織率は、全国平均の74.4％に比較

して6.6％と極端に低い。市内各自治会単位を基本に

して組織率を上げるため、講演会の開催、啓発用備蓄

食料配布などを行い、住民の防災意識の高揚を図る。

ﾚ 10 24 7 34 3 359 359 287 72 3 2 (4) ｲ

④

コミュニティ助成事

業（地域防災組織育

成助成事業）

　地域の防災力の向上を図り住民の安心・安全を確保

するため、市が認定した自主防災組織に対して、災害

の被害防止活動及び軽減活動に必要な資機材整備を行

う。

ﾚ 10 24 7 34 3 2,000 2,000 1,600 400 3 2 (4) ｲ

⑤

災害時要援護者支援

ネットワーク事業

　要援護者の安心・安全を確保するため、災害時に自

力で避難することが困難な人に対して支援を行う「災

害時要援護者避難支援対策協議会」との連携を図る。

ﾚ 10 24 7 34 3 200 200 160 40 3 2 (4) ｲ

8

宜野湾市基地返還跡

地転用推進基金事業

　普天間飛行場およびキャンプ瑞慶覧（宜野湾市部

分）は本市の面積の約３割を占める広大な米軍基地で

ある。特に、普天間飛行場は市のほぼ中心部に位置

し、住みよいまちづくりをする上で最大の阻害要因と

なってきた。また、飛行場建設をする際に、土地を住

民から強制接収した経緯があるため、飛行場内の土地

の約９割以上が民有地となっており、公共用地が極端

に少ない状況である。跡地利用を行う上で、道路や公

園等の公共施設は必要不可欠であり、地権者の負担を

減らすためにも、公共用地の先行取得を進める必要が

ある。また、接収から６７年が経過し,相続や土地売

買等により地権者数が増加しており、地権者の合意形

成が困難になることが予想されることからも、できる

限り早急に公共用地を確保する必要がある。

ｿ 10 24 12 34 3 382,500 382,500 306,000 76,500 3 3 (13) ｱ

9

はごろも小学校関連

事業

　米軍普天間飛行場周辺は、スプロール状に住宅が密

集しており、大山小学校の過密解消が、市教育行政に

おける20年来の課題となっている。

　同校の過密解消を図り、良好な学習環境を確保する

ため、分離新設校の建設用地を確保する。

ｿ 1 24 6 25 3 1,019,737 1,019,737 815,789 203,948 3 2 (5) ｱ

10

消防安全基盤強化事

業

　当市は普天間基地の周辺に住宅地が密集しており、

狭隘な道路が多く、ポンプ車の進入が難しい地域が多

い。また、火災、事故現場に出動するためには、市の

中央に位置する米軍普天間飛行場を迂回しなければな

らない。こうした課題を解決し、市民等の安全安心を

確保するため、小型消防ポンプ車両を導入し、消防能

力の強化を図る。

ｿ 1 24 7 25 3 73,755 73,578 50,000 23,578 177 3 2 (4) ｲ

11

沖縄関係仮戸籍等電

子化事業

  市民の公証資料を適正に管理保存するため、戦禍で

焼失し、沖縄戸籍法により再製された仮戸籍、臨時戸

籍、福岡戸籍等を電子化する。

ｿ 1 24 6 25 3 45,282 45,282 36,225 9,057 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内している。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 23 -



02_宜野湾市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

終期

　交付対象事業費

ＣＡ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

始期

№

12

大規模駐留軍用地跡

地等利用推進事業

　平成８年の「沖縄に関する特別行動員会（ＳＡＣ

Ｏ）によって返還合意された普天間飛行場及びキャン

プ瑞慶覧（宜野湾市部分）の跡地利用を円滑に進める

ため、関係地権者や市民とともに今後のまちづくりに

ついて検討を行う。また、基地内外の自然的特性や文

化財について調査し市民等に情報提供する。

ｿ 10 24 6 34 3 107,391 107,391 85,911 21,480 3 3 (13) ｲ

①

普天間飛行場跡地利

用計画策定事業（地

権者意向調査）

 　普天間飛行場の跡地利用推進のため、関係地権者

や市民の合意形成に向け、情報提供や意向把握等の調

査を行う。また、市民によって構成される「ＮＢミー

ティング」や若手地権者等によって構成される「若手

の会」の活動を助成し、合意形成についての取り組み

を行う。

ｿ 10 24 6 34 3 25,431 25,431 20,344 5,087 3 2 (4) ｲ

②

普天間飛行場跡地利

用計画策定事業（共

同事業）

  宜野湾市と沖縄県が平成１９年５月に策定した「行

動計画」に基づき、跡地利用の骨格に係る分野別計画

の検討と、市民・県民・地権者等に対して情報発信及

び意見の聴取を行い、普天間飛行場跡地利用計画に反

映させる。

ｿ 10 24 6 34 3 19,148 19,148 15,318 3,830 3 2 (4) ｲ

③

普天間飛行場跡地利

用計画策定事業（自

然環境調査）

　基地周辺の地形や動植物の生息状況、湧水や鍾乳洞

等の宜野湾市の自然的特性に関する調査を行い、跡地

利用計画の推進を図る。

ｿ 10 24 7 34 3 22,165 22,165 17,732 4,433 3 2 (4) ｲ

④

キャンプ瑞慶覧跡地

利用計画策定事業

　キャンプ瑞慶覧のうち、返還が合意されている宜野

湾市部分について、返還後の跡地利用計画を円滑に促

進するために跡地利用計画の策定及び地権者の合意形

成活動を行い、地権者全体でまちづくりを推進する体

制を実現することを目的に、地権者の跡地利用に対す

る意識高揚を図る。

ｿ 10 24 7 34 3 12,100 12,100 9,680 2,420 3 2 (4) ｲ

⑤

埋蔵文化財発掘調査

支援検討調査事業

　埋蔵文化財調査の情報と進捗する試掘・確認調査の

関連情報が、地権者等に広く提供・公開できる「仕組

み」を整備する。併せて平成23年度に作成した普天間

飛行場の「重要遺跡保存整備基本構想」を基に、『遺

跡（埋蔵文化財）以外の文化財』と「基地外の文化

財」も統一的に見据えた「重要文化財保存整備基本構

想[案]」を作成する。

ｿ 10 24 7 34 3 19,934 19,934 15,947 3,987 3 2 (4) ｲ

⑥

 瑞慶覧地区文化財

保護マスタープラン

策定調査事業

　返還が予定されているキャンプ瑞慶覧地区の跡地利

用の促進及び円滑化等に向けて、文化財等の利活用・

管理運営・まちづくりなどに興味・関心の高い人を地

権者や関係地域、市民等から一般公募や推薦により集

め、「運営主体作り準備懇話会（仮称）」を発足し、

運営主体づくりに向けて意見交換を行う場とし、事例

視察や周知、啓発活動等を実施する。

ｿ 10 24 7 34 3 8,613 8,613 6,890 1,723 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内している。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 24 -



02_宜野湾市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

終期

　交付対象事業費

ＣＡ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

始期

№

13 墓地基本計画事業

　沖縄には独自の埋葬文化があり、個人墓地が住宅地

と混在し造られている。墓地による市街地環境の悪化

を防ぐため、墓地の集約化を検討し、地域の住環境を

保全する必要がある。市民の需要を考慮し、安心して

求めることができる多様な墓地の供給方策を示すた

め、墓地基本計画を策定する。

ｿ 1 24 7 25 3 5,775 5,775 4,620 1,155 3 1 (6) ｱ

14

市民会館施設整備事

業

　宜野湾市民会館は文化活動の拠点として、市民の発

表の場や芸術の鑑賞の場として活用されているが、建

設から３０年経過し老朽化が進んでいる。しかし、普

天間飛行場の移設、跡地利用に目途がつかない状況下

では、建替計画の策定が難しいため、現在の設備等を

改修し、市民がより利用しやすい施設として機能向上

を図る。

ｿ 5 24 6 29 3 71,696 71,696 50,000 21,696 3 1 (4) ｳ

15 中央公民館整備事業

　宜野湾市中央公民館は社会教育施設の拠点として、

講座、教室、講演会等の場に活用されているが、建設

後３０年経過し老朽化が進んでいる。しかし、普天間

飛行場の移設、跡地利用に目途がつかない状況下で

は、建替計画の策定が難しいため、現在の研修室等を

改修し、市民がより利用しやすい施設として機能向上

を図る。

ｿ 5 24 6 29 3 7,691 5,393 3,500 1,893 2,298 3 5 (2) ｲ

16

市民図書館施設整備

事業

　宜野湾市民図書館は、生涯学習の施設の拠点として

市民に活用されているが、開館から20年経過し、図書

館の施設整備及び備品拡充を図る必要がある。しか

し、普天間飛行場の移設、跡地利用に目途がつかない

状況下では、建替計画の策定が難しいため、現在の施

設を整備し市民サービスの向上を図る。

ｿ 5 24 6 29 3 2,671 631 504 127 2,040 3 5 (2) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内している。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 25 -



03_石垣市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

1,371,152 1,300,031 1,040,000 260,031 71,121

1

観光振興「いしが

き」プロジェクト

　本市の観光振興を図るため、国内において観光誘客

のプロモーションや各種広告を活用したＰＲ等の実

施、市民及び観光客を対象としたイベントを開催、多

言語等に対応した文化財マップの作成、プロやアマ

チュア等のキャンプ受入基盤強化等を実施する。ま

た、新たな観光振興につなげるため、地域の観光資源

となる構成要素を改めて調査検証するとともに、島の

歴史写真をデジタル化し発信、水上スポーツのキャン

プ地の可能性調査等を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 88,975 88,975 71,175 17,800 3 3 (2)

①

観光誘客プロモー

ション事業

　本市の新規観光客の獲得につなげるため、県外主要

都市において、観光誘客プロモーションを展開し、新

石垣空港の開港をＰＲをする。

ｲ 10 24 7 34 3 5,946 5,946 4,756 1,190 3 3 (2) ｲ

②

スポーツ！ウエルカ

ム！石垣島！事業

　スポーツツーリズムを促進し離島振興につなげるた

め、国際大会、プロスポーツキャンプ、体育系教育機

関の合宿等を誘致するための営業活動を実施する。ま

た、合宿等の受入体制整備を行うため、スポーツ機器

等の整備を行う。

ｲ 10 24 8 34 3 7,751 7,751 6,200 1,551 3 2 (1) ｲ

③

石垣島観光物産ＰＲ

事業

　新石垣空港開港ＰＲ及び特産品の販路拡大を図るた

め、都市圏における電車中吊り広告や空港等でのポス

ター等の広告を活用し、大々的なＣＭを行う。また、

観光宣伝用のパンフレット等を作成し、観光キャラバ

ン等の誘致対策を実施する。

ｲ 10 24 8 34 3 25,047 25,047 20,037 5,010 3 3 (2) ｲ

④ 美ら島情報発信事業

　コンベンションの誘致を図っていくため、本市の先

進地事例となる事業や行政情報など石垣市らしさの特

徴を網羅したパンプレットを作成し、能動的、積極的

に全国の自治体へ向けて発信する。また、石垣市の豊

富な情報をカテゴリ別に動画ページを作成し、さらに

石垣島らしさを伝えるツールとして既存のホームペー

ジを強化する。

ｲ 5 24 8 29 3 1,806 1,806 1,444 362 3 3 (2) ｲ

⑤

八重山博物館所蔵資

料修復及び整理・活

用事業

　博物館資料の保存・活用等を図るため、博物館資料

のうち、虫食いや焼け等により状態の良くない、古文

書・掛軸類等紙資料の修復、現在所蔵している資料の

整理及び台帳のデータベース化を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 8,337 8,337 6,669 1,668 3 1 (4) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

1,040,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

1,040,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

石垣市

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

1,040,000                              

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 26 -



03_石垣市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑥

石垣島シネマフェス

ティバル事業

　近年、映画のロケ地として多くの撮影が行われてい

ることから、国内外に映画のロケ地として広くＰＲす

るため、本市でロケを行った映画等を上映するシネマ

フェスティバルを開催する。

ｲ 10 24 7 34 3 9,208 9,208 7,366 1,842 3 3 (12) ｱ

⑦

文化財ガイドマップ

作成事業

　国内外から訪れる観光客等に市所在の指定文化財を

分かりやすく周知させるためのガイドマップを日本

語、多言語（英語・中国語等）でそれぞれ作成する。

ｲ 1 24 8 25 3 1,980 1,980 1,584 396 3 1 (4) ｱ

⑧

友好・親善観光交流

推進事業

　友好親善関係にある国内５自治体の市民で構成され

る文化芸能団を石垣市へ招聘し、文化芸能の披露を通

じた交流を行う。

ｲ 1 24 10 24 12 3,000 3,000 2,400 600 3 3 (2) ｲ

⑨

スポーツ文化交流事

業

　夏休み期間中を利用し、高校の強豪サッカーチーム

や野球指導者を招待しスポーツイベントを開催する。

ｲ 1 24 8 25 3 2,200 2,200 1,760 440 3 2 (1) ｲ

⑩

プロ野球キャンプ受

入基盤強化事業

　観光客や選手等の安全性と快適性を図るため、キャ

ンプ期間中における見学者導線の誘導員及び飛球対策

に係る警備員の配置を行う。また、総合案内所を設置

し、観光客等へキャンプ開催とタイアップした取り組

みを行う事業者や生産者のＰＲを行う。

ｲ 7 24 12 31 3 5,034 5,034 4,027 1,007 3 2 (1) ｲ

⑪

サッカーパークあか

んま施設整備事業

　同施設は防球ネットの劣化が激しくボールが道路に

飛び出すなど危険な状況であることから、防球ネット

の更新整備を行い、サッカーのキャンプ地として受入

基盤を整備する。

ｲ 1 24 10 24 12 3,780 3,780 3,024 756 3 2 (1) ｲ

⑫

観光地域検証調査事

業

　観光ニーズの多様化に対応するため、地域の構成要

素を改めて検証し、観光都市いしがきの強みと課題の

部分を浮き彫りにし、地域の力をより強化していく。

ｲ 1 24 11 24 12 2,500 2,500 2,000 500 3 3 (12) ｱ

⑬

農業用ダム湖面利用

調査事業

　農業用ダム湖面を活用した、各種水上スポーツの

キャンプ地誘致の可能性を調査する。

ｲ 1 24 11 25 3 5,078 5,078 4,062 1,016 3 3 (2) ｳ

⑭

いしがきの原風景写

真等デジタル化事業

　市史編集事業により収集された写真・ネガフィルム

等を新たな観光資源として活用するため、地域の歴史

を視覚的に記録している写真等のデジタル化を行う。

ｲ 5 24 11 29 3 7,308 7,308 5,846 1,462 3 1 (5) ｱ

2

訪れて良かった「い

しがき」観光地プロ

ジェクト

　本市を訪れる観光客が快適に観光地を訪れることが

できるよう、国立天文台を活用した施設の整備、道路

等の補修、植栽、水族館建設の調査、クルーズ船寄港

支援等を行い魅力ある観光地の基盤整備を進め、離島

振興を図る。また、観光地としての石垣島を土地利用

等の観点から、土地保全・利活用計画の策定、墓地基

本計画の策定を行う。来春開港する新石垣空港に、八

重山の海を再現した水槽の設置、石垣島出身の有名人

に関係したモニュメントの整備を行い魅力的な観光地

の形成を図る。

ｲ 10 24 7 34 3 349,346 335,806 268,641 67,165 13,540 3 3 (2)

①

美崎町再開発推進事

業

　美崎町地区を観光地にふさわしい都市基盤の整備を

するため、市街地の再開発事業の導入調査をする。

ｲ 1 24 8 25 3 4,971 4,971 3,976 995 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 27 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

② 水族館建設推進事業

　天候に左右されることなく全ての観光客が石垣の海

を満喫できる観光資源を創出するため水族館建設の調

査を実施する。

ｲ 5 24 9 29 3 9,975 9,975 7,980 1,995 3 3 (2) ｳ

③ 星空学びの部屋事業

　石垣島・八重山諸島の星空を売り物にした観光客の

呼び込みを強化するため、日本に４基しかない電子望

遠鏡を設置した石垣島天文台と連携し、観光客への広

報普及するレクチャールームを設置するとともに、地

域の学校教育、生涯教育にも活用する。

ｲ 1 24 8 25 3 60,000 60,000 48,000 12,000 3 3 (2) ｳ

④

クルーズ船寄港誘致

支援事業

　大型クルーズ船の寄港誘致のため、大型タグボート

の経費の一部支援を行う。また、多言語パフレット

（英語、中国語、日本語版）を作成しクルーズ船誘致

を図る。

ｲ 10 24 7 34 3 24,730 14,230 11,384 2,846 10,500 3 3 (2) ｲ

⑤

観光客の安全・安心

事業

　離島ターミナルにおいて、観光客の盗難被害がある

ことから、防犯カメラを設置する。

ｲ 1 24 9 25 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (2) ｳ

⑥

フラワーロード整備

事業

　観光客が訪れて良かったと感じられるような街づく

りを推進するため、市道の植樹帯へ花や樹木の植栽を

実施する。また、沿道にプランターを置き、花いっぱ

いによる街づくりを展開する。

ｲ 5 24 7 29 3 73,087 73,087 58,469 14,618 3 3 (2) ｳ

⑦

石垣空港跡地利用事

業化調査事業

　観光地形成のまちづくりを図るため、空港跡地利用

の事業化に向けた調査を実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 7,949 7,949 6,359 1,590 3 3 (2) ｳ

⑧

石垣市墓地基本計画

事業

　観光地形成のまちづくりを図るため、土地利用の規

制誘導がスムーズに進展するよう、「石垣市墓地基本

計画」の策定をする。

ｲ 3 24 9 27 3 12,422 12,422 9,937 2,485 3 3 (2) ｳ

⑨

美ら島ファミリーサ

ポート整備事業

　ファミリーで訪れる観光客に癒しのスポットを提供

するために、石垣島らしさを演出する遊具等の設置を

行い、子どもたちの遊び場を確保する。

ｲ 5 24 11 29 3 2,520 2,520 2,016 504 3 3 (2) ｳ

⑩

石垣市土地保全・利

活用計画策定事業

　土地利用について、農業的土地利用と都市的土地利

用等の観点から、保全・利活用の基準ならびに方針等

を検討し、本市全体の土地の有効活用を図る指針とな

る計画を策定する。

ｲ 1 24 11 25 3 6,962 6,962 5,569 1,393 3 3 (2) ｳ

⑪

スポーツイベントに

よる地域活性化事業

　世界で通用するスポーツのトップレベル選手の育成

につなげるため、本県で競技人口の多い野球、サッ

カー、バスケット等のプロやアマチュアポーツの公式

戦を開催する。また、各チームのファン層をターゲッ

トとした観光誘客を展開する。

ｲ 1 24 11 25 3 8,040 5,000 4,000 1,000 3,040 3 2 (1) ｲ

⑫

観光施設及びキャン

プ場誘客整備事業

　経年劣化が激しい伊野田キャンプ場等の観光施設の

受け入れ態勢を整備するため、改修整備を実施する。

ｲ 10 24 11 34 3 3,200 3,200 2,560 640 3 3 (2) ｳ

⑬

美ら島アクアマリン

整備事業

　八重山の空の玄関口となる新石垣空港において、

「南国らしさ」を直観的に感じてもらうため、八重山

の海を再現した水槽を設置する。

ｲ 1 25 1 25 3 21,772 21,772 17,417 4,355 3 3 (12) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 28 -



03_石垣市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑭

美ら島モニュメント

整備事業

　本市の観光大使を務め、市民栄誉賞を受賞している

具志堅用高やBEGIN、夏川りみなどの石垣島出身の有

名人に関係したモニュメントを島内の観光地に整備す

ることにより、新たな観光スポットとしての活用を図

る。

ｲ 1 25 1 25 3 32,959 32,959 26,367 6,592 3 3 (12) ｱ

⑮ バス停上屋整備事業

　新空港の開港を控え、より快適な観光地としてのま

ちづくりを進めるため、石垣市の猛烈な日差しや雨天

時においてもそれらを避け、快適にバスを利用しても

らうためにバス停留所上屋を整備する。

ｲ 3 25 1 27 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 3 (2) ｳ

⑯

まちなか親水広場整

備事業

　現存する井戸を復旧させ、まちなかの観光スポット

としての利用や市民の憩いの場及び災害時における水

の再利用を目的に親水広場を整備する。

ｲ 1 25 1 25 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (2) ｳ

⑰

観光地・観光施設へ

の集客力強化事業

　外国人を含む観光客向けに観光情報の受発信を容易

にするため、無料の広域Ｗｉ－Ｆｉ無線を整備する。

ｲ 3 25 1 27 3 39,959 39,959 31,967 7,992 3 3 (2) ｳ

⑱

観光地アクセス道路

安全安心推進事業

　本市の観光スポットである、「エメラルドの海をみ

る展望台」へアクセスする道路は、山岳を走る路線で

崩落等の危険性があるため、道路を整備し、観光地と

しての安全・安心を確保する。

ｲ 2 25 1 26 3 5,800 5,800 4,640 1,160 3 3 (2) ｳ

3

青と緑が輝く「いし

がき」プロジェクト

　本市の自然環境の保全、再生を図るため、サンゴの

再生、花木の再生、オニヒトデの駆除、赤土流出の防

止等の事業を行う。また、循環型社会の構築、環境負

荷への軽減を図るため、防犯灯、防災灯、街路灯のＬ

ＥＤ化、エコカーの導入、自然エネルギーを利用した

発電施設等の可能性を調査し、低炭素社会の実現及び

自然環境の保全等に取り組む。

ﾚ 10 24 7 34 3 213,782 196,782 157,422 39,360 17,000 3 1 (1)

①

青と緑の再生プロ

ジェクト事業

　国指定の名勝に選ばれている川平湾をモデル地区と

して観光地にふさわしいエコタウンとしての展開を図

るため、ＥＶ船の導入補助及び充電設備設置の補助を

行う。

ﾚ 5 24 11 29 3 24,100 7,100 5,680 1,420 17,000 3 1 (3) ｲ

② サンゴ再生事業

　近年、温暖化やオニヒトデ等の影響でサンゴが減少

していることから、貴重なサンゴの再生を図るための

事業を実施する。

ﾚ 10 24 11 34 3 25,000 25,000 20,000 5,000 3 1 (1) ｱ

③

花木再生プロジェク

ト事業

　デイゴヒメコバチの防除のため、防除樹幹注入を実

施する。

ﾚ 5 24 8 29 3 16,991 16,991 13,592 3,399 3 1 (1) ｲ

④

ダイビング船係留設

置事業

　ダイビングスポットにおいて船のアンカー等でサン

ゴ礁が破壊されていることから、サンゴ礁保全のため

に、ダイビング船係留の施設を整備する。

ﾚ 1 24 8 25 3 9,407 9,407 7,525 1,882 3 1 (1) ｱ

⑤

沖縄らしい風景づく

り推進事業

　景観法に基づく効果的な景観形成を促進するための

景観向上行動計画を策定する。

ﾚ 1 24 9 25 3 10,395 10,395 8,316 2,079 3 1 (6) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 29 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目
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交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑥

石垣市エコアイラン

ド事業

　平成19年に「石垣市自然環境保全条例」を制定した

ことを受け、自然環境に関する構想策定に向けた調査

を実施する。また、自然環境に関する取り組みとし

て、農村集落内及び市所有の防犯灯や街路等をＬＥＤ

化し省電力化を図る。

ﾚ 6 24 9 30 3 59,162 59,162 47,329 11,833 3 1 (3)

⑦

自然エネルギー促進

事業

　水道施設の高低差を利用した小水力発電施設、水道

施設用地を活用した太陽光発電施設整備の導入可能性

実験を行う。

ﾚ 3 24 9 27 3 5,996 5,996 4,796 1,200 3 1 (3) ｲ

⑧

オニヒトデ駆除・サ

ンゴ保全事業

　ここ数年大量に発生しているオニヒトデの駆除を行

い、サンゴの保全に努める。

ﾚ 10 24 9 34 3 38,120 38,120 30,496 7,624 3 1 (1) ｱ

⑨

ラムサール条約湿地

登録「名蔵アンパル

ガイド」冊子作成事

業

　ラムサール条約に登録された「名蔵アンパル」の豊

かな自然を紹介するため、子どもから大人まで手軽に

読める小冊子を作成する。

ﾚ 2 24 7 26 3 4,979 4,979 3,983 996 3 1 (1) ｵ

⑩

南の島の猫アイラン

ド事業

　新港地区緑地公園の衛生・環境保全のため、獣医師

会の協力を得ながら、猫の捕獲・保護及び避妊、去勢

等を実施する。

ﾚ 4 24 8 28 3 1,380 1,380 1,104 276 3 2 (3) ｵ

⑪

赤土等流出防止対策

事業

　農地から赤土流出防止を図るため、グリーンベルト

の設置、緑肥の提供、沈砂池や排水路等の浚渫、堆肥

をまく小型すじまき機械を購入し、貸与する。

ﾚ 5 24 11 29 3 15,492 15,492 12,393 3,099 3 1 (1) ｲ

⑫

エコカー公用車導入

事業

　石垣島全体をエコ化するための先導的な取組みとし

て、公用車としての電気自動車の導入と電気充電設備

を整備する。

ﾚ 6 25 1 30 3 2,760 2,760 2,208 552 3 1 (3) ｱ

4

“島人の宝”ものづ

くり「いしがき」プ

ロジェクト

　本市の製造加工品の出荷増加を図るため、物産展等

に出店する事業者へ助成を行う。共同加工施設建設の

ため先進地視察や調査を行う。地場産業である工芸技

術の人材育成に取り組み新たな雇用を創出する。また

本市には職業訓練校がないことから、職業訓練を実施

し就業支援を行うなど、ものづくり産業の振興を図

る。

ﾎ 3 24 8 27 3 60,248 54,807 43,844 10,963 5,441 3 3 (9)

①

ものづくり、マーケ

ティング総合支援事

業

　製造加工品等の販路拡大のため、国内各都市におい

て物産展等を行い、出展者に対し助成をする。共同加

工施設建設のため、先進地視察や調査を行う。また、

「八重山そば」の消費拡大を図るため、イベントを実

施する。

ﾎ 3 24 8 27 3 15,118 9,677 7,741 1,936 5,441 3 3 (9) ｲ

②

就業支援マッチング

事業・人材育成事業

　市民ニーズをふまえ、各分野における既存ストック

を活用した職業訓練を実施し、就業支援マッチングを

図り、雇用の創出につなげる。また、工芸技術者の育

成及び農水産業の６次産業化に向けた人材育成等を実

施する。

ﾎ 3 24 11 27 3 41,076 41,076 32,860 8,216 3 3 (10) ｳ

③

商店街・中心市街地

活性化ならびに商業

振興事業

　中心市街地活性化基本計画を策定するため、中心市

街地活性化の専門家の協力を得て、関係者や市民が参

加するワークショップを実施し、計画策定へ向けた機

運づくりとともに、問題点の抽出や課題の掘り起し、

基本方針素案づくり等を行う。

ﾎ 3 25 1 27 3 4,054 4,054 3,243 811 3 3 (8) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 30 -



03_石垣市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

5

美味しさいっぱい

「いしがき」プロ

ジェクト

　本市の農林水産業の振興を図るため、基幹産業であ

るさとうきびの防除体系を確立するとともに、新たな

農産物の事業化を推進する。パパイヤ等の熱帯果樹の

栽培研究を行う。また、優良繁殖牛更新の支援を行

い、家畜伝染病の未然防止に努めることで畜産業の振

興を図る。水産業においては、安定した漁獲が保てる

よう、大型定置網設置に関する調査、漁場悪化を防止

する措置、アカジンの養殖実証試験等を行い水産業の

振興を図る。

ﾊ 10 24 7 34 3 172,256 137,116 109,691 27,425 35,140 3 3 (7)

①

熱帯果樹栽培研究事

業

　熱帯果樹産業の振興を図るため、石垣市パパイヤ研

究所のノウハウを活用し、パパイヤを使った食材の研

究、商品化やパパイヤ以外の熱帯果樹の栽培研究を行

う。

ﾊ 5 24 8 29 3 6,323 6,323 5,058 1,265 3 3 (7) ｱ

② さとうきび振興事業

　さとうきびの安定生産を図ることを目的に、新たな

機能を有する農薬を用いて、病害の生理的特性を利用

した新防除技術を導入するため、生産農家を対象に農

薬購入に対する購入補助を行う。また、さとうきび収

穫後の裸地に蕎麦を植え付け耕土流出を防止するた

め、蕎麦栽培を実施する。

ﾊ 5 24 7 29 3 83,512 64,152 51,321 12,831 19,360 3 3 (7) ｱ

③

“石垣産の牛”生産

推進事業

　肉用牛繁殖農家に対して優良繁殖雌牛の導入費用の

一部を助成する。また、口蹄疫の家畜伝染病を未然に

防止するため、空港、港湾等の消毒を徹底し水際対策

を強化する。

ﾊ 10 24 7 34 3 29,336 15,336 12,268 3,068 14,000 3 3 (7) ｱ

④ 水産振興事業

　八重山漁協の老朽化した漁船燃料タンクの危険性を

除去するため、改修に係る費用を補助する。また、大

型定置網設置箇所に関する調査事業を実施するととも

に、オニヒトデやサメ等の有害生物による漁場悪化を

防止する。

ﾊ 10 24 12 34 3 50,085 48,305 38,644 9,661 1,780 3 3 (7) ｶ

⑤

アカジン（スジア

ラ）養殖実証試験事

業

　沖縄県の三大高級魚であるアカジンを、新たな養殖

魚種として確立するための、実証試験を行う。

ﾊ 2 25 1 26 3 3,000 3,000 2,400 600 3 3 (7) ｱ

6 ①

児童・高齢者・障が

い者・福祉避難所等

複合型施設整備事業

　児童・高齢者・障がい者等の社会的な「居場所づく

り」と災害時における「福祉避難所」を兼ねた複合型

施設整備に取り組む。

ﾇ 3 24 9 27 3 4,830 4,830 3,864 966 3 3 (11) ｲ

7

防災に強い「いしが

き」プロジェクト

　災害に強い島「いしがき」づくりを図るため、防災

無線の整備や自主防災組織体制の整備、適切に市民を

安全な場所へ避難誘導するための標識等の設置、低地

にある集落の安全確保の整備、港湾においても災害に

強い港湾整備のための調査を行う。

ﾚ 10 24 7 34 3 209,283 209,283 167,424 41,859 3 2 (4) ｲ

①

地域防災力強化育成

事業

　各地域、または公民館ごとに地震・津波・火災対応

型の救急救助資機材収納倉庫を設置し、災害時に、消

防団及び自主防災組織に消火活動や救助活動等に活用

してもらう。

ﾚ 5 24 8 29 3 43,526 43,526 34,820 8,706 3 2 (4) ｲ

②

防災避難道路整備事

業

　予想される大地震時における安全な農村集落の環境

整備をするため、津波避難道路を整備する。

ﾚ 3 24 8 27 3 18,000 18,000 14,400 3,600 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 31 -



03_石垣市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

③ 防災体制整備事業

　緊急時一斉放送システム（防災無線）の拡声子局を

市内の未整備地区に配備するとともに、小型受信機を

市内公共施設などに配備する。また、石垣市地域防災

計画における指定避難場所に誘導標識等の整備及び防

災拠点等に備蓄倉庫の整備を行う。

ﾚ 10 24 10 34 3 112,849 112,849 90,279 22,570 3 2 (4) ｲ

④

災害に強い港湾整備

事業

　大規模地震や津波などの災害時にも港湾機能を維持

することができる施設の整備に向けた調査を実施す

る。

ﾚ 3 24 11 27 3 19,971 19,971 15,976 3,995 3 2 (4) ｲ

⑤

水難事故対応強化事

業

　本市にはマリンレジャーを目的に訪れる観光客が

年々増加おり、発生した水難事故に迅速に対応し、観

光客や市民の安全・安心を確保するため、水難救助用

水上バイクと牽引車等を整備する。

ﾚ 1 24 9 25 3 14,937 14,937 11,949 2,988 3 2 (4) ｲ

8

いきいき学び「いし

がき」プロジェクト

　次代を担う児童・生徒たちを災害から守り、安心・

安全に学べるようにするため、海岸に近い学校に対し

て、災害に備えた環境を整備する。また、社会教育の

向上を図るため、現在の新聞検索システムの充実強化

を図るとともに、老朽化した八重山博物館の改修を行

う。

ﾁ 1 24 10 25 3 25,877 25,877 20,700 5,177 3 5 (2)

①

災害に備えた学校環

境整備事業

　災害に備え、沿岸部に近接している小学校、幼稚園

の児童、園児用のライフジャケット等を購入する。

ﾁ 1 24 11 25 3 14,541 14,541 11,632 2,909 3 5 (3) ｳ

②

地元新聞及び郷土資

料等の総合的検索シ

ステムの構築・導入

事業

　石垣市立図書館の新聞の検索システムは、文字情報

のみの検索内容なので、過去のより詳しい情報が提供

できるよう新聞紙面を画像で閲覧できる最新の新聞検

索システムを導入する。加えて、郷土資料(郷土関係

図書、古文書、民話など音声資料、写真等)を含めた

総合的な検索システムの構築を図り、市民へ提供す

る。

ﾁ 1 24 10 25 3 9,225 9,225 7,380 1,845 3 5 (2) ｲ

③

石垣市立八重山博物

館外壁改修事業

　石垣市立八重山博物館は築４０年経過しており、外

壁剥離等の老朽化が見られるため外壁改修工事を実施

する。

ﾁ 1 24 11 25 3 2,111 2,111 1,688 423 3 5 (2) ｲ

9

のびのび育つ「いし

がき」プロジェクト

　児童生徒の基礎学力の向上、教育環境の整備、離島

であるという特殊性の克服のため、情報機器等を活用

した教育の導入を行う。国際理解教育と外国語活動の

取り組みを強化するために外国語指導助手の配置等を

行う。児童生徒の派遣費の補助を行う。青少年健全育

成の観点から不登校児等の困難を有する子どもたちの

支援体制を整備する。また、市立幼稚園で預かり保育

の拡充のため保育士の配置を行う。

ﾁ 10 24 8 34 3 206,512 206,512 165,207 41,305 3 3 (11) ｲ

① 情報教育充実事業

　各教室に電子黒板を配備するほかデジタルテレビと

パソコンを活用する機器を導入し、ＩＣＴ教育環境の

充実を図る。

ﾁ 1 24 10 25 3 172,755 172,755 138,204 34,551 3 5 (4) ｱ

② ＩＣＴ教育強化事業

　本県の喫緊の課題である基礎学力向上を図るため、

教育用ソフトを購入し、ＩＣＴ教育の強化充実を図

る。

ﾁ 10 24 10 34 3 5,351 5,351 4,280 1,071 3 5 (4) ｱ

③ 外国語学習支援事業

　小学校５年生、６年生による外国語活動が必修科目

になったことに伴い市立小中学校へ外国語指導助手の

配置等の活動支援を実施する。

ﾁ 10 24 8 34 3 3,959 3,959 3,167 792 3 5 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 32 -



03_石垣市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

④

児童・生徒派遣費助

成事業

　児童・生徒がスポーツ・文化活動に参加する際の派

遣費を補助する。

ﾀ 10 24 9 34 3 9,660 9,660 7,728 1,932 3 5 (2) ｱ

⑤

「ユースアドバイ

ザー」事業

　子どもたちの環境整備のため、不登校児等の児童・

生徒への支援体制の整備を図る。

ﾁ 10 24 8 34 3 6,416 6,416 5,132 1,284 3 5 (1) ｱ

⑥

すこやか子育て支援

事業

　幼稚園の教育時間終了後、同園において希望する園

児を対象に預かり保育を実施するため、保育士の配置

及び施設整備を行う。

ﾁ 10 25 1 34 3 8,371 8,371 6,696 1,675 3 5 (3) ｲ

10

国際交流

「Ishigaki」プロ

ジェクト

　石垣市は、隣国台湾と約２４０キロと、国境の都市

である。この地理的特性を活かし、国際化に向けた取

り組みを推進するため、国際定期便の誘致を行う。本

市は東アジアとの結節点として国際交流拠点都市の形

成に向け、港湾の整備を進めるとともに、海洋基本計

画を基に行政上の指針となる計画を策定する。

ｶ 4 24 7 28 3 34,736 34,736 27,787 6,949 3 3 (12) ｵ

① 国際定期便誘致事業

　新石垣空港への海外路線誘致のため、東アジアの各

航空会社へ路線開設に向けた要請等を実施する。ま

た、本市を起点とした東アジアへの観光交流について

シンポジウムを開催する。

ｶ 4 24 7 28 3 15,016 15,016 12,012 3,004 3 4 (1) ｳ

②

石垣港国際交流拠点

形成事業

　大型旅客船ターミナルビルの必要規模の検討ととも

に、ビルへのＤＦＳ、レストラン等の導入など、国際

交流拠点の形成に向けた施策の検討を行う。

ｶ 3 24 11 27 3 9,986 9,986 7,988 1,998 3 4 (1) ｳ

③

海洋基本計画策定事

業

　平成１９年７月２０日に制定された海洋基本計画を

基に、本市として石垣島を中心とした八重山地域にお

ける、海域、河川域及び陸地の利活用及び東アジアと

の結節点として国際交流　拠点都市の形成に向け、国

境離島である利点を活用した行政上の指針となる計画

を策定する。

ｶ 1 24 7 25 3 9,734 9,734 7,787 1,947 3 4 (1) ｳ

11 ① 平和宣言活用事業

　『石垣市非核平和宣言都市』及び『石垣市核廃絶平

和宣言』の具現化を図るため、小中高校生対象の平和

を考える作品募集や平和学習（平和大使派遣）、宣言

文の碑作成設置及び石垣市核廃絶平和宣言記念事業計

画委員会を設置し、平和行政推進のための事業を市民

と行政が一体となって取り組む。

ｿ 10 24 7 34 3 5,307 5,307 4,245 1,062 3 4 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 33 -



04_浦添市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

2,379,737 2,358,737 1,886,976  471,761  21,000 

1

浦添市「あまくま

歩っちゅん」推進事

業

　歩き（歩っちゅん）をテーマに観光振興を図るた

め、観光資源の創出、交通や都市、文化財等の環境

整備、イベントの開催等を実施する。

ｲ 10 24 6 34 3 35,941 29,941 23,952 5,989 6,000 3 3 (2)

①

(浦添市来ヮ来ヮ推

進事業)

　市の観光資源を創出するため、調査を委託し、課

題抽出及びケーススタディ等を実施する。

ｲ 2 24 9 26 3 8,028 8,028 6,422 1,606 3 3 (2) ｱ

②

(浦添市歩いて楽し

いまち探検推進事

業)

　観光地としての価値向上に資するため、植栽設置

工事や草花配布等を行う。

ｲ 5 24 8 29 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (2) ｳ

③ (美ら道推進事業)

観光地としての価値向上に資するための道路整備に

努め、道路の安全性・快適性の確保を図る。

ｲ 10 24 11 34 3 3,780 3,780 3,024 756 3 3 (2) ｳ

④

(てだこの都市・浦

添「あまくま歩っ

ちゅん浪漫ウォー

ク」)

　全国のウォーカーと友好を図り、「いきいき生涯

健康づくり」を推進するとともに、本市の歴史・文

化、地域特性を活かした交流の輪を広げるため、来

年２月に「うらそえツーデーマーチ・あまくま歩っ

ちゅん浪漫ウォーク」を開催する。

ｲ 10 24 6 34 3 16,000 10,000 8,000 2,000 6,000 3 2 (1) ｲ

⑤

(ありんくりんク

リーン事業)

　浦添市の文化財を観光資源として活用するため、

浦添城跡、玉城朝薫や浦添御殿の墓等の清掃や除草

を行う。

ｲ 10 24 10 34 3 3,133 3,133 2,506 627 3 3 (2) ｳ

2

沖縄らしい風景づく

り推進事業

　世界遺産の追加登録を目指す浦添グスク周辺エリ

アにおいて、景観法に基づく景観地区指定を行うと

ともに、文化財の復元整備やまちなみの美装化事業

等を実施する。

ﾘ 10 24 8 34 3 148,758 148,758 119,005 29,753 3 1 (6) ｱ

合　　計

年 月 年 月

備考

Ａ

1,886,976          

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

          30,280,175 1,890,000               1,890,000           -3,024            

交付対象外

経費

Ｂ

負担額

　交付対象事業費

Ｃ

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

地方公共団体名 浦添市

交付限度額 交付金交付額

市町村分総額 うち当該団体配分額 既計上額　① 追加額 ② 合計額  （①＋②）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 34 -



04_浦添市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

年 月 年 月

備考

Ａ

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

交付対象外

経費

Ｂ

負担額

　交付対象事業費

Ｃ

①

（てだこ市民による

ウラオソイ風景づく

り推進事業）

　沖縄らしい景観・風景を次世代に守り継ぎ、風土

を高める礎とするため、浦添グスク周辺エリアと西

海岸周辺エリアにおいて景観法・都市計画法に基づ

く「景観地区」・「地区計画」の地区指定を行う。

また、「景観向上行動計画」を策定する。

ﾘ 10 24 8 34 3 14,958 14,958 11,966 2,992 3 1 (6) ｱ

②

（浦添グスク周辺緑

化推進事業）

　沖縄らしい景観を形成するため、市民と協同で茶

山地区の緑地保全や浦添グスク周辺の風景づくりを

行う。

ﾘ 2 24 9 26 3 13,682 13,682 10,945 2,737 3 1 (6) ｱ

③

（地域資源復元推進

事業）

・歴史的景観の再生を図るため、地域に古くから存

在する「樋川」を復元整備する。平成２４年度は発

掘調査を実施する。

・沖縄らしい風景づくりと観光振興のため、近年劣

化が著しい市指定文化財「クバサーヌ御嶽」を復元

整備する。平成２４年度は復元整備に必要な用地購

入を行う。

ﾘ 5 24 10 29 3 72,118 72,118 57,694 14,424 3 1 (6) ｱ

④

（前田トンネル周辺

修景事業）

　沖縄らしい風景や景観を守るため、前田トンネル

両側のコンクリート壁のレリーフや壁面緑化等一体

的な修景保存を行う。

ﾘ 2 24 11 26 2 5,000 5,000 4,000 1,000 3 1 (6) ｱ

⑤

（浦添グスクの城下

まちにふさわしい道

路美装化事業）

　浦添グスクの城下まちにふさわしい道路景観を創

出するため、浦添グスクの麓に位置し、歴史・文化

の拠点である仲間地区の主要な市道について、コー

ラル舗装をイメージした「カラーアスファルト舗

装」を施す。

ﾘ 2 24 8 26 3 35,000 35,000 28,000 7,000 3 1 (6) ｱ

⑥

（風景街なみ形成に

資する建築技術提案

事業）

　沖縄らしい風景やまちなみづくりに資するため、

民間企業に委託し、建築素材や技術の提案を受け

る。（提案は①ウラオソイ風景づくり推進事業に反

映させる予定。）

ﾘ 1 24 9 25 3 8,000 8,000 6,400 1,600 3 1 (6) ｱ

3

歴史・文化とスポー

ツの十字路活性化推

進事業

　文化資源を活用しスポーツと連動した観光振興を

推進するため、浦添美術館、国立劇場おきなわを拠

点としたイベント開催や浦添運動公園の機能強化等

を図る。

ｲ 5 24 7 29 3 429,502 429,502 343,601 85,901 3 3 (2)

①

（悠々ロマン漆に出

会うまち浦添推進事

業）

　琉球漆器の歴史や文化、アジアの美を紹介し観光

振興に資するため、浦添美術館で琉球漆器に関連し

た企画展の開催及び常設展の充実を図る。

ｲ 5 24 7 29 3 31,559 31,559 25,247 6,312 3 3 (2) ｱ

②

（9月3日踊り観光・

文化振興事業）

　観光振興及び文化振興を図るため、国立劇場おき

なわを拠点に世界文化遺産である「組踊」の鑑賞機

会を設けるとともに関連イベントを開催する。

ｲ 5 24 7 29 3 29,568 29,568 23,654 5,914 3 3 (2) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 35 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

年 月 年 月

備考

Ａ

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

交付対象外

経費

Ｂ

負担額

　交付対象事業費

Ｃ

③

（浦添スポーツの発

信拠点運動公園内体

育施設の機能強化事

業）

　観光振興の観点からスポーツイベントの誘致を推

進するため、体育施設の機能強化を図る。

ｲ 1 24 8 25 3 368,375 368,375 294,700 73,675 3 3 (2) ｳ

4

浦添へ観光客誘致と

特産品の販売拡大プ

ロジェクト

　市の観光振興及び特産品の販路拡大を図るため、

プロ野球キャンプを活用したイベントのほか、着地

型観光商品の開発、情報発信、観光基盤の整備等を

実施する。

ﾆ 5 24 7 29 3 104,760 104,760 83,806 20,954 3 3 (9) ｲ

①

（浦添の物産と観光

展事業）

　産業振興及び観光振興に資するため、地場産品の

展示販売や観光展を開催し、県民及び観光客等へ広

くＰＲする。24年度は展示会等へのマスコミを誘致

し来場者数の増加を図る。

ﾆ 5 24 7 29 3 4,000 4,000 3,200 800 3 3 (9) ｲ

②

（着地型観光商品

「うらおそいてだこ

回廊」開発事業）

　着地型観光商品を開発するため、コンサルタント

に業務委託し、調査研究やワークショップの開催等

を実施する。

ｲ 5 24 7 29 3 24,084 24,084 19,267 4,817 3 3 (2) ｱ

③

（来て・見て・楽し

い”まるごと浦添”

観光情報発信事業）

　グルメ、アート、スポーツなど観光情報を一元的

に発信するため、ポータルサイトを構築する。ま

た、観光客の利便性を高めるため、モバイル・ソフ

トの開発等を行う。

ｲ 5 24 8 29 3 30,037 30,037 24,029 6,008 3 3 (2) ｲ

④

（ヤクルトファン浦

添にめんそーれ事

業）

ヤクルト春季キャンプを活用した観光振興を推進す

るため、キャンプ期間中は、会場の総合運動公園を

中心に観光情報を発信し、市内の飲食店や特産品販

売店等への誘客を図る。

　また、シーズン中は神宮球場で開催される公式戦

１試合を「浦添観光キャンペーンデー」として位置

づけ、観光誘客イベントを実施し、沖縄県及び浦添

市の特産品等の紹介及び販売等を行う。

ｲ 5 24 7 29 3 5,005 5,005 4,004 1,001 3 3 (2) ｲ

⑤

（ここにおいでよ浦

添タウン事業）

　市内への観光誘客を図るため、各商店街や通り会

でのイベント開催、観光ルートの美化・緑化等に取

り組む。

ｲ 5 24 7 29 3 4,000 4,000 3,200 800 3 3 (2) ｲ

⑥

（浦添うまれの絹が

彩る観光特産品ブラ

ンド強化事業）

　「うらそえ織」の観光特産品としてのブランド力

を強化するため、広報活動、販売促進活動等を実施

する。

ﾆ 5 24 7 29 3 6,069 6,069 4,855 1,214 3 3 (9) ｲ

⑦

（浦添特産品の県

外・国外への販路拡

大事業）

　生産地「うらそえ」をアピールし、特産品の知名

度向上及び販路拡大を図るため、県外や国外で開催

される見本市や物産展等へ市の特産品等を出展す

る。

ﾆ 5 24 7 29 3 12,818 12,818 10,254 2,564 3 3 (9) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 36 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

年 月 年 月

備考

Ａ

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

交付対象外

経費

Ｂ

負担額

　交付対象事業費

Ｃ

⑧

（島桑オジー＆オ

バーで観光・産業・

街おこしプロジェク

ト）

　特産品開発のため、沖縄特有の桑品種である「シ

マグワ（正式和名）」を活用し、養蚕業（繭の生

産）のほか、お茶や桑の実、繭の化粧品、絹糸等の

商品化に取り組む。浦添市シルバー人材センターの

高齢者を活用することで、コスト圧縮と事業者への

安定的供給を図る。

ﾆ 5 24 7 29 3 17,387 17,387 13,909 3,478 3 3 (9) ｲ

⑨

（浦添市農業フェス

タ支援事業）

　観光振興及び特産品の品質向上に資するため、

「農協まつり」の競作会や表彰、展示販売等を支援

する。

ﾆ 5 24 7 29 3 1,360 1,360 1,088 272 3 3 (9) ｲ

5

浦添市産業支援機能

強化事業

　市の産業の振興及び地域経済の活性化に資するた

め、起業家の育成事業、経営等に関する相談又は助

言の事業、産業振興のための人材の育成事業、施設

の貸出等に関する事業を行う。

ﾍ 5 24 7 29 3 15,605 15,605 12,484 3,121 3 5 (5)

②

（経済人材育成事

業）

　沖縄の産業振興に資する人材を育成するため、講

習会、研修会、セミナー等を開催する。

ﾍ 5 24 7 29 3 4,305 4,305 3,444 861 3 5 (5) ｲ

③ （IT人材研修事業）

　実社会でのニーズに対応できる人材を育成するた

め、ソフトウェアやコールセンター関連の研修を開

催する。

ﾍ 5 24 7 29 3 6,300 6,300 5,040 1,260 3 5 (5) ｱ

④

（スーパー・コミュ

ニケーショナル・ス

クール事業）

　国際社会に対応できる人材を育成するため、英語

と中国語を集中的にマスターするための教育機関と

してスーパーコミュニケーショナルスクールを設置

する。

ﾍ 5 24 7 29 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 5 (5) ｳ

6

那覇港物流機能等強

化事業

　旅客の安心・安全な施設利用と貨物の増加に伴う

安定した対応及び施設使用料の低廉化と輸送コスト

の低減を図るために、浦添市は、那覇港管理組合が

実施する施設整備事業費等の負担金を支出する。

ﾆ 2 24 6 26 3 114,092 114,092 91,272 22,820 3 3 (4) ｱ

①

（ガントリークレー

ン整備事業）

　輸出貨物の積み残しが生じていることから、港湾

機能強化を図るため、現在２基のガントリークレー

ンを１基増設する。

ﾆ 2 24 7 26 3 40,000 40,000 32,000 8,000 3 3 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 37 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

年 月 年 月

備考

Ａ

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

交付対象外

経費

Ｂ

負担額

　交付対象事業費

Ｃ

②

（那覇港物流ビジネ

スモデル導入事業）

　那覇港を活用することによる新たな付加価値を生

み出すため、「那覇港物流ビジネスモデル」の提案

及び「社会実験」の実証をするための費用を補助す

る。

ﾆ 1 24 6 25 3 3,955 3,955 3,164 791 3 3 (4) ｱ

③

（リーファー電源整

備事業）

年々需要が増大しているリーファーコンテナをさら

に獲得するため、リーファー電源整備を４０口増設

する。

ﾆ 1 24 7 25 3 12,000 12,000 9,600 2,400 3 3 (4) ｱ

④

（生活物資安定供給

対策事業）

　物流機能の強化を図るため、浦添ふ頭の岸壁背後

地に防風柵を設置し、船舶のシフトの円滑化を図

る。

ﾆ 1 24 6 25 3 26,000 26,000 20,800 5,200 3 3 (4) ｱ

⑤

（観光客利便性向上

施設整備事業）

　観光旅客が安全で快適に移動できるなどの利便性

向上を実現するため、ボーディングブリッジを整備

するための費用を補助する。

ﾆ 2 24 6 26 3 6,000 6,000 4,800 1,200 3 3 (4) ｱ

⑥

（総合物流センター

可能性調査事業）

　物流機能の強化及び物流関連企業の誘致等を促進

するため、国際・国内貨物を取り扱う那覇港総合物

流センター整備の可能性調査を実施する。

ﾆ 1 24 6 25 3 5,546 5,546 4,436 1,110 3 3 (4) ｱ

⑦

（浦添市西海岸開発

基本方針検討事業）

  那覇港管理組合が１０年毎に策定する港湾計画が

平成２５年度に改定される。この改定に市のビジョ

ンを盛り込むため、国際観光交流拠点を拡大する土

地利用の検討、立地環境特性を考慮した地型の検討

等を行い、地先自治体として、浦添ふ頭地区の地元

基本計画を作成する。

ﾆ 1 24 9 25 2 10,059 10,059 8,047 2,012 3 3 (4) ｱ

⑧

（那覇港浦添ふ頭地

区港湾関連用地活用

調査）

　浦添ふ頭国際物流地区（港湾関連用地）を拡張し

た場合の企業の動向等を把握するため、需要動向調

査（ヒアリング及びアンケート）及び先進地事例調

査を実施し、土地利用基本方針案の根拠資料等に供

する。

ﾆ 1 24 9 25 2 10,532 10,532 8,425 2,107 3 3 (4) ｱ

7

未来へ翔たく太陽っ

こ育成事業

　スポーツ・文化活動の全国で活躍できる体制を強

化するため、九州大会や全国大会など県外派遣に要

する費用の一部を負担する。

ﾍ 10 24 9 34 3 25,000 10,000 8,000 2,000 15,000 3 5 (2) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 38 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

年 月 年 月

備考

Ａ

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

交付対象外

経費

Ｂ

負担額

　交付対象事業費

Ｃ

8

一人ひとりが輝く

ティーダの子

沖縄県では高い失業率や全国学力テストでの最下位

が続いている。確かな学力、豊かな心、健やかな体

などの生きる力を育み、一人ひとりの個性を伸ば

し、将来の浦添（沖縄）を担う人材の育成に取り組

む。

ﾍ 10 24 8 34 3 55,712 55,712 44,569 11,143 3 5 (3)

①

（エコアイランドに

向けた人材育成及び

キャリア教育事業）

　社会性・協調性を養い、エコアイランド沖縄に向

けた人材育成を図るため、小学生を対象とした自

然、農業、漁業の体験学習を行う。

ﾍ 10 24 9 34 3 12,670 12,670 10,136 2,534 3 5 (3) ｲ

②

（学力等底上げ推進

支援事業）

　児童生徒の学力の底上げを図り沖縄振興を支える

人材を育成するため、学校教育支援員、日本語教育

支援員、教育相談員を各学校へ配置する。

ﾍ 10 24 8 34 3 43,042 43,042 34,433 8,609 3 5 (3) ｱ

9

がんじゅうちびっ子

育成事業

　高温多湿気候の沖縄県で、夏場においても園児の

健康を確保するため、市立幼稚園に業務用冷蔵庫を

整備するなど衛生環境の改善を図る。

ﾁ 1 24 10 24 11 5,660 5,660 4,527 1,133 3 5 (3) ｲ

10

歴史と文化の薫るま

ち浦添

　琉球王国発祥の地といわれている浦添市におい

て、誇りと愛着の持てる市民文化の創造と歴史と文

化の薫り高いまちづくりを推進するため、文化財等

の保存･整備、歴史・文化の調査研究、文化活動の機

会拡充等を行う。

ﾘ 7 24 9 31 3 15,851 15,851 12,680 3,171 3 1 (4)

①

（浦添の歴史文化整

備保存事業）

　歴史文化資料を市民共有の財産として後世に引き

継ぐために、音声資料の翻刻およびデジタル化、写

真資料のデジタル化を行い、保存等を行う。

　また、これまで蓄積した収集資料をもとに、「浦

添市移民史」および「浦添の民話」を刊行し、浦添

の歴史を語る知的財産として記録・保存する。

ﾘ 7 24 9 31 3 7,623 7,623 6,098 1,525 3 1 (4) ｴ

②

（歴史にふれる館整

備事業）

　港川調理場移転に伴う空き施設を文化財の保存と

展示施設として再利用するための改修設計を行う。

　本事業は、浦添城跡をはじめとする市内に所在す

る遺跡の発掘調査で得られた土器・石器・陶磁器等

の遺物、市民から寄贈された多くの民具、近世の浦

添の一端を表出する近世墓と厨子甕等を展示活用す

ることで、浦添市の歴史と文化への理解を深めると

ともに文化財保護の意識高揚を図る。

ﾘ 3 24 9 27 3 7,348 7,348 5,878 1,470 3 1 (4) ｱ

③

（琉球空手のルーツ

を探る事業）

　文化と観光の振興に資するため、琉球固有の武術

「手（ティー）」と中国武術の関連性について調査

するとともに、相互の武術交流を実施する。

ﾘ 3 24 9 27 3 880 880 704 176 3 1 (4) ｴ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 39 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

年 月 年 月

備考

Ａ

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

交付対象外

経費

Ｂ

負担額

　交付対象事業費

Ｃ

11

学校給食衛生管理機

能拡充事業

　高温多湿気候の沖縄県において、学校給食の更な

る安全・安心を確保するため、老朽化が著しい市内

小中学校の保冷庫を整備するなど衛生環境の向上を

図る。

ﾁ 1 24 9 25 3 18,371 18,371 14,696 3,675 3 5 (3) ｳ

12

～「子供が主役に」

のまちづくり～子育

て支援充実プロジェ

クト

　働きながら子育てのできる環境を整備するため、

待機児童の解消や放課後の居場所づくりに資する事

業を行う。

ﾇ 10 24 9 34 3 25,441 25,441 20,352 5,089 3 2 (2) ｲ

①

（幼稚園てぃーだっ

子のびのび事業）

　全国と比較して保育所の待機児童数が多い本市に

おいて子育て支援を推進するため、小学校と連携し

た公立幼稚園において２年保育と預かり保育の充実

を図る。

ﾇ 10 24 9 34 3 21,800 21,800 17,440 4,360 3 2 (2) ｲ

②

（浦添市学童っ子応

援プロジェクト）

　保護者の負担軽減を図り子育て環境を整備するた

め、公的施設に入居していない放課後児童クラブに

対し、公的施設移行までの間、家賃補助を行う。

ﾇ 10 24 9 34 3 3,641 3,641 2,912 729 3 2 (2) ｲ

13

「備えて安心安全」

推進事業

　離島県である沖縄県においては、本土に比べて、

災害時の救済等に時間がかかることが懸念される。

大規模災害に備え住民の安全を確保するため、備蓄

食糧の確保と、それを保管する倉庫等の設置等を行

う。

ﾚ 5 24 10 29 3 7,811 7,811 6,248 1,563 3 2 (4) ｲ

①

（災害時備蓄食糧購

入強化促進事業）

　災害に備え、防災計画に基づき、市の人口の1/20

の食料３日分を備蓄する。

ﾚ 5 24 11 29 3 1,959 1,959 1,567 392 3 2 (4) ｲ

②

（災害時備蓄食糧保

管倉庫等整備事業）

　備蓄食糧等を保管するため、備蓄食糧保管倉庫等

の設置や発電機等電源の確保、また簡易トイレ等の

設置等を行う。

ﾚ 5 24 10 29 3 3,668 3,668 2,934 734 3 2 (4) ｲ

③

（減災まちづくり事

業）

　地震や津波など、災害が発生した場合に、住民が

自主的かつ迅速に避難するために必要な情報（避難

場所や避難路、海抜、危険地域等）を地図上に示し

た「防災マップ」を作成し、地域住民や観光施設等

の事業所に配布する。

ﾚ 1 24 10 25 3 2,184 2,184 1,747 437 3 2 (4) ｲ

14

ひと・まち・未来が

輝く「てだこのま

ち」平和推進プロ

ジェクト

　戦後処理問題の解決を図るため、沖縄戸籍のシス

テム化や里道・水路の境界問題の解決、つぶれ地の

買い上げ補償等に取り組む。

　普天間飛行場に隣接する本市において、航空機騒

音の現状を把握し基礎資料を作成するため、市内に

騒音測定器を設置する。また、牧港補給地区の返還

後、すみやかに事業実施ができるよう跡地利用計画

等を策定する。

ｿ 10 24 6 34 3 1,377,233 1,377,233 1,101,784 275,449 3 2 (5)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 40 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

年 月 年 月

備考

Ａ

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

交付対象外

経費

Ｂ

負担額

　交付対象事業費

Ｃ

①

（航空機騒音基礎調

査事業）

　普天間飛行場に隣接する本市において、日常的に

航空機騒音が発生し、市民生活に大きな影響を与え

ていることから、市内３箇所に騒音測定器を設置

し、騒音被害の具体的なデータを収集分析する。

ｿ 1 24 7 25 3 23,544 23,544 18,835 4,709 3 2 (5) ｲ

②

（戦災滅失戸籍等沖

縄戸籍関係書類シス

テム化事業）

　戦禍により滅失し、戦後再生された沖縄戸籍は、

現在、紙原本で約86,000枚の書類として保管されて

いる。紙原本劣化による散逸の危険性を除去するた

め、電子化して保存する。

ｿ 1 24 7 25 3 46,305 46,305 37,044 9,261 3 2 (5) ｲ

③

（里道及び水路の境

界確定復元事業）

　戦後、地籍が確定されないままに家屋等が建築さ

れた箇所等について、境界問題を解決し、公共用地

を適正に管理するため、里道及び水路の用地測量を

実施し、境界の復元・確定を行う。

ｿ 1 24 11 25 3 60,000 60,000 48,000 12,000 3 2 (5) ｲ

④

（牧港補給地区跡地

利用計画基本計画策

定事業）

　平成18年に在日米軍再編協議において全面返還が

合意された牧港補給地区において、返還後、速やか

な事業着手が行えるよう跡地利用基本計画を策定及

び効果分析を行う。

ｿ 10 24 6 34 3 16,007 16,007 12,805 3,202 3 3 (13) ｲ

⑤

（牧港補給地区跡地

利用まちづくり活動

支援事業）

　牧港補給地区の跡地利用を円滑に進めるために

は、計画段階から地権者との協働を図る必要があ

る。そのため、地主会と連携を図り、地主会の若手

が組織を自立化できるよう支援する目的で、跡地利

用に関する勉強会等を実施する。

ｿ 10 24 7 34 3 2,279 2,279 1,823 456 3 3 (13) ｵ

⑥

（牧港補給地区情報

システム事業）

　牧港補給地区に関する情報を適正に管理するた

め、土地及び地権者情報をデータベースによるシス

テム化を図る。

ｿ 10 24 7 34 3 13,167 13,167 10,533 2,634 3 3 (13) ｲ

⑦

（学校施設騒音測定

事業）

　普天間飛行場に隣接する本市において、日常的に

航空機騒音が発生していることから、児童生徒の学

習環境づくりに資するため、騒音測定器を市内１６

の小中学校に設置し、教室内の航空機騒音の正確な

数値を把握する。

ｿ 1 24 8 25 3 2,234 2,234 1,787 447 3 2 (5) ｱ

⑧

（浦添市「未買収道

路用地取得」基金造

成事業）

　戦後及び本土復帰の動乱期において、権利の補償

をせずに整備した市道の用地補償措置を計画的及び

柔軟に対応するため、基金を造成し、補償を行う。

ｿ 3 24 12 27 3 1,213,697 1,213,697 970,957 242,740 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 41 -



 05_名護市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

1,707,780 1,685,054 1,207,000 478,054 22,726

1

名護市特色ある教育

環境整備事業

　小・中学校における教育環境や教育教材を充実さ

せ、児童生徒の基礎学力等の向上に向けたきめ細かな

取り組みを行う。また、学習指導支援者、生徒指導支

援者、英語支援員を小中学校に配置するとともに適応

指導教室に支援員を配置することで、教育体制を支

援、強化するほか、ハブ防護フェンスの設置により、

安全な学校生活が送れる環境を整備する。

　さらに、中学生海外短期留学派遣補助や遠隔地にお

ける運動競技会又は文化関係大会参加への補助によ

り、国際感覚豊かな人材育成及び文化・スポーツ活動

をとおした心と体の健やかな育成を図っていく。

ﾁ 10 24 6 34 3 63,931 61,251 48,998 12,253 2,680 3 5 (3)

①

学習指導支援者配置

事業

　児童生徒の学力向上のために、学習指導支援者を配

置し、授業にあたる教師と連携を図りながら児童生徒

の支援を行うことで教育環境の充実を図る。

ﾁ 10 24 10 34 3 4,697 4,697 3,757 940 3 5 (3) ｱ

②

生徒指導支援者配置

事業

　個別の指導や相談を必要とする不登校児童生徒に対

応するため、教職員を補佐し、継続的な支援活動や

様々な体験活動を通した個別指導を行う生徒指導支援

者を小・中学校へ配置し、児童生徒の自己存在感を育

み、自立するための支援体制を構築することで教育環

境を充実させ、基礎学力等の向上を図る。

ﾁ 10 24 10 34 3 4,704 4,704 3,763 941 3 5 (3) ｲ

③

小中学校英語支援員

配置事業

　小・中学校の英語を中心とした外国語活動の授業に

おける指導補助、教材作成や英語スピーチコンテスト

等の指導補助として、各小・中学校に小中学校英語支

援員を配置することで教育環境の充実を図り、児童生

徒の国際理解やコミュニケーション能力、基礎学力等

の向上に繋げる。

ﾁ 10 24 10 34 3 11,987 11,987 9,589 2,398 3 5 (4) ｱ

④

教育用ソフト購入事

業

　市内の小・中学校へ主要教科（国語・算数/数学・理

科・社会）のデジタル教科書・教材などを購入・配布

し、教科書の拡大提示や映像資料によるリアリティを

持たせる授業をとおし、驚きや感動を与え、児童生徒

の学習意欲を高め、学力の向上を図っていく。

ﾁ 1 25 2 25 3 21,891 21,891 17,512 4,379 3 5 (4) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                     30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

1,207,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

1,207,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

名護市

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

1,207,000                              

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 42 -



 05_名護市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑤

中学生海外短期留学

派遣事業

　小さな世界都市をめざす本市の中学生を英語圏に短

期間派遣し、英語を学ぶことへの関心・意欲を高め、

視野を広げるとともに国際感覚豊かな人材育成を目指

す。

ﾁ 10 24 6 34 3 10,003 8,903 7,122 1,781 1,100 3 5 (4) ｱ

⑥

適応指導教室支援員

配置事業

　適応指導教室に支援員を配置し、不登校児童生徒の

個々の状況に応じた体験活動や学習指導、教育相談等

の支援活動を行うとともに、人間関係の改善と児童生

徒の自立心を高め、社会性を身につけさせることで、

学校生活への適応を図り、学校復帰を支援する。

ﾁ 10 24 10 34 3 4,704 4,704 3,763 941 3 5 (3) ｲ

⑦

名護市児童生徒等の

県外派遣等に関する

補助金交付事業

　小・中学校の児童生徒等や県立高等学校及び高等専

門学校の生徒が、県外で開催される運動競技会又は文

化関係大会に参加する際の派遣費用を補助する。

ﾁ 10 24 9 34 3 2,290 710 568 142 1,580 3 5 (4) ｲ

⑧

稲田小学校ハブ除け

フェンス設置事業

　毎年４・５匹のハブが校内で捕獲されている稲田小

学校周辺にハブ防護フェンスを設置し、児童生徒が安

全な学園生活が送れるよう環境整備を行う。

ﾁ 1 24 12 25 3 3,655 3,655 2,924 731 3 5 (3) ｳ

2

名護市沖縄関係戸籍

の電算化事業

　本市の沖縄関係戸籍は、現在でも戸籍訂正の基礎資

料として重要な役割を果たしているが、紙媒体による

保存であるため劣化が著しい。今後も安定的かつ継続

的な沖縄関係戸籍に係る住民サービスを確保するた

め、沖縄関係戸籍の電算化を実施する。

ｿ 1 24 8 25 3 34,650 34,650 27,720 6,930 3 2 (5) ｲ

3

名護市スポーツ・文

化環境整備事業

　県レベルの大会やスポーツコンベンションの開催、

さらにはトップアスリートによる合宿利用等にも対応

できるよう、市内競技施設の改修や運動公園の拡張整

備等を実施し、スポーツ環境の充実を図る。

ｲ 2 24 10 26 3 160,859 160,859 128,687 32,172 3 2 (1) ｲ

① 陸上競技場改修事業

　住民の健康づくりやトップアスリート等による利活

用を促進するため、名護市陸上競技場の改修整備によ

りスポーツ環境の強化を図る。

ｲ 1 24 10 25 3 157,620 157,620 126,096 31,524 3 2 (1) ｲ

②

真喜屋運動広場整備

事業

　真喜屋運動広場において様々なスポーツが快適かつ

安全に行えるよう拡張整備を実施し、多目的広場とし

ての利用環境を改善する。

ｲ 2 24 10 26 3 3,239 3,239 2,591 648 3 2 (1) ｲ

4

名護市地場産業の活

性化及び６次産業推

進事業

　名護市の基盤産業である第１次産業の活性化に向

け、地域農産物の安定供給に資する青果等市場を整備

する。また、農産物の高付加価値化、販路の拡大によ

る農業所得の向上を図るため、６次産業化支援施設を

整備するとともに、農畜産業、水産業の活性化を図る

ための直売加工施設を整備する。

ﾊ 3 24 8 27 3 898,546 898,546 718,836 179,710 3 3 (7) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 43 -



 05_名護市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

①

農産物６次産業化支

援拠点施設整備事業

（アグリパーク）

　名護市の農家所得の減少、就農者数の減少、農産物

全体の粗生産額の著しい低下等の課題解決を目的に、

６次産業化と観光とを融合したアグリパークを整備す

る。

ﾊ 3 24 8 27 3 692,054 692,054 553,643 138,411 3 3 (7) キ

②

（仮称）名護市青果

等市場整備事業

　地域農産物の販路の確保、地産地消の推進による農

家の所得の安定・向上及び地域農業の振興を目的に、

市外・県外への安定した農産物の供給体制を確立する

ための青果等市場を整備する。

ﾊ 1 24 8 25 3 182,340 182,340 145,872 36,468 3 3 (7) ｲ

③

羽地地域直売加工施

設整備事業

　羽地地域に農産物、畜産物、水産物等の直売加工施

設を整備し、生産者の所得向上及び生産意欲向上によ

る担い手の確保や新規雇用効果により、同地域の経

済・産業の活性化を促進する。

ﾊ 2 24 12 26 3 24,152 24,152 19,321 4,831 3 3 (7) ｲ

5

名護市地域資源と地

域特性を生かした観

光基盤整備事業

　名護市は、年間を通じて多くの観光客が訪れるが、

通過型の観光となっていることから滞在型、体験型の

観光への転換を図るため、地域に密着したプロ野球

キャンプの受け入れ、地域資源を活用した観光基盤の

整備、景観ルールの策定、観光ルートの緑化等を行

う。

ｲ 10 24 7 34 3 153,266 133,220 89,395 43,825 20,046 5 3 (1) ｲ

①

ファイターズ・キャ

ンプ支援事業

　北海道日本ハムファイターズのキャンプ期間中にお

ける、駐車場の確保、球場までのシャトルバスの運

行、球場周辺等に警備員・誘導員を配置し、見学者並

びに車両を安全スムーズに誘導する。

ｲ 10 24 12 34 3 6,560 6,560 5,248 1,312 5 3 (1) ｲ

②

二見以北４小学校跡

地等利用事業

　閉校となった二見以北４小学校を体験・交流施設等

として利活用するため、危険性の高い施設を除去し、

跡利用の推進に必要な環境整備を行うとともに、学校

跡地周辺の地域資源を活用した地元主体の観光基盤整

備及び地域づくりに必要な備品等を購入する。

ｲ 1 24 8 25 3 45,415 25,369 20,295 5,074 20,046 3 2 (7) ｲ

③

大浦マングローブ林

体験学習施設基本計

画策定事業

　体験型観光への転換による地域の振興を図るため、

市指定天然記念物である大浦湾のマングローブ林とい

う天然資源を活用した、自然体験学習施設整備を検討

するための基本計画を策定する。

ｲ 1 24 10 25 3 11,015 11,015 8,812 2,203 5 3 (1) ｲ

④ 轟の滝周辺整備事業

　貴重な文化財である轟の滝の豊かな自然環境を保

全・活用し、やすらぎと潤いある自然空間の実現に向

けた整備を行い、魅力ある観光スポットとして、まち

の活性化、観光振興に繋げる。

ｲ 4 24 10 28 3 19,600 19,600 15,680 3,920 5 3 (1) ｲ

⑤

沖縄らしい風景づく

り推進事業

　地域景観資源を保全・再生し、観光振興に活用する

ため、景観形成方策及び景観形成基準に関する検討を

行い、名護市の景観計画を策定する。

ｲ 1 24 7 25 3 4,935 4,935 3,948 987 3 1 (6) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 44 -



 05_名護市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑥

名護さくらのまち推

進事業

　名護さくら祭り会場となる名護城（ナングスク）及

びその近隣の緑道、並びに観光資源となっている勝山

（安和岳、嘉津宇岳、八重岳）へのアクセス道路に桜

を植樹し、桜であふれる景観づくりを行い観光資源と

して活用する。

ｲ 2 24 12 26 3 28,637 28,637 22,909 5,728 5 3 (1) ｲ

⑦

２１世紀の森公園等

機能強化事業

　多くの市民・観光客が利用する２１世紀の森公園施

設の機能強化による利便性・安全性の向上を図るとと

もに公園の美化・緑化を推進し、本市の観光振興を図

る。

ｲ 1 25 1 25 3 37,104 37,104 12,503 24,601 5 3 (1) ｲ

6

名護市安全・安心の

まちづくり事業

　名護市は、沖縄本島の北部に位置し、東西が海に接

しているほか、沖縄本島では比較的高い山である八重

岳、嘉津宇岳、安和岳、多野岳、名護岳、久志岳など

が連なる環境である。山間地域では、土砂災害、トン

ネル災害の対策、海岸地域では津波、高潮、風害など

の災害の対策が急務な状況である。

　このため、本市において想定される災害に対する市

民等の意識を向上するため、ハザードマップを作成す

るとともに、災害時の安全で迅速な救助活動に対応す

るための資機材を整備する。

ﾚ 3 24 11 27 3 11,829 11,829 9,462 2,367 3 2 (4) ｲ

①

行政区単位版ハザー

ドマップ作成事業

　暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、津波、地すべり等

の各種災害から市民等の被害を軽減するため行政区単

位版ハザードマップを作成する。

ﾚ 3 24 11 27 3 2,646 2,646 2,116 530 3 2 (4) ｲ

②

トンネル災害及びテ

ロ災害等対応資機材

整備事業

　平成23年４月に二見バイパス１号及び２号トンネル

が開通し、平成24年４月には県内で最長となる名護東

トンネルが供用開始されるなど、本市の山間地域には

複数のトンネルがある。こうしたトンネル内で発生す

る車両事故や特殊なトンネル災害に対応するための資

機材を整備し、迅速な救助活動を実現する。

ﾚ 1 24 11 25 3 9,183 9,183 7,346 1,837 3 2 (4) ｲ

7

名護市コミュニティ

活性化推進事業

　地域内交流や来街者との交流による地域の活性化及

び観光振興を図るため、スポーツや伝統文化など地域

の社会教育活動を通じた世代間交流の促進やリゾート

で訪れる観光客等との交流・体験活動の場となる拠点

施設を整備する。

ｲ 1 25 1 25 3 314,820 314,820 128,000 186,820 3 2 (7) ｲ

①

喜瀬交流プラザ整備

事業

　喜瀬地区においては、スポーツや豊年祭をはじめと

する伝統文化・芸能などの地域活動を通じて観光客と

の交流・体験活動を計画しており、本事業によりこれ

ら交流拠点の整備を行う。

ｲ 1 25 1 25 3 189,000 189,000 64,000 125,000 3 2 (7) ｲ

②

地域力発信交流拠点

施設整備事業（大

北）

　近年盛んな沖縄観光の目玉である「芸能」や「食」

の発信・交流の拠点になるとともに、エイサー等の練

習や特産品開発など、地域の産業・文化・生活を活性

化・再生する拠点となる施設を整備する。

ｲ 1 25 1 25 3 125,820 125,820 64,000 61,820 3 2 (7) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 45 -



 05_名護市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

8

名護市自転車まちづ

くり推進事業

　温室効果ガスの排出削減による低炭素社会の構築を

目指し、良好な「環境」の創出に寄与する「自転車ま

ちづくり」を推進するため、自転車のモデルレーン

（自転車指導レーン）整備を実施する。

ﾚ 4 24 10 28 3 40,000 40,000 32,000 8,000 3 1 (3) ｳ

9

名護市金融・情報特

区推進事業

　金融・情報通信関連企業の立地による雇用創出や定

住人口増加の基盤となるまちづくりや人材育成・就労

支援等を効果的に推進するため、金融・情報通信国際

都市形成計画を策定するとともに、企業招聘セミナー

などの広報イベント・誘致活動及び通信環境の高度化

のための整備を実施し、金融・情報関連企業の誘致を

促進する。

ﾛ 1 24 7 25 3 29,879 29,879 23,902 5,977 5 3 (1) ｲ

①

金融・情報通信国際

都市形成計画策定事

業

　平成１９年度事業で取りまとめた金融・情報通信国

際都市形成計画を踏まえ、これまで進められてきた諸

事業の進捗及び成果を検証し、再整理するとともに、

検証及び再整理に基づく平成３０年度までのロード

マップの構築を行う。

ﾛ 1 24 9 25 3 19,610 19,610 15,688 3,922 5 3 (1) ｲ

②

企業招聘セミナー等

広報イベント事業

　金融・情報通信関連企業の集積を図るため、県外企

業の経営者又は担当者に本市を訪問してもらい、本市

の取組み、立地環境、進出済企業との意見交換等の情

報提供の機会を設け、「名護市」の魅力をＰＲし、企

業進出の契機とする。

ﾛ 1 24 7 25 3 5,677 5,677 4,541 1,136 5 3 (1) ｲ

③

豊原地区光ファイバ

設備整備事業

　金融・情報通信関連企業の集積を図るため、みらい

３号館からみらい４号館までの区間に光ファイバによ

る通信回線の冗長化（二重化）のための整備を実施す

る。

ﾛ 1 24 12 25 3 4,592 4,592 3,673 919 5 3 (1) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 46 -



06_糸満市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

1,337,516 1,337,516 1,070,000 267,516

1

糸満市まるごと博物

館事業

　糸満市は、ひめゆりの塔、健児の塔をはじめとする

慰霊塔への参拝団が数多く訪れ、沖縄観光の初期の形

をつくっていた。

　本事業は、市全体を屋根の無い博物館に見立て、地

域内の城跡や公園機能、サンゴ礁造成等の魅力づくり

に取り組み「誰もが訪れたくなるまち」としての諸条

件を整え、観光振興と併せて、市民の生活環境向上を

図ることを目的とする。

ｲ 5 24 7 29 3 149,976 149,976 119,976 30,000 3 3 (2)

① 具志川城跡整備事業

　国指定史跡具志川城跡を展示・解説する教養等施設

を建設し、観光客の誘客などを推進する。当該年度は

施設建設に向けた用地測量及び用地購入(400平方メー

トル）を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 7,092 7,092 5,672 1,420 3 1 (6) ｱ

② サンゴ礁造成事業

　本市の漁業の発達は、地先の礁池内における沿岸漁

業が源であった。復帰後は陸域起因物質等による海の

汚れでサンゴの生息が脅かされてきた。豊かで美しい

海を育むサンゴの減少は、水産業振興を後退させる要

因である。また、沖縄観光に訪れる観光客にとって美

しい海の存在は不可欠である。本市においては「全国

豊かな海づくり大会」が開催されることもあり、これ

を契機として礁池内へのサンゴ礁移植を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 5,970 5,970 4,776 1,194 3 1 (1) ｱ

③

海のふるさと公園機

能強化事業

　海のふるさと公園を漁業と海洋性レクリエーション

の拠点とし、機能の強化をはかり体験学習の場として

の活用をはかる。

ｲ 1 24 7 25 3 47,850 47,850 38,280 9,570 3 3 (2) ｳ

④

ハーリー・ハーレー

船造船事業

　市内の漁村地域では、爬竜船競漕が盛んでとりわけ

糸満ハーレーは沖縄の夏を告げる行事として、さらに

沖縄独特の旧暦文化を体感できる観光資源として名高

い。漁村の地域行事を一層魅力ある観光資源とするた

め、木製のサバニを年次的に整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 10,206 10,206 8,164 2,042 5 3 (3) ｲ

⑤

沖縄らしい風景づく

り事業

　本市は、農村と漁村の風景が残る他に類を見ない地

域である。この魅力的な地域の風景を活かした観光地

づくり等を進める為風景づくり計画の策定を実施す

る。

ｲ 1 24 7 25 3 5,001 5,001 4,000 1,001 3 1 (6) ｱ

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

地方公共団体名 糸満市

交付限度額 交付金交付額

市町村分総額 うち当該団体配分額 既計上額　① 追加額 ② 合計額  （①＋②）

                     30,280,175 1,070,000                              1,070,000 1,070,000

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

負担額

備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外

経費

年

Ｃ

合　　計

月 年 月

Ｂ

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 47 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

負担額

備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外

経費

年

Ｃ

月 年 月

Ｂ

⑥

昔ながらの原風景写

真デジタル保存事業

　市史編集事業等により役所内に保存されている写真

やフィルムは、沖縄県の高温多湿な環境により劣化が

著しい。地域の歴史を記録する貴重な写真等は、地域

（博物館）を案内する語り部の重要な資料となること

から同情報を市ホームページ等で公開し、新たな観光

資源として活用できるようにする為、同情報のデジタ

ル化を実施する。

ｲ 5 24 7 29 3 16,125 16,125 12,900 3,225 3 3 (2) ｵ

⑦

新しい公共交通検討

事業

　観光客が地域内（小さなムラ）を散策する姿が増加

傾向にあるが、散策型観光を支える小さなムラへの交

通手段が途絶える危機に直面している。

　市内に点在する小さなムラ（市まるごと博物館の観

光資源）をつなぐ公共交通手段の確保に向け、公共交

通の調査検討事業を導入する。

ｲ 1 24 7 25 3 13,091 13,091 10,472 2,619 3 3 (2) ｳ

⑧

戦火を逃れた文化遺

産の保護事業

　沖縄県本島南部は大戦の激戦地で多くの歴史文化遺

産が焼失した。本市には奇跡的に残った砂岩質の石橋

があり、さらに原位置に存在することは稀である。橋

の役割やいかにして戦火を超えてきたかなど説明・保

存する為、石橋の購入及び案内表示板の設置等を実施

する。

ｲ 1 24 7 25 3 3,449 3,449 2,759 690 3 1 (4) ｱ

⑨

生活感幸（観光）環

境づくり事業

　市内集落の拝所やカー（井泉）、旧跡等地域住民の

生活基盤資源を観光資源に拡充するため調査を実施

し、地図情報等に落とし込む。また、同情報を紙媒体

及び市ホームページ等で公開し、新たな観光資源を散

策できる情報を提供する。

ｲ 1 24 7 25 3 1,477 1,477 1,181 296 3 3 (2) ｳ

⑩

地域散策道路整備事

業

　観光客が地域内を散策する姿が増加傾向にあるが、

域内散策をする道路の利便性や安全性が脆弱であるこ

と、さらに、市で取り組んでいる地域の観光資源化事

業（村まるごと生活博物館）を進めるうえでも地域の

道路整備が求められることから、農村地域の散策道路

等を整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 29,715 29,715 23,772 5,943 3 3 (2) ｳ

⑪

東シナ海と太平洋が

交わるロケーション

周辺保全事業

　沖縄本島の南部に位置する糸満市は、東シナ海と太

平洋が交差する風光明媚なロケーションを有してい

る。それらの観光客の訪れる観光ポイントの環境美化

を実施する。

ｲ 1 24 12 25 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (2) ｳ

⑫

冬場のエコスポーツ

拡大事業

　沖縄の温暖な気候を求めてスポーツ観光が拡大傾向

にあり、本市にあっては他自治体と競合しない新たな

観光資源の掘り起こしを行っている。また、本市では

本土では冬場コースが凍結し、開催が困難なマウンテ

ンバイクの大会を開催している。外国人を含めたプロ

選手等が参加する大会へ拡大するため、大会拡大に対

応できる環境整備等を行う。

ｲ 1 24 12 25 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (2) ｱ

2

糸満市まるごとス

マート化事業

　本市は地域の魅力づくりの取組として、再生可能エ

ネルギーの活用や環境負荷低減を図る事業を導入し、

沖縄県内に２件しかないエネルギーパークに認定され

るまでに至った。

　本事業は市全体のスマート化を図る諸事業に取り組

み、本市の魅力を向上させ、誰もが訪れたくなるまち

づくりことを目的に実施する。

ﾚ 1 24 7 25 3 134,217 134,217 107,372 26,845 3 1 (3)

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 48 -
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№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

負担額

備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外

経費

年

Ｃ

月 年 月

Ｂ

①

スマート化基本計画

策定事業

　本市の先進的な環境への取組を更に推進すべく、糸

満市庁舎のエネルギー利用をより効率化するための調

査計画を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 4,060 4,060 3,248 812 3 1 (3) ｱ

②

太陽光エネルギー利

用設備合理化事業

　本市の先進的な環境への取組を更に推進すべく、糸

満市庁舎の太陽光発電設備の合理化により効率化をは

かるとともに施設内容を解説する説明板を整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 16,300 16,300 13,040 3,260 3 1 (3) ｱ

③

省エネ設備化推進事

業

　本市の先進的な環境への取組を更に推進すべく、庁

舎の照明及び市管理防犯灯をＬＥＤ化し省エネ化を推

進する。

ｲ 1 24 7 25 3 56,979 56,979 45,583 11,396 3 1 (3) ｱ

④

風力エネルギー利用

推進事業

　本市の先進的な環境への取組を更に推進すべく、糸

満観光農園に設置されている風力発電施設を地元電力

会社に売電が出来るよう、地域の電力系統に整合出来

るように施設の整備を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 6,731 6,731 5,384 1,347 3 1 (3) ｲ

⑤ エコカー導入事業

　本市の先進的な環境への取組の一環としてクリーン

エネルギーの普及啓発を推進すべく、公用車にエコ

カーを導入するとともに電気自動車用充電器を設置す

る。

ｲ 1 24 7 25 3 32,848 32,848 26,278 6,570 3 1 (3) ｱ

⑥

電気式塵芥収集車導

入事業

　本市の先進的な環境への取組の一環としてクリーン

エネルギーの普及啓発を推進すべく、塵芥収集車に電

気自動車を導入する。

ｲ 1 24 7 25 3 13,000 13,000 10,400 2,600 3 3 (2) ｱ

⑦

燃料ごみ処理モデル

事業

　本市の先進的な環境への取組を推進すべく、現在、

４地区のみで取り組んでいる可燃ごみの固形燃料化を

市全域に広めていくよう「燃料ごみ処理モデル事業」

を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 4,299 4,299 3,439 860 3 1 (3) ｳ

3

アマチュアスポーツ

のメッカ事業

　県内では多くの自治体がプロ野球やプロサッカーの

キャンプ地として環境整備に取り組んでいるため、ア

マチュアスポーツの長期合宿に制限が生じている。

　本市は、地域をアマチュアスポーツのメッカとして

情報発信や受け入れ態勢を整えることで、他自治体と

差別化を図り観光振興を図る目的に実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 253,382 253,382 202,705 50,677 3 3 (2)

①

運動公園・体育施設

機能強化事業

　アマチュアスポーツの受入体制の強化を図り、それ

に伴って、市民スポーツと地域の振興を推進する為、

西崎運動公園・体育館等の機能強化を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 185,600 185,600 148,480 37,120 3 2 (1) ｲ

②

スポーツ観光分野開

拓事業

　本市への県内大会、九州・全国大会の誘致を促進す

る取組として、県内で活躍する団体等の試合やトップ

アスリートの講話・実技指導等を実施する。

ｲ 1 24 8 25 3 3,780 3,780 3,024 756 3 2 (1) ｲ

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 49 -



06_糸満市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計
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年

Ｃ

月 年 月

Ｂ

③

地域スポーツ施設の

拡充事業

　本市では県内大会、九州・全国大会の誘致を促進し

ているところであるが、未だ充分な受入れ体制ではな

いことから、多くの選手団を受け入れ円滑な大会運営

を確保するため、地域に散在するスポーツ施設を年次

的に機能強化等を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 64,002 64,002 51,201 12,801 3 2 (1) ｲ

4

観光客が安心して訪

れるまち事業

　観光振興は、本市並びに沖縄県経済発展の核となる

ものである。観光戦略を展開するうえで安心安全対策

は必須であり、水難事故等の不測の事態への対応や避

難施設の整備等観光客が安心して訪れるまち事業に取

り組む。

ｲ 1 24 7 25 3 48,416 48,416 38,732 9,684 3 3 (2)

① 海抜表示委託事業

　本市は、多くの観光地を有し観光客の訪問地は海に

近いところが多く存在する。観光客が安心して訪れる

ことが出来るまちづくりを推進する為、観光地をはじ

め市内要所に海抜表示板を設置する。

ｲ 1 24 7 25 3 3,675 3,675 2,940 735 3 3 (2) ｳ

②

海洋レジャー客等安

心確保事業

　近年、海上イベント等が拡大傾向にあり、既存施設

以外の海上利用もあるなど、水難事故等不測の事態へ

の対応範囲が拡大している。そこで救助活動等海洋レ

ジャーの不測の事態に対応し、観光客等の安心を確保

すべく、ジェットボードの購入及びスロープの設置工

事等を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 7,436 7,436 5,948 1,488 3 3 (2) ｳ

③

観光地危機管理対策

事業

　災害時において、自治会或いは自主防災会は、いち

早い避難誘導や救助、避難者の受入等を担っている。

各公民館を防災拠点として位置づけ、地理的情報に乏

しい観光客の避難所、情報提供所として開放し、被災

者の救助活動等が安全・迅速かつ円滑に行えるよう資

器材を整備する。

ｲ 1 24 8 25 3 25,815 25,815 20,652 5,163 3 3 (2) ｳ

④ 減災マップ作成事業

　安全・安心できる観光地づくりを推進する為には、

事前に避難場所等を明確にすること等によって、不測

の事態に対応できる環境整備を推進する必要がある。

そこで、災害時非難に必要な標高、避難場所情報等が

掲載された地図を作成し、市民や観光施設等事業所等

へ配布を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 8,190 8,190 6,552 1,638 3 3 (2) ｳ

⑤

学校校舎緊急避難施

設整備事業

　スポーツ観光施設（野球場、体育館、陸上施設等）

が立地する西崎地域はスポーツ観光施設利用者や近隣

住民等の緊急避難箇所がきわめて少ない現状となって

いる。そこで、学校施設内にスロープの設置や車いす

等で利用できるトイレへの機能拡充を行い、突発的に

発生する災害時の緊急避難施設として整備する。

ｲ 1 24 12 25 3 3,300 3,300 2,640 660 3 3 (2) ｳ

5

宣伝・受入体制整備

事業

　近年増加傾向にある外国人旅行者への対応として多

言語観光案内マップ作成や接客のスキルアップ、ス

マートホンに対応できる情報発信や民泊受け入れ体制

強化等、観光振興に連動する宣伝・受け入れ体制整備

に取り組み、観光産業の振興を図る。

ｲ 1 24 7 25 3 180,341 180,341 144,272 36,069 3 3 (2)

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 50 -
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年

Ｃ

月 年 月

Ｂ

①

多言語観光案内マッ

プ作成事業

　近年、糸満市にも中国、台湾、韓国など外国からの

観光客の訪問が増加しており、観光客の利便性向上・

観光客の周遊促進を図る為、多言語表示の観光マップ

を作成する。

ｲ 1 24 7 25 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (2) ｳ

②

糸満ふるさと祭推進

事業

　糸満市の各字に残る民俗行事などを披露し、市民の

融和と伝統行事を継承することによって、文化の振興

を推進する。また観光客も対象とすることにより、本

市の地域行事が観光振興に資することから、まつり実

行委員会の支援を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (2) ｱ

③

平和の光イベント推

進事業

　糸満市は、年末年始にかけて平和の光事業（ピース

フルイルミネーション）を実施しているが今年度は関

連事業として平和の柱事業を加えてより強く恒久平和

の発信を行う為、平和の柱事業のサーチライト購入及

び、当該事業への補助等を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 30,000 30,000 24,000 6,000 3 3 (2) ｱ

④ 体験交流促進事業

　滞在型観光を推進することを目的として、体験型観

光メニューの新規開発や観光ガイド、体験指導員等人

材育成事業等の委託を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 5,486 5,486 4,388 1,098 3 3 (2) ｱ

⑤

接客スキルアップ事

業

　本市では中国や台湾などアジア圏域からの観光が増

加傾向にある。そこでアジア圏域の旅行者が安心して

立ち寄れるよう、事業所を対象とした語学習得や接客

法等スキルアップ事業を委託する。

ｲ 1 24 7 25 3 2,000 2,000 1,600 400 3 3 (2) ｴ

⑥ 伝統行事観光化事業

　本市の観光受入れ体制を強化すべく大綱引やハー

レー行事等で観客に配慮した組み立て式の観覧席等を

年次的に整備する。また、糸満大綱引きや糸満ハー

レー等の伝統行事体験ツアーについて観光客の誘客に

どれだけ寄与したか実証実験を委託する。

ｲ 1 24 7 25 3 14,850 14,850 11,880 2,970 3 3 (2) ｱ

⑦ 緑と花の演出事業

本市の観光受入れ体制を強化すべく、何度も訪れたい

美しいまちづくりを推進する為、大型ホテルが位置す

る西崎周辺や本市が進める花の名所づくり実施地域に

南国らしい緑と花の異空間づくりとして既存公園の機

能強化や植栽工事等を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 95,005 95,005 76,004 19,001 3 3 (2) ｳ

⑧ 観光情報発信事業

　近年のスマートフォン等の普及に伴い、インター

ネットを利用した情報発信の重要性が増している。こ

のため、本市独自の観光情報や平和情報等を積極的に

発信するため、マルチメディア及び多言語に対応した

Webコンテンツ・マネージメント・システムの導入を委

託する。

ｲ 1 24 7 25 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 3 (2) ｵ

⑨

民泊受入体制強化事

業

　自然体験や農業体験等教育旅行の需要が増える中、

本市においても民泊が実施されている。本事業は、安

心・安全な民泊がなされるよう研修や救急措置法等の

講習会を実施し、民泊受け入れ世帯のスキルアップを

行う。併せて、受け入れ世帯の拡大に向け、広報周知

を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 3,000 3,000 2,400 600 3 3 (2) ｳ

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 51 -
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6 海幸振興事業

　糸満市は、「漁業のまち」、「海人のまち」として

市内外に知られ水産都市として大きく発展してきた。

　本事業にあっては、水産業振興センター設置や

フィッシャリーナ機能強化等水産業振興に寄与する事

業に取り組む。

ﾊ 5 24 7 29 3 214,385 214,385 171,507 42,878 3 3 (7)

①

糸満市水産業振興セ

ンター設置事業

　新たな水産技術の習得と応用により、養殖・水産加

工業等の新たな水産業の確立を目ざす施設として整備

する。

ﾊ 5 24 8 29 3 168,541 168,541 134,832 33,709 3 3 (7) ｵ

②

フィッシャリーナ機

能強化事業

　水産業の観光的側面を強化し、総合産業化を促進す

るため、フィッシャリーナ施設内の駐車場管理システ

ムを整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 8,394 8,394 6,715 1,679 3 3 (2) ｳ

③

豊かな海づくり大会

を通じた広報宣伝事

業

　平成24年11月糸満市において開催される第32回全国

豊かな海づくり大会は多くの参加者が糸満市を訪問

し、また式典の模様は全国にテレビ等で発信され糸満

市の特産品や観光紹介に大きく貢献する。この機会に

糸満市を広報宣伝することを目的に事業を実施する。

また、会場周辺を南国の島らしい演出を施し、県水産

拠点を観光地としてイメージアップを図る。

ｲ 1 24 7 25 3 28,000 28,000 22,400 5,600 3 3 (2) ｵ

④

海人沖縄爬龍船大会

事業

　「大漁」と「航海安全」を祈願するハーレー（ドラ

ゴンボートレース）行事を疑似体験することで水産業

振興に寄与し、さらに、誘客性の高いイベントと連動

させることで観光的側面を促進するため、沖縄一を決

める爬龍船大会（レース）を開催する。

ｲ 1 24 7 25 3 6,300 6,300 5,040 1,260 3 3 (6) ｱ

⑤

海やからのまち推進

事業

　水産都市として名高い本市は、水産業を総合産業と

して位置付けその発展可能性を導き出したい。そのた

め、本市水産業全体の発展の道筋を整理するため水産

振興計画を策定する。

ﾊ 1 24 7 25 3 3,150 3,150 2,520 630 3 3 (7) ｶ

7 陸幸振興事業

　糸満市は、小菊や人参、レタス等多数の拠点産地の

認定を受け、さらに国営地下ダムを有するなど県有数

の農業地域である。さらなる農業振興を図るため仔牛

ブランド拠点産地化や小規模農家支援事業等各種事業

に取り組む。

ﾊ 1 24 7 25 3 155,074 155,074 124,059 31,015 3 3 (7)

① 耕作放棄地対策事業

　耕作放棄地の実情を把握した後の流動化を促進し、

規模拡大希望農家への農地斡旋を実施する。

ﾊ 1 24 7 25 3 2,074 2,074 1,659 415 3 3 (7) ｴ

②

糸満和牛群改良整備

事業

　地域のブランドとして肉用牛の高い需要があり地域

経済をけん引している。糸満市においても県外から優

良母牛を導入し、仔牛ブランド拠点産地化に取り組

む。

ﾊ 1 24 8 25 3 12,000 12,000 9,600 2,400 5 3 (3) ｲ

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 52 -
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③ 小規模農家支援事業

　本市の基幹産業の一つである農業分野は、小規模農

家が多く圃場が点在している。さらに、個別の小さな

畑が隣接し、異なる農作物が混在することにより、農

作物ごとに使用制限のある農薬が島しょ地域特有の風

により飛散し、地域の問題となっている。改善を図る

ため簡易パイプハウス、防風ネットの施設整備支援を

行う。

ﾊ 1 24 7 25 3 141,000 141,000 112,800 28,200 3 3 (7) ｴ

8 海幸・陸幸連携事業

　糸満市は、農水産商工業がバランス良く発達したま

ちであり、これまで各種産業基盤の整備に努めてき

た。この事業は、それぞれの産業を振興し連携を推進

することにより、新たな商品の開発や糸満ブランドを

確立し、６次産業化等を促進すること等により市内各

産業の活性化や就労の拡充、観光振興を図ることを目

的に取り組む。

ﾆ 1 24 7 25 3 29,500 29,500 23,600 5,900 3 3 (9)

①

姉妹都市等物産交流

事業

 姉妹都市の宮崎県都農町、友好都市北海道網走市との

相互の特産品の販路拡大を推進するため、物産交流を

実施する。

ﾆ 1 24 7 25 3 16,000 16,000 12,800 3,200 3 3 (9) ｲ

②

全国豊かな海づくり

大会物産フェア実施

事業

　全国豊かな海づくり大会時にふれあい交流事業を実

施する中で物産フェアを開催し、本市の特産品を全国

に発信する。

ﾆ 1 24 7 25 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (9) ｲ

③

報得川タマン祭・西

崎フェスタ事業

  糸満は水産のまちとして発展してきた歴史があり、

森・川・海の連鎖を常に認識している。

　本事業は、河川下流にある西崎商業地域が、森（農

業）と海（水産業）をつなぎ、森・川・海の連鎖とそ

れぞれの恩恵を再認識させるイベントを実施し、市内

農水商の連携を強化する。

ﾆ 1 24 7 25 3 2,000 2,000 1,600 400 3 3 (9) ｲ

④

キッズインザキッチ

ン事業

　本市の基幹産業の一つである農業において就農者離

れが著しい。親子で農業体験と地場産品を活用した料

理教室を行うことでレシピの共有につなげ、地産地消

と食育を促進する為、菜園整備と厨房を整備する。

ﾊ 1 24 7 25 3 1,500 1,500 1,200 300 3 3 (7) ｲ

9

固有な歴史的経緯対

応事業

　沖縄戦終焉の地である本市では、多くの歴史的価値

のある建物や生活環境等が焼き尽くされた。また、平

和の語り部が高齢化し語り継ぐことが困難の時期と

なってきた。残された戦争の記憶を後世に伝える取り

組みとして滅失戸籍等の電算化や語り部の育成を行

う。

ｿ 1 24 7 25 3 54,707 54,707 43,765 10,942 3 2 (5) ｲ

①

戦災滅失戸籍等沖縄

関係書類電算化事業

　沖縄戦で滅失した戸籍等の公文書は、終戦後再生さ

れたものの、用紙の劣化等により再び公文書の滅失す

る現状にあり、その対応として沖縄関係戸籍の電算化

を実施する。

ｿ 1 24 7 25 3 49,020 49,020 39,216 9,804 3 2 (5) ｲ

②

平和の語り部育成事

業

　市内小・中・高校生の中から、沖縄（糸満市）で繰

り広げられた戦争と広島、長崎で起こった戦争の違い

を理解し、平和の尊さを伝える平和メッセンジャーを

育成する。

ﾍ 1 24 7 25 3 5,687 5,687 4,549 1,138 3 4 (2) ｳ

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 53 -
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10 糸満市人材育成事業

　沖縄県は全国学力テスト最下位の状況が続いてい

る。その状況から脱却することを目的とし、既学習の

定着、発達障害を含む様々な障害を持つ児童生徒の支

援、学校現場において学習支援する支援員の派遣や楽

しく学べる英語学習支援員を派遣する。

ﾁ 1 24 8 25 3 70,761 70,761 56,608 14,153 3 5 (3)

①

確かな学力を育むサ

ポート事業

　糸満市においては、学習支援を必要とする児童が小

学校で222人（5%）、中学校で107人(5%)いる。また、

学校生活への不適応児童生徒が小学校79人(1%)、中学

校35人(1%)いる。学校現場へ学習・自立支援員を配

置、支援し課題解決をはかる。

ﾁ 1 24 8 25 3 23,575 23,575 18,860 4,715 3 5 (3) ｱ

② 英語指導事業

　小中学校の英語授業における英会話指導、発音指導

や学級での質の高い英語指導を実施する為、英語指導

助手を配置する。

ﾁ 1 24 8 25 3 21,291 21,291 17,032 4,259 3 5 (4) ｱ

③

障害児支援ヘルパー

派遣事業

  発達障害を含む様々な障害を持つ児童生徒に支援ヘ

ルパーを配置するとともにヘルパーの資質向上を目的

とした研修会を開催する。

ﾁ 1 24 12 25 3 19,855 19,855 15,884 3,971 3 5 (3) ｳ

④

学習ボランティア推

進事業

　退職教諭や学生等による「学習ボランティア」の組

織をつくり学校現場へ学習ボランティアを派遣する。

また、学習指導ボランティアの連絡協議会を年３回開

催し運営者指導の充実をはかる。

ﾁ 1 24 8 25 3 600 600 480 120 3 5 (3) ｳ

⑤ 学びの体験事業

　学力調査で全国一低い沖縄県の状況を改善するた

め、学力向上で成果を上げている秋田県に直接児童等

を派遣し、学習に対する心構えや学校生活・放課後の

過ごし方など、先進地の学校における“学び”を体験

し、派遣元の生徒や地域に波及させ、学力向上を図

る。

ﾁ 1 24 9 25 3 5,440 5,440 4,352 1,088 3 5 (3) ｳ

11

糸満市子育て支援事

業

　沖縄県は、全国一の出生率を誇る中、全国一の離婚

率や大都市並みの待機児童を抱えている。本市におい

ても待機児童の解消を図りつつ、地域における子育て

支援策を講ずることは、喫緊の課題である。

　特に、復帰前の琉球政府時代の一時期、小学校に入

学する前には親の就労形態に関わらず幼稚園へ入園す

るといった慣習があり、幼稚園への入園率は群を抜い

ている。一方で、県民所得が低い本県では共稼ぎが多

く、幼稚園児の午後の居場所づくりや、子育てに困難

を抱える家庭への支援強化など、地域の課題に応じた

子育て環境の整備が必要である。そのため子育て支援

や子育て環境整備等の事業を行う。

ﾇ 1 24 8 25 3 40,782 40,782 32,624 8,158 3 2 (2)

①

幼稚園児預かり保育

関連整備事業

　当該幼稚園の在園する園児で、保護者が「預かり保

育」を希望する園児を募集し、教育課程修了後～午後

６時までの「預かり保育」を実施する。併せて預かり

保育事業を進めるため、食器・コンテナ、冷房設備整

備を行う。

ﾇ 1 24 8 25 3 5,711 5,711 4,568 1,143 3 2 (2) ｲ

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 54 -



06_糸満市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

振興計画

該当箇所

負担額

備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外

経費

年

Ｃ

月 年 月

Ｂ

② 地域子育て推進事業

全ての家庭が安心して子育てができる環境を整備する

ことを目的とし、地域における子育て支援ネットワー

クを構築すべく、子育て支援嘱託員、　児童厚生指導

員等の配置を実施する。

ﾇ 1 24 9 25 3 14,488 14,488 11,590 2,898 3 2 (2) ｲ

③

子育て応援NPO活動

支援事業

　子育ての困難な親が増加しており、適切な支援を必

要とする機会増えている。NPOを活用して親の居場所づ

くりや子育ての見守り、支援を実施する。

ﾇ 1 24 9 25 3 4,583 4,583 3,666 917 3 2 (2) ｲ

④

公立保育所環境整備

事業

　亜熱帯特有の温度・湿度・直射日光など、夏場にお

いても安全・快適な保育環境を保持する必要があるこ

とから保育所建物の断熱塗装、空調設備等を設置す

る。

ﾇ 1 24 9 25 3 16,000 16,000 12,800 3,200 3 2 (2) ｲ

12 障害者就労支援事業

　障がい者が地域で自立するためには職の支援が望ま

れる。本事業は、市内や住んでいる地域でも自らが商

品を販売できるよう移動式販売所設置する。

ﾇ 5 24 7 29 3 5,975 5,975 4,780 1,195 3 2 (3) ｲ

注　１）事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　２）事業期間は、計画の期間である１０年以内としている。

　　３）「総事業費」、「交付対象事業費」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 55 -



07_沖縄市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

2,982,649 2,962,250 2,240,000  722,250  20,399 

1

コザ文化を活かした

観光振興プロジェク

ト

　伝統文化と異文化の融合により創出した「コザ文

化」および貴重な伝統文化や文化財、緑豊かな地域資

源等を活用し、魅力ある観光地づくりを目指すため、

エイサーの発展や文化交流の拠点づくりに向けた取り

組みをはじめ、プロモーション活動や観光情報発信の

充実、観光メニューや観光商品の開発、イベントの充

実強化、既存施設等の魅力向上などに取り組む。

ｲ 7 24 7 31 3 440,618 440,618 352,478 88,140 3 3 (2)

① 観光基盤整備事業

　魅力ある観光資源の情報発信および観光客等の利便

性の向上を図ることを目的とし、終日気軽に本市の観

光情報等が入手できるよう、タッチパネル式のデジタ

ル観光インフォメーションの設置に対する支援や観光

案内ポータルサイトの作成およびＡＲ基盤アプリケー

ションなどを整備する。

ｲ 4 24 9 28 3 167,164 167,164 133,731 33,433 3 3 (2) ｳ

②

ｋｏｚａフィルムオ

フィス事業

　伝統文化や景観など本市の地域資源を観光情報とし

て発信し、誘客の拡大を図るため、魅力ある地域のロ

ケ地情報の発信や撮影の誘致等を支援する。

ｲ 4 24 7 28 3 8,397 8,397 6,717 1,680 3 3 (2) ｲ

③ 音楽資源収集事業

　音楽資源を活かした観光振興を図るため、沖縄民謡

をはじめ、戦後のアメリカ文化の影響によるロックや

ジャズなど多彩な本市の音楽・芸能資源の収集・整

理、関係者への聞き取り調査、概要版映像を作成する

など、音楽資料の常設展示に向け取り組む。

ｲ 2 24 7 26 3 7,271 7,271 5,816 1,455 5 3 (2) ｲ

④ 音楽観光誘客事業

　本市の音楽資源を活かした観光を振興するため、観

光産業や音楽産業との連携により、観光ホテルと中心

市街地を結ぶバス周遊等を実施するとともに、観光資

源であるライブハウスなどにおける定期イベントを開

催する。

ｲ 4 24 7 28 3 46,289 46,289 37,031 9,258 5 3 (2) ｲ

⑤ 外国人誘客推進事業

　アジア地域からアーティストおよびマスメディアの

招聘等により、誘客の拡大を図ることを目的とし、本

市発祥のオキナワンロックなどを中心とした多彩な音

楽イベントを拡充し、それらを実施する団体に支援を

行う。

ｲ 4 24 6 28 3 4,950 4,950 3,960 990 5 3 (2) ｲ

⑥

市民小劇場あしび

なー改修事業

　音楽や文化による観光を推進するため、市民小劇場

あしびなーの設備機器の機能強化に取り組む。

ｲ 7 24 10 31 3 12,660 12,660 10,128 2,532 3 3 (2) ｱ

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

うち当該団体配分額 既計上額　① 追加額 ② 合計額  （①＋②）

地方公共団体名 沖縄市

交付限度額交付限度額交付限度額交付限度額 交付金交付額

市町村分総額

                    30,280,175 2,240,000                    

事

業

分

類

Ｃ

負担額

2,240,000                              2,240,000                      

合　　計

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

計

画

期

間

事業

始期

年

備考

Ａ

事業

終期

　総事業費

　交付対象事業費 交付対象外

経費

Ｂ

振興計画

該当箇所

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 56 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

Ｃ

負担額

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

計

画

期

間

事業

始期

年

備考

Ａ

事業

終期

　総事業費

　交付対象事業費 交付対象外

経費

Ｂ

振興計画

該当箇所

⑦

（仮称）国際交流セ

ンター事業

　国外の観光客も訪れることから、語学力や異文化理

解能力の向上を目的に、多様な国籍の住民等が交流で

きる国際交流の拠点を設置し、情報発信をはじめ、各

種語学講座や異文化理解講座等を行う。

ｲ 4 24 8 28 3 13,231 13,231 10,584 2,647 3 4 (1) ｲ

⑧

エイサー文化発信事

業

　エイサーを活用した観光振興や地域活性化を図るた

め、エイサーの拠点となる（仮称）青年エイサー会館

の整備に向けた取り組みを推進するとともに、エイ

サー関連資源のブランド化の支援を行う。

　また、「沖縄全島エイサーまつり」におけるシャト

ルバスの運行やエイサーの担い手の育成、エイサーに

よる文化交流活動への支援などを行う。

ｲ 4 24 6 28 3 42,202 42,202 33,748 8,454 5 3 (2) ｲ

⑨

エイサーサイン整備

事業

　エイサーを活用した観光振興や地域活性化を図るた

め、エイサーの絵柄を取り入れた下水道のマンホール

蓋等を設置する。

ｲ 4 24 11 28 3 15,000 15,000 12,000 3,000 3 1 (5) ｱ

⑩

伝統文化観光推進事

業

　本市の伝統文化や工芸を魅力ある観光資源として活

用し、伝統文化の継承発展と観光誘客の拡大を図るた

め、本市の伝統工芸である知花花織で沖縄こどもの国

の動物を着飾ったイベントの開催および伝統行事であ

る「ウマハラセー（美ら競馬）」の復活への支援を行

う。

ｲ 4 24 11 28 3 26,940 26,940 21,552 5,388 3 3 (2) ｱ

⑪ 文化財整備等事業

　貴重な文化資源の保存・活用による観光を創出する

ため、経年劣化による破損が著しい「奉安殿」と「忠

魂碑」の修復復元を行う。

ｲ 2 24 8 26 3 4,945 4,945 3,956 989 3 1 (4) ｱ

⑫

文化財等公開デジタ

ル化事業

　市民および観光客など利用者の利便性向上による誘

客を図るため、市が所有している文化価値の高い収蔵

品や映像資料、民話データ等のデータ公開システムを

構築する。

ｲ 4 24 8 28 3 5,579 5,579 4,463 1,116 3 1 (4) ｱ

⑬

地域自然環境調査事

業

　自然と共生する観光を推進するため、嘉手納弾薬庫

等により市域が分断され貴重な自然環境資源が現存す

る「嶽山原」地域および本市北部地域の自然環境実態

を把握するため、植生概観と動物概観に関する調査を

行う。

ｲ 4 24 11 28 3 10,520 10,520 8,416 2,104 3 1 (1) ｱ

⑭

戦後文化資料等展示

事業(デジタル化)

　沖縄市戦後文化資料展示室「ヒストリート」のさら

なる誘客の拡大を図るため、戦後新聞資料のデジタル

化を行う。

ｲ 4 24 7 28 3 75,470 75,470 60,376 15,094 3 1 (5) ｱ

2

スポーツコンベン

ション推進プロジェ

クト

　スポーツコンベンションを推進し観光の振興を図る

ため、コザ運動公園内にある沖縄市立総合運動場体育

施設等の機能充実を図る。

ｲ 5 24 8 29 3 314,695 314,695 240,006 74,689 3 2 (1) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 57 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

Ｃ

負担額

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

計

画

期

間

事業

始期

年

備考

Ａ

事業

終期

　総事業費

　交付対象事業費 交付対象外

経費

Ｂ

振興計画

該当箇所

①

スポーツ推進整備事

業

　スポーツ環境を活かした観光を推進するため、サッ

カー場の人工芝化の整備を実施するとともに、陸上競

技場における競技者等のニーズが高い運動器具等の備

品を充実する。

ｲ 5 24 8 29 3 310,810 310,810 236,898 73,912 3 2 (1) ｲ

②

コザ運動公園整備事

業

　スポーツ環境を活かした観光を推進するため、ス

ポーツコンベンションの拠点であるコザ運動公園の車

両出入り口の改良に関する調査検討を行う。

ｲ 2 24 12 26 3 3,885 3,885 3,108 777 3 2 (1) ｲ

3

観光都市基盤整備事

業

　魅力ある観光地の形成をめざし、道路沿線への緑化

をはじめ、観光地域周辺における街路樹の整備計画策

定や植樹剪定、デザインを施した道路照明の検討や観

光地へのアクセス道路の調査などを行う。

ｲ 10 24 9 34 3 97,467 97,467 77,973 19,494 3 3 (2) ｳ

① 道路緑化推進事業

　観光地周辺道路のにぎわいを演出するため、四季お

りおりの草花を植栽する。

ｲ 10 24 12 34 3 33,600 33,600 26,880 6,720 3 3 (2) ｳ

②

道路景観形成推進事

業

　観光地周辺の道路の快適性の向上や安全性の確保の

ため、道路植栽の整備計画をはじめ、道路空間活用計

画や道路鋲の整備計画の検討、道路照明設置やデザイ

ンの検討などを行う。

ｲ 10 24 10 34 3 37,533 37,533 30,026 7,507 3 3 (2) ｳ

③

観光地周辺道路整備

事業

　観光施設の利便性向上に向け、アクセス道路におけ

る道路施設や歩道および街路樹の整備等の調査業務を

行う。

ｲ 10 24 9 34 3 26,334 26,334 21,067 5,267 3 3 (2) ｳ

4 こども文化創造事業

　こどもは未来を創る大切な財産であることから、本

市では、「こどもこそ宝」というまちづくりの理念に

基づき、平成20年に「こどものまち」を宣言してい

る。

こどものまちを推進するため、こどもたちが優れた文

化芸術にふれ、体験・交流できる機会を創出するとと

もに、世界の優れた舞台芸術の開催や、沖縄県を代表

する児童・青少年の人材育成拠点である沖縄こどもの

国の充実を図る。

ﾍ 9 24 5 33 3 791,798 787,404 629,921 157,483 4,394 3 5 (1)

①

国際児童・青少年演

劇フェスティバルお

きなわ推進事業

　こどもたちが優れた文化芸術にふれ、体験・交流で

きる機会を創出するため、「国際児童・青少年演劇

フェスティバルおきなわ（キジムナーフェスタ）」や

フリンジ（非招待）公演を開催する。

また、世界各国から演劇関係者が集う国際児童青少年

演劇協会（アシテジ）第１回国際会議を開催する。

ﾍ 5 24 5 29 3 46,955 42,561 34,048 8,513 4,394 3 5 (1) ｱ

②

沖縄こどもの国施設

整備事業

　次世代を担うこどもたちの科学への興味や豊かな感

性を育てるため、ワンダーミュージアム展示品等整備

およびロボット展を開催するとともに、琉球弧の動物

展示施設整備を行う。

ﾍ 9 24 7 33 3 727,682 727,682 582,145 145,537 5 3 (2) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 58 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

Ｃ

負担額

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

計

画

期

間

事業

始期

年

備考

Ａ

事業

終期

　総事業費

　交付対象事業費 交付対象外

経費

Ｂ

振興計画

該当箇所

③

こどものまち推進事

業

　こどもたちが夢に向かって元気にたくましく育つ環

境をつくるため、こどものまち推進アクションプログ

ラムの策定や、こども市民会議(仮称）の運営、こど

も学講座の開講、えほんの国の開設などを行う。

ﾍ 5 24 9 29 3 17,161 17,161 13,728 3,433 3 5 (1) ｱ

5

未来を創る人材育成

事業

　沖縄県の児童生徒の学力は、全国的にも低いとされ

る中、本市においても児童生徒の学力向上は重要な課

題である。また、在籍児童生徒数に占める不登校の児

童生徒数については、比較的高い割合が示されてい

る。

児童生徒の総合的な学力の向上および青少年の健全育

成等を図ることで、こどもたちの可能性を育み、本市

及び沖縄県の未来をつくる人材としての育成に取り組

む。

ﾍ 5 24 6 29 3 294,260 291,223 177,163 114,060 3,037 3 5 (3)

①

沖縄市こども科学力

向上事業

　こどもたちが科学の面白さや学ぶことの楽しさを体

験する科学企画展、科学実験イベント、体験ワーク

ショップ、出前科学教室を開催する。

ﾍ 5 24 6 29 3 23,205 23,205 18,564 4,641 3 5 (4) ｲ

②

児童生徒の「わか

る・意欲・学ぶ」を

支援する事業

　児童生徒のわかる・意欲・学ぶを支援するため、

キャリア教育コーディネーターによる職場見学や職場

体験の指導・支援、教科コーディネータ－による授業

改善の指導・支援、外国人児童生徒への日本語指導、

児童生徒への外国語指導、書画カメラ等情報教育機器

の整備を行う。

ﾍ 5 24 7 29 3 158,187 156,327 94,849 61,478 1,860 3 5 (3) ｱ

③

吹奏楽部支援楽器整

備事業

　生徒の音楽に対する興味と表現力を育み、音楽をと

おしたまちづくりや人材育成を図るため、老朽化した

吹奏楽の楽器を整備する。

ﾍ 1 24 8 25 3 32,000 32,000 25,600 6,400 3 5 (1) ｱ

④

気になる子等の学び

を支援する事業

　小中学校に特別支援教育支援員を配置するととも

に、行動や学習に配慮を要する児童生徒（気になる

子）についての支援を図る。

また、不登校や学力不振の児童生徒への学習支援を行

う。

ﾍ 5 24 8 29 3 74,467 73,290 34,992 38,298 1,177 3 5 (3) ｳ

⑤

幼稚園園舎遮熱対策

事業

　保育環境の充実のため、幼稚園舎の窓ガラスに日射

調整、断熱、台風等による飛散防止を兼ねた遮熱フィ

ルムを施工する。

ﾍ 5 24 12 29 3 6,401 6,401 3,158 3,243 3 5 (3) ｳ

6

すこやか子育て推進

事業

　沖縄県は、合計特殊出生率が全国一であり、本市に

おいても人口に占めるこどもの割合は高い一方、夫婦

共働き家庭やひとり親家庭における待機児童数も多い

ことなどから、子育て支援が強く求められている。

このような状況を踏まえ、保育、こどもの居場所づく

り、こどもの医療など、こどもたちが元気にたくまし

く育つ環境づくりへの取り組みを進めていく。

ﾇ 5 24 8 29 3 70,617 57,649 43,457 14,192 12,968 3 2 (2) ｲ

①

こどもいきいき安心

事業

　こどもたちが安心して過ごすことができる場の確

保・充実のため、放課後児童支援センターの設置、児

童館整備計画に伴うニーズ調査等を行う。

ﾇ 5 24 9 29 3 16,744 16,744 13,395 3,349 3 2 (2) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 59 -
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経費

Ｂ

振興計画

該当箇所

②

園児の健やかな成長

を支える保育事業

　子育て家庭の保育ニーズに対応するため、幼稚園に

おいて、教育時間の終了後も引き続き園児を預けるこ

とのできる、「預かり保育」を実施する。

ﾇ 5 24 8 29 3 31,265 18,297 11,976 6,321 12,968 3 2 (2) ｲ

③

認可外保育施設支援

事業

　保育環境の充実支援を図るため、認可外保育施設指

導監督基準を満たす施設に対する施設修繕費、保育士

の新規採用に対する補助を行う。

ﾇ 5 24 10 29 3 22,608 22,608 18,086 4,522 3 2 (2) ｲ

7

沖縄市きめ細かな就

労支援事業

　雇用の対策を図るため、若年求職者等を対象とした

就労支援や各種講座等の充実、情報通信関連施設の設

備改修による利用環境の向上、障がい者の雇用の場の

確保、中城湾港新港地区における港湾機能の充実、企

業誘致や雇用創出を図る調査・検討を行う。

ﾎ 4 24 9 28 3 240,901 240,901 185,314 55,587 3 3 (10)

①

若年者就労等支援事

業

　雇用の創出および失業者対策を図るため、若年求職

者及び保護者、企業等を対象に支援員等による就労支

援、ワークショップ・サロンの定期開催等を実施す

る。また、心因性の理由等により就職が困難な若者を

対象に、社会的・経済的自立支援を図るため、就労へ

向けた支援やインターンシップ、職業訓練等を実施す

る。

ﾎ 4 24 10 28 3 11,890 11,890 9,512 2,378 3 3 (10) ｲ

②

ITワークプラザスタ

ジオ設備改修事業

　情報通信関連施設の利用環境を向上し、コンテンツ

産業等における雇用の創出を図るため、モーション

キャプチャーシステムを改修する。

ﾎ 1 24 9 25 3 132,952 132,952 106,255 26,697 3 3 (3) ｲ

③

空き店舗活用モデル

推進事業

　地域において障がい者の雇用の場を確保し、地域の

一員として社会参加の場づくりを推進するため、空き

店舗を活用した植物工場を設置し、葉野菜の計画的栽

培や直売および商品開発を実施するとともに、空き店

舗活用のモデルを構築する実証実験を行う。

ﾎ 1 24 9 25 3 12,433 12,433 9,946 2,487 3 3 (8) ｲ

④

中城湾港新港地区物

流促進支援事業

　港湾機能の充実により地元中小企業の振興と雇用の

創出を図るため、中城湾港新港地区においてコンテナ

等の整備に対する支援や物流輸送にかかる支援の実施

および物流促進に関する調査・検討を行う。

ﾎ 4 24 9 28 3 55,641 55,641 37,213 18,428 3 3 (4) ｱ

⑤

雇用基盤等環境整備

事業

　企業誘致の促進および雇用の創出を図るため、都市

基盤が脆弱な状況にある準工業地域等において、整備

計画や実現方策並びに誘致企業の検討など、雇用およ

び経済効果の可能性を調査する。

ﾎ 1 24 10 25 3 11,500 11,500 9,200 2,300 3 3 (10) ｱ

⑥

沖縄市振興計画検討

調査事業

　企業誘致の促進および雇用の創出を図るため、本市

の持つ地域資源や可能性及び優位性等の調査・検討を

行う。

ﾎ 1 24 12 25 3 16,485 16,485 13,188 3,297 3 3 (10) ｱ

8

地域資源を活かした

沖縄市ブランド推進

事業

　工芸やものづくり産業の振興を図るため、工芸品等

の新商品の開発や販路拡大などに対する支援、工芸産

業の活動拠点の整備に向けた取組などを実施する。

ﾆ 4 24 9 28 3 49,880 49,880 17,381 32,499 3 1 (5)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 60 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

Ｃ

負担額

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

計

画

期

間

事業

始期

年

備考

Ａ

事業

終期

　総事業費

　交付対象事業費 交付対象外

経費

Ｂ

振興計画

該当箇所

①

伝統工芸産業支援事

業

　工芸産業の振興を図るため、本市の伝統工芸、工芸

産業振興の中核である知花花織事業協同組合の販路拡

大および販売促進に対し支援を行う。

ﾆ 4 24 11 28 3 20,370 20,370 2,400 17,970 3 1 (5) ｲ

②

工芸による街づくり

事業

　工芸品の販路拡大をはじめ、工芸従事者の生産意欲

の高揚および工芸に対する市民の意識啓発など、工芸

産業の振興を図るため、沖縄市工芸フェアの開催等を

支援するとともに、工芸産業の全般的な振興に寄与す

ることを目的として、（仮称）沖縄市伝統工芸館の創

設に向け基本構想の策定等を実施する。

ﾆ 4 24 9 28 3 13,565 13,565 10,852 2,713 3 1 (5) ｲ

③

地域ブランド推進事

業

　魅力ある沖縄市ブランドの確立によるものづくり産

業を振興するため、市内の優れた地域資源（二次加工

品等）を沖縄市ブランドとして認定する沖縄市地域ブ

ランド認定制度等を実施し、沖縄市ブランドの広報活

動等を行うとともに、新商品の開発または販路開拓等

に対し支援する。

ﾆ 4 24 10 28 3 15,945 15,945 4,129 11,816 3 3 (9) ｲ

9

アグリビジネス推進

事業

　農業生産および農業経営の安定化を図るため、既存

農業用水の供給体系を「耕種農業かんがい用水」「畜

産団地用水」の需要毎に見直し、農業用水供給施設の

実施設計を作成する。また、台風等の自然災害に影響

を受けにくい栽培施設の整備に対し支援を行う。

ﾊ 3 24 7 27 3 51,691 51,691 24,380 27,311 3 3 (7) ｶ

10

コミュニティーパー

ク整備事業

 市民の健康づくりや地域コミュニティ等を促進する

ため、地域住民と協働による公園の基本計画を策定す

る。

ﾇ 4 24 9 28 3 7,794 7,794 3,937 3,857 3 2 (1) ｲ

11

災害に強いまちづく

り事業

　台風や地震、津波等の災害から市民等の安全を確保

するため、多様な防災情報の提供を図るとともに、災

害用備蓄を確保する。

　また、海抜の低い地域からの緊急避難通路の整備に

取り組むとともに、防災研修センターの改修をおこな

い、日常からの災害対策を進める。

ﾚ 10 24 7 34 3 492,350 492,350 393,880 98,470 3 2 (4) ｲ

①

地域防災対策強化事

業

　災害等に備えるため、デジタル防災無線親局や災害

用備蓄倉庫（備蓄品含む）の整備、防災マップ（観光

情報も掲載）の作成、避難場所標識の設置等を行う。

ﾚ 10 24 7 34 3 264,860 264,860 211,888 52,972 3 2 (4) ｲ

②

災害時緊急避難通路

整備事業

　自然災害などに対する防災力の向上のため、低地に

おける里道を利用した緊急避難通路の整備を行う。

ﾚ 10 24 10 34 3 3,300 3,300 2,640 660 3 2 (4) ｲ

③

沖縄市防災研修セン

ター改修事業

　防災に関する知識及び技術の向上、ならびに防災意

識の高揚を図るため、また、海抜の低い地域における

津波に関する防災研修が行えるよう、沖縄市防災研修

センターを改修する。

ﾚ 1 24 7 25 3 205,840 205,840 164,672 41,168 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 61 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

Ｃ

負担額

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

計

画

期

間

事業

始期

年

備考

Ａ

事業

終期

　総事業費

　交付対象事業費 交付対象外

経費

Ｂ

振興計画

該当箇所

④

学校安全対策強化事

業

　防災に関する意識啓発および安全確保のため、土地

の標高や避難場所、危険箇所等の地理情報を校区ごと

に作成し、下敷きにして各幼稚園、小中学校に配布す

る。

また、地理情報を拡大パネルにし、学校の見やすい場

所に掲示する。

ﾚ 5 24 12 29 3 18,350 18,350 14,680 3,670 3 2 (4) ｲ

12

米軍統治期や基地等

にかかる課題に対処

する事業

　嘉手納基地より派生する日常的な航空機騒音が市民

生活に大きな支障となっているため、騒音測定機を設

置し、騒音レベルを把握することで、国や県などへ実

態データとして提示をおこなう。

　また、不明確な里道および水路を確定し、適正な土

地利用の管理や利用促進のため、位置の確定作業を行

う。

ｿ 10 24 12 34 3 130,578 130,578 94,110 36,468 3 2 (5)

① 航空機騒音測定事業

　米軍航空機より発生する騒音被害を把握するため、

市内に設置されている騒音測定機を新基準に対応する

よう更新するとともに、新たな騒音被害が発生してい

る市内東部地域等に機器を設置する。

ｿ 1 24 12 25 3 17,655 17,655 14,124 3,531 3 2 (5) ｱ

②

里道および水路の境

界確定復元事業

　戦後の米軍統治下の影響による不明確な里道および

水路の位置を確定するため、境界の確定測量および復

元作業を行う。

ｿ 10 24 12 34 3 112,923 112,923 79,986 32,937 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 62 -
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(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

1,511,483 1,456,448 1,050,000 406,448 55,035

1

地域特性を活かした

観光振興事業

　本市の自然環境や歴史・文化資源などの既存の観光

資源の保全・活用とともに、体験型プログラム等の多

彩な観光メニューの提供及び情報発信等を行う他、豊

見城城址周辺及び本市西海岸一体について、交通アク

セス等の地理的特性を活かした土地利用や活性化につ

いて検討を行う。

ｲ 5 24 7 29 3 483,662 482,662 333,450 149,212 1,000 3 3 (2)

①

瀬長島観光拠点整備

事業

 観光客など、利用者の利便性や快適性を高めるた

め、瀬長島の自然環境の保全、活用を図りつつ、歴

史・文化的な価値等を踏まえた広場等の拠点施設を整

備する。

ｲ 5 24 7 29 3 174,443 174,443 121,000 53,443 3 3 (2) ｳ

② 文化観光創出事業

　史跡や貴重な自然環境を有する豊見城城址公園とそ

の周辺について、重要な都市景観を形成し、憩いや安

らぎを提供する観光資源等としての活用を図るため、

調査等を行い同地域の土地利用計画を策定する。

ｲ 5 24 7 29 3 9,975 9,975 7,980 1,995 3 1 (5) ｱ

③

西海岸活性化構想事

業

　本市西海岸一体（字与根地区、字瀬長地区、字豊崎

地区）における観光拠点の形成と観光機能の充実を図

るため、アクセス道路の整備及び企業誘致等について

総合的な検討等を行い、同地域の活性化基本構想を策

定する。

ｲ 5 24 7 29 3 14,280 14,280 11,424 2,856 3 3 (2) ｳ

④

西海岸観光地域利用

促進事業

　質の高いリゾート地を形成し利用促進するため、観

光振興地域のビーチ（砂浜）において、マリンスポー

ツの快適な実施に必要な砂浜の清掃機器及び整備機器

を購入するとともに倉庫等の施設整備を行う。

ｲ 5 24 7 29 3 58,464 58,464 38,917 19,547 3 3 (2) ｳ

⑤

体験事業受入施設及

び産業振興施設整備

事業

　体験事業受入施設及び産業振興施設を設置し、市内

事業所が実施する体験事業を本施設に集積することに

より、観光客や修学旅行の受入拠点とするとともに観

光・産業振興を図る。

ｲ 5 24 7 29 3 169,902 169,902 109,651 60,251 3 3 (2) ｳ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

豊見城市

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

1,050,000                              

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

1,050,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

1,050,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 63 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑥ バス停上屋整備事業

　観光客が多く立ち入る地域において快適に公共交通

を利用していただくとともに観光地にふさわしい景観

を形成するため、沖縄らしい装飾等を付したバス停上

屋を整備する。

ｲ 5 24 10 29 3 35,638 35,638 28,510 7,128 3 3 (2) ｳ

⑦

観光情報コンテンツ

化事業

　観光関連団体が行う豊見城市における観光マップ、

飲食店特産品マップ、それらに関連するデジタルコン

テンツ（WEBサイト向け）及びWEBサイトの多言語化

（英語、中国語、韓国語）を行う等、観光情報発信

ツールを制作する事業に対して補助を行う。

ｲ 5 24 10 29 3 5,000 4,000 3,200 800 1,000 3 3 (2) ｳ

⑧

観光案内サイン整備

事業

　市内に点在する観光施設や名所等、拠点間を有機的

に結び付けるため、外国人観光客を含む全ての方々に

わかりやすい案内サインを整備し観光地としての利便

性を高める。

ｲ 5 24 10 29 3 15,960 15,960 12,768 3,192 3 3 (2) ｳ

2

持続可能な安全・安

心なまちづくり事業

 持続可能な安全で安心のまちづくりを図るため、防

災無線等の機器及び設備等を整備する他、観光客が多

く訪れる西海岸一体及び市内に所在する那覇空港自動

車道（豊見城トンネル含む）を含めた全域における迅

速な復旧・復興活動を進めるため水難救助車及び資機

材等の整備を行う。

 また、空の玄関口である那覇空港を離発着する航空

機の騒音を測定し、まちづくりに必要な基礎資料とす

る。

ﾚ 5 24 7 29 3 436,901 436,901 292,823 144,078 3 2 (4)

①

那覇空港周辺におけ

る航空機騒音測定事

業

　将来の快適な住民環境形成を図るため、那覇空港周

辺住宅地域の任意の２地点において航空機騒音測定を

行い、地区内の騒音レベルを把握し、まちづくりの基

礎資料とする。

ﾚ 5 24 7 29 3 1,995 1,995 1,596 399 3 1 (1) ｲ

②

防災情報通信設備整

備事業

　市庁舎と市内沿岸地域、集落地域とを無線又は、有

線システムで結び、屋外拡声装置を取り付けた防災無

線子局を当該地域に設置する他、防災無線室など本部

機能等の関連設備等を整備して防災無線システムを構

築する。

ﾚ 5 24 7 29 3 377,380 377,380 245,207 132,173 3 2 (4) ｲ

③

トンネル災害対応資

機材整備事業

　那覇空港から中北部への移動の際に主に利用される

那覇空港自動車道豊見城トンネル（県内最長クラス）

内における特殊災害、交通事故等による火災等に対

応、迅速な救助活動及び消火活動を行うため必要な、

高圧コンプレッサー等の資機材を整備する。

ﾚ 5 24 10 29 3 4,113 4,113 3,290 823 3 2 (4) ｲ

④ 水難救助車整備事業

　各種水難救助用の資機材とクレーンや救助ボート等

を装備するとともに、車内でウエットスーツに着替え

るスペースを確保することで、出動指令で潜水士免許

既得者や水難救助訓練を積んだ隊員が迅速に出動でき

る体制を整備する。

ﾚ 5 24 10 29 3 47,218 47,218 37,774 9,444 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 64 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑤ 海抜表示板設置事業

　地域住民を含めた市内滞在者、とりわけ地理に不案

内の観光客が、津波発生時に現在位置に関する情報を

容易に確認し、迅速に避難・安全確保できるよう、海

抜５メートル以下の地域を中心に電柱等に海抜表示看

板を設置する。

ﾚ 5 24 10 29 3 6,195 6,195 4,956 1,239 3 2 (4) ｲ

3

地域特性を活かした

農業活性化事業

　地域特性を活かした都市近郊型農業の振興を図るた

め、農作物の安定生産や販売促進を通して、安心、安

全な「とみぐすくブランド」づくりや流通、販売体制

の強化を推進する。

ﾊ 5 24 7 29 3 175,393 134,883 107,905 26,978 40,510 3 3 (7)

①

いきいき野菜生産支

援事業

 市場や量販店の求める定時・定量・定品質な野菜の

安定生産を図るため、ＪＡ又は生産者団体が設置する

耐候性野菜栽培施設（パイプハウス）の設置費の一部

を補助する。

ﾊ 5 24 7 29 3 170,146 129,636 103,708 25,928 40,510 3 3 (7) ｱ

②

豊見城産マンゴー販

売促進事業

　県の拠点産地に認定されるなど、評価が高い豊見城

産マンゴーの更なる販売促進を図るため、首都圏にお

いて試食等を含めた普及事業を実施する。

ﾊ 5 24 7 29 3 5,247 5,247 4,197 1,050 3 3 (7) ｱ

4 次世代育成支援事業

　増加傾向にある要保育児童対策のため、預かり保育

等を実施する他、認可外保育園における保育環境の整

備を支援することにより、地域で支えあう子育ての支

援を推進し、安心と安らぎのなかで子育てする環境づ

くりに取り組む。

ﾇ 5 24 10 29 3 47,066 33,541 26,832 6,709 13,525 3 2 (2)

① 預かり保育事業

　働く保護者等を支援するため、市立幼稚園の教育時

間の終了後、幼稚園の管理下において、希望する在園

児を対象とし当該施設で預かり保育を行う。

ﾇ 5 24 10 29 3 20,066 7,891 6,312 1,579 12,175 3 2 (2) ｲ

②

認可外保育園環境整

備事業

　待機機児童の受け皿となっている認可外保育園の施

設整備に対して補助を行うことにより保育環境を向上

させるとともに認可化を促す。

ﾇ 5 24 10 29 3 27,000 25,650 20,520 5,130 1,350 3 2 (2) ｲ

5

生きる力を育む人材

育成事業

　次代を担う子どもたちを健全に育成していくため、

子ども一人一人の個性を最大限に尊重し、発揮できる

よう学習支援員等を配置するなど良好な教育環境づく

りに取り組むとともに、その基盤となる施設の充実及

び機能向上等を図り、多様な能力を発揮し未来を切り

開く人材を育成する。

ﾁ 5 24 10 29 3 156,073 156,073 124,856 31,217 3 5 (3)

①

学力向上サポート事

業

　児童・生徒の学力向上を図るため、児童学習指導に

おける教員の補助として学力向上対策補助員を配置す

る。

ﾁ 5 24 10 29 3 13,203 13,203 10,562 2,641 3 5 (3) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 65 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

②

キャリア教育コー

ディネーター配置事

業

　キャリア教育コーディネーターを配置し、職場見

学、職場体験受入事業所バンクの更新等を行い学校と

事業所の連携のための支援を行う。

ﾁ 5 24 10 29 3 857 857 685 172 3 5 (3) ｱ

③

情報教育補助員派遣

事業

　情報化社会に対応する人材を育成するため、ＩＣＴ

教育補助員を各学校に巡回派遣し、パソコンを活用し

た授業や個別指導などの充実を図る。

ﾁ 5 24 10 29 3 1,910 1,910 1,528 382 3 5 (3) ｱ

④

適応指導教室学習支

援員配置事業

　適応指導教室に学習支援員を配置し、学習指導や体

験活動、相談活動等の支援を充実させ児童生徒個々の

状態に合わせた支援を行う。

ﾁ 5 24 10 29 3 2,400 2,400 1,920 480 3 5 (3) ｱ

⑤

幼小中学校長寿命化

事業

　沖縄特有の潮風による塩害や紫外線、度重なる台風

の影響により、劣化した校舎屋根や壁面等を改修する

ことにより、安全・安心を確保し及び校舎の断熱など

機能を向上させるとともに長寿命化を図り、学習環境

の向上を図る。

ﾁ 5 24 10 29 3 126,558 126,558 101,246 25,312 3 5 (3) ｳ

⑥

小学校空調設備設置

事業

　亜熱帯気候である沖縄は、年間を通して高温多湿な

状況が長期間続くことから、児童・生徒の学習環境を

改善し学習に集中できる環境を整備するため、空調設

備を設置する。

ﾁ 5 24 10 29 3 1,914 1,914 1,531 383 3 5 (3) ｳ

⑦

中学校空調設備設置

事業

　亜熱帯気候である沖縄は、年間を通して高温多湿な

状況が長期間続くことから、児童・生徒の学習環境を

改善し学習に集中できる環境を整備するため、空調設

備を設置する。

ﾁ 5 24 10 29 3 2,730 2,730 2,184 546 3 5 (3) ｳ

⑧

沿岸地区学校安全整

備事業

　海抜が低く、津波等の災害の際の影響が予想される

沿岸部等に所在する学校において、災害に備えるため

の物品（ライフジャケット等）を購入し、児童・生徒

の安全・安心な学習環境を整備する。

ﾁ 5 24 10 29 3 5,031 5,031 4,024 1,007 3 5 (3) ｳ

⑨

小学校ＰＣＢ廃棄物

処理事業

　学校内に保管された高濃度ＰＣＢ廃棄物を適切に運

搬処理することにより児童・生徒の安全・安心な学習

環境を整備する。

ﾁ 5 24 10 29 3 1,470 1,470 1,176 294 3 5 (3) ｳ

6

文化のまちづくり推

進事業

　地域に根ざした独自の風土文化を次代に継承すると

ともに豊見城のアイデンティティとなる新しい文化の

掘り起こしを推進するため伝統文化等の拠点施設等を

整備する。

ﾘ 5 24 7 29 3 212,388 212,388 164,134 48,254 3 1 (4)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 66 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

①

伝統文化等継承拠点

整備事業

　伝統文化の継承及び発展を目的にエイサーまつり等

に取り組む団体の活動の拠点となる施設を整備し、活

動を活性化させ、更なる人材育成及び伝統文化継承を

図るとともに新たな観光資源としての活用を目指す。

ﾘ 5 24 10 29 3 6,043 6,043 4,834 1,209 3 1 (4) ｳ

②

豊見城市内文化財説

明板設置事業

　本市に存する文化財の説明板を設置し、文化財に係

る地域住民の理解を深め、保全を促すとともに、新た

な文化、観光資源として活用を目指す。

ﾘ 5 24 7 29 3 3,990 3,990 3,192 798 3 1 (5) ｱ

③ 組踊継承事業

　組踊継承者育成のため豊見城市にゆかりのある組踊

「未生の縁」を上演する他、専門的見地から「雪払

い」の台本復元を行い、伝統文化の保全及び新たな地

域資源として活用を目指す。

ﾘ 5 24 7 29 3 5,826 5,826 4,660 1,166 3 1 (4) ｴ

④

文化交流拠点整備事

業

　伝統文化・芸能イベント等においてデジタル化等、

新たな技術による高度で効果的な演出を行うため、拠

点施設における照明設備等を更新し、様々な文化活動

を支援するとともに県民の文化交流活動の促進を促

す。

ﾘ 5 24 10 29 3 196,529 196,529 151,448 45,081 3 1 (4) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 67 -
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(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

2,607,796 2,607,796 2,070,000 537,796

1

うるま市産業振興プ

ロジェクト

　地理的特性や地域資源を活用し、企業集積による産

業の活性化及び雇用の場を創出するため、企業誘致の

推進や立地環境の整備等を実施する。

ﾆ 10 24 7 34 3 104,594 104,594 83,674 20,920 3 3 (9) ｱ

①

企業誘致推進業務委

託事業

　当市への企業立地を効果的に促進するために、国内

外の経済動向分析や企業情報を収集するとともに、本

県へ進出を検討している企業に対し企業誘致を働きか

けていく。

ﾆ 10 24 7 34 3 8,567 8,567 6,853 1,714 3 3 (9) ｱ

②

沖縄IT津梁パーク周

辺環境整備事業

　沖縄IT津梁パーク周辺における安心安全な企業立地

環境を創出するため、州崎幹線5号に道路照明等の防

犯灯を整備する。

ﾆ 1 24 7 25 3 12,600 12,600 10,080 2,520 3 3 (3) ｱ

③

コンカレントエンジ

ニア人材養成事業

　企業立地を促進するためには、技術者などの人材育

成が重要であることから、ものづくりに関する人材養

成事業（コンカレント人材養成事業など）を実施す

る。

ﾆ 4 24 7 28 3 61,748 61,748 49,398 12,350 3 3 (9) ｱ

④

中城湾港新港地区物

流促進支援事業

　中城湾港新港地区の国際物流拠点産業集積地域とし

ての基盤構築と定期船就航実現を図るため、新たな物

流システムの構築及び貨物集積の仕組みづくりを実施

する。

ﾆ 4 24 8 28 3 21,679 21,679 17,343 4,336 3 3 (4) ｱ

2

うるま市雇用対策プ

ロジェクト

　地理的特性や地域資源を活用し、求職者が就業に繋

がるための人材育成や、街角コンタクトセンターを設

置しきめ細かな就業支援を行い、就業機会の創出を図

る。

ﾎ 10 24 7 34 3 195,111 195,111 156,087 39,024 3 3 (10) ｱ

①

うるま市地域雇用人

材育成事業

  当市の厳しい雇用情勢を踏まえ、市内における雇用

及び就業機会を創出するため、未就職卒業者を含む失

業者に対して、民間企業との連携による人材育成（Ｏ

ＪＴ等）を実施する。

ﾎ 10 24 7 34 3 141,764 141,764 113,411 28,353 3 3 (10) ｱ

②

街角コンタクトセン

ター設置運営事業

  雇用の拡大を図るため、街角コンタクトセンターを

設置し、相談員による就業相談、中小企業等の事業主

に対する各種支援制度の案内、求人・求職等の情報提

供、就業者のスキル向上のための交流事業等を実施す

るとともに、ＦＭ放送局などを活用した求職情報等の

発信を実施する。

ﾎ 10 24 7 34 3 41,136 41,136 32,908 8,228 3 3 (10) ｱ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

うるま市

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

2,070,000                              

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

2,070,000

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

4,140,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

2,070,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 68 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

③

うるま市失業対策ア

クションプラン策定

業務

　失業率の改善を図るため、失業者の実態や雇用状況

等について把握するとともに、実効性の高い雇用対策

を調査研究し、失業対策アクションプランを策定す

る。

ﾎ 1 24 8 25 3 12,211 12,211 9,768 2,443 3 3 (10) ｱ

3

うるま市観光振興プ

ロジェクト

　通過型観光から滞在型観光にシフトし、観光産業の

基盤構築を図るため、当市の観光資源を生かした魅力

ある観光商品の開発、観光誘客に向けた情報発信、当

市で生産された１次産品を活用した食の開発や特産品

等の販路拡大等を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 313,207 313,207 234,346 78,861 3 3 (2) ｱ

①

戦略的観光資源創出

事業

　当市の地理的特性を生かし観光誘客を促進するた

め、観光客入域ルート周辺の滞在できる観光施設、レ

ストラン、土産販売所などの情報収集を行うととも

に、今後の観光拠点施設整備計画・観光地誘導サイン

計画などのパッケージ化に取り組むための基礎調査を

実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 13,203 13,203 10,562 2,641 3 3 (2) ｳ

②

観光商品開発流通促

進事業

　地域特性や地域資源を生かした観光振興・地域活性

化を図るため、リゾートウェディングをはじめとする

観光商品の企画運営等を行うとともに、「世界遺産勝

連城跡」や自然・伝統芸能をはじめとした歴史・文化

素材を活用し観光商品を開発する。

ｲ 10 24 7 34 3 9,704 9,704 7,763 1,941 3 3 (2) ｲ

③

新・食の開発等推進

支援事業

　当市の豊かな農水産物および柑橘類等を活用し、新

たな食（ご当地グルメ）と土産品等の開発やセールス

プロモーション等を展開し、魅力ある観光資源・コン

テンツを開発する。また特産品等を観光商品として開

発支援し、販路開拓するために全国物産展や大手百貨

店などでの商談会、実演販売などの支援を実施する。

ｲ 10 24 8 34 3 15,284 15,284 12,227 3,057 3 3 (2) ｵ

④

特産品販路拡大支援

事業

　当市の市産品や特産品等を県外および国外へ販路拡

大を図るため、常設販売や物産展等を実施し、プロ

モーション活動を通じて商品の定番化と販路拡大の促

進を図る。

ｲ 10 24 8 34 3 10,634 10,634 8,507 2,127 3 3 (9) ｲ

⑤

金武湾～海中道路に

おける海洋性リゾー

ト空間形成事業

　地域資源を再確認し、金武湾から海中道路にかけた

地域を魅力ある観光地としての形成できるようリゾー

ト空間形成に向けたニーズ及び可能性調査等を実施す

る。

ｲ 3 24 8 27 3 12,044 12,044 9,635 2,409 3 3 (2) ｳ

⑥

うまんちゅ健康文化

交流広場整備事業

　市民の健康づくりを推進することによって健康長寿

地域としてのイメージ発信に繋げるとともに、地域に

おける伝統芸能・文化の継承活動と交流・体験の場と

して、交流広場の整備を実施する。

ｲ 1 24 11 25 3 108,436 108,436 86,748 21,688 3 3 (2) ｳ

⑦

メディア活用による

戦略的観光誘客促進

事業

　観光地としての魅力を県外向けにＰＲし、効果的な

観光誘客を図るため、雑誌やテレビなどのメディアを

有効活用した観光情報配信等による観光誘客を実施す

る。

ｲ 5 24 9 29 3 10,902 10,902 8,721 2,181 3 3 (2) ｲ

⑧

海中道路ライトアッ

プ観光景観形成事業

　知名度と評価の高い海中道路の大橋をライトアップ

することによって、当市における観光の付加価値向上

と満足度を高め、観光誘客の促進と観光消費額の拡大

を図る。

ｲ 2 24 8 26 3 120,000 120,000 79,783 40,217 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 69 -
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⑨

石川イベント公園機

能強化調査事業

　観光誘客を促進するため、石川イベント公園（通称

「石川ドーム」）において、多彩な伝統芸能・文化を

はじめ、うるま市ならではの地域資源等を生かした観

光イベントを開催するためのビジョンや方策と、施設

の活用方法や機能強化のあり方を調査検討するととも

に、施設機能を最大限に発揮するための観光イベント

（ソフト面）のニーズや開発を合わせて調査検討を実

施する。

ｲ 1 24 12 25 3 13,000 13,000 10,400 2,600 3 3 (2) ｳ

4

うるま市文化観光振

興プロジェクト

　多彩な伝統芸能・文化の保存・継承を推進するとと

もに、地域文化を基調とした新たな文化観光を推進す

ることで、西海岸リゾートとは違う文化観光を展開

し、沖縄らしい新たな観光の推進を図る。また、勝連

城跡周辺などにおいても滞在・体験型、そして人材育

成等の拠点となる文化観光拠点の整備を推進するとと

もに、文化財の保存や伝統文化の継承推進、そしてイ

ベントによる鑑賞機会の創出に取り組む。

ｲ 10 24 7 34 3 979,392 979,392 783,510 195,882 3 1 (5) ｱ

①

勝連城跡周辺文化観

光拠点整備事業

　世界遺産として登録されている勝連城跡は、毎年多

くの観光客が来場するものの、周辺施設の整備が不十

分であることから観光消費及び地域活性化につながっ

ていない状況にある。

　そこで、勝連城跡の世界遺産としての価値を保全し

つつ、文化を軸とした観光振興を図るため、体験・交

流を含めた複合的な文化観光拠点の整備を実施する。

ｲ 8 24 7 32 3 14,150 14,150 11,320 2,830 3 3 (2) ｳ

②

生涯学習・文化振興

拠点整備事業

　当市には、エイサーをはじめ、闘牛、ウスデーク、

獅子舞、豊年祭など多種多様な伝統文化・行事が残さ

れている。それらは、「うるま市ならでは」の地域資

源であり、文化振興及び生涯学習を振興するための拠

点施設を整備し、世界遺産勝連城跡を中心に、文化の

薫るまちづくりを推進する。

ｲ 3 24 8 27 3 474,645 474,645 379,716 94,929 3 1 (4) ｳ

③

市内文化財総合整備

調査活用事業

　文化の薫り高いまちづくり推進のために、市内の歴

史資産の環境整備と総合的な調査を実施する。また、

その整備と調査を基に活用事業を実施し、市民に対し

て歴史遺産への愛着心を醸成し、市民自身が歴史遺産

を再評価できる環境の構築に取り組む。

ﾘ 4 24 8 28 3 30,000 30,000 24,000 6,000 3 1 (4) ｱ

④

全島獅子舞フェス

ティバル事業

　沖縄に伝わる獅子は旧暦の8月15日を中心に、悪霊

を祓い五穀豊穣と地域の繁栄を祈願する伝統文化であ

る。全島獅子舞フェスティバルを開催し、民俗芸能と

しての獅子舞の保存・継承・発展に寄与するととも

に、沖縄らしい新たな文化観光を構築する。

ﾘ 10 24 7 34 3 7,448 7,448 5,958 1,490 3 1 (4) ｴ

⑤

ふるさと芸能デー事

業

　伝統文化を保全・継承し、沖縄文化を軸とした付加

価値の高い観光を振興するため、ふるさと芸能デーを

開催する。

ﾘ 10 24 7 34 3 1,080 1,080 864 216 3 1 (4) ｱ

⑥

文化施設機能強化事

業

　当市の多様な伝統芸能・文化を発信し、優れた芸術

文化鑑賞の機会を提供するとともに、「うるま市なら

ではの文化観光商品」を展開し、本市の文化観光振興

を展開するため、うるま市民芸術劇場、きむたかホー

ル、石川会館の設備を整備する。

ﾘ 5 24 11 29 3 235,140 235,140 188,112 47,028 3 1 (4) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 70 -
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⑦

文化施設環境整備事

業

　地域芸術文化の振興を図るため、うるま市民芸術劇

場の機能強化を図る。

ﾘ 1 25 1 25 3 95,307 95,307 76,245 19,062 3 1 (4) ｳ

⑧

南風原文書整理翻刻

事業

　当市の文化振興、人材育成を図るため、「南風原文

書」の整理、修復、デジタル化、複製本を作成すると

ともに翻刻を行い、生涯学習や学校教育の郷土学習教

材として提供する。

ﾘ 5 24 9 29 3 17,536 17,536 14,028 3,508 3 1 (4) ｱ

⑨

マーラン船等復元活

用事業

　当市では、船大工のマーラン船建造技術を指定文化

財とし、伝統文化の保存・継承に取り組んできた。そ

の結果マーラン船は映画やドラマ、多くの番組に採用

され、当市の広告媒体となっている。その人材を活用

し、木造船（マーラン船・琉球伝馬船・サバニ）を復

元することで、造船技術の継承と後継者育成を図り、

うるま市ならではの郷土教育の実践を推進する。

ﾘ 5 24 10 29 3 40,322 40,322 32,257 8,065 3 1 (4) ｱ

⑩ 景観調査活用事業

　勝連城跡及びその周辺の自然・民俗文化財、具志川

及び照間のい草水田、海中道路とその周辺の干潟に依

存する生業・伝統行事・生物等を記録・保存し、郷土

教育や観光案内に利活用できる資料を発刊・提供する

ことにより、教育及び観光の振興を図る。

ﾘ 5 24 10 29 3 14,982 14,982 11,985 2,997 3 1 (4) ｱ

⑪

芸術文化振興の環境

整備事業

　地域芸術文化の振興を図るため、各種展示会にて使

用する展示パネルの整備を行う。

ﾘ 1 24 12 25 3 10,182 10,182 8,145 2,037 3 1 (4) ｳ

⑫

新沖縄型エンターテ

イメント事業

　沖縄の結婚式で行なわれる「ニービチ余興」は、ダ

ンスやショートコント、合唱、寸劇、舞踊など様々な

ジャンルがあり、非常にユニークな取り組みが多い。

「ニービチ余興」は沖縄独自のコンテンツであること

から、沖縄の観光イベントとして開催・情報発信し、

観光誘客に取り組む。

ｲ 10 24 7 34 3 6,850 6,850 5,480 1,370 3 1 (5) ｳ

⑬

文化財標柱等設置事

業

　市内の文化財・旧跡等に標柱等を設置し、市民・観

光客が広く活用しやすい環境を作る。

ｲ 4 24 12 28 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 1 (5) ｱ

⑭

蔡

サイ

大

タイ

鼎

テイ

「伊計

イケイ

村

ムラ

遊

ユウ

草

ソウ

」等調査研究事業

　「伊計村遊草（ｲｹｲﾑﾗﾕｳｿｳ）」と著者である蔡大鼎

（ｻｲﾀｲﾃｲ）に関する調査・研究を進め、難解な漢文体

の歴史史料を現代の教育文化に活用できるようカラー

復刻版や翻刻解説本などを刊行することによって、伝

統文化の保全・継承を図る。

ﾘ 4 25 1 28 3 11,750 11,750 9,400 2,350 3 1 (4) ｱ

5

うるま市観光地基盤

形成プロジェクト

　観光地としての景観形成や海岸保全に取り組むとと

もに、また観光拠点施設の利便性向上を図るため、駐

車場等の整備を実施する。また、安心安全な観光地の

形成を図るため、津波対策や事故等への迅速な対応が

できる基盤整備を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 116,423 116,423 93,138 23,285 3 3 (2) ｳ

① 景観づくり事業

　当市の多彩で美しい景観・風景を守り、潤いと癒し

のある住みよい住環境の保全・創造を図るため、景観

地区の指定、景観に関するイベントの開催等の景観・

風景づくり推進に関する事業を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 5,040 5,040 4,032 1,008 3 1 (6) ｱ

②

伊計海岸周辺環境整

備事業

　伊計海岸西側付近の砂浜は、当市の貴重な観光財産

であるが、台風等の高波による砂浜の侵食が進行して

おり、砂浜と背後地の保全措置及び、観光地としての

景観を保全するため、自然石被覆護岸を整備する。

ｲ 1 24 10 25 3 28,000 28,000 22,400 5,600 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 71 -
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③

海洋観光安全確保体

制整備事業

　当市は周囲を海に面し、海中道路や伊計ビーチをは

じめとする多くのビーチがある。夏場は、海水浴やマ

リンスポーツなどの海洋レジャーを楽しむ観光客が多

く訪れるが、その一方で水難事故等の発生が増加傾向

にある。そこで、市民や観光客の安心安全を確保する

とともに、水難事故等への迅速な対応を図るため、潜

水資機材等を整備する。

ｲ 1 24 10 25 3 7,939 7,939 6,351 1,588 3 3 (2) ｳ

④

石川イベント公園駐

車場整備事業

　石川イベント公園（通称：石川ドーム）は、沖縄自

動車道の石川ＩＣ周辺に立地し、恩納村を中心とする

本島西海岸リゾート地域から、アクセスの利便性が高

く、多くの来場者があるが、駐車場が不足しており、

安全な観光イベント運営に支障を来している。更なる

観光誘客と施設の利便性向上を図るため、沖縄自動車

道高架下を活用した駐車場を整備する。

ｲ 1 24 8 25 3 75,444 75,444 60,355 15,089 3 3 (2) ｳ

6

島しょ地域振興プロ

ジェクト

　離島の自然文化、基幹産業を生かした活性化を図る

ため、廃校となった小中学校跡を活用したアート展や

島おこしのためのワークショップ等を開催する。

ﾀ 10 24 7 34 3 22,678 22,678 18,142 4,536 3 3 (12) ｱ

①

島アートプロジェク

ト事業

　島の良さを再発見し、ゆったりとした島の空間を楽

しんでもらう新たな観光スタイルの創出と島独自の地

域活性化を図るため、若手芸術家や美術家、そして地

元住民とのワークショップを開催し、アート（造形

物、オブジェ、美術など）による島おこしを実施す

る。

ｲ 10 24 7 34 3 12,530 12,530 10,024 2,506 3 3 (12) ｱ

②

津堅・島おこし支援

事業

　津堅島において、安心して暮らせる島づくりを推進

するために、ワークショップを開催し、地域資源を活

用した島民主体の地域おこしに繋げていく仕掛けづく

りとサポートを実施する。

ﾀ 3 24 9 27 3 10,148 10,148 8,118 2,030 3 3 (12) ｱ

7

スポーツコンベン

ション推進プロジェ

クト

　プロ野球キャンプによる観光客誘客を推進するため

に、石川野球場及び具志川野球場とその周辺施設の機

能強化を図る。

ｲ 1 24 8 25 3 413,350 413,350 330,679 82,671 3 2 (1) ｲ

①

石川野球場及び周辺

環境整備事業

　韓国プロ野球ＬＧツインズのメインキャンプ場であ

る石川野球場は、両翼が９０ｍとプロ野球の試合をす

るには狭く、オープン戦等も開催できない状況である

ため、両翼の拡張工事、外野芝生の張替、スタンドの

改修などを実施する。

ｲ 1 24 8 25 3 272,039 272,039 217,631 54,408 3 2 (1) ｲ

②

具志川野球場及び周

辺環境整備事業

　韓国プロ野球ＳＫワイバンズのメインキャンプ場で

ある具志川野球場は、オープン戦や交流戦等の開催条

件が整備されていない状況であるため、防球ネットや

内外野をメンテナンスする機械整備などを実施する。

ｲ 1 24 8 25 3 141,311 141,311 113,048 28,263 3 2 (1) ｲ

8

うるま市元気な農水

産業プロジェクト

　農水産物の生産拡大と付加価値を高め、販売促進と

従事者所得の向上を図るため、地産地消及び６次産業

化を推進する拠点施設整備や拠点機能の設備強化を推

進するほか、小型漁船用通路の整備、漁獲物の鮮度を

保持するための製氷設備の整備を実施する。

ﾊ 3 24 8 27 3 167,609 167,609 134,086 33,523 3 3 (7) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 72 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等
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計

画

期
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Ａ

事業

終期

事業
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該当箇所
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ＣＢ
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　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

①

桃原地区小型漁船用

通路機能強化事業

　当市の宮城島と平安座島に挟まれた通路（水路）

は、照間・浜・比嘉・桃原・池味の各漁港、伊計・平

安座南港から良好な漁場である金武湾での操業に向か

うために活用されているが、干潮時には水深が浅くな

り小型漁船による海上事故が発生するなど、安全な漁

業活動に支障を生じている状況であるため、当該通路

を一部浚渫し機能強化を図る。

ﾊ 1 24 8 25 3 40,005 40,005 32,004 8,001 3 3 (12) ｲ

②

農水産業振興戦略構

築及び拠点施設整備

事業

　当市は第１次産業が盛んな地域である。地域特性を

発揮し、農水産業の６次産業化を推進するため、マー

ケットや複合施設の運営等に精通している民間事業者

等と連携し、農水産業の戦略的展開を構築するととも

に、豊かな農水産物の加工・流通施設、直売所及びレ

ストラン等を併せ持つ複合施設を整備する。

ﾊ 3 24 9 27 3 19,017 19,017 15,213 3,804 3 3 (7) ｲ

③

水産業拠点施設機能

強化事業

　石川漁協具志川支所において、当市が所有する水産

物鮮度保持施設（製氷施設）の機能強化を実施し、水

産業の振興に努める。

ﾊ 1 24 8 25 3 50,004 50,004 40,003 10,001 3 3 (7) ｶ

④

グァバ産地拠点機能

強化事業

　グァバの葉は茶葉として加工され、「グァバ茶」と

して愛飲されている。当市はグァバが特用作物として

唯一拠点産地として認定を受けており、茶葉生産に係

る機械設備の機能強化を実施することにより、拠点産

地としての生産強化を図る。

ﾊ 1 24 12 25 3 14,695 14,695 11,756 2,939 3 3 (7) ｶ

⑤

い草産地拠点機能強

化事業

 当市照間地区は沖縄県唯一のい草生産地であり、

「照間のい草」はブランドとして広く認知され、希少

価値が高く、その品質が評価されている。その一方、

高齢化による生産農家の減少や後継者不足等が課題と

なっており、加工機械設備の整備により、安定した生

産体制を確保する。

ﾊ 1 24 12 25 3 42,588 42,588 34,070 8,518 3 3 (7) ｶ

⑥

津堅島イモゾウムシ

等根絶対策事業

　イモゾウムシの根絶対策を強化するため、イモづる

やくずイモを粉砕する機械（チッパー）を整備し、安

全・安心な農林水産物の安定供給を確保する。

ﾊ 1 24 12 25 3 1,300 1,300 1,040 260 3 3 (7) ｳ

9

うるま市大学院大学

周辺整備推進プロ

ジェクト

　沖縄科学技術大学院大学のキャンパスタウンエリア

という地理的特性を生かし、安心・安全な教育環境の

整備として通勤通学路を整備するとともに、産業集積

に向けた戦略調査を実施する。

ｦ 2 24 7 26 3 70,983 70,983 56,785 14,198 3 3 (5) ｱ

①

産業集積戦略構築調

査事業

　東日本大震災以降、多くの企業がリスク分散のた

め、沖縄への進出について検討を進めている。沖縄科

学技術大学院大学のリサーチパークと連携した、新た

な産業集積地を整備するための基礎調査を実施し、産

業振興を図る。

ｦ 2 24 7 26 3 12,182 12,182 9,745 2,437 3 3 (5) ｱ

②

沖縄アミークス周辺

環境整備事業

　大学院大学関連事業の一環として、教職員や学生等

の子弟が通学する沖縄アミークスインターナショナル

が平成23年4月に開学した。通学路となっている市道

の一部を改良し、安心・安全な通学・通勤環境の確保

を図る。

ｦ 1 24 9 25 3 58,801 58,801 47,040 11,761 3 3 (5) ｱ

10

うるま市国際人材育

成プロジェクト

　沖縄科学技術大学院大学、沖縄アミークスインター

ナショナルが近傍にある地理的優位性を活かし、国際

性豊かな地域振興を図るため、小中学校において外国

人英語助手を派遣し、英語教育を強化する。

ﾍ 10 24 8 34 3 10,320 10,320 8,255 2,065 3 5 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 73 -
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交付金交付額
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Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業
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類
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計

画

期
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Ａ
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交付対象外

経費

負担額

№

①

小学校外国人英語助

手派遣事業

　国際性豊かな地域振興に向け、国際的視野を持ち外

国語によるコミュニケーション能力を備えた人材育成

を図るため、小学校に外国人英語助手の派遣を実施す

る。

ﾍ 10 24 8 34 3 7,343 7,343 5,874 1,469 3 5 (4) ｱ

②

中学校外国人英語助

手派遣事業

　国際性豊かな地域振興に向け、国際的視野を持ち外

国語によるコミュニケーション能力を備えた人材育成

を図るため、中学校に外国人英語助手の派遣を実施す

る。

ﾍ 10 24 8 34 3 2,977 2,977 2,381 596 3 5 (4) ｱ

11

うるま市基礎学力向

上対策プロジェクト

　「生きる力」の基盤となる基礎学力の向上を図るた

め、小中学校における放課後学習のための支援員を配

置する。

ﾍ 10 24 8 34 3 34,823 34,823 27,857 6,966 3 5 (3) ｱ

①

小学校学力向上対策

推進事業

　小学校児童に対して、基礎学力の向上を図るため、

学習支援員を配置し学習支援を実施する。

ﾍ 10 24 9 34 3 17,578 17,578 14,062 3,516 3 5 (3) ｱ

②

中学校学力向上対策

推進事業

　中学校の生徒に対して、学習の基礎的・基本的な知

識・技能の確実な定着等を図るため、学習支援員を配

置し、学習支援を実施する。

ﾍ 10 24 9 34 3 9,251 9,251 7,400 1,851 3 5 (3) ｱ

③

島しょ地域小学校基

礎学力向上対策事業

　平成24年度より島しょ地域の小規模校の小中学校が

統合し、複式学級から単式学級での授業が可能になっ

た。基礎・基本の確実な定着を図るため、非常勤講師

を配置し児童の学習支援を実施する。

ﾍ 5 24 8 29 3 3,919 3,919 3,135 784 3 3 (11) ｲ

④

島しょ地域中学校基

礎学力向上対策事業

　平成24年度より島しょ地域の小規模校の小中学校が

統合し、複式学級から単式学級での授業が可能になっ

た。基礎・基本の確実な定着を図るため、非常勤講師

を配置し生徒の学習支援を実施する。

ﾍ 5 24 8 29 3 4,075 4,075 3,260 815 3 3 (11) ｲ

12

うるま市子ども健や

か安心プロジェクト

　親が安心して子どもを産み育てられる環境を構築す

るために、放課後における児童生徒の居場所である児

童館の整備を推進するほか、保育所におけるきめ細か

な育児支援などを実施し、子どもの健やかな発育を支

援する。

ﾇ 10 24 7 34 3 24,161 24,161 19,328 4,833 3 2 (2) ｲ

①

児童館建設事業（実

施設計業務等）

　地域の中で安心して子どもを生み育てることができ

る環境づくりを目指すために、児童館未整備地区にお

いて教育活動施設整備のための実施設計等の業務を実

施する。

ﾇ 2 24 7 26 3 17,971 17,971 14,376 3,595 3 2 (2) ｲ

②

気になる子巡回相談

事業

　公立・法人・認可外保育施設における「気になる

子」への保育の充実ときめ細かい対応を図るため、臨

床心理士・認定心理士・保健師等の専門指導員を配置

し、相談・支援を行う。

ﾇ 10 24 8 34 3 3,095 3,095 2,476 619 3 2 (2) ｲ

③

放課後児童クラブ支

援事業

　放課後児童クラブ運営の適正化や指導員の資質向上

を図るため、運営に関する専門員と保育に関する専門

員を担当課に配置し、市学童連絡協議会や学校などと

連携し、子育てネットワークの形成を図る。

ﾇ 5 24 9 29 3 3,095 3,095 2,476 619 3 2 (2) ｲ

13

うるま市児童生徒健

全育成プロジェクト

　不登校や問題を抱える児童生徒をサポートし、自ら

希望を持って学校生活を送れるよう促すために、学習

指導や職場体験を実施するほか、スクールソーシャル

ワーカーや相談員を配置し、青少年の健全育成を推進

する。

ﾇ 5 24 8 29 3 16,735 16,735 13,387 3,348 3 2 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 74 -
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期
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経費

負担額

№

①

問題を抱える子ども

達の自立支援員配置

事業

　問題を抱える児童生徒に対して未然防止、早期発

見、早期対応に取り組み、学校復帰や立ち直りに向け

た支援や指導を行う。また、学校の生徒指導係と連携

し、校内でのいじめ、暴力行為、授業は受けず徘徊し

ている生徒等への声かけや指導を行う。

ﾇ 5 24 8 29 3 1,284 1,284 1,027 257 3 2 (2) ｳ

②

中学校教育指導推進

事業

　教育分野に関する知識に加えて、社会福祉等の専門

的な知識や技術を有するスクールソーシャルワーカー

を活用し、問題を抱えた生徒に対し、当該生徒が置か

れた環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワー

クを活用したりするなど、多様な支援方法を用いて課

題解決への対応を図っていく。

ﾇ 5 24 8 29 3 4,572 4,572 3,657 915 3 2 (2) ｳ

③ 教育相談事業

　教育相談室に嘱託員を配置し、市内の幼稚園及び小

中学校の幼児児童生徒の不登校や教育上の問題や悩み

の相談に対応する。

ﾇ 5 24 8 29 3 6,784 6,784 5,427 1,357 3 2 (2) ｳ

④ 適応指導教室事業

　うるま市立小・中学校に在籍する心理的・情緒的要

因による不登校児童生徒に対して、個々の状態に応じ

た指導支援を行い、人間関係の改善を図るとともに、

自立心を高め社会性を身につけさせ、学校適応を促進

するため、適応指導教室を実施し支援する。

ﾇ 5 24 8 29 3 4,095 4,095 3,276 819 3 2 (2) ｳ

14

うるま市基地対策プロ

ジェクト

  米軍基地「ホワイトビーチ地区」は米軍原子力潜水

艦寄港地であり、原子力災害に備えた防災活動資機材

等を整備する。また、米軍航空機の騒音の実態を把握

するために騒音測定を実施し、米軍基地から派生する

諸課題を整理することにより、安全・安心な生活環境

の確保をめざす。

ｿ 1 24 8 25 3 56,107 56,107 44,885 11,222 3 2 (5) ｱ

①

原子力艦防災活動資

機材等整備事業

　ホワイトビーチ地区での事故等に備え、迅速な消防

警戒区域の設定や避難指示、避難誘導等が実施され、

市民および観光客の安全・安心の確保を図るととも

に、円滑な救急救助活動を実施できるよう原子力艦防

災活動資機材等を整備する。

ｿ 1 24 8 25 3 33,614 33,614 26,891 6,723 3 2 (5) ｱ

②

米軍航空機騒音実態

調査事業

　環境基準の類型指定エリア外の地域において、航空

機騒音を測定し、客観的なデータの集積を図ることに

より航空機騒音の実態を把握し、市民の安全・安心な

生活に寄与するため、航空機騒音測定に必要な機器を

等を整備する。

ｿ 1 24 9 25 3 22,493 22,493 17,994 4,499 3 2 (5) ｱ

15

うるま市防災基盤強

化推進プロジェクト

　安心安全な市土形成及び観光地づくりを図るため、

防災行政無線の子局増設、緊急避難道路の整備を実施

し、防災基盤を強化する。

ﾚ 4 24 8 28 3 53,638 53,638 42,909 10,729 3 2 (4) ｲ

①

緊急情報伝達施設機

能強化整備事業（中

城湾港新港地区）

　防災行政無線子局が設置されていない地区に、防災

情報や緊急情報を伝達するための防災行政無線子局を

整備し、迅速かつ円滑な避難活動ができる防災基盤を

整備する。

ﾚ 1 24 10 25 3 23,520 23,520 18,816 4,704 3 2 (4) ｲ

②

防災避難通路整備事

業

　当市は沖縄本島内の市町村で最も長い海岸線を有し

ており、低地帯地域に居住する市民や企業等、また多

くの観光客の安全・安心を確保するため、防災避難通

路を整備し、きめ細かな防災基盤を構築する。

ﾚ 4 24 12 28 3 12,996 12,996 10,396 2,600 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 75 -
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№

③

桃原地区（市道与那

城24号線）避難道路

整備事業

　当該道路は、桃原地区から高台へ避難する重要な道

路であるが、道路が未舗装のため、高台からの雨水等

で路面が侵食されていることから、舗装を行い、安全

な避難経路を確保する。

ﾚ 1 24 12 25 3 12,720 12,720 10,176 2,544 3 2 (4) ｲ

④

うるま市災害時通信

手段多重化整備事業

　大規模自然災害等の発生時に孤立するおそれのある

島しょ地域や津波災害時の低地帯における地域住民や

観光客等の生命と身体、財産を守るため、発災後、初

動の応急対策期（72時間(3日)）に迅速・円滑な活動

ができるような通信手段（戸別受信機の増設、衛星電

話の整備）の多重化を図る。

ﾚ 1 24 8 25 3 4,402 4,402 3,521 881 3 2 (4) ｲ

16 ①

沖縄戸籍等整備プロ

ジェクト

　沖縄戸籍の証明書等は、戦災で多くが消失しており

住民の記憶を基に申請した書類の劣化が激しく今後の

保存・活用に耐えられないため、沖縄関係戸籍（臨時

戸籍）を電子データ化する。

ｿ 1 24 12 25 3 28,665 28,665 22,932 5,733 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 76 -
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(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

1,567,903 1,439,206 1,150,000 289,206 128,697

1

災害に強い島づくり

事業

  災害に強い島づくりに向けて、災害時における市民

の安全確保と被災後の生活を支援するため、緊急物資

の備蓄や避難ルート周知、避難場所の整備等総合的な

防災対策事業を実施する。

ﾚ 4 24 10 28 3 34,753 34,753 27,802 6,951 3 2 (4) ｲ

① 緊急物資備蓄事業

　被災時の市民生活を支援するため、緊急物資の備蓄

を行う。

ﾚ 4 24 10 28 3 3,268 3,268 2,614 654 3 2 (4) ｲ

②

宮古島市防災マップ

製作事業

　災害時における市民の安全を確保するため、防災

マップを作成し、災害時における避難ルートや避難場

所等の周知を図る。

ﾚ 1 24 10 25 3 8,190 8,190 6,552 1,638 3 2 (4) ｲ

③ 海抜表示委託事業

　市民が居住地付近の標高を的確に把握し、災害時に

迅速に避難できるよう、海抜表示を市内各地区に設置

する。

ﾚ 1 24 10 25 3 1,260 1,260 1,008 252 3 2 (4) ｲ

④

与那覇地区防災セン

ター整備事業

　海沿いに面した海抜の低い与那覇地区に防災セン

ターを整備し、地域住民の災害時における避難場所を

確保する。

ﾚ 2 24 10 26 3 15,000 15,000 12,000 3,000 3 2 (4) ｲ

⑤

宮古島市標高分類

マップ製作事業

　災害時における市民の安全を確保するため、標高分

類マップを作成し、推定される津波到達区域や避難

ルート等を明らかにするとともに、市民への周知を図

る。

ﾚ 1 24 10 25 3 7,035 7,035 5,628 1,407 3 2 (4) ｲ

2

観光飛躍的発展推進

事業（観光拠点強化

事業）

　本市の観光振興に向けて、観光拠点となる施設の整

備や観光地の環境整備等を行い、観光受け入れ体制を

強化する。

ｲ 10 24 6 34 3 459,716 459,716 367,771 91,945 3 3 (2) ｳ

①

トゥリバー地区マ

リーナ整備事業

　観光交流拠点としての機能拡充を図り、多様な交流

を促進するため、平良港トゥリバー地区のマリーナを

整備する。

ｲ 1 24 12 25 3 41,187 41,187 32,949 8,238 3 3 (2) ｳ

②

スポーツ観光交流拠

点整備事業

　年間を通して、軽スポーツが楽しめ、地域の伝統文

化に親しむことができる全天候型のスポーツ・伝統文

化交流拠点施設を整備する。

ｲ 2 24 11 26 3 33,375 33,375 26,700 6,675 3 3 (2) ｱ

③

宮古島市公設市場青

空市サンルーフ設置

事業

　公設市場の活性化と集客施設としての機能を高める

ため、青空市にサンルーフを設置する。

ｲ 1 24 6 25 3 7,703 7,703 6,162 1,541 3 3 (2) ｳ

④

宮古島市公設市場屋

外階段設置事業

　公設市場の利便性を向上させ、集客施設としての機

能を高めるため、屋外階段を設置する。

ｲ 1 24 8 25 3 3,945 3,945 3,156 789 3 3 (2) ｳ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                     30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

1,150,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

1,150,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

宮古島市

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

1,150,000                              

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 77 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑤ 熱帯植物園再生事業

　熱帯植物園の集客機能を向上させるため、遊歩道の

設置と熱帯花木の植栽等を実施し、集客力のある施設

として再生を図る。

ｲ 1 24 12 25 3 2,847 2,847 2,277 570 3 3 (2) ｳ

⑥

宮古島市伝統工芸館

整備事業

　国の無形伝統文化財に指定されている「宮古上布」

の歴史が学べ、機（ハタ）を使っての織物体験ができ

る伝統工芸館を新たに整備する。

ｲ 2 24 9 26 3 220,000 220,000 176,000 44,000 3 1 (5) ｲ

⑦ 観光施設改修事業

　観光拠点施設である「ドイツ文化村」の改修工事を

実施する。

ｲ 1 24 11 25 3 46,000 46,000 36,800 9,200 3 3 (2) ｳ

⑧

伊良部島・下地島間

入江整備事業

　伊良部・下地島間の入江を観光資源として最大限に

活用するため、周辺水域の水質調査と、既存観光施設

の活用と合わせた水域一帯の整備に向けた基本計画を

策定する。

ｲ 4 24 10 28 3 4,700 4,700 3,760 940 3 3 (2) ｳ

⑨

伊良部大橋橋詰広場

地域振興施設整備事

業

　現在整備が進んでいる宮古島・伊良部島間を結ぶ伊

良部大橋の橋詰め広場に観光拠点となる地域振興施設

を整備する。

ｲ 2 24 10 26 3 14,670 14,670 11,736 2,934 3 3 (2) ｳ

⑩

伊良部地区観光地環

境整備事業

　観光地として多くの観光客が訪れている伊良部島・

下地島間の入江周辺にトイレ施設を整備する。

ｲ 1 24 10 25 3 25,000 25,000 20,000 5,000 3 3 (2) ｳ

⑪

渡口の浜観光地整備

事業

　観光地として多くの観光客が訪れている「渡口の

浜」に観光バスやレンタカーに対応した駐車場を整備

する。

ｲ 1 24 8 25 3 8,520 8,520 6,816 1,704 3 3 (2) ｳ

⑫

宮古島市neo歴史文

化ロード整備事業

　「宮古島らしさ」に特化した文化財を中心に伝説と

民話に彩られたロマンあふれる散策コースを整備し、

新たな観光資源として広く活用する。

ｲ 5 24 10 29 3 38,000 38,000 30,400 7,600 3 3 (2) ｳ

⑬

与那覇湾環境総合整

備事業

　ラムサール条約に登録された与那覇湾の利活用につ

いての総合的な整備計画を策定し、貴重な自然環境の

有効活用を図る。

ｲ 10 24 10 34 3 1,000 1,000 800 200 3 1 (1) ｲ

⑭

宮古島市スポーツマ

ネジメントプラン策

定事業

　スポーツを柱とした観光振興を推進するため、ス

ポーツコンベンションの推進、スポーツ関連ビジネス

の創出、スポーツ産業に係る人材育成、既存ストック

施設の有効活用及び整備計画について、調査・分析を

行い、取り組むべき最適な施策とその手法を明らかに

した総合的な整備計画を策定する。

ｲ 3 24 10 27 3 5,940 5,940 4,752 1,188 3 2 (1) ｲ

⑮

ハブクラゲネット設

置事業

　夏場のビーチ内で猛毒を持つハブクラゲが発生し、

海水浴客が刺される被害があることから、ハブクラゲ

防止ネットを設置し、海水浴客の安全を確保する。

ｲ 10 24 6 33 10 1,000 1,000 800 200 3 3 (2) ｳ

⑯ オニヒトデ駆除事業

　環境保全と観光客の安全性を確保するため、宮古島

周辺に生息するオニヒトデ駆除を実施する。

ｲ 3 24 10 27 3 5,329 5,329 4,263 1,066 3 1 (1) ｱ

⑰ 観光ガイド養成事業

　今後、増加することが予想される外国人旅行者に対

応して、観光ガイドを養成する。

ｲ 2 24 12 26 3 500 500 400 100 3 3 (2) ｴ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 78 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

3

観光飛躍的発展推進

事業（緑化美化景観

向上事業）

　本市の観光振興に向けて、観光アクセス道路や公園

等の緑化及び環境美化を推進するとともに、不法投棄

ごみの撤去や景観に配慮した取り組みを強化し、観光

リゾート地としてふさわしい花と緑あふれる美しい島

づくりを推進する。

ｲ 10 24 7 34 3 157,546 157,546 126,036 31,510 3 1 (6)

①

観光地アクセス道路

環境美化強化事業

　美しい島づくりを推進するため、観光地へのアクセ

ス道路の環境美化を図る。

ｲ 10 24 10 34 3 37,770 37,770 30,216 7,554 3 1 (6) ｲ

②

観光地公園環境美化

強化事業

　美しい島づくりを推進するため、観光地として利用

されている公園の環境美化を図る。

ｲ 10 24 7 34 3 4,870 4,870 3,896 974 3 1 (6) ｲ

③

大嶽城址公園環境整

備事業

　本市で最も高台に位置する大嶽城址公園内に花木を

植栽し、観光公園としての整備を図る。

ｲ 5 24 9 29 3 4,000 4,000 3,200 800 3 1 (6) ｲ

④

花と緑のあふれる島

づくり事業

　花と緑あふれる島づくりを推進するため、花木、苗

木等を安定的に供給できる施設を整備する。

ｲ 10 24 11 34 3 1,000 1,000 800 200 3 1 (2) ｲ

⑤

ごみの不法投棄撤去

事業

　本市は、県内でも不法投棄されたごみの量が最も多

く確認されており、美しい島づくりを推進するため、

不法投棄ゴミの一斉撤去を行う。

ｲ 1 24 11 25 3 30,800 30,800 24,640 6,160 3 1 (6) ｱ

⑥

宮古島市墓地基本計

画策定事業

　墓地利用の適正化を図るとともに、墓地需要の動向

を把握するなど墓地行政の総合的指針となる「宮古島

市墓地基本計画」を策定する。

ｲ 1 24 9 25 3 4,536 4,536 3,628 908 3 1 (6) ｱ

⑦

伊良部地区景観向上

事業

　伊良部地区の玄関口である佐良浜港に隣接する宮古

島市振興総合センターは、築34年が経過し、老朽化が

著しく危険であり、観光地としての景観も損ねている

ため、施設の撤去等周辺整備を行い、周辺住民の安

心・安全を確保するとともに、観光振興に資する跡地

利用を進め、沖縄らしい美しい景観を形成し、観光リ

ゾート地としてのまちづくりを推進する。

ｲ 3 24 10 27 3 74,570 74,570 59,656 14,914 3 1 (6) ｱ

4

観光飛躍的発展推進

事業（誘客促進イベ

ント強化事業）

　本市の観光振興に向けて、観光入域客数の増加を図

るため、誘客促進活動を強化する。

ｲ 10 24 6 34 3 172,165 74,855 59,882 14,973 97,310 3 3 (2) ｲ

①

誘客プロモーション

事業（ＭＴＶ）

　効果的な誘客を促進するため、アジア最大級を目標

とした新たな音楽イベントを開催するための取り組み

に対し、補助金を交付する。

ｲ 1 24 11 25 3 91,350 23,730 18,984 4,746 67,620 3 3 (2) ｲ

②

誘客プロモーション

事業（広告宣伝）

　県内外へ観光地としての情報を積極的に発信し、観

光入域客数50万人を達成するため、沖縄県内のモノ

レール及び県外の鉄道車輌等への広告宣伝活動を行

う。

ｲ 2 24 11 26 3 25,721 25,721 20,576 5,145 3 3 (2) ｲ

③

誘客プロモーション

事業（純と愛）

　効果的な誘客を促進するため、連続テレビ小説「純

と愛」を通して、宮古島市の魅力を広くＰＲするため

の取り組みに対し補助金を交付する。

ｲ 1 24 10 25 3 10,000 8,000 6,400 1,600 2,000 3 3 (2) ｲ

④ 観光WEB戦略事業

　効果的な誘客を促進するため、観光に特化したホー

ムページを新たに作成し、観光情報発信力を強化す

る。

ｲ 1 24 11 25 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (2) ｲ

⑤

観光振興事業補助金

（観光協会）

　観光協会の活動を支援し、観光振興を図るため、観

光協会に対し補助金を交付する。

ｲ 1 24 7 25 3 9,550 5,541 4,432 1,109 4,009 3 2 (1) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 79 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑥

南部忠平杯グラウン

ドゴルフ宮古島大会

補助金

　島外から多くの参加者が訪れる「南部忠平杯グラウ

ンドゴルフ宮古島大会」の開催を支援するため、補助

金を交付する。

ｲ 10 24 7 34 3 3,622 1,000 800 200 2,622 3 1 (2) ｲ

⑦

エコアイランド宮古

島マラソン大会補助

金

　島外から多くの参加者が訪れる「エコアイランド宮

古島マラソン大会」の開催を支援するため、補助金を

交付する。

ｲ 10 24 7 34 3 12,597 3,000 2,400 600 9,597 3 2 (1) ｲ

⑧

サニツ浜カーニバル

補助金

　夏期シーズンのイベントとして定着している「サニ

ツ浜カーニバル」の開催を支援するため、補助金を交

付する。

ｲ 10 24 6 34 3 1,861 1,254 1,003 251 607 3 3 (2) ｲ

⑨

宮古島100kmワイ

ドーマラソン大会補

助金

　島外から多くの参加者が訪れる「宮古島100kmワイ

ドーマラソン大会」の開催を支援するため、補助金を

交付する。

ｲ 10 24 11 34 3 12,464 1,609 1,287 322 10,855 3 2 (1) ｲ

5

エコアイランド宮古

島形成事業

　エコアイランド宮古島として、資源循環の仕組みと

地域経済の発展とを両立する社会システムを構築する

ため、電気自動車等のエコカーの普及、利便性の向上

を図るほか、島内のエコ関連施設について、観光資源

としての充実化を図る。また再生可能エネルギーを活

用した植物工場による自立型産業モデルの構築を図り

ながら、宮古島の基幹作物であるサトウキビの総合利

用に係る取り組みの事業化に向けた検証を進めるほ

か、再生可能エネルギーの普及拡大を図るため、市民

と連携した導入を行う。

ﾀ 5 24 8 29 3 324,927 323,927 259,141 64,786 1,000 3 1 (3) ｱ

①

エコアイランド宮古

島周遊エコツアー整

備事業

　本市のエコ関連施設において、観光客や市民等が設

備を見学できるＰＲ館の整備や島内の観光関連施設に

電気自動車の充電設備を整備することにより、電気自

動車の普及促進と観光振興を図る。

ﾀ 2 24 12 26 3 29,400 29,400 23,520 5,880 3 1 (3) ｱ

②

電気自動車充電設備

設置補助事業

　本市の観光利用される施設に電気自動車の充電設備

を設置する者に対し、設置に係る費用の一部を補助す

ることで、電気自動車の普及促進と利用者の利便性の

向上を図る。

ﾀ 2 24 8 26 3 2,000 1,000 800 200 1,000 3 1 (3) ｱ

③

市民連携型太陽光発

電整備事業

　電気的・敷地的に再生可能エネルギーの導入制約の

ある離島において、市民と連携して再生可能エネル

ギーの固定価格買取制度を活用した一般住宅等への太

陽光発電への持続可能な導入モデルを構築するととも

に、県の「沖縄スマートエネルギーアイランド基盤構

築事業」と連携して、来間島における再生可能エネル

ギー１００％自活の地域づくりを目指す。

ﾀ 2 24 10 26 3 218,150 218,150 174,520 43,630 3 1 (3) ｱ

④

運輸部門における低

炭素推進事業

　本市は、環境モデル都市として二酸化炭素の削減に

向けた取り組みを推進しており、エコカーを率先して

導入し、各種イベント等で活用することにより、二酸

化炭素の削減を図り、低炭素社会の実現を目指す。

ﾀ 1 24 12 25 3 21,000 21,000 16,800 4,200 3 1 (3) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 80 -



10_宮古島市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑤

農業産業化プラット

フォーム整備事業

　再生可能エネルギーを活用した植物工場を構築し、

安定・計画生産を実現することにより、生産、加工、

流通、小売及びエコアイランドのブランド化までを一

体とした新たな自立型産業モデルの構築を目指すとと

もに、人材育成や事業化支援を行うプラットフォーム

の構築に向けた各種調査等を実施する。

ﾀ 3 24 11 27 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 1 (3) ｱ

⑥

バイオエタノール高

効率製造・流通事業

　　本市のバイオエタノール製造施設を有効活用し、

県の事業と連携した以下の事業を実施することによ

り、基幹作物であるサトウキビのカスケード利用を通

じた循環型社会の構築及び沖縄産バイオエタノールを

活用した事業化を目指す。

○バイオエタノールの高効率製造事業

○バイオ燃料の流通安定化検証

○付加価値の高いバイオエタノールの用途開発等

ﾀ 5 24 11 29 3 44,377 44,377 35,501 8,876 3 1 (3) ｲ

6

農林水産業活性化事

業

　本市の経済を支える農業基盤の安定のため、基幹作

物であるさとうきびの安定生産を確保しながら、有機

質肥料の生産拡大による資源循環型農業を推進すると

ともに、６次産業化に向けた取り組みなど、農産物の

販路拡大に向けた取り組みを実施する。また、水産業

の生産性の向上に向けた取り組みを実施する。

ﾊ 5 24 9 29 3 287,316 271,724 217,292 54,432 15,592 5 3 (4) ｲ

① ヤソ防除事業

　さとうきびをヤソの被害から守るため、地上防除及

び航空防除を実施する。

ﾊ 5 24 9 29 3 22,300 22,300 17,840 4,460 5 3 (4) ｲ

②

さとうきび病害虫防

除用農薬購入補助事

業

　さとうきび病害虫の被害を防止することを目的に、

新たな農薬を用いた防除体系を確立し、生産性の向上

を図るため、生産農家を対象に農薬購入補助を行う。

ﾊ 2 24 11 26 3 77,962 62,370 49,896 12,474 15,592 5 3 (4) ｲ

③

甘藷（イモ）を活用

した６次産業化モデ

ル事業

　宮古島産甘藷（イモ）の生産体制を強化し、ブラン

ド化を図り、雇用を生み出す農業として確立するた

め、芋の生産に係る機械設備を導入する。

ﾊ 5 24 11 29 3 33,705 33,705 26,964 6,741 5 3 (4) ｲ

④

資源循環型農業推進

事業

　本市の資源リサイクルセンターでは、庭木や街路樹

等の剪定後に出る枝葉等を利用して有機質肥料を製造

しており、農地へ還元することにより、化学肥料の低

減や地下水の保全につなげている。年々剪定枝等、原

料の搬入が増加しているが、現在の機械設備では処理

能力が十分ではないため、処理能力のより高い機械設

備を導入するとともに、雨天時対策として、雨よけ屋

根を整備し、施設の機能強化を図る。

ﾊ 3 24 9 27 3 67,160 67,160 53,641 13,519 5 3 (4) ｲ

⑤

農産物加工施設導入

事業

　本市で生産される農産物の規格外商品を島内で加工

し、全国へ販売することで、販路拡大を図るととも

に、「宮古島産農産物」を広くPRする。

ﾊ 2 24 11 25 3 65,189 65,189 52,151 13,038 5 3 (4) ｲ

⑥

宮古島市海業セン

ター整備基本計画検

討調査事業

　宮古島地域の栽培漁業を行う海業センターの役割を

再検討し、今後の栽培漁業の方向性や可能性を探るこ

とを目的に、検討調査を実施する

ﾊ 1 24 11 25 3 21,000 21,000 16,800 4,200 5 3 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 81 -



10_宮古島市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

7 雇用促進事業

　本市の雇用促進に向けて、平成23年度に「地域雇用

創造実現事業」にて開発された「島シャツ」の商品化

に向けた取り組みを実施し、地域雇用の拡大を目指

す。

ﾎ 2 24 12 26 3 19,796 19,796 15,836 3,960 3 3 (1) ｳ

8

伝統工芸産業振興事

業

　本市の伝統工芸産業の振興に向けて、国の重要無形

文化財に指定されている「宮古上布」の生産・保存・

伝承を支援するため、織物事業協同組合に対し、補助

金を交付する。

ﾆ 5 24 11 29 3 11,080 10,000 8,000 2,000 1,080 3 1 (5) ｲ

9

「結いの島」推進事

業

　地域の子ども達に健全な遊びを与え、健康増進と情

操を豊かにすることを目的として児童館建設にかかる

設計業務を委託する。

ﾇ 1 24 11 25 3 10,571 10,571 8,456 2,115 3 2 (2) ｲ

10 人材育成強化事業

　本市の活性化には優れた人材の育成が必要であるこ

とから、個々の児童生徒に応じた支援を強化するとと

もに、離島の負担を軽減し、児童生徒のスポーツ活動

や学習機会の拡大に取り組む。また、児童生徒の豊か

な感性を育むため、演劇を活用した人材育成に取り組

む。

ﾍ 10 24 7 34 3 42,334 28,619 21,626 6,993 13,715 3 5 (2) ｱ

①

スクールソーシャル

ワーカー活用事業

　本市の児童生徒の個に応じた支援の充実に向けて、

スクールソーシャルワーカーを教育委員会に配置し、

学校からの要請に応じて、対象となる児童生徒宅を訪

問し、保護者との相談活動を通して、ニーズを把握

し、学校、関係機関、地域の協力者と連携・協働しな

がら、児童生徒の生活環境改善のための支援を行う。

ﾍ 10 24 8 34 3 4,677 4,677 3,741 936 3 5 (3) ｲ

②

問題行動等学習支援

者事業

　本市の不登校等の問題を抱えた児童生徒への適切な

指導・支援の取り組み強化に向けて、問題行動等学習

支援者を対象児童生徒の在籍する学校に配置する。

ﾍ 10 24 8 34 3 3,035 3,035 2,428 607 3 5 (3) ｲ

③

選手派遣補助金交付

事業

　本市の児童生徒のスポーツ、文化活動において、地

区選抜代表選手として、県大会や全国大会への派遣旅

費について補助を行う。

ﾍ 10 24 9 34 3 28,296 14,581 11,318 3,263 13,715 3 5 (2) ｱ

④

宮古島市こども劇団

設立事業

　こども劇団を設立し、演劇を通して児童生徒の人格

形成を図りながらコミュニケーション力を高め、社会

性を理解する力を育むと共に、オリジナル作品を発表

し、宮古島を表現することで、地域アイデンティ

ティーを共有し、地域の誇りを伝承する礎とする。

ﾍ 10 24 7 34 3 6,326 6,326 4,139 2,187 3 5 (1) ｱ

11 地下水保全事業

　地下水を唯一の淡水資源とする本市では、水道水源

の保全が社会の成立要件となっていることから、持続

的な社会を構築するため、地下水を保全する取り組み

を積極的に推進する。

ｿ 5 24 10 29 3 26,267 26,267 21,013 5,254 5 3 (4) ｴ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 82 -



10_宮古島市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

①

水道水源水質改善事

業

　本市の水道水源流域である白川田・東添道・福里

北・伊良部地下水流域内で農業を営む耕作者を対象に

地下水保全に関する緩効性肥料の重要性について、専

門家による啓発資料の作成と周知を図り、地下水の汚

染につながる速効性肥料の使用を抑制し、緩効性肥料

への転換を促すことで、地下水保全を推進する。

ｿ 5 24 10 29 3 2,000 2,000 1,600 400 5 3 (4) ｴ

②

水道水源流域保全調

査及び啓発事業

　本市の水道水源流域のうち、最も重要な白川田・東

添道地下水流域は、その北側において隣接する他の地

下水流域との境界が不明瞭であるので、電気探査・

ボーリング調査等を実施し、厳正な地下水保全を図る

べき地域を明らかにする。また、これにより地下水の

流域面積が明らかになり、そこでの地下水貯水量を正

確に推定するため、降水の何％が地下水になるのかを

明らかにするための蒸発散量調査も併せて行う。これ

らの流域保全調査が完了した後、水道水源保全地域で

あることを示し地下水保全を呼びかける啓発のための

表示版を設置する。

ｿ 3 24 10 27 3 24,267 24,267 19,413 4,854 5 3 (4) ｴ

12 文化振興事業

　本市特有の文化を保全しながら、観光資源としての活用

を図るため、博物館の機能を強化する。

ﾘ 5 24 9 29 3 21,432 21,432 17,145 4,287 3 1 (4) ｳ

① 博物館図録作成事業

　本市の博物館には、約８，０００点に及ぶ資料が収

蔵されており、資料の幅広い活用を図るため、収蔵資

料を整理し、データーベース化、デジタル化及び図録

を作成する。

ﾘ 5 24 9 29 3 3,582 3,582 2,865 717 3 1 (4) ｳ

②

博物館内設備改修事

業

　本市の歴史、文化、風習、自然等を映像コンテンツ

としてデジタル化し、来館者に対し最新の情報を提供

する。

ﾘ 1 24 9 25 3 17,850 17,850 14,280 3,570 3 1 (4) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 83 -



11_南城市

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

1,050,158 1,047,694 790,000 257,694 2,464

1

観光客等誘客促進・

受入体制強化事業

 本市の貴重な歴史文化遺産、長い歴史に育まれた独

特な地域資源と豊かな自然環境・景観を生かした観光

誘客及び受入体制整備を図るため、物産観光拠点の整

備、色彩豊かな花の植栽等の緑化活動、外国語を用い

た観光ガイドマップの作成、「斎場御嶽」周辺整備に

よる観光振興、「なんじょうハートプロジェクト」の

イベント開催、ＰＲグッズの製作、電動自転車散策ツ

アー、多言語標記サイン看板の作成、久高島の観光拠

点施設である宿泊交流館の機能強化等を実施する。

ｲ 3 24 7 27 3 576,473 576,473 420,173 156,300 3 3 (2)

①

観光物産拠点整備強

化事業

　魅力的な観光地づくりを図るため、Webサイトや各

種広報媒体等を活用した観光客への情報発信拠点及び

観光案内所を含めた、地域観光物産館を整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 294,201 294,201 194,493 99,708 3 3 (2) ｳ

②

市域景観形成強化事

業

　魅力的な観光地、まちづくりを形成するため、市域

内の道路・歩道のカラー舗装、コンクリート吹付等の

工法用いて、市道の景観形成を行う。また周辺の空き

スペース等には地域住民による色彩豊かな花の植栽等

の緑化活動を実施する。

ｲ 3 24 7 27 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (2) ｳ

　 ③

 "南城市の魅力発見

"観光ガイドマップ

作成事業

　本市は世界遺産「斎場御嶽」など県を代表する観光

施設を有し、年間を通じて国内外から多くの観光客が

訪れている。本市の魅力をＰＲするため、日本語のみ

ならず、外国語を用いた観光ガイドマップを作成す

る。

ｲ 1 24 7 25 3 2,415 2,415 1,932 483 3 3 (2) ｲ

④

 海外移住者子弟研

修・国際交流推進事

業

　本市と移住国との国際交流を推進するため、本市出

身の海外移住者子弟の研修生を受け入れ、本市の文

化・伝統・各種技術等の研修や研修生と市内小中学校

との交流授業等を行う。

ｶ 1 24 8 25 3 900 900 720 180 3 4 (1) ｱ

⑤

久高島離島宿泊交流

館施設整備事業

　夏場の高温時においても、島民と観光客等が快適に

交流できる環境を整備するため、久高島の観光拠点施

設である宿泊交流館に空調設備を整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 3,170 3,170 2,400 770 3 3 (2) ｳ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                     30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

790,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

790,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

南城市

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

790,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 84 -



11_南城市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

　 ⑥

世界遺産「斎場御

嶽」周辺整備事業

　魅力的な観光地づくりを図るため、世界遺産「斎場

御嶽」周辺一帯の散策道、手摺り等の整備及び用地購

入を行う。

ｲ 3 24 7 27 3 91,835 91,835 73,468 18,367 3 3 (2) ｳ

⑦

南城ウェルネス機能

拡張事業

　観光客等の誘客促進を図るため、観光資源を活用し

た心身の再生（ウェルネス）を柱とした観光プログラ

ムの実践及びNFCタグ等を活用した認証システム等を

構築する。

ｲ 1 24 7 25 3 18,622 18,622 14,897 3,725 3 3 (2) ｱ

⑧

第1次コミュニティ

ＦＭ放送施設整備事

業

　観光情報、市内のイベント情報、緊急時には災害情

報等を提供することを目的にコミュニティＦＭ放送に

必要な演奏所及び送信所の整備を行う。

ｲ 1 24 8 25 3 30,721 30,721 24,576 6,145 3 3 (2) ｳ

⑨

準天頂衛星実証実験

事業

　新たな観光誘客に繋げるため、「準天頂衛星観測セ

ンター」の本市への誘致及び準天頂衛星の活用につい

ての検証を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 3,835 3,835 3,068 767 3 3 (2) ｳ

⑩

デマンド交通導入検

討業務

　滞在型観光を推進するため、「デマンド交通システ

ム」を活用した検討業務を行い、実用化に向けた検証

を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 6,915 6,915 5,532 1,383 3 3 (2) ｳ

⑪

なんじょうハートプ

ロジェクト推進事業

　地域資源を生かした南城市のイメージアップを図る

ため、南城市の地形である「ハート」を一体的に捉え

たまちづくり・市キャラクター「なんじい」を活用し

たグッズ等による観光ＰＲ等を実施する。

ｲ 1 24 8 25 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (2) ｲ

⑫

なんじょう誘客対策

事業

　南城市滞在型の誘客を促進するため、本市の持つ豊

富なコンテンツ力に魅力あるストーリーを加え、地元

での宿泊（ホテル・民泊）をしながら｢なぞ解きの｣旅

行スケジュールを企画する。

ｲ 1 24 7 25 3 6,000 6,000 4,800 1,200 3 3 (2) ｲ

⑬

お新下り（聞得大君

即位式等）再現事業

　世界遺産「斎場御嶽」は沖縄観光のパワースポット

として多くの観光客に親しまれています。魅力的な観

光地づくりを促進するため、「お新下り」聞得大君の

即位式の一部再現を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 25,000 25,000 20,000 5,000 3 3 (2) ｱ

⑭

電動自転車による市

内観光活用事業

　本市は世界遺産「斎場御嶽」をはじめ、歴史文化遺

産が多いことから観光入域客も年々増加している。観

光地の環境負荷軽減など、自動車に頼らない観光地づ

くりを促進するため、レンタサイクル実証実験を行

う。

ｲ 1 24 7 25 3 15,000 15,000 12,000 3,000 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 85 -



11_南城市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑮

南城市地域特産品開

発及び販売促進計画

策定事業

　魅力ある観光特産品を提供するため、農水産品及び

工芸品等を活用した魅力ある特産品の研究開発を行

い、南城市特産品の需要及び販売ルート等の調査を行

う。

ｲ 1 24 8 25 3 30,000 30,000 24,000 6,000 3 3 (9) ｲ

⑯

南城ツーリズム「元

気を取り戻す旅」誘

客モニター事業

　本市の特徴を活かしたメンタルヘルス対応の社員研

修のモニターツアーを行い、体験滞在交流型観光を推

進する。

ｲ 2 24 10 26 3 7,000 7,000 5,600 1,400 3 3 (2) ｱ

⑰

尚巴志関連展開調査

事業

　観光客等の誘客を促進するため、琉球王国を興した

尚巴志に関連する事業展開の可能性やその戦略につい

ての調査研究を行い、尚巴志関連事業展開基本プラン

を確立する。

ｲ 2 24 10 26 3 5,460 5,460 4,368 1,092 3 3 (2) ｱ

⑱

スポーツツーリズム

推進事業

　観光客等の誘客促進及び青少年の健全育成を図るた

め、競技場の天然芝の良質な状態を保持するための管

理用機器を導入する。

ｲ 1 24 7 25 3 15,399 15,399 12,319 3,080 3 3 (2) ｱ

2 　

雇用促進・人材育成

事業

　企業誘致、雇用促進を図るため、求人・求職者を結

ぶ雇用サポートセンターの設置、市内全域（久高島を

除く）への超高速通信サービスの整備及び土地の有効

利活用を促進し、定住条件を整備する。

ﾎ 1 24 7 25 3 227,078 227,078 181,417 45,661 3 3 (10)

①

雇用サポートセン

ター就労支援事業

　新たな雇用の機会を創設するため、就労を希望する

市民を人材として登録し、人手不足に悩む農家や事業

所等に人材情報を提供する。

ﾎ 1 24 7 25 3 782 782 625 157 3 3 (10) ｱ

②

企業誘致・定住促進

環境整備事業

　雇用創出を実現し、定住促進及び地域振興を図るた

め、企業立地区域の環境整備を実施する。

ﾎ 1 24 8 25 3 21,546 21,546 16,992 4,554 5 3 (3) ｲ

③

南城市超高速通信

サービス整備事業

　南部圏域における情報通信関連産業の振興にあた

り、超高速通信サービス整備は必要不可欠である。

 企業誘致、雇用促進を図るため、市内全域（久高島

を除く）に超高速通信サービスを整備する。

ﾎ 1 24 8 25 3 204,750 204,750 163,800 40,950 3 3 (3) ｴ

3

平和発信プロジェク

ト事業

　第ニ次世界大戦で悲惨な地上戦の行われた南城市か

ら平和を発信するため、平和や命の大切さを考える機

会の創出に関する講演会やコンサート、他地域との交

流などの取組を実施する。

ｿ 5 24 7 29 3 981 981 758 223 3 4 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 86 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

①

平和発信プロジェク

ト事業

　戦後65年が経過し、沖縄戦の記憶が薄れていく中、

改めて市民一人ひとりが平和や命の大切さを考える機

会とするため、南城市独自の平和の日を制定し、講演

会、コンサート等を実施する。

ｿ 5 24 7 29 3 348 348 278 70 3 4 (2) ｳ

②

戦没者追悼慰霊祭事

業

　恒久平和の誓いを発信するため、本市では、合併前

の旧町村単位で、慰霊祭が行われている。近年は参加

する遺族の高齢化や月日の経過とともに小規模化しつ

つあるため、慰霊碑を１箇所に整理・統合し、市一円

の大規模な慰霊祭を実施する。

ｿ 1 24 7 25 3 633 633 480 153 3 4 (2) ｳ

4 　

農水産業活性化プロ

ジェクト事業

　県都那覇に近い地理的条件を生かした野菜、花卉、

果樹等の産地形成のための農道の機能強化等を図ると

ともに、空き施設を利用した野菜工場による生産性等

の実証実験及び漁港の施設改修を行い水産業の振興を

推進する。

　また、施設栽培の推進による災害に負けない農産物

の安定生産体制を構築する。

ﾊ 5 24 7 29 3 88,401 85,937 68,749 17,188 2,464 3 3 (7)

　 ①

さとうきび優良種苗

安定確保事業

　沖縄県の基幹作物であるさとうきびについては、平

成６年度からの品質取引制度の導入に伴い多収性品種

から高糖性品種への転換が推進されている。

　安定した農家所得の向上、さとうきびの生産向上を

図るため、優良品種作付けの普及を推進する。

ﾊ 5 24 8 29 3 3,750 3,750 3,000 750 3 3 (7) ｱ

②

農業生産体制強化事

業

　農業生産物の生産体制の強化を図るうえで、作物の

品質保持は欠かせない要素である。

　作物の粉塵による生育不良や日照量低下の解消、大

雨時の路盤の流出した後の凹凸による生産物の荷崩れ

を防止する為、既設の簡易農道にアスファルト舗装を

実施する。

ﾊ 1 24 8 25 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 3 (7) ｶ

③

蔬菜花卉園芸施設整

備事業

　農産物の安定生産、農家所得の向上を推進するた

め、施設栽培を奨励し、ビニールハウス導入経費を助

成する。

ﾊ 5 24 7 29 3 9,287 8,359 6,687 1,672 928 3 3 (7) ｶ

④

沖縄型野菜工場実証

試験事業

　低コスト化、低炭素社会実現を推進し、農業振興を

図るため、空き施設（公共施設）を利用して野菜工場

を作り、生産性、継続性等の実証実験を行う。

ﾊ 2 24 7 26 3 40,000 40,000 32,000 8,000 3 3 (7) キ

⑤

漁港巻上機・施設機

能強化事業

　水産業の振興を促進するため、巻き上げ機施設の機

能強化事業を実施する。

ﾊ 1 24 7 25 3 15,364 13,828 11,062 2,766 1,536 3 3 (7) ｶ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 87 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

5 　

防災安全基盤強化事

業

　災害が発生した場合の住民や観光客への安心安全を

確保するため、避難者の飲食品及び物資の備蓄や、防

災関連備品の貸し出し、備蓄品の提供を行う。

　また、住民や観光客への安心安全を確保するため、

なんじょう情報マップの作成及び、台風や大雨時の課

題となっている道路冠水や床上浸水を防止するため、

災害対策調査を実施する。

ﾚ 5 24 7 29 3 30,625 30,625 24,500 6,125 3 2 (4) ｲ

　 ①

地域防災対策強化事

業

　防災組織、地域防災リーダーの育成を図るため、地

域住民による防災活動を実施する。

　また、地域によって異なる災害を想定した避難訓

練、防災知識の普及啓発、防災資機材の整備を行う。

ﾚ 5 24 8 29 3 750 750 600 150 3 2 (4) ｲ

②

災害に強いまちづく

り推進事業

　安心・安全の確保及び災害に強いまちづくりの実現

を図るため、被災者の長期避難生活を想定した非常用

食料品、日用雑貨、備品等の整備を実施する。

ﾚ 1 24 7 25 3 1,500 1,500 1,200 300 3 2 (4) ｲ

③

台風・大雨浸水被害

対策事業

　災害に強いまちづくりの実現を図るため、地域の排

水路における雨水の流入・流出ルートを調査し、適切

な排水路整備を計画する。

ﾚ 3 24 8 27 3 18,375 18,375 14,700 3,675 3 2 (4) ｲ

④

人にやさしいなん

じょう情報マップ事

業

　災害が発生した場合の住民や観光客への安心安全を

確保するため、なんじょう情報マップを作成する。

ﾚ 1 24 7 25 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 2 (4) ｲ

6

環境未来都市形成事

業

　地球温暖化対策に向けて環境にやさしい南城市のま

ちづくりを推進するため、多くの市民や観光客等が利

用する公共施設等へ電気自動車充電ステーションを設

置する。

　また、本市においては毎年台風襲来により、停電に

見舞われる状況にあるため、太陽光を利用した照明シ

ステムや停電対応システムの構築及び鶏糞バイオマス

発電等実証実験や風力発電と太陽光発電を組み合わせ

たシステムを導入する。

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた

め、水質改変装置を設置した豚舎等の悪臭対策実証実

験や、生ごみ等を活用した循環型のエコリサイクル事

業を実施する。

ﾚ 3 24 7 27 3 110,702 110,702 81,789 28,913 3 1 (3)

①

電気自動車充電ス

テーション設置事業

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた

め、多くの市民や観光客等が利用する公共施設へ電気

自動車充電ステーションを設置する。

ﾚ 1 24 8 25 3 23,200 23,200 11,788 11,412 3 1 (3) ｲ

②

太陽光採光システム

普及事業（企業・一

般家庭）

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた

め、太陽光照明システムの一般家庭への普及を推進す

る。

ﾚ 3 24 8 27 3 30,000 30,000 24,000 6,000 3 1 (3) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 88 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

　 ③

太陽光採光システム

普及事業（公共施

設）

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた

め、自然エネルギー・再生可能エネルギーの普及拡

大、沖縄の豊かな太陽光を利用した照明システムを公

共施設へ導入する。

ﾚ 1 24 8 25 3 25,000 25,000 20,000 5,000 3 1 (3) ｲ

④

鶏糞バイオマス発電

導入調査事業

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた

め、鶏糞バイオマスを利用した発電を視野に入れ、更

なる利用方法等の導入調査事業を実施する。

ﾚ 1 24 8 25 3 6,300 6,300 5,040 1,260 3 1 (3) ｲ

⑤

風力・太陽光ハイブ

リッド発電導入調査

事業

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた

め、風力エネルギー及び太陽光エネルギーを組み合わ

せたシステムを普及させるための実証実験を実施す

る。

ﾚ 1 24 8 25 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 1 (3) ｲ

　 ⑥ 畜産悪臭対策事業

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた

め、市内３箇所の豚舎等で、水質改変装置を設置し、

臭気濃度と臭気指数及び畜産業に関連する特定悪臭物

質の成分現況調査・分析等のモニタリング調査を実施

する。

ﾚ 1 24 7 25 3 10,185 10,185 8,148 2,037 3 1 (1) ｲ

⑦

環境浄化エコリサイ

クル事業

　環境にやさしい南城市のまちづくりを推進するた

め、市内食品工場等から排出される生ごみを利用した

腐葉土の生産及び販売に取り組む。

ﾚ 1 24 8 25 3 6,017 6,017 4,813 1,204 3 1 (2) ｱ

7

心豊かな人材育成事

業

　学力の向上、学習環境の安全性・快適性の確保や、

体験学習等による心豊かな人材の育成を図るため、.

英語コーディネーターの配置、省エネ型空調施設の整

備及び稲作体験事業を実施する。

ﾍ 1 24 7 25 3 2,534 2,534 2,026 508 3 5 (3)

①

英語コーディネー

ター配置事業

　国際性豊な人材を育成するため、外国人や英会話能

力の優れた講師を教育委員会に配置し、英語教諭及び

ＡＬＴ等への授業改善や、小学校において英語の授業

を実施する。

ﾍ 1 24 8 25 3 1,158 1,158 926 232 3 5 (4) ｱ

②

小中学校学習教室空

調設備整備事業

　児童・生徒の感受性豊かな人格形成を図るため、夏

場においても、安全・快適な学習環境を保持できるよ

う空調設備を整備する。

ﾁ 1 24 8 25 3 581 581 464 117 3 5 (3) ｳ

　 ③

受水走水田園体験事

業

　将来を担う感受性豊かな児童の育成を図るため、沖

縄の稲の発祥地とされる受水走水において、体験学習

プログラムの一環として稲栽培を実施する。

ﾍ 1 24 7 25 3 795 795 636 159 3 5 (3) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 89 -



11_南城市

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

8

地域文化の継承と生

涯学習実践事業

　地域伝統文化の継承及び観光振興を図るため、南城

市文化センターを拠点に伝統芸能公演、短期音楽ス

クール等を実施する。

　また、本市は神の島久高島や世界遺産「斎場御

嶽」、国指定文化財「グスク等」の多くの歴史遺産、

琉球王朝時代から引き継がれた精神文化が今も数多く

残る地域である。

　これら貴重な文化遺産を後世に引き継ぐことを目的

になんじょう歴史文化保存継承事業を実施する。

ﾘ 5 24 7 29 3 13,364 13,364 10,588 2,776 3 1 (4)

①

文化のまちづくり実

行委員会支援事業

　地域伝統文化の継承及び観光振興を図るため、南城

市文化センターを拠点に芸能公演、夏休み短期音楽ス

クール、ボランティア育成事業等の各種公演、研修事

業を実施する。

ﾘ 1 24 7 25 3 5,129 5,129 4,000 1,129 3 1 (5) ｱ

②

なんじょう歴史文化

保存継承事業

　本市は神の島久高島や世界遺産「斎場御嶽」、国指

定文化財「グスク等」の多くの歴史遺産、琉球王朝時

代から引き継がれた精神文化が今も数多く残る地域で

ある。

これら貴重な文化遺産を後世に引き継ぐことを目的に

なんじょう歴史文化保存継承事業を実施する。

ﾘ 5 24 7 29 3 8,235 8,235 6,588 1,647 3 1 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 90 -



 12_国頭村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

453,156 450,013 360,000 90,013 3,143

1

国頭村誘客プロ

モーション推進

事業

　国頭村における観光振興に向けて、県内外にお

ける情報発信を強化するとともに、地域内の観光

資源を活かした観光メニューの開発、村民と観光

客との交流等を推進し、国頭村のリピーターの増

大を図る。

ｲ 5 24 9 29 3 23,376 23,376 18,700 4,676 5 3 (1) ｲ

①

やんばる地域情

報発信プロモー

ション委託事業

　国頭村の自然も人も大好きなリピーターを増や

し、観光の振興と地域の活性化を図るため、観光

情報発信媒体の作成や全国情報誌によるＰＲを実

施するとともに、地域内の観光資源を生かした観

光メニュー開発及び発信を行う。

ｲ 1 24 9 25 3 22,376 22,376 17,900 4,476 5 3 (1) ｲ

②

産業まつり誘客

推進事業

　産業まつりにおいて、観光客を含めた参加型の

イベントを開催し、村民と県内外の観光客との交

流の場を提供することにより、国頭村の魅力や認

知度の向上を図り、リピーターの増大につなげ

る。

ｲ 5 24 11 29 3 1,000 1,000 800 200 5 3 (1) ｲ

2

森林セラピー推

進事業

　森林セラピーに係るガイド育成システムの構築

や民間団体の受入体制の強化、薬草風呂等の体験

施設整備、癒し食メニューの商品化、セラピー

ロードの施設整備を実施し、一年を通して森林セ

ラピープログラムが体験出来る環境を整備する。

ｲ 3 24 9 27 3 125,026 124,653 99,720 24,933 373 5 3 (1) ｲ

①

森林セラピーガ

イド認定システ

ム等構築事業

　森林セラピー推進協議会との連携により、他地

域の森林セラピーガイド認定システムを調査し、

国頭村独自のガイドの認定・登録システムを構築

する。

ｲ 2 24 9 26 3 1,673 1,673 1,338 335 5 3 (1) ｲ

②

受入民間団体体

制強化事業

　森林セラピーの受入体制を充実するため、観光

客を受け入れる民間団体の組織化を図るととも

に、ガイド研修などの人材育成を実施し、組織体

制の強化を図る。

ｲ 3 24 9 27 3 3,868 3,868 3,094 774 5 3 (1) ｲ

事業

始期

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

振興計画

該当箇所

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

地方公共団体名

Ａ

国頭村

市町村分総額

360,000                                

　交付対象事業費

事業

終期

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

360,000 360,000

合計額  （①＋②）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 91 -



 12_国頭村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

振興計画

該当箇所

ＣＢ

備考

Ａ

　交付対象事業費

事業

終期

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

③

薬草風呂等体験

施設整備事業

　「薬草の宝庫」と呼ばれるやんばるの森の資源

を活かし、森林セラピーの体験メニューの充実を

図る基盤整備の一つとして、雄大な自然を望みな

がら薬草風呂や薬草スチームを満喫できる体験施

設を整備し、森林セラピーの誘客増加を図る。

ｲ 1 24 9 25 3 95,667 95,667 76,533 19,134 5 3 (1) ｲ

④

癒し食メニュー

開発及びモニ

ターツアー実施

事業

　森林セラピーの充実を図るため、「健康・長寿

おきなわ」の根源をなす地域食材と４つのセラ

ピーロードの特徴を活かした癒し食メニューを開

発するとともに、癒し食メニューを含んだモニ

ターツアーを実施する。

ｲ 3 24 9 27 3 4,385 4,012 3,209 803 373 5 3 (1) ｲ

⑤

セラピーロード

付帯施設整備事

業

　山中で展開される森林セラピーツアー客の利便

性向上を図るため、多言語の案内看板や説明版の

設置や水源や電源の無い山中でも設置可能なエコ

トイレなどの付帯施設を整備する。

ｲ 2 24 9 26 3 19,433 19,433 15,546 3,887 5 3 (1) ｲ

3

やんばる国頭村

木材活用「木

育」推進事業

　やんばる国頭村木材を活用した玩具、勉強机、

家具、内装材等を開発して、それらを活用した

「木育」活動を推進することにより、子供から大

人まで木に触れ合う機会を増やし、”木づかい

ファン”増加による国頭村木材の利用促進を図

る。

ﾊ 5 24 9 29 3 30,330 29,259 23,406 5,853 1,071 3 3 (7)

①

「木育」インス

トラクター・

「木育」マイス

ター養成講座事

業

　国頭村木材を活用した「木育」の推進に不可欠

な「木育」インストラクターや、木育玩具を製作

する「木育」マイスターを養成し、「木育」推進

体制の構築を図る。

ﾊ 5 24 9 29 3 1,712 1,712 1,369 343 3 3 (7) ｱ

②

ウッドスタート

推進事業

　やんばる国頭村木材を活かした、玩具、家具、

内装材などを開発し、それらを活用した「木育」

活動（木に対する親しみや木の文化への理解を深

めるために、木材の魅力やその利用の意義を学ぶ

活動）を推進し、子供から大人まで木に触れ合う

機会を増やすことにより“木づかいファン”を増

やし、国頭村木材の利用促進による林産業の活性

化を促す。

ﾊ 5 24 9 29 3 5,442 5,098 4,078 1,020 344 3 3 (7) ｱ

③

「木育」イベン

ト等出展ＰＲ事

業

　県内で開催される「木育」イベント等に参加

し、国頭村木材おもちゃの普及を図るとともに、

全国の木のおもちゃ職人が集結する“森の恵みの

子供博”へ出展し、国頭木材による木のおもちゃ

のＰＲや他地域の職人等と交流によるスキルアッ

プを図る。

ﾊ 5 24 11 29 3 1,210 1,089 871 218 121 3 3 (7) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 92 -



 12_国頭村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

振興計画

該当箇所

ＣＢ

備考

Ａ

　交付対象事業費

事業

終期

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

④

「森のおもちゃ

広場」等整備事

業

　命薬の森と呼ばれる国頭村の森の中に「森のお

もちゃ広場」を設置し、誰でも気軽に利用できる

おもちゃの空間を演出し、国頭村の木育の拠点と

して整備する。また、都市部での「木育」おも

ちゃ広場の要望に応えられるよう、移動おもちゃ

広場のキットを作成する。

ﾊ 5 24 10 29 3 21,966 21,360 17,088 4,272 606 3 3 (7) ｱ

4

国内外水族館

「観賞魚」の供

給体制構築事業

　亜熱帯地域の「観賞魚」を県外の水族館等に供

給できる体制づくりに取り組むとともに、国内外

への市場開拓に向けて、魚種等のニーズ調査を行

うことにより、村内水産業の新たなビジネス展開

を目指す。

　また、スムーズな物流供給体制を提供すること

で、ニーズに沿った対応が可能となるよう、物流

システムの確立に取り組む。

ﾊ 2 24 8 26 3 714 714 571 143 3 3 (7) ｲ

5

自然を活かした

観光の村づくり

事業

　国頭村の恵まれた自然環境と景観資源を保全

し、自然と共存する観光地づくりを推進するた

め、観光地周辺や観光アクセス道路の景観美化に

向けた取組や、河川敷などの空間の有効活用等を

図る多自然川づくりを推進する。

ｲ 5 24 9 29 3 76,137 76,137 60,909 15,228 3 3 (2)

①

多自然川づくり

事業

　中心市街地を流れる辺土名川を整備し、河川敷

などの空間の有効活用、治水安全度の向上等、河

川全体の自然環境を最大に活かした河川再生を図

るとともに、辺土名地区のまちづくりとリンクさ

せ、人を呼び込む魅力ある観光スポットにするこ

とで、地域の活性化を図る。

ｲ 5 24 9 29 3 18,992 18,992 15,193 3,799 3 1 (1) ｳ

②

魅力あるヤンバ

ル路づくり事業

　「魅力ある安心・安全な観光ルートづくり」に

向けて、観光地へアクセスする村道の景観美化を

集中的・重点的に実践する。

ｲ 5 24 12 29 3 45,400 45,400 36,320 9,080 3 3 (2) ｳ

③

緑の美ら島づく

り環境整備事業

森林セラピーや森林ツーリズムなど、森林の癒

しの効用や自然観察等を目的に訪れる観光客への

満足度を高めるため、観光地周辺や林道等にある

不法投棄、散乱ゴミの回収や雑草除去等を実施

し、快適な観光地として整備し、リピーター増加

を目指す。

ｲ 5 24 12 29 3 11,745 11,745 9,396 2,349 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 93 -



 12_国頭村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

振興計画

該当箇所

ＣＢ

備考

Ａ

　交付対象事業費

事業

終期

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

6

国頭村文化財観

光資源活用事業

　「義本王の墓」は、昭和58年3月に国頭村指定文

化財（建造物)に指定されたが、建造物の老朽化が

進んでいる。このため、墓遺構の詳細な平面・立

面・断面図を作成し、発掘調査を行い、重要な昔

の技術の記録保存を行うとともに、必要な個所に

ついて修復作業を行う。あわせて、「義本王の

墓」周辺には多くの文化財が存在していることか

ら、これらを国頭村の歴史・文化的観光コンテン

ツとして利用するための案内版等を設置し、住民

や観光客等に周知を行う。

ｲ 4 24 9 28 3 24,476 24,476 19,580 4,896 3 1 (5) ｱ

①

文化財観光資源

化事業

　国頭村指定文化財「義本王の墓」の観光資源化

のためその周辺踏査・文献調査等を行い、観光活

用の土台を作る。

ｲ 4 24 9 28 3 2,980 2,980 2,384 596 3 1 (5) ｱ

②

文化財観光振興

事業

　国頭村指定文化財「義本王の墓」の記録・修復

等を行い、そこから得られた情報をもって周知を

図るとともに観光活用の土台を強化する。

ｲ 4 24 9 28 3 17,537 17,537 14,029 3,508 3 1 (5) ｱ

③

文化財観光活用

事業

　文化財観光資源化事業及び文化財観光振興事業

によって得られた成果を基に、文化財説明版や案

内板の設置を行い国頭村観光コンテンツとして文

化財を活用する。

ｲ 4 24 9 28 3 3,959 3,959 3,167 792 3 1 (5) ｱ

7

観光地の安全・

安心促進事業

　県内有数の景勝地である比地大滝において、子

供からお年寄りまで安心して散策できるように、

遊歩道や吊り橋等の整備を行い、観光客等の快適

性や利便性の向上及び安全・安心の確保を図るこ

とで、集客増による地域の活性化を目指す。

ｲ 2 24 12 26 3 92,917 92,917 74,333 18,584 3 3 (2) ｳ

①

比地大滝吊り橋

点検改修事業

　比地大滝の吊り橋は、森林内及び河川沿いに設

置されており、木床板や金具等の腐食が年々拡大

していて危険な状況であることから、利用者の安

全確保を図るため全面的な点検調査を実施し危険

個所の改修を行う。

ｲ 1 24 12 25 3 38,675 38,675 30,940 7,735 3 3 (2) ｳ

②

比地大滝歩道改

修事業

　比地大滝遊歩道は起伏が激しく、階段歩道も多

いため利用頻度が減少傾向にある。このため、起

伏の激しい箇所については既存の階段歩道も残し

ながら迂回路を整備し、健常者以外の利用者でも

気軽に散策できるように整備する。あわせて、管

理用車両と特殊車両（運搬機）を購入し緊急時で

の対応と施設の安全管理の強化を図る。

ｲ 2 24 12 26 3 54,242 54,242 43,393 10,849 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 94 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目
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交付対象外

経費

負担額

№

8

やんばる「森林

業」創出プロ

ジェクト事業

　林産業の活力再生のため、林業関係者の若手従

事者で組織する「国頭村林業研究会」を主体に、

森の育む資源や機能を様々な面から活用する包括

的な森林管理事業「森林業」の創出に向けた調

査・研究及び試行施業を行い、日本国内で唯一の

亜熱帯の森で展開する資源循環型林業の方向性を

導き出し、村の林産業発展を目指す。

ﾊ 5 24 8 29 3 7,647 6,948 5,558 1,390 699 3 3 (7)

①

「森林業」研修

セミナー等実施

事業

　多種多様な森林資源を活用する「森林業」の可

能性を調査・研究すため、専門の講師を招き、研

修等を実施するとともに、林道の落葉を活用した

腐葉土や製材残差として残るバークを混ぜた培養

土開発を実施する。

ﾊ 3 24 8 27 3 3,072 2,765 2,212 553 307 3 3 (7) ｱ

②

有用樹木・有用

植物調査及び苗

木等開発事業

　幹だけでなく葉や香りなどを活用できる樹木

や、薬草、寄せ植え、食事の妻もの等に活用され

る植物などを調査し、苗木の栽培技術を確立す

る。

ﾊ 5 24 9 29 3 2,661 2,395 1,916 479 266 3 3 (7) ｱ

③

低炭素社会モデ

ル推進調査事業

　県外の山間部や林業地域で取り組まれている低

炭素社会モデルの調査研究を行い、国頭の森にお

ける低炭素社会モデルの実現可能性を検証する。

ﾊ 5 24 10 29 3 1,914 1,788 1,430 358 126 3 1 (3)

9

平張網掛施設整

備事業

　国頭村においては、露地栽培作物の柑橘類への

有害鳥獣等による被害が多く発生しており、農家

の生産意欲を低下させる要因となっている。この

ため、農家の園地平張網掛施設を整備し、ノグチ

ゲラ、ヒヨドリ、コウモリ等からの被害を防除す

る。

ﾊ 5 24 9 29 3 6,100 5,500 4,400 1,100 600 3 3 (7) ｱ

10

ヤンバルクイナ

の郷づくり構想

策定事業

　ヤンバルクイナが生息する自然と共生する安田

区及び東部地域の地域活性化を図るため、「ヤン

バルクイナの郷づくり構想」を策定し、ヤンバル

クイナモニュメント設置や自然散策路等の整備な

ど、観光産業と地域活性化が連動する各種事業を

展開することにより、「ヤンバルクイナの郷」と

しての地位確立を目指す。

ｲ 5 24 10 29 3 10,000 10,000 8,000 2,000 5 3 (1) ｲ

11

安全・安心で住

みよいむらづく

り

　エコツーリズム等で訪れる観光客の安全性を確

保するとともに、村民の生命を守るため、海抜

マップ及び海抜表示板の作成、村全域の防災計画

や集落毎の減災計画等の策定、避難場所・避難経

路など防災・減災施設の整備を実施し、自然環境

と共生しながら災害リスクを軽減する国頭村に適

した減災地域社会の形成を目指す。

ﾚ 5 24 11 29 3 18,668 18,668 14,933 3,735 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 95 -
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Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月
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№

①

海抜マップ及び

看板設置事業

　津波に対する危険性を村民及び観光客に認知し

てもらい、防災意識の向上を図るため、海抜高度

マップの作成及び海抜表示看板の設置を行う。

ﾚ 1 24 11 25 3 3,192 3,192 2,553 639 3 2 (4) ｲ

②

国頭村減災地域

社会形成事業

　地震・津波、風水害等の災害に対する村役場の

災害対応力と村域全体の防災力の向上を図るた

め、地域防災計画や災害時初動対応マニュアルを

策定するとともに、自助・共助支援のための観光

地域防災訓練や防災学習を実施する。

ﾚ 5 24 12 29 3 5,399 5,399 4,319 1,080 3 2 (4) ｲ

③

集落別減災地域

社会形成事業

　各集落の減災社会の形成のために各集落と調整

を行い、安全・安心な避難路や避難施設の整備を

行う。

ﾚ 5 24 12 29 3 10,077 10,077 8,061 2,016 3 2 (4) ｲ

12

観光地の施設整

備促進事業

　自然資源を利用する観光客やビーチ利用者等へ

のサービス向上を図るため、観光地内の老朽化し

た施設（公衆トイレ・シャワー等）を整備し、施

設利用者の利便性及び快適性の向上とリピーター

確保を目指す。

ｲ 2 24 12 26 3 1,192 1,192 953 239 3 3 (2) ｳ

13

教育施設環境整

備事業

　亜熱帯気候である沖縄においては、１年のうち

高温多湿の状況が長期的に及ぶことから、本村の

幼稚園（１園)、小学校（７校）、中学校（１校）

の夏場の暑さ対策として、空調設備の設置を実施

し、教育環境の改善を図る。

ﾁ 1 24 12 25 3 28,421 28,421 22,736 5,685 3 5 (3) ｳ

14

体験交流型観光

受入体制促進事

業

　国頭村の８４％を占め沖縄県の宝と言われる

“やんばるの森”を活かしたエコ・ツーリズムと

自然と深く結びついた地域の文化や暮しを体験す

るニューツーズムを展開するため、民泊受入体制

の強化を図るとともに、地域の資源（自然、農林

漁産物、文化、暮らし等）を継承しながら、それ

らを活かす活動拠点施設を整備することにより、

様々な世代及びニーズを持つ都市部住民と交流で

きる機会を創出する。

ｲ 5 24 12 29 3 8,152 7,752 6,201 1,551 400 3 3 (2) ｳ

①

体験型民泊受入

促進事業

　旅行業者・学校関係者・雑誌社へ国頭村民泊事

業のＰＲのためのモニターツアーを企画・実施

し、国頭村での民泊事業への誘客を図るととも

に、民泊事業者等を対象に講習会や先進地域との

交流視察研修等を実施し、民泊受入体制を強化す

る。

ｲ 3 24 12 27 3 3,994 3,594 2,875 719 400 3 3 (2) ｳ

②

地域資源継承・

交流拠点地域整

備事業

　国頭村与那地区において、グリーンツーリズム

やエコツーリズム、文化ツーリズム（海神祭や豊

年祭、田舎の暮らし等）等による観光客との交

流・体験活動を促進するマスタープランを策定す

るとともに、文化交流や体験活動の拠点となる施

設を整備する。

ｲ 5 24 12 29 3 4,158 4,158 3,326 832 3 2 (7) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 96 -



 13_大宜味村

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

326,851 325,002 260,000 65,002 1,849

1

大宜味村観光受入体制

強化促進事業

　北部への観光客が大宜味村まで足を運んでもらえるよ

う、観光周遊ルートの形成を図るとともに、地域特有の自

然等を活かしたエコツーリズム・グリーンツーリズム等の

観光プログラムの開発やガイド等の人材育成を行う。ま

た、大宜味村らしい景観づくりや観光拠点施設の整備、効

果的な情報発信等を実施することにより、交流人口の増大

及び地域活性化につなげる。

ｲ 5 24 7 29 3 311,542 309,693 247,753 61,940 1,849 5 3 (1) ｱ

①

大宜味村観光周遊ルー

ト形成整備事業

　大宜味村の特徴ある観光資源（自然・文化・歴史・祭・

文化財等）を連携させる観光周遊ルートや特産品の販売促

進施設を整備し、受入体制の強化による観光振興を図る。

ｲ 5 24 7 29 3 13,027 13,027 10,421 2,606 5 3 (1) ｱ

②

「長寿と癒しの森」整

備事業

　大宜味村の三大重点プロジェクトに位置付けている「長

寿と癒しの森」の整備に向けて、具体的な実施計画を作成

し、沖縄北部やんばる地域特有の自然等を生かした体験型

観光が実施できるよう環境整備を行う。

ｲ 5 24 7 29 3 6,510 6,510 5,208 1,302 5 3 (1) ｱ

③

大宜味村観光情報発信

整備事業

　村の観光資源などの情報をより効果的に広く発信するた

め、イメージキャラクターの作成、誘客イベントの開催、

観光サイトやＶＴＲによる情報発信等により大宜味村らし

い観光情報発信を展開し、誘客を促進する。

ｲ 5 24 7 29 3 7,504 5,655 4,524 1,131 1,849 5 3 (1) ｱ

④

エコツーリズム人材育

成事業

　村における人材（ガイド、指導者へ）の認定制度を設

け、北部やんばる地域の世界遺産登録に寄与できる体制整

備と大宜味（やんばる）らしいエコツーリズム実践のため

のガイド育成を図る。

ｲ 5 24 7 29 3 3,954 3,954 3,163 791 5 3 (1) ｱ

⑤

石灰岩の山資源調査・

活用促進事業

　大宜味村の中央部山地にある全国でも稀な石灰岩の山を

観光資源として活用するため、鍾乳洞、湧水、滝、自然資

源（生物・植物）等の調査を行う。あわせて、小水力発電

等による自然エネルギー活用の可能性も含めた新たな活用

方法について調査を行い、大宜味村の特性を活かした観光

事業につなげる。

ｲ 5 24 7 29 3 9,555 9,555 7,644 1,911 5 3 (1) ｱ

⑥ 結の浜公園整備事業

　産業振興と村の定住環境空間の拠点として位置付られた

公有水面埋立地「結の浜」を県民や観光客等が交流する拠

点公園として整備することにより、観光振興の受入体制を

強化する。

ｲ 5 24 7 29 3 262,510 262,510 210,008 52,502 5 3 (1) ｱ

(単位：千円）

合　　計

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

地方公共団体名 大宜味村

交付限度額 交付金交付額

市町村分総額 うち当該団体配分額 既計上額　① 追加額 ② 合計額  （①＋②）

                    30,280,175 260,000                                 260,000 260,000

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

年 月 年 月

Ｃ

振興計画

該当箇所 備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外

経費

Ｂ

負担額

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 97 -



 13_大宜味村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

事業

始期

事業

終期

　総事業費

年 月 年 月

Ｃ

振興計画

該当箇所 備考

Ａ

　交付対象事業費 交付対象外

経費

Ｂ

負担額

⑦

沖縄らしい風景づくり

推進事業

　大宜味村の地域性にあった景観づくりに向けて、景観法

に基づく景観計画の方針を明らかにし、大宜味村の地域に

あった魅力ある優れた景観形成のための事業を実施する。

ｲ 5 24 7 29 3 6,363 6,363 5,090 1,273 5 3 (1) ｱ

⑧

芭蕉布会館機能高度化

整備事業

　国の重要無形文化財である芭蕉布の継承発展及び観光客

への文化発信拠点として重要な施設である芭蕉布会館にお

いて、体験ブースの設置やバリアフリー化等の機能強化を

実施し、体験受入事業による施設利用者の増加を図る。

ｲ 1 24 7 25 3 2,119 2,119 1,695 424 5 3 (1) ｱ

2

仮戸籍申告書の電算化

事業

　沖縄県の戸籍の証明書等は、太平洋戦争下で多くが消失

しており、昭和２８年に琉球政府が設立した「戸籍整備

法」に基づいた戸籍の再製作業において、住民の記憶を基

に作製された書類となっており、作製から５８年が経ち劣

化が激しく、今後の保存活用に耐えられない。このため、

仮戸籍申告書の電子データ化及び管理システムの構築を図

る。

ｿ 1 24 7 25 3 15,309 15,309 12,247 3,062 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 98 -



 14_東村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

288,845 287,501 230,000 57,501 1,344

1

東村観光客受入体制

強化事業

　本村の豊かな自然を生かした観光産業を振興するた

め、公園施設や道路景観の美化・保全に取り組むほ

か、観光関連施設の駐車場整備等の受入基盤強化や観

光関連人材の育成、各種イベントの機能強化等、総合

的な取組みにより、魅力的な観光地づくりを促進す

る。

ｲ 1 24 8 25 3 19,434 19,434 15,547 3,887 3 3 (2)

①

東村ヒルギ公園等美

化保全計画策定事業

　観光地に相応しい公園施設の景観美化や長寿命化を

図ることによる施設の保全の為、公園美化保全計画を

策定する。

ｲ 1 24 9 25 2 12,075 12,075 9,660 2,415 3 3 (2) ｳ

②

東村特産品加工直売

施設整備事業

　観光客の増大に対応できるよう、東村特産品加工直

売施設（ｻﾝﾗｲｽﾞひがし）の駐車場を拡張整備する。

ｲ 1 24 12 25 3 3,509 3,509 2,807 702 3 3 (2) ｳ

③

東村産業祭り強化事

業

　村外からの誘客を促進するため、東村産業祭りの充

実を図り、パインアップルをはじめとする本村の特産

品及び産業など村の魅力のＰＲを行う。

ｲ 1 24 8 25 3 1,000 1,000 800 200 3 3 (2) ｲ

④

東村観光産業人材育

成事業

　村内の観光関連団体との連携のもと、新たな顧客を

掴むための東村観光（主に農家民泊）の営業や、新た

な体験メニューの創出等に必要なノウハウを実践的に

身につけることにより、観光産業の振興に資するコー

ディネーターを育成する。

ｲ 1 24 9 25 3 2,850 2,850 2,280 570 3 3 (2) ｴ

2

東村防災体制強化

事業

　避難所施設や主要観光施設へ発電機を整備し、台風

等に伴う停電時における施設の利用改善を図る。ま

た、小中学校や住宅地に近い高台に津波等の災害時に

対応できる避難所及び避難経路を整備する。

ﾚ 1 24 11 25 3 41,680 41,680 33,344 8,336 3 2 (4) ｲ

①

東村災害に強い観光

地づくり事業

　避難所として利用している各地域の集会所(6地域)

や村保健福祉センター、観光客が訪れる主要観光施設

等に発電機を整備し、台風等の災害時における避難施

設の利用改善を図る。

ﾚ 1 24 11 25 3 1,680 1,680 1,344 336 3 2 (4) ｲ

②

東村避難所公園整備

事業

 村立有銘小中学校は避難所として指定されている

が、海抜3．7ｍに位置し、大きな津波発生時の避難所

としては不十分であるため、背面高台周辺を大きな災

害時でも対応できる避難所として整備する。

ﾚ 1 24 12 25 3 40,000 40,000 32,000 8,000 3 2 (4) ｲ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費
負担額

交付限度額

№

230,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

230,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

東　村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

230,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 99 -



 14_東村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費
負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

3

東村農業生産基盤

整備事業

　村の主用作物であるパインアップルの鳥獣害対策

や、マンゴー栽培施設の台風対策を強化する事によ

り、農作物の生産振興を図る。

ﾊ 1 24 11 25 3 19,672 18,328 14,662 3,666 1,344 3 3 (7)

①

東村鳥獣被害防止対

策事業

　収穫前のパインアップルは、カラスなどの鳥獣類に

よる被害を受けやすいことから、平張りハウスに鳥獣

被害対策ネットを整備し、被害の減少を図る。

ﾊ 1 24 11 25 3 6,238 6,238 4,990 1,248 3 3 (7) ｱ

②

東村台風に強い農業

施設整備事業

　本村の主要作物の一つであるマンゴーは、台風によ

る被害を受けやすいことから、防風ネット等を整備

し、被害の軽減を図る。

ﾊ 1 24 11 25 3 13,434 12,090 9,672 2,418 1,344 3 3 (7) ｶ

4

東村クリーンエネル

ギー推進事業

　本村の豊かな自然資源を利用したクリーンエネル

ギーの普及による環境に優しいエコな村づくりを推進

するため、村内の公共施設に太陽光ﾊﾟﾈﾙを設置し太陽

光発電を整備するとともに、浄水場の流水を利用し水

力発電を整備する。

ﾚ 2 24 12 26 3 208,059 208,059 166,447 41,612 3 1 (3) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 100 -



15_今帰仁村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

427,917 426,776 330,000 96,776 1,141

1 ①

今帰仁村健康長寿体

験滞在型観光の促進

事業

　沖縄県第２の長寿村である今帰仁村は、「ヘルス

ツーリズム」を推進し、民泊事業等による観光の振興

を図ることとしている。

　本事業では、住民へのアンケートや会議を通し長寿

の秘訣を探り、健康長寿基本システムを構築すること

で、体験滞在型観光を促進する。

ｲ 3 24 9 27 3 7,233 7,183 5,746 1,437 50 3 2 (1) ｱ

2

今帰仁村こども教育

充実事業

　教育立村を標榜する本村は、学力向上対策に力を注

ぎ、行政・学校・家庭・地域が一丸となり取り組んで

いる。

　電子教科書等の整備、演奏活動支援、生徒の交流活

動などを実施することにより教育環境づくりを推進す

る。

ﾁ 10 24 8 34 3 43,236 42,864 34,290 8,574 372 3 5 (3) ｱ

①

指導用情報機器購入

事業

　教職員指導用ノートパソコン、タッチパネル等を導

入し電子教科書を活用した学習が可能となり児童・生

徒の学習意欲の向上を図る。

ﾁ 1 24 10 25 1 22,740 22,740 18,192 4,548 3 5 (3) ｱ

②

学習指導要領に準拠

した改訂版の副読本

の作成事業

　学習指導要領に準拠した副読本を作成することによ

り、小学校３・４年生の社会科の学習で郷土について

の幅広い知識を身につけることができる。

ﾁ 1 24 8 25 3 2,608 2,608 2,086 522 3 5 (1) ｱ

③ 吹奏楽楽器購入事業

　吹奏楽に必要な楽器を整備することにより、村内の

祭りやスポーツイベント、式典などの多様な場面にお

いて、演奏活動を行うことが可能となり、今帰仁村の

教育・文化・観光産業に寄与する。

ﾁ 1 24 11 25 3 7,523 7,523 6,018 1,505 3 5 (1) ｱ

④ 人材育成事業

　小学生を対象に、山形県酒田市と将来の指導者育成

の為、交流事業を行う。南国沖縄県にとって、本州の

北に位置する東北地方はまさに「異文化」であり、異

なる環境で生活している同年代との交流は子供達の視

野の広がりと将来に向けて刺激を与えることができ

る。

ﾁ 10 24 9 34 1 7,465 7,093 5,674 1,419 372 3 5 (3) ｲ

⑤

東ティモールと本村

児童の交流推進事業

　東ティモールの児童を招聘し、本村4小学校との交

流で国際感覚を育成し、今後村としても人道的支援や

姉妹校締結を目指し、交流を通して本村児童の人間性

の育成や国際貢献できる人材の育成を図る。

ﾁ 10 24 11 34 3 1,400 1,400 1,120 280 3 5 (4) ｱ

⑥ 芸術家招聘事業

　本村の小学校校歌の作詞者親族であるソプラノ歌手

（講師）を村内の各学校に招聘し、コンサートと東

ティモール支援に係る講演会を実施する事によって、

本村児童と東ティモールの児童との交流を図る。

ﾁ 4 24 12 28 3 725 725 580 145 3 5 (1) ｱ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

今帰仁村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

330,000                                 

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

330,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

330,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 101 -



15_今帰仁村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑦

未来を担う人材育成

事業

　国公立大学進学に特化した大学進学講座を実施し、

進学実績の向上と地域に根差した特色ある学校づくり

の観点から地域教育資源を活用し学力向上と地域の活

性化を目指す。

ﾁ 10 24 11 34 3 775 775 620 155 3 5 (3) ｳ

3

今帰仁村観光客受入

強化事業

　「体験滞在観光を促進する」「着地型・周遊観光を

実践する」を基本方針として、観光振興を強化する。

そのために、道路・駐車場の舗装や歩道の美化、拠点

施設の機能強化を図り、また組踊などイベントを開催

するほか、景観計画、ガイドブックなどを整備する。

ｲ 10 24 8 34 3 341,165 340,446 260,938 79,508 719 3 3 (2) ｳ

① 景観形成強化事業

　村が管理する道路の舗装、粉塵防止、防護柵等を整

備し、歩行者が安全で歩きやすい歩行空間を確保する

ことで、集落の深部への観光客受入れ体制を整える。

ｲ 5 24 8 29 3 77,061 77,061 61,648 15,413 3 3 (2) ｳ

②

環境保全美化推進事

業

　本村の観光拠点となっている今帰仁城跡や観光地及

び観光ルートの美化を実施し、観光客受入体制を整え

る。

ｲ 10 24 8 34 3 28,333 28,333 22,666 5,667 3 3 (2) ｳ

③ 風景づくり推進事業

　今帰仁村らしい景観を保全・継承し、さらに発展さ

せていく景観計画の策定、その実施に向けた推進体制

を行政・住民・事業者で構築して、地域振興にも寄与

する景観計画を策定する。

ｲ 1 24 8 25 3 3,850 3,850 3,080 770 3 1 (6) ｱ

④ 観光力基盤強化事業

　今帰仁村の観光地としての認知度アップを図るた

め、「現代版組踊　北山の風」などのイベントを実施

する。また、今帰仁村総合運動公園を高校駅伝やハー

フマラソンの拠点とすることで、民泊事業の導入拡大

を図り、村観光協会と連携し、観光関連産業の活性化

につなげる。

ｲ 10 24 10 34 3 31,514 31,514 25,211 6,303 3 3 (2) ｱ

⑤ 観光地安全強化事業

　主要観光地である世界遺産今帰仁城跡を訪れる観光

客の安全の確保を図るため、イベント時に、車両の誘

導及び駐車場、横断歩道等に交通整理員を配置する。

ｲ 10 24 12 34 1 5,543 5,543 4,434 1,109 3 3 (2) ｳ

⑥

今帰仁村総合運動公

園施設機能強化事業

　「スポーツ交流むら」は天然芝グラウンド、温水

プール、クラブハウスなどが集積され、各種大会、合

宿、キャンプ地として高い評価を受けている。しかし

ながら、夜間照明の改善による夜間トレーニングへの

対応や、故障者のコンディショニングへの対応、駐車

場等の整備などの課題を抱えており、課題解決のため

の機能強化を推進する。

ｲ 5 24 12 29 3 15,500 15,500 12,400 3,100 3 2 (1) ｲ

⑦

バンガロー機能強化

整備事業

　今帰仁村森林公園のバンガロー・キャンプ場宿泊施

設の機能強化を図り、観光客・村民の観光拠点施設と

しての基盤強化を図る。

ｲ 2 24 8 26 3 5,013 4,294 3,435 859 719 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 102 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑧

観光拠点整備強化事

業

　今年度建設予定のワルミ大橋活性化施設（仮称）の

建築に伴う駐車場整備の用地取得と備品を購入し、太

陽光システムを導入するとともに、観光案内板を設置

し、北部観光資源を結ぶ周遊ルートの拠点化を図る。

ｲ 1 24 9 25 3 55,553 55,553 44,442 11,111 3 3 (2) ｳ

⑨

今帰仁城跡周辺環境

整備事業

　世界遺産今帰仁城跡をはじめ、国指定文化財及び県

指定文化財を保有する重要な地域に位置する今泊港川

の整備をすることにより、河川敷などの空間を有効活

用、治水安全度の向上を図り、また、城跡さくら祭り

のさくらを植栽し、緑化や美化を地域ぐるみで推進

し、観光客受入体制を強化する。

ｲ 4 24 10 28 3 14,200 14,200 11,360 2,840 3 3 (2) ｳ

⑩

今帰仁の駅「そー

れ」機能強化整備事

業

　今帰仁の駅「そーれ」は、村の特産物販売施設であ

る。本部町の美ら海水族館や世界遺産の今帰仁城跡、

古宇利島への本部半島周遊観光ルート上で今帰仁村の

中心地に位置している。観光客増加に対応するために

トイレを新設整備し観光拠点施設として基盤強化を図

る。

ｲ 1 24 12 25 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 3 (2) ｳ

⑪

古宇利ふれあい広場

機能強化整備事業

　平成１７年２月古宇利大橋開通、平成２２年１２月

ワルミ大橋開通により古宇利島への来島者が大幅に増

加した。近年の観光客増加に対応するためにトイレを

新設整備し観光拠点施設として基盤強化を図る。

ｲ 1 24 12 25 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 3 (2) ｳ

⑫

体験滞在観光促進事

業

　村営グラウンド及び、兼次小学校敷地内に照明施

設、屋外トイレを新設整備し、体験提供施設として利

用することで、郷土芸能であるエイサー等沖縄文化の

発展・継承を促進しながら、民泊事業を促進する。

ｲ 1 24 10 25 3 27,273 27,273 21,818 5,455 3 3 (2) ｳ

⑬

観光ガイドブック作

成事業

　観光客等に村施設の情報提供を行うため、観光ガイ

ドブックを作成し本村の魅力を発信する。

ｲ 1 24 11 25 3 2,000 2,000 1,600 400 3 3 (2) ｲ

⑭

今帰仁城跡駐車場安

全強化事業

　世界遺産今帰仁城跡の駐車場をアスファルト舗装

し、区画線及び安全対策をする事で利用者の安全性と

快適性の向上を図る。

ｲ 1 24 12 25 3 25,725 25,725 9,164 16,561 3 3 (2) ｳ

⑮

民泊・体験型観光受

け入れ基盤整備調査

事業

　民泊・体験型観光の運用体制構築・基盤整備のため

の基本調査を実施する。

ｲ 1 24 12 25 3 5,600 5,600 4,480 1,120 3 3 (2) ｳ

⑯

今帰仁城跡多言語

リーフレット作成事

業

　世界遺産今帰仁城跡は年間を通じて国内外から多く

の観光客が訪れている。そのため日本語のみならず多

言語リーフレットを作成し城跡の魅力を発信する。

ｲ 1 25 1 25 3 4,000 4,000 3,200 800 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 103 -



15_今帰仁村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

4

今帰仁村定住条件充

実事業

　戦争で焼失した戸籍を再編した、いわゆる福岡戸籍

を電算化し、公共サービスの改善を図る。また、防災

計画を策定することにより、安全・安心な地域づくり

を推進することにより、村の定住条件の充実を図る。

ｿ 1 24 11 25 3 35,283 35,283 28,226 7,057 3 2 (4)

①

沖縄関係戸籍の電算

化事業

　沖縄関係戸籍は、現在でも戸籍訂正の基礎資料とし

て重要な役割を果たしているが、紙媒体による保存で

あるため劣化が著しい。安定的かつ継続的な沖縄関係

戸籍に係る住民サービスを確保するため沖縄関係戸籍

を電算化する。

ｿ 1 24 11 25 3 31,283 31,283 25,026 6,257 3 2 (5) ｲ

②

地域防災計画策定事

業

　地域住民の安心・安全の確保のため地域防災計画の

見直しを行う。

ﾚ 1 24 12 25 3 4,000 4,000 3,200 800 3 2 (4) ｲ

5 ①

今帰仁村南米移住者

子弟研修生受入事業

　南米諸国の村出身の海外移住者子孫（２世・３世）

を研修生として受け入れ、村の歴史・文化（伝統芸

能・三味線・エイサー・ウチナー口）等の体験を通し

国際交流の促進を図り、南米諸国との架け橋となる人

材を育成する。

ｶ 10 24 10 34 3 1,000 1,000 800 200 3 4 (1) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 104 -



 16_本部町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

535,805 512,803 410,000 102,803 23,002

1

本部町観光拠点形成

事業

　平成14年の美ら海水族館の開館を機に、多くの観光

客が訪れる本部町。いまや年間約350万人の来場者が

海洋博記念公園に足を運んでいる。「太陽と海と緑・

観光文化のまち」を掲げている本町として、観光資源

を今一度見直し、また新たな観光の拠点となる資源を

開発することで、着地型観光としての商品化を図り、

多くのお客様に対して満足していただける観光のまち

づくりを目指す。

ｲ 5 24 7 29 3 184,317 184,317 147,451 36,866 3 3 (2) ｳ

①

花いっぱい運動の推

進事業

　一年を通して花いっぱいのまちづくりを推進するた

めに、町内の各種団体と連携して国道及び県道沿いに

プランターの設置や花の植え付けを行う。また、「本

部町まちぐるみ花いっぱい推進協議会（仮称）」を設

立し、花いっぱいのまちづくりを推進する。

ｲ 5 24 7 29 3 18,000 18,000 14,400 3,600 3 3 (2) ｳ

②

八重岳及び町有公園

の美化推進事業

　町有公園等の観光施設には多くの木々や花が植えら

れているが、亜熱帯気候地域に位置する沖縄（本部

町）は、適切な管理を行わなければ雑草の繁茂が早

く、花が見えなくなる現状である。魅力ある観光地づ

くりを推進し、観光施設の整備を図るためにも、景観

美化等を実施する。

ｲ 5 24 10 29 3 12,474 12,474 9,977 2,497 3 3 (2) ｳ

③

観光アクセスロード

整備事業

　本町を訪れる観光客は散策を楽しむ傾向があるが、

町内にある観光文化施設へのアクセスロードは老朽化

が進み歩行者にとって危険な道路となっている箇所が

多くあるため、観光客の安全や観光イメージを損なわ

ないためにも、アクセスロードの整備を実施する。

ｲ 2 24 11 26 3 38,000 38,000 30,400 7,600 3 3 (2) ｳ

④

周遊観光実証調査事

業

　観光客に認知されていない本部町内の穴場的スポッ

トを、観光コース化するとともに、観光ガイドや体験

ツアー補助を行う人材を育成する。

ｲ 5 24 10 29 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (2) ｳ

⑤

もとぶ港まち活性化

事業

　平成24年5月に整備された渡久地港プロムナード

は、近くに町営市場や飲食店などが多数ある町中心地

域であり、本スペースの有効的な活用と新たな観光ス

ポットを形成するため、商工会や観光協会と連携し

『もとぶ夜市』を開催し、観光客の誘客を図る。

ｲ 2 24 8 26 3 18,500 18,500 14,800 3,700 3 3 (2) ｲ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

本部町

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

410,000                                 

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

410,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

410,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 105 -



 16_本部町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑥

外国人対応観光人材

育成事業

　近年、外国からの観光客が増加してきており、外国

人インバウンドを促進するためにもホテルや飲食店、

土産物店などの観光業や商工業従事者などの関係者に

対し、語学や郷土文化の研修等を実施し、外国人サー

ビス向上を図る。

ｲ 5 24 10 29 3 1,000 1,000 800 200 3 3 (2) ｴ

⑦

観光施設設備整備事

業

　高齢化社会を迎える中で、観光に訪れるお客様も、

お年寄りの団体観光が増えてきており、高齢者に配慮

した環境整備が急務である。町内における観光施設の

公衆トイレの殆どが高齢者にとっては、利用しにくい

和式となっている。町内にある観光施設の公衆トイレ

等を和式から洋式へ整備し、高齢者にやさしいトイレ

環境を整備する。

ｲ 2 24 9 26 3 18,200 18,200 14,560 3,640 3 3 (2) ｳ

⑧ 市場駐車場整備事業

　町営市場の慢性的な駐車場不足の解消のため、市場

駐車場を整備し、観光客等の利便性を向上させる。ま

た、空き店舗への起業者斡旋を実施し、集客力の増大

を図り、観光の振興につなげる。

ｲ 1 24 9 25 3 28,054 28,054 22,443 5,611 3 3 (2) ｳ

⑨

本部半島ジオパーク

推進事業

　平成25年度に日本ジオパークに認定されることを目

標に、本部半島のジオサイト（地球科学を中心とした

自然・文化的みどころ）調査、住民理解の促進、ジオ

ツアーの企画・実施、ホームページの作成、解説板の

整備等を行う。

ｲ 5 24 7 29 3 8,400 8,400 6,720 1,680 3 3 (2) ｱ

⑩

自然体験研修施設整

備事業

　旧健堅分校施設を有効活用するために、町内の海・

山を利用した自然体験施設を整備し、本町の児童生徒

をはじめ、修学旅行等で本町を訪れる児童生徒にも施

設を活用して自然体験を提供し、児童生徒の情操の教

育と、観光振興にも繋げる。

ｲ 3 24 11 27 3 4,500 4,500 3,600 900 3 3 (2) ｳ

⑪

スポーツツーリズム

環境整備事業

　本部町運動公園は、プロサッカーチームや実業団陸

上部等の合宿施設及び競技会場として利用されている

が、設備環境が不十分なこともあり、今後も安定した

合宿や公認競技等の誘致のために、公認競技場の認定

取得及びプロスポーツ等の練習施設としての環境整備

を行い、スポーツツーリズムを通して観光振興に繋げ

る。

ｲ 1 24 7 25 3 27,189 27,189 21,751 5,438 3 3 (2) ｱ

2

本部町亜熱帯農業生

産体制強化事業

　農業生産の拡大を図るため、農業用機械を整備し、

生産基盤の強化を図る。また、台風などの自然災害に

強い農業生産施設の整備や鳥獣被害対策を図り営農活

動の安定化を図る。

　中山間部においては、バイオマス資源を豊富に有し

ており、総合的利活用システムを確立する。

　その他、農作物の集出荷体制を整備し、村内ホテル

や飲食店等へ定期・定量出荷をすることにより「自産

自消推進モデル」を構築する。

ﾊ 5 24 9 29 3 219,942 199,640 159,712 39,928 20,302 3 3 (7) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 106 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

①

本部町キク拠点産地

強化事業

　本町の拠点産地である輪菊については、産地拡大の

課題となっている収穫労働の省力化を図るため、花卉

選別機の整備により産地基盤の強化を図る。

ﾊ 1 24 10 25 3 49,000 44,100 35,280 8,820 4,900 3 3 (7) ｱ

②

園芸農業防災施設整

備事業

　沖縄県は台風が多々発生し、農産業に大きな被害を

与えるため、台風などの自然災害に強い農業生産施設

（ビニールハウス）の整備を図り、台風時の農業生産

物被害の軽減や生産農家が年間を通して計画的な生

産・販売を行える環境を整備する。

ﾊ 1 24 10 25 3 33,600 30,240 24,192 6,048 3,360 3 3 (7) ｱ

③

本部町有害鳥獣駆除

対策事業

　近年、果樹類については、カラス・ヒヨドリ等によ

る鳥獣被害が増大しており、生産農家の生産意欲が低

下している。このため、鳥獣被害対策が非常に重要な

課題となっており、その対策を実施する。

ﾊ 5 24 9 29 3 5,600 5,600 4,480 1,120 3 3 (7) ｱ

④

亜熱帯バイオマス有

効活用事業

　本町は、中山間部が多く、周年温暖であるため、草

木・木材等の植物系および水産加工を主体とした動物

系等バイオマス資源を豊富に有している。バイオマス

資源のストックヤードの整備を図ることにより、現在

焼却処分等で対応している植物系・動物系等各種バイ

オマス資源の総合的利活用システムを確立する。

ﾊ 1 24 10 25 3 119,692 108,000 86,400 21,600 11,692 3 1 (2) ｱ

⑤

水納島産業創出支援

事業

　本町の唯一の離島である水納島は、夏期は観光、冬

期は農業が中心となっている。冬期に生産される野菜

は高品質で消費者ニーズも非常に高い、水納島の農業

振興により島民の農業所得を図るため、農業用機械の

整備を推進する。

ﾊ 1 24 10 25 3 3,350 3,000 2,400 600 350 3 3 (7) ｱ

⑥

もとぶ自産自消推進

モデル構築事業

　本町には観光客向けのホテルや飲食店等が多数立地

しているが、町内にまとまった出荷組織がなく、個別

の生産者単位では定期・定量出荷が困難であるため町

内産の食材はほとんど活用されておらず、観光振興及

び農業振興上の大きな課題となっている。ゴーヤー・

キャベツを始めとする、在来ネギ、島ラッキョウ、ハ

ンダマ、在来紅いも等、本町特有の島ヤサイ等の集出

荷体制を整備し、それらを地元で消費する「自産自消

推進モデル」を構築する。年間300万人が訪れる本町

の観光業と農業をリンクさせ、農業振興及び観光振興

の相乗効果を図り、地域経済の活性化につなげる。

ﾊ 5 24 9 29 3 8,700 8,700 6,960 1,740 3 3 (7) ｲ

3 ①

本部町漁業生産体制

強化事業

　高齢化や後継者不足による漁業従事者の減少や自然

環境の悪化などによる水産資源の減少等により、安定

した漁家経営を行うことが難しくなっている現状を踏

まえ、渡久地港北側岸壁の船揚場に漁船巻揚げ機を設

置し、漁業作業の効率化を図る。

ﾊ 5 24 9 29 3 22,200 20,000 16,000 4,000 2,200 3 3 (7) ｴ

4 ①

本部町地域産業安定

化事業

　現在、未開拓のまま放置されている上本部飛行場跡

地に、平成23年度に策定した「上本部飛行場跡地利用

基本構想・基本計画」に基づき、６次産業化の実践、

観光体験型農業の実践、農産物・農産加工品のブラン

ド化など産業創出に係る企業を立地させるため用地取

得を実施する。

ﾎ 1 24 8 25 3 79,157 79,157 63,286 15,871 3 3 (7) キ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 107 -



 16_本部町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

5 ① 本部町文化拡充事業

　琉球古典音楽、沖縄民謡、クラッシク、ポップスな

ど、ジャンル枠を超えて多数の音楽家を輩出している

本町を「地域一体型音楽のまち」としてイメージを確

立し、様々なジャンル及び地域とのコラボレーション

による音楽イベントを開催しまちの活性化につなげ

る。

　地域一体型音楽の中で、児童生徒を巻き込んで、芸

能文化の継承を図る。音楽の持つ感動体験は児童生徒

にとってかけがえのない体験であり、この体験を通し

て豊かな感性を育む。

　また、これらの音楽イベントを観光客向けのコン

サートとして定例化を図り、観光資源としても利活用

していく。

ﾘ 1 24 10 25 3 2,500 2,000 1,600 400 500 3 1 (5) ｱ

6 ①

本部町自然環境保全

事業

　貴重な観光資源となる美しい海を保全するため、赤

土流出が見られる流域の現地調査、地形調査、水文調

査等を実施し、木材チップによるマルチングや、グ

リーンベルトおよびガラスリサイクル製品で製作した

フィルターを設置し観測可能な、河川に繋がるほ場水

路等の選定及び設置を行い実証事業を実施する。

ﾚ 5 24 10 29 3 5,300 5,300 4,200 1,100 3 1 (1) ｲ

7 ①

本部町防災体制強化

事業

　本部町は、美ら海水族館等の主要観光地を抱え、毎

年多くの観光客が訪れる。情報が不足しがちな観光客

の安全を確保するために、アクセス道路である国道、

主要観光施設、宿泊施設等に海抜表示板等を整備し、

防災体制の強化を図る。

ﾚ 1 24 10 25 3 5,100 5,100 4,000 1,100 3 2 (4) ｲ

8 ①

本部町仮戸籍等電子

化事業

　戦争で焼失した戸籍を再編する際の経緯に基因し、

従前戸籍と実家戸籍との間で誤りが多く土地、相続手

続き等で支障を及ぼす場合が多々あり、国、県、市町

村等の事業を進める際に支障をきたしている。

　これらを電子化しサービスの改善を図る。

ｿ 1 24 10 25 3 17,289 17,289 13,751 3,538 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 108 -



 17_恩納村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

376,805 375,005 300,000 75,005 1,800

1

恩納村観光促進・安

心滞在型観光推進事

業

　本村の観光振興・観光客誘客促進を図るために、国

指定文化財である「仲泊遺跡」や農水産物販売セン

ターが隣接する仲泊内海周辺の遊歩道等を整備し、観

光情報発信・郷土資料提供の場として「恩納村文化情

報センター」を村観光拠点地域として整備する。ま

た、スポーツコンベンション事業を促進するために村

立赤間運動公園施設等を整備するほか、村内の景勝地

等の沿道や海岸の景観保全と育成に努め観光客受入体

制を整備する。その他、国内誘客プロモーション事業

として本村伝統芸能や特産品などを県内外で紹介し観

光誘客の促進を図る。

ｲ 5 24 7 29 3 376,805 375,005 300,000 75,005 1,800 3 3 (2) ｳ

①

仲泊内海周辺活性化

施設整備事業

　恩納村及び西海岸リゾート地域の入り口であり、仲

泊貝塚、国頭方西海道などの国指定文化財や村立博物

館、農水産物販売センターに隣接する仲泊内海周辺

に、賑わい及び交流拠点としてプロムナードを整備

し、魅力あふれる観光地として更なる誘客活動を実施

する。

ｲ 5 24 7 29 3 152,067 152,067 121,653 30,414 3 3 (2) ｳ

②

文化・観光情報発信

拠点整備事業

　恩納村の歴史・文化並びに地域における各種イベン

ト等の観光関連情報を観光客へ発信する拠点及び地域

住民が郷土の歴史・文化等を学習する場とし、新しい

観光資源を活用した文化交流型産業を担う人材の育成

を図る拠点として、「恩納村文化情報センター」の整

備を行う。

ｲ 4 24 8 28 3 42,525 42,525 34,020 8,505 3 3 (2) ｳ

③

赤間運動公園内貯水

施設整備事業

　村民の健康増進及び海外のプロ野球チームやナショ

ナルサッカーチーム、また国内の大学野球チームの

キャンプ地として活用されている赤間運動公園内の貯

水施設等の整備を実施する。

ｲ 1 24 8 25 3 23,544 23,544 18,835 4,709 3 3 (2) ｳ

④

恩納村コミュニ

ティーセンター広場

照明施設取替工事

　本広場は、観光事業として「うんなまつり」や「美

しまオキナワセンチュリーラン」の主会場として使用

しているが、その使用する照明施設が塩害、腐食、サ

ビ等が発生しているため、落下、漏電等の危険性があ

る。その危険性を除去するため、照明施設の取替工事

を実施する。

ｲ 1 24 8 25 3 31,861 31,861 25,488 6,373 3 3 (2) ｳ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

恩納村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

300,000                                 

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

300,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

300,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 109 -



 17_恩納村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑤

恩納地区観光環境整

備事業（恩納多目的

広場遊具等整備事

業）

　本村の恩納地区は、農山漁村の有する地域資源を活

かした体験型観光が盛んであり、特に恩納漁港に隣接

する恩納村海浜公園は誰でも気軽に海水浴ができる

ビーチとして観光客など毎年多く利用者が訪れ、都市

と農山漁村の交流の場として大きな役割を果たしてい

る。

　今回、恩納地区に児童遊具及び大人を対象とした健

康器具を設置することにより、本村海浜公園を訪れる

観光客等のアクティビティーが充実し、更なる観光客

の誘客活動を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 45,630 45,630 36,504 9,126 3 3 (2) ｳ

⑥

瀬良垣地区観光環境

整備事業（瀬良垣漁

港便益施設整備事

業）

　本村の瀬良垣地区は、目前の美しい海を活かしたマ

リンレジャー関係事業が盛んであり、ダイビング等目

的の観光客が多く訪れている。その拠点となる瀬良垣

漁港は船揚場等基本的な施設は整備されているが、ト

イレ等が整備されていないため不便をきたしている。

そこで、漁港内にトイレ等便益施設を整備する事によ

り、観光客等の受入体制の充実を図り満足度を高め、

更なる観光客の誘客活動を実施する。

ｲ 1 24 10 25 3 31,565 31,565 25,252 6,313 3 3 (2) ｳ

⑦

恩納村「みどりの回

廊」整備事業

　魅力ある観光地づくりを行うため、国道58号線周辺

の緑あふれる癒しの沿道景観づくりのほか、海浜にお

ける漂着ゴミ等の処理などを行い、観光客の誘客促進

を図り地域活性化を実施する。

ｲ 5 24 9 29 3 11,004 11,004 8,803 2,201 3 3 (2) ｳ

⑧

万座毛周辺活性化施

設整備事業

　年間110万人が訪れる景勝地「万座毛」は、トイレ

やおみやげ品店等の老朽化が激しく、また狭隘な駐車

場は観光客と車両が混在する等の危険な状況である。

そこで、トイレ、売店、休憩所等の活性化施設及び周

辺環境整備を行うことにより安全で魅力ある観光地の

形成を図るための基本計画を策定する。

ｲ 5 24 8 29 3 4,819 4,819 3,855 964 3 3 (2) ｳ

⑨

県外観光客誘客促進

事業（おんな村観光

物産展事業）

　東京池袋（サンシャインシティ）において、本村の

観光、文化、特産品を紹介する観光物産展を開催す

る。エイサーの実演、特産品の販売等を行い、物産品

の販路開拓、観光ＰＲを実施する。

ｲ 3 24 6 26 7 4,333 4,333 3,466 867 3 3 (2) ｲ

⑩

県内外観光客誘客促

進事業（「春や春お

んなWEEKでたのしま

ナイト！！」事業）

　沖縄県内の若手芸能トップレベルの実力を持つ「沖

芸琉球芸能専攻OB会」のメンバーを中心に琉球芸能、

組踊り、芝居、空手などの舞台公演を実施するととも

に会場周辺での地元特産品販売等を実施する。

ｲ 5 25 2 29 2 8,800 7,000 5,600 1,400 1,800 3 3 (2) ｲ

⑪

観光地防災対策強化

事業

　恩納村では平成23年度において、地域防災計画の見

直し作業を行っており、その中で高齢者、障害者、外

国人、観光客等様々な方に対応するマニュアルの作成

や、避難経路の点検及びマップの作成などを村が実施

すべき事項として掲げている。それらのことを推進し

ていくため、災害時初動行動マニュアル及び災害時要

援護者避難支援プランの作成、防災マップの見直し作

業を実施する。それと併せて、海抜調査及び海抜表示

板設置業務も行い、住民のみならず全ての滞在者が避

難の際の目安を確認できるよう環境整備を実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 17,136 17,136 13,708 3,428 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 110 -



 17_恩納村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑫

観光地危険生物駆除

事業（ハブ駆除事

業）

　ハブ及び外来種のタイワンハブとタイワンスジオが

観光地及び住宅地など村内で頻繁に捕獲及び発見され

るようになり、快適な環境を脅かしている。両種とも

繁殖力が強く、従来の小動物などを駆逐されることが

懸念されるほか、今後、咬症患者の増加が予想され

る。また、観光施設周辺や国頭方西街道（歴史の道）

などにおけるハブ出没が多く、観光地での周遊や歴史

の道散策者などへの咬症事故増加が予想されるため、

積極的な駆除を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 3,521 3,521 2,816 705 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 111 -



 18_宜野座村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

277,997 275,007 220,000 55,007 2,990

1

観光振興プロジェクト

事業

安心安全な観光客受入体制を確保するために、花の村づく

り運動を村内全域で推進し、美化活動や海抜表示板の設置を

行うほか、阪神タイガース春季キャンプの受入体制強化、か

んなタラソ等観光資源の機能強化を図り、観光シーズンだけ

ではなく、年間を通して誘客できる観光資源を構築する。

ｲ 10 24 7 34 3 188,218 187,820 150,253 37,567 398 3 3 (2) ｳ

① 景観維持緑化振興事業

村内幹線道や観光、文化施設周辺の美化活動のために必要

な車輌を導入し、花の村づくり運動を村内全域に推進するこ

とにより、観光客受入体制を強化する。

ｲ 10 24 7 34 3 4,171 4,171 3,336 835 3 3 (2) ｳ

②

阪神タイガース春季

キャンプ受入事業

阪神春季キャンプの受入体制の強化を図り、キャンプ中は

もちろん年間を通して誘客出来る観光資源（タイガースタウ

ン)として開拓していく。

ｲ 10 24 7 34 3 8,652 8,652 6,921 1,731 3 3 (2) ｳ

③ 海抜表示板設置事業

　海岸付近にペンションや海洋療養施設、物産センター、ホ

テルなどが立地している為、海抜表示板を設置し、利用者へ

注意喚起することにより「安心・安全な村」「何度も訪れた

い魅力ある村」をアピールする。

ｲ 1 24 7 25 3 3,000 3,000 2,400 600 3 2 (4) ｲ

④

リバーパーク整備事業

（パークゴルフ場）

　パークゴルフ場を整備し、民泊事業と連携を図ることで、

年間を通した民泊需要を確保する。

ｲ 1 24 7 25 3 104,952 104,554 83,643 20,911 398 3 2 (7) ｲ

⑤

かんなタラソ沖縄活性

化事業

　村内にある「かんなタラソ沖縄」に身体測定システム導入

など機能強化することにより、長期滞在型の観光モデル形成

やスポーツ合宿、阪神タイガースキャンプと連携した誘客を

図る。

ｲ 1 24 9 25 3 27,523 27,523 22,018 5,505 3 2 (1) ｲ

⑥

ビーチクリーンアップ

事業

　ビーチクリーナーを整備し、台風後の海岸美化活動を推進

することにより、観光シーズンの観光客受入環境を強化す

る。

ｲ 1 24 9 25 3 14,213 14,213 11,370 2,843 3 1 (2) ｲ

⑦

宜野座村文化のまちづ

くり魅力発見事業

　宜野座村文化センター「がらまんホール」を中心として、

様々な芸術文化・伝統芸能公演を開催し、地域芸能のアピー

ルと文化振興、交流事業を図り、村外や県外からの観光客を

誘致する。

ｲ 5 24 7 29 3 25,707 25,707 20,565 5,142 3 1 (5) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

220,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

220,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

宜野座村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

220,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 112 -



 18_宜野座村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

2

学力向上及び教育支援

等事業

小中学校に学習支援員等を配置し、学習の基礎・基本的事

項の確実な定着を図る、また、幼稚園の預かり保育を実施

し、待機児童の解消を推進する。

ﾁ 10 24 8 34 3 24,385 21,793 17,434 4,359 2,592 3 5 (3) ｱ

①

小学校学力向上対策事

業

小学校に学習支援員を配置し児童一人一人への確かな学力

を身につけさせ生きる力を育成すると共に、TT（チーム

ティーチング）による指導で判断力、思考力、表現力とねば

り強さを育て、学習の基礎・基本的事項の確実な定着を図っ

ていく。また、小学校にIT指導員を配置しタブレット端末な

どの操作技術、活用能力を取得し、情報化社会に対応できる

人材を育成する。

ﾁ 10 24 8 34 3 11,290 11,290 9,032 2,258 3 5 (3) ｱ

②

中学校学力向上対策事

業

中学校に学習支援員を配置し生徒一人一人への確かな学力

を身につけさせ生きる力を育成すると共に、TT（チーム

ティーチング）による指導で判断力、思考力、表現力とねば

り強さを育て、学習の基礎・基本的事項の確実な定着を図っ

ていく。

ﾁ 10 24 8 34 3 5,120 5,120 4,096 1,024 3 5 (3) ｱ

③ 幼稚園預かり保育事業

　幼稚園において預かり保育を実施し、親子が健やかで安心

して日常生活を送れるような支援を充実させていく。

ﾇ 10 24 8 34 3 7,975 5,383 4,306 1,077 2,592 3 2 (2) ｲ

3

農林水産活性化プロ

ジェクト事業

　減農薬、減化学肥料による環境保全型農業を目指し「有機

の里宜野座村」を確立、エコビレッジ構想を推進する。ま

た、畜産農家と耕畜連携を強化するため、施肥資材を整備す

る。

ﾊ 1 24 7 25 3 29,123 29,123 23,297 5,826 3 3 (7) ｳ

①

有機の里宜野座村確立

事業

　エコビレッジ構想を推進するため、専門技術員による栽培

指導を実施する。

ﾊ 1 24 7 25 3 6,872 6,872 5,497 1,375 3 3 (7) ｳ

②

堆肥センター（バ

キューム車購入）整備

事業

　畜産農家と耕畜連携を強化するため施肥資材を整備する。 ﾊ 1 24 7 25 3 22,251 22,251 17,800 4,451 3 3 (7) ｳ

4

仮戸籍申告書の電子化

事業

　劣化が激しく長期保存に耐えられない戸籍関係書類をデー

タ化し、管理システムを構築することにより、住民サービス

の向上を図る。

ｿ 1 24 8 25 3 10,467 10,467 8,373 2,094 3 2 (5) ｲ

5

上水道遠隔監視設備設

置事業

　村の立入りが許可されない米軍演習場内にある水源水質等

の遠隔監視を強化するため、水道施設８カ所の遠隔操作管理

システムを機能強化する。

ｿ 1 24 8 25 3 25,804 25,804 20,643 5,161 3 2 (6) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 113 -



 19_金武町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

419,972 419,972 320,000 99,972

1

金武町観光振興プロ

ジェクト

　歓迎の塔の改修、観光案内板の設置、プロ野球キャ

ンプの受入機能強化、バス停上屋の整備等を実施し、

観光振興を推進する。

ｲ 2 24 10 26 3 301,998 301,998 225,622 76,376 3 3 (2) ｳ

①

金武町歓迎の塔改修

事業

　国道沿いに設置されているモニュメントを改修し、

また、観光案内板の設置等を行うことにより、観光客

受入態勢の強化を図る。

ｲ 1 24 10 25 3 23,000 23,000 18,400 4,600 3 3 (2) ｳ

②

金武町ベースボール

スタジアム外構整備

事業

　金武町ベースボールスタジアムの観覧席屋根の設

置、外野スタンド擁壁、周辺排水工事及び屋外トイレ

の設置工事を行い、施設の機能強化を図る。

ｲ 1 24 10 25 3 146,492 146,492 101,219 45,273 3 3 (2) ｳ

③ バス停上屋整備事業

　快適な観光地やまちづくりを推進するため、沖縄の

強烈な日差しや暴風を伴う雨天時において、それらを

避け快適に公共交通機関を利用してもらうため、屋

根、風よけ、ベンチ等の機能を備えたバス停上屋を整

備する。

ｲ 1 24 10 25 3 41,171 41,171 32,936 8,235 3 3 (2) ｳ

④

民泊運営管理システ

ム導入事業

　年々増加している民泊受入件数の円滑な処理と管理

体制を強化するため、予約・実施・収支管理を行うコ

ンピュターシステムの導入を行う。

ｲ 1 24 12 25 3 7,000 7,000 5,600 1,400 3 3 (2) ｳ

⑤

新開地地区防犯灯Ｌ

ＥＤ電球設置事業

　金武町キャンプ・ハンセン第１ゲート前付近の新開

地地区内にＬＥＤ防犯灯を機能強化整備し、観光客受

入態勢を強化する。

ｲ 1 24 12 25 3 21,862 21,862 17,489 4,373 3 3 (2) ｳ

⑥

新開地地区緑化整備

事業

　新開地地区内の防犯灯にハンギングバスケットを設

置し、既設植樹桝と併せ緑化することにより、観光客

受入態勢を強化する。

ｲ 1 24 12 25 3 6,000 6,000 4,800 1,200 3 3 (2) ｳ

⑦

ウォーキングコース

等整備事業

　町営グラウンド周回道路及び金武地区公園遊歩道に

ゴム状のチップ鋪装を整備し、陸上競技大会や、県外

大学合宿の誘致を図る。

ｲ 2 24 12 26 3 56,473 56,473 45,178 11,295 3 2 (1) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

320,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

320,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

金武町

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

320,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 114 -



 19_金武町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

2

学力向上及び特別支

援教育支援等事業

　チームティーチング指導、電子黒板等による情報化

教育などきめ細かな学習支援を実施することで、学力

向上の推進を図る。また、特別支援員の配置や預かり

保育を実施し、子育て環境の改善を図る。

ﾁ 10 24 8 34 3 34,177 34,177 27,341 6,836 3 2 (2) ｲ

①

小中学校学習等支援

事業

　チームティーチング指導、電子黒板等による情報化

教育、ＡＬＴを活用した英語教育、習熟度別によりき

め細かな学習支援を実施するための非常勤講師を配慮

することで、学力向上の推進を図る。

ﾁ 10 24 8 34 3 21,315 21,315 17,052 4,263 3 2 (2) ｳ

②

特別支援教育支援事

業

　発達障害等を持つ幼児・園児・児童・生徒の教育に

ついては、ノーマライゼーションの理念に基づき、学

習生活・学校生活等における困難を改善又は克服する

ために、適切な指導及び支援を行う。

ﾁ 10 24 12 34 3 8,743 8,743 6,994 1,749 3 2 (2) ｲ

③

幼稚園預かり保育事

業

　子育て環境を改善するために、嘱託職員を配置し、

預かり保育を実施する。

ﾁ 10 24 8 34 3 4,119 4,119 3,295 824 3 2 (2) ｲ

3 ①

仮戸籍申告書の電算

化事業

　戦争で多くが焼失した戸籍は仮戸籍として再製され

ているが、保存状態も悪く、また、不備も多く手続き

に支障が出ている。そのため電算化することにより行

政サービスの向上を図る。

ｿ 1 24 7 25 3 11,314 11,314 9,051 2,263 3 2 (5) ｲ

4 国際化推進事業

　平和や命の大切さを考える機会を継承するため芳魂

の塔の改修整備を実施する。又、町と南米移住国等と

の友好親善関係及び人材育成を推進するために青年海

外派遣事業を実施する。

ｶ 10 24 10 34 3 29,829 29,829 23,863 5,966 3 4 (1) ｲ

①

芳魂の塔改修整備事

業

　芳魂の塔を改修をすることで、平和や命の大切さを

考える機会を継承し、アジア・太平洋地域へ強く発信

する。

ｿ 1 24 10 25 3 28,014 28,014 22,411 5,603 3 4 (2) ｳ

②

金武町青年海外派遣

事業

　本町と南米移住国等との友好親善関係及び人材育成

の推進に資することを目的に金武町の青年２人を南米

に派遣する。

ｶ 10 25 1 34 3 1,815 1,815 1,452 363 3 4 (1) ｲ

5 ①

ギンバル訓練場跡地

利用事業

　平成２３年７月に返還されたギンバル訓練場におい

て田園と海と川を活かしたウエルネスの里をテーマに

跡地利用の整備を進めている。それに関連し、シンボ

ルとなるモニュメントなどを整備することにより、米

軍基地跡地の計画的利用を推進し、沖縄振興に資す

る。

ﾖ 1 24 10 25 3 42,654 42,654 34,123 8,531 3 3 (13) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 115 -



 20_伊江村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

400,877 400,877 317,000 83,877

1 ①

村立診療所人工透析

施設整備事業

　人工透析患者の住民が、離島である本村で安心して

暮らせるようにするとともに、本村に訪れる人工透析

が必要な観光客に対し、安全・安心な観光を提供する

ため、人工透析施設を整備する。

ﾙ 2 24 7 26 3 30,321 30,321 24,256 6,065 3 2 (3) ｳ

2 ①

伊江村立東保育所整

備事業

　幼児が安心・安全で快適に過ごすことができる新し

い耐震基準（平成12年改正建築基準法）を満たす保育

所を整備する。併せて現在の多様化した保育ニーズに

対応できる保育環境を確保することにより、保護者の

子育てと就労が両立できる環境を促進する。

ﾇ 1 24 7 25 3 282,713 282,713 225,670 57,043 3 2 (2) ｲ

3 ①

沖縄関係戸籍の電算

化事業

　本村で戸籍事務の電算化が未整備である沖縄関係戸

籍（いわゆる福岡戸籍等）は、現在でも戸籍訂正やつ

ぶれ地補償事務において、極めて重要な役割を果たし

ているが、紙媒体で保存されているため、劣化が著し

い。安定的かつ継続的な沖縄関係戸籍に係る住民サー

ビスを確保するため、紙媒体で保存されている沖縄関

係戸籍を電算化する。

ｿ 1 24 9 25 3 14,910 14,910 11,928 2,982 3 2 (5) ｲ

4 伊江村観光振興事業

　主要観光施設やアクセス道路において、ハブ対策

ネットの整備や、景勝地等案内板を設置する。また、

花の島づくりに向け、プランターの設置や展示会など

を実施し、観光客の受け入れ態勢を強化する。

ｲ 1 24 10 25 3 72,933 72,933 55,146 17,787 3 3 (2)

①

フラワーロードプロ

ジェクト推進業務

　年間を通して休耕地や沿道等に四季を通じた植栽を

行うとともに、名所・景勝地等案内板を設置する。

ｲ 1 24 11 25 3 7,945 7,945 6,276 1,669 3 3 (2) ｳ

②

ハイビスカスプロ

ジェクト推進業務

　ハイビスカスを植栽し、花の島づくりを推進する。 ｲ 1 24 10 25 3 735 735 508 227 3 3 (2) ｳ

③

村花・世界のゆり植

栽推進業務

　村花・世界のゆりを植栽し、花の島づくりを推進す

る。

ｲ 1 24 10 25 3 920 920 656 264 3 3 (2) ｳ

④

名所・景勝地等案内

板設置工事

　花の名所・景勝地等に案内板を設置し、観光客受入

態勢を強化する。

ｲ 1 24 10 25 3 17,286 17,286 13,028 4,258 3 3 (2) ｳ

⑤

観光客誘客環境整備

事業

　ハブ対策ネットの整備により、安全で安心な観光客

受入態勢を構築する。

ｲ 1 24 11 25 3 46,047 46,047 34,678 11,369 3 3 (2) ｳ

3/14変更

交付金700万

円を追加充当

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

伊江村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

310,000                                 

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

7,000

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

317,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

310,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 116 -



21_読谷村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

954,150 940,852 750,000  190,852  13,298 

1

読谷型観光の振興事

業

　読谷型観光の振興に向けて、読谷村の海洋資源を活

かした体験型漁業に必要な施設の充実・強化、プロス

ポーツキャンプ施設の充実・強化によるさらなるキャ

ンプ・合宿等の誘致、観光地読谷の情報発信等の強化

を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 831,569 818,271 654,546 163,725 13,298 3 3 (2)

①

大型定置網漁船購入

補助事業

　観光業と連携した地域漁業活性化に向けて、観光客

などを対象にした定置網体験漁業のために必要な大型

定置網船の新造を支援する。

ｲ 1 24 8 25 3 120,750 108,675 86,940 21,735 12,075 3 3 (2) ｳ

②

ジンベイザメ生簀購

入設置補助事業

　観光業と連携した地域漁業活性化に向けて、ジンベ

イザメを観察しながら一緒に泳げる体験型観光漁業に

必要な生簀設置を支援する。

ｲ 1 24 8 25 3 12,234 11,011 8,808 2,203 1,223 3 3 (2) ｳ

③

スポーツコンベン

ション誘致促進事業

　スポーツコンベンションの誘致及び観光客の誘客や

物産販売の促進のため、本村でキャンプをしているプ

ロスポーツ団体の本拠地において、キャンプ受入体制

のアピールと観光や特産物をＰＲするイベントを実施

する。

ｲ 10 24 7 34 3 15,927 15,927 12,741 3,186 3 3 (2) ｲ

④

平和の森球場機能強

化事業

　良好なトレーニング環境の提供による更なるスポー

ツコンベンション誘致と良好なキャンプ見学環境を提

供することによる観光客の誘客を図るため、平和の森

球場の全面改修を実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 367,777 367,777 294,155 73,622 3 3 (2) ｳ

⑤ 景観形成事業

　地域性にあった景観づくりの実現に向けて、景観法

に基づく景観計画のもとでの方針を明らかにし、読谷

村の地域特性を活かした魅力ある優れた景観形成のた

めの事業を実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 2,814 2,814 2,251 563 3 3 (2) ｳ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

750,000                        

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

750,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

読谷村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

750,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 117 -



21_読谷村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑥

読谷型観光情報発信

事業

　読谷村への観光客の誘客を促進するため、村ホーム

ページを活用した国内外への観光資源情報の発信力を

強化する。

ｲ 1 24 10 25 3 22,522 22,522 18,017 4,505 3 3 (2) ｲ

⑦ 情報中継車整備事業

　観光客や地域住民を対象にインターネットやＦＭラ

ジオ等を活用した地域の情報発信を強化するため、村

内イベントの現地取材・放送等を行うための情報中継

車両を整備する。

ｲ 1 24 10 25 3 16,233 16,233 12,986 3,247 3 3 (2) ｳ

⑧

多言語観光ビデオ制

作事業

　海外の潜在観光客をターゲットに沖縄にある読谷村

の知名度やイメージの向上を図り訪問動機を高めるた

め、本村の自然や歴史、文化、地域特性等を広く紹介

した「村づくり紹介映像」を多言語化する。

ｲ 1 24 10 25 3 14,238 14,238 11,390 2,848 3 3 (2) ｲ

⑨

スポーツコンベン

ション誘致促進事業

（残波いこいの広場

グラウンド機能強化

工事）

　地域振興及び経済活性化に向けて、スポーツコンベ

ンション誘致の促進を図るため、残波岬公園運動広場

芝グラウンドの機能を強化する。

ｲ 1 24 10 25 3 253,718 253,718 202,974 50,744 3 3 (2) ｳ

⑩

読谷村残波岬いこい

の広場施設機能強化

事業

　読谷村への観光客の誘客を促進するため、洋式トイ

レを整備するなど読谷村残波岬いこいの広場施設機能

強化をする。

ｲ 1 24 10 25 3 5,356 5,356 4,284 1,072 3 3 (2) ｳ

2

共に学び、共に育つ

場づくり事業

　共に学び、共に育つ場づくりに向けて、二重国籍や

帰国児童などで日本語を習得していない子ども達への

学習支援、基地による爆音被害のない学習環境づく

り、ＩＴを活用した島しょ県であるハンディの克服を

行う。

ﾁ 10 24 9 34 3 5,227 5,227 4,180 1,047 3 5

①

小中学校情報教育支

援員配置事業

　島しょ県であるハンディを克服し、国際性豊かな人

材育成と情報教育を活用した学力向上への環境を整え

るため、読谷村内小中学校に情報教育支援員を配置す

る。

ﾁ 10 24 11 34 3 1,722 1,722 1,377 345 3 5 (4) ｱ

②

日本語教育支援員配

置事業

　二重国籍や帰国児童などで日本語を習得していない

子ども達への支援体制を強化するため、日本語支援員

を配置する。

ﾁ 10 24 9 34 3 2,411 2,411 1,928 483 3 5 (2) ｱ

③

騒音計の購入・騒音

基礎調査事業

　米軍の嘉手納弾薬庫において行われる不発弾処理及

び弾薬処理作業時に発生している騒音が授業の妨げに

ならないようその対策を検討するため、騒音計を購入

し、騒音基礎調査を行う。

ﾁ 1 24 11 25 2 1,094 1,094 875 219 3 5 (2) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 118 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

3

駐留軍用地跡地利用

推進事業

　駐留軍用地跡地は、行政が先導しなければ、住宅の

スプロール化や土地の遊休化が懸念されることから、

駐留軍用地跡地利用を推進するため、予備設計、環境

基礎調査、駐留軍用地跡地を含めた道路網計画等の各

種基本計画を策定する。

ﾖ 1 24 8 25 3 92,752 92,752 71,595 21,157 3 3 (13)

①

読谷補助飛行場跡地

民有地部分「北地

区」予備設計等支援

委託業務

　平成23年度に作成した読谷補助飛行場民有地部分

「北地区」跡地利用促進支援業務報告書に基づき、跡

地利用の具体化を図るため、地区計画の予備設計を行

う。

ﾖ 1 24 8 25 3 14,169 14,169 11,335 2,834 3 3 (13) ｲ

②

読谷補助飛行場跡地

民有地部分「北地

区」地区計画決定図

書等作成支援委託業

務

　平成23年度に作成した読谷補助飛行場民有地部分

「北地区」跡地利用促進支援業務報告書に基づき、跡

地利用の具体化を図るため、当該地区の都市計画決定

図書等の作成を行う。

ﾖ 1 24 9 25 3 1,491 1,491 1,192 299 3 3 (13) ｲ

　③

読谷補助飛行場跡地

民有地部分「北地

区」環境基礎調査委

託業務

　平成23年度に作成した読谷補助飛行場民有地部分

「北地区」跡地利用促進支援業務報告書に基づき、跡

地利用の具体化を図るため、当該地区の環境基礎調査

を行う。

ﾖ 1 24 8 25 3 3,150 3,150 2,520 630 3 3 (13) ｲ

④

楚辺通信所跡地環境

基礎調査委託業務

　平成23年度に作成した楚辺通信所跡地利用促進支援

業務報告書に基づき、跡地利用の具体化を図るため、

当該地区の環境基礎調査を行う。

ﾖ 1 24 8 25 3 4,725 4,725 3,780 945 3 3 (13) ｲ

⑤

楚辺通信所跡地地区

計画策定調査委託業

務

　平成23年度に作成した楚辺通信所跡地利用促進支援

業務報告書に基づき、跡地利用の具体化を図るため、

当該地区地区計画の都市計画決定に向けた調査委託業

務を行う。

ﾖ 1 24 9 25 3 6,426 6,426 5,140 1,286 3 3 (13) ｲ

⑥

第２次読谷補助飛行

場跡地村民センター

地区跡地利用基本計

画策定委託業務

　平成23年度に作成した読谷村村民センター南側地区

等基本計画調査業務報告書に基づき、向こう１０箇年

を目途とし、改めて整備施設の規模・配置を明らかに

し、村民センター地区全体の土地利用を確定するため

の基本計画を策定する。

ﾖ 1 24 9 25 3 6,773 6,773 5,418 1,355 3 3 (13) ｲ

⑦

読谷補助飛行場跡地

第Ⅱ工区道路整備予

備設計等支援委託業

務

　読谷補助飛行場の跡地利用の具体化を図るため、農

地整備をⅠ期・Ⅱ期に分けて行っており、その第Ⅱ期

工区の道路予備設計を行う。

ﾖ 1 24 8 25 3 43,785 43,785 35,028 8,757 3 3 (13) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 119 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑧

読谷村道路網計画及

び道路整備プログラ

ム策定事業

　駐留軍用地跡地も含めた読谷村全体の読谷村道路網

計画の見直しを行い、道路の交通機能のみならず空間

機能の観点も含めた、望ましい道路の交通体系を目指

す新しい「読谷村道路網計画（仮称）」の策定を行

う。

ﾖ 1 24 8 25 3 4,043 4,043 3,234 809 3 1 (13) ｲ

⑨

読谷補助飛行場跡地

赤犬子・展望広場及

びロードパーク基本

計画策定委託業務

　平成22年度に作成した読谷補助飛行場赤犬子・展望

広場基本構想に基づき、国道バイパスや区画整理地と

密接に連携する赤犬子・展望広場、ロードパークにつ

いて基本計画を策定する。

ﾖ 1 24 10 25 3 8,190 8,190 3,948 4,242 3 1 (13) ｲ

4

地域文化の創造発展

事業

　沖縄独特な伝統文化、豊かな自然・歴史、文化資源

の継承・共有・発信・保全・活用を図るため、地域資

源の調査・整理、子ども達への伝統芸能の継承、戦災

文化財の修復、三線の材料となるくるち（黒木）の植

樹等を実施する。

ﾘ 10 24 7 34 3 24,602 24,602 19,679 4,923 3 1 (4)

① 地域文化振興事業

　読谷村は、三線の祖とされている赤犬子の終焉の地

とされ、三線・箏・琉球舞踊・茶道等の伝統文化・芸

能の盛んな村である。この伝統を継承・伝授すべく外

部講師を村内小中学校等へ派遣する。

ﾘ 10 24 7 34 3 1,226 1,226 980 246 3 1 (4) ｲ

②

ユンタンザフィール

ドミュージアム構築

事業

　村民の文化的生活の向上や人材育成、地域活性化、

観光振興に役立てるため、読谷村の自然・歴史・文化

資源等を調査・整理し、さらに集めた情報を共有・発

信・活用できるように再整理する。

ﾘ 5 24 7 29 3 4,881 4,881 3,904 977 3 1 (4) ｱ

③

読谷村戦災文化財修

復事業

　村民の文化的生活の向上や人材育成、地域活性化、

観光振興に役立てるため、戦災で破壊を受け、かろう

じて残った歴史的建造物である比謝矼碑文、喜名観音

堂、高倉を修復する。

ﾘ 1 24 10 25 3 15,297 15,297 12,237 3,060 3 1 (4) ｱ

④

くるちの杜１００年

プロジェクト

　沖縄固有の文化である三線文化の継承と、更なる発

展を図るため、三線の材料となるくるち（黒木）の植

樹、くるち（黒木）と三線に関する講座、コンサート

等を開催するとともに、読谷村の魅力を国内外にア

ピールする。

ﾘ 10 24 8 34 3 2,658 2,658 2,126 532 3 1 (4) ｴ

⑤

読谷村移民・出稼ぎ

調査編集事業

　国内外へ読谷村をアピールし、海外からの観光客の

誘客や国際交流を図るため、移民・出稼ぎについて調

査・整理し、集めた情報を共有・発信・活用できるよ

う多言語の小冊子にまとめるとともに、ＨＰを活用し

て情報発信を行う。

ﾘ 5 24 10 29 3 540 540 432 108 3 1 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 120 -
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(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

442,100 442,100 340,000  102,100   

1

嘉手納町観光客誘客

促進基盤整備事業

滞在型の観光への転換に向けた調査・分析、観光資

源の活用のための計画の策定、利用者の誘客による文

化観光振興と観光客の誘客を図るための文化観光拠点

施設の設備拡充等、エコツアーの拠点施設整備を行

う。

また、魅力ある観光地づくりを目指し、多言語案内

板や史跡等への説明板の設置、多言語観光リーフレッ

トの作成、景観創出事業を実施する。

ｲ 1 24 7 25 3 390,599 390,599 300,960 89,639 5 3 (2) ｲ

①

（嘉手納町観光振興

基本計画策定事業）

通過型の観光から滞在型の観光への転換を効率的か

つ効果的に実施するため、嘉手納町の観光の現状、課

題分析、ニーズ調査や地域資源調査を行い、本町の歴

史・文化財、自然、人材、施設などの資源を活用した

観光振興を中長期的に推進するための基本的な計画を

策定する。

ｲ 1 24 12 25 3 10,391 10,391 7,500 2,891 5 3 (2) ｲ

②

（嘉手納町かでな文

化センター機能向上

事業）

滞在型の観光振興の促進を図るため、既存アナログ

設備を時代のニーズに適合した活用のできる設備へと

機能を拡充するとともに、多くの方々から多くの改善

の要望が寄せられている施設のバリアフリー化を図

る。

ｲ 1 24 7 25 3 279,236 279,236 214,980 64,256 5 3 (2) ｲ

③

（嘉手納町観光振興

ちゅらまち景観創出

事業）

　観光資源へアクセスしやすい環境整備と景観美化の

形成を行い、町内への誘客と魅力ある観光地づくりを

推進するため、町内の主要箇所に多言語総合観光案内

板及び道路名称看板、観光拠点施設内の多言語案内板

を設置するとともに、ポケットパークを整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 59,982 59,982 47,700 12,282 5 3 (2) ｲ

④

（嘉手納町観光史跡

等説明板整備事業）

地域資源・文化資源を活用した観光振興を図るた

め、観光基盤の強化に向けて、町内に点在する史跡・

旧跡に説明板を設置する。

ｲ 1 24 12 25 3 13,240 13,240 9,930 3,310 5 3 (2) ｲ

⑤

（嘉手納町観光リー

フレット作成事業）

広く国内外へ道の駅かでな及び嘉手納町の観光情報

を発信し観光客の誘客を図るため、日本語・外国語版

の観光リーフレットを作成する。

ｲ 1 24 12 25 3 7,350 7,350 5,550 1,800 5 3 (2) ｲ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

嘉手納町

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

340,000                                 

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

340,000                       

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

340,000                        

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 121 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑥

（嘉手納町比謝川緑

地広場整備事業）

　体験型・滞在型の観光振興の強化を図るため、現

在、エコツアーを開催している比謝川において観光客

や施設利用者の利便性を高める受入基盤の整備を行

う。

ｲ 1 24 12 25 3 20,400 20,400 15,300 5,100 5 3 (2) ｲ

2

嘉手納町未来へ羽ば

たく人材育成支援事

業

　学力を高め国際化・情報化に対応できる人材育成を

目指し、児童生徒の授業に係る学習効果をより高める

ための環境を整備するため、小中学校へ学習支援員、

英会話指導員、パソコン指導員を配置する。

　また、不登校児童生徒の減少を図るため、教職員を

補佐する指導員を配置する。

ﾁ 1 24 12 25 3 11,398 11,398 8,950 2,448 3 5

①

（学習支援員配置事

業）

　基礎学力向上対策の上で課題となっている算数・数

学、国語、英語の基礎学力定着のため、チームティー

チング、習熟度別授業、長期休業中の個別指導及び放

課後の補習授業に必要な学習支援員を小・中学校へ配

置する。

ﾁ 1 24 12 25 3 3,487 3,487 2,750 737 3 5 (3) ｱ

②

（英会話指導員配置

事業）

　本町は平成２２年度に教育課程特例校の認定を受

け、英語教育に取り組んでいる。ネイティブスピーカ

－の講師が授業に参加することにより、日常的に英語

に親しめる環境をつくるため、町立幼・小・中学校に

英会話指導員を配置する。

ﾁ 1 24 12 25 3 4,430 4,430 3,500 930 3 5 (4) ｱ

③

（パソコン指導員配

置事業）

　教科学習や総合的な学習の時間、特別活動の時間に

おいて教科担任と連携しパソコン指導にあたるととも

に、ＩＣＴを活用した授業の促進と情報化時代に対応

できる人材の育成を図るため、町立幼・小・中学校に

パソコン指導員を配置する。

ﾁ 1 24 12 25 3 2,360 2,360 1,850 510 3 5 (4) ｱ

④

（不登校対策生徒指

導支援員配置事業）

　継続的な支援活動及び支援体制を構築することで教

育環境を充実させ、生徒の自己存在感を育み、基礎学

力等の向上を図るとともに、個別指導や相談等を必要

とする不登校生徒に対応するため、教職員を補佐する

支援員を配置する。

ﾁ 1 24 12 25 3 1,121 1,121 850 271 3 5 (3) ｲ

3 ①

法定外公共物・未買

収道路現況調査事業

　戦後米軍嘉手納飛行場の建設により町域の大部分を

接収された混乱期に、道路等の基盤整備が計画的に行

われないまま市街地が形成されたため本町のいたると

ころに筆数や面積を詳細に把握できていない法定外公

共物や未買収道路が点在している。

　今後の良好な市街地形成を図るため、法定外公共物

及び未買収道路の筆数や面積を確定する調査を行う。

ｿ 1 24 12 25 3 15,803 15,803 12,000 3,803 3 2 (5) ｲ

4 ①

災害時避難場所表示

灯整備事業

　沖縄県は台風の常襲地域でもあり、自然災害を被り

やすい地域であることから、災害により電力供給が停

止し、夜間の防犯灯が災害時に不点になる恐れがあ

る。

　夜間の防災機能を強化し、災害避難時の町民及び観

光客等の安心・安全を図るため、本町指定の避難場所

の入口付近にソーラー照明灯を設置する。

ﾚ 1 24 12 25 3 24,300 24,300 18,090 6,210 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 122 -
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(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

773,300 773,300 530,000 243,300

1 観光振興事業

　本町の観光産業の更なる発展を目指し、西側全面が

海に面している特徴を生かした魅力ある観光地形成に

向けた施設等の充実強化、観光シーズンに時期を合わ

せたイベントの実施、国指定の史跡である「伊礼原遺

跡」を新たな観光資源としての開発、観光情報発信の

ため観光情報センターの整備、国内外での観光プロ

モーション等を行う。

ｲ 7 24 7 31 3 721,195 721,195 488,317 232,878 3 3 (2)

①

北谷町観光情報セン

ター整備事業

　観光客に観光情報を発信するとともに、物産振興と

文化振興の推進、地域安全と環境浄化活動の拠点にも

なりうる観光振興の拠点とするため、観光情報セン

ターを整備する。

ｲ 1 24 10 25 3 50,000 50,000 40,000 10,000 3 3 (2) ｳ

②

少年少女野球キャン

プ招聘事業

　年間を通して様々なスポーツを行うことができるス

ポーツ・コンベンション・アイランドとして新たな着

地型観光商品を創出するため、少年少女を対象にした

スポーツキャンプ事業を実施する。

ｲ 1 24 11 25 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (2) ｱ

③

花と緑のまちづくり

事業

 さらなる観光客の誘客を促すため、観光・ショッピ

ング街に相応しい花と緑にあふれた景観を形成する事

業を実施する。

ｲ 1 25 1 25 2 4,000 4,000 3,200 800 3 3 (2) ｳ

④

国際的観光地形成促

進事業

　本町の西海岸一帯を中心とした観光産業の振興に寄

与する国際的観光地の形成に向けて、人脈の形成と今

後のネットワーク構築の足がかりとするため、ハワイ

で開催される催し物に参加する。

　併せて、新たな観光メニューを開発するため、気候

や観光資源が類似するハワイの音楽やエンターテイメ

ントのプロデュースや観光施設等を視察する。

ｲ 1 24 8 24 9 3,600 3,600 2,880 720 3 3 (2) ｲ

⑤

北谷町文化発信拠点

整備事業

　沖縄文化に触れられる観光を提供し、観光振興に寄

与するため、約6,500年前からの集落跡として極めて

重要とされ、国の史跡に指定された「伊礼原遺跡」を

観光資源として活用するため、博物館を建設する。

ｲ 7 24 11 31 3 529,478 529,478 334,944 194,534 3 3 (2) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

530,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

530,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

北谷町

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

530,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 123 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑥

北谷町観光物産プロ

モーション事業

　本町の観光情報、地域特産品情報を広く告知し、観

光客の誘客を推進するため、名古屋市にて行われる中

日ドラゴンズ「沖縄ウィーク in ナゴヤドーム」及

び、台湾で開催される「第20回　台北国際旅行博

（ITF2012）」において観光物産ブースを出展する。

ｲ 1 24 8 25 3 7,089 7,089 5,671 1,418 3 3 (2) ｲ

⑦

北谷町観光産業啓発

広報促進事業

　観光客へ観光イベントや地域情報等の充実した観光

情報をタイムリーかつ多言語で発信するため、観光拠

点地である美浜アメリカンビレッジ内に屋外大型ディ

スプレイを設置する。

ｲ 1 24 11 25 3 12,800 12,800 10,240 2,560 3 3 (2) ｳ

⑧ 西海岸環境保全事業

　観光客を引き付ける重要な観光資源となっているア

ラハビーチとサンセットビーチの環境を保全するた

め、ビーチクリーナーを設置する。

ｲ 1 24 11 25 3 19,228 19,228 15,382 3,846 3 3 (2) ｳ

⑨

西海岸歩行者ネット

ワーク整備事業

　夕日や砂浜を見ながら海辺の散策ができる憩いの空

間を創設し観光地として魅力の増強を図るため、安良

波公園からフィッシャリーナ地区までの地域を一体的

に利用できるように遊歩道を整備する。

ｲ 1 24 11 25 3 44,000 44,000 35,200 8,800 3 3 (2) ｳ

⑩

宮城海岸マリンレ

ジャーゾーン整備事

業

　居心地の良い空間を提供し観光客の満足度を高めマ

リン産業の振興を図るため、宮城海岸マリンレジャー

ゾーンとして海岸護岸の舗装及び休憩舎等の整備をす

る。

ｲ 1 24 11 25 2 46,000 46,000 36,800 9,200 3 3 (2) ｳ

2 人材育成事業

　外国人観光客の増加により英語力やコミュニケー

ション能力等の国際感覚の向上が求められている。国

際化に対応し産業振興・観光振興に貢献できる資質・

能力を身につけた人材を育成するため、各小中学校へ

の英語指導助手の派遣や、英国へ中学生を派遣する。

ﾍ 1 24 8 25 3 15,700 15,700 12,560 3,140 3 5 (4) ｱ

①

英語指導助手派遣事

業（小学校）

　国際化に対応し、産業振興・観光振興に貢献できる

資質・能力を持つ人材を育成するため、各小学校に１

人の英語指導助手を派遣する。

ﾍ 1 24 8 25 3 6,800 6,800 5,440 1,360 3 5 (4) ｱ

②

英語指導助手派遣事

業（中学校）

　国際化に対応し、産業振興・観光振興に貢献できる

資質・能力を持つ人材を育成するため、各中学校に１

人の英語指導助手を派遣する。

ﾍ 1 24 8 25 3 6,500 6,500 5,200 1,300 3 5 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 124 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

③

北谷の次代を担う人

材育成事業

　世界規模の産業振興、観光振興に貢献できるよう広

い視野を持ち、異なる文化を持つ人々と協調して生き

る資質や能力を身につけた人材を育成するため、英国

へ中学生を派遣する。

ﾍ 1 24 10 24 11 2,400 2,400 1,920 480 3 5 (4) ｱ

3 ① 跡地利用推進事業

　キャンプ桑江南側地区の有効かつ適切な跡地利用計

画を策定するため、跡地利用推進調査事業において外

国大学誘致検討委員会（仮称）の設置や外国大学誘致

基本構想を策定する。

ﾖ 1 24 9 25 3 8,823 8,823 7,058 1,765 3 3 (13) ｱ

4 ① 仮戸籍等電子化事業

　戸籍業務において、仮戸籍、福岡戸籍、臨時戸籍は

特殊な照会事例において用いられている基礎資料であ

る。経年劣化し腐食が進む紙資料の保存を図るため、

紙資料を電子化する。

ｿ 1 24 9 25 1 27,582 27,582 22,065 5,517 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 125 -



24_北中城村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ
Ｇ 章 節 項 目

458,542 457,365 365,880 91,485 1,177

1

ツーリズム「北中

城」促進事業

 北中城村型観光の振興に向けて、点在する歴史文化遺産

等の整備や公共交通及び徒歩による散策などネットワーク

化を実施する。

 また、滞在型施設や東海岸地域における新たな観光拠点

の整備及び村内イベントを充実強化し、観光地として魅力

を向上するための景観整備を実施する。

 さらに姉妹都市との観光交流の促進と、外国人観光客受

け入れに向けた人材育成のための研修を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 75,812 75,812 60,646 15,166 3 3 (2)

①

あやかりの杜滞在型

施設活用事業

 長期滞在型の宿泊施設、キャンプ場等がある「あやかり

の杜」を活用し、野外活動するためのインストラクター養

成等を実施する。

ｲ 5 24 12 29 3 2,000 2,000 1,600 400 3 3 (2) ｳ

②

歴史文化散策路ネッ

トワーク整備構想・

計画調査事業

　誘客を図るため、世界遺産「中城城跡」を核として、村

内にある歴史文化遺産の活用と、村の魅力を発信するた

め、徒歩で周遊できる散策遊歩道整備の計画を作成する。

ﾘ 5 24 10 29 3 9,861 9,861 7,888 1,973 3 1 (5) ｱ

③

北中城まつり活性化

事業

　県内外の誘客及び村民コミュニケーション醸成を図るた

め、夏場の祭りとして、沖縄の伝統文化である「青年エイ

サー」、秋場の「北中城まつり」の開催、そして冬場の祭

りとして、沖縄の温暖な気候を活かした日本一早い「ひま

わりまつりin北中城」を開催する。

ｲ 10 24 7 34 3 12,072 12,072 9,657 2,415 3 3 (2) ｲ

④

音楽で村づくり支援

事業

　村内の各イベントや各自治会におけるまつり等と子供た

ちの音楽活動を融合させ、幅広い世代による地域活性化と

魅力ある観光地形成を目指す。その初年度として子供たち

がより充実した活動が行えるよう楽器等の機材を購入す

る。

ｲ 1 24 10 25 3 11,752 11,752 9,401 2,351 3 3 (2) ｳ

⑤

荻道・大城湧水群周

辺環境整備事業

　平成の名水百選に選ばれた湧水群について、新たな観光

資源としての活用を目指し、水質の調査や、世界遺産「中

城城跡」のすぐ近くに点在するという環境を活かし、湧水

群周辺整備調査を実施する。

ｲ 5 24 10 29 3 6,489 6,489 5,191 1,298 3 3 (2) ｳ

⑥

東海岸まちづくり構

想策定事業

　特色ある観光地としての基盤整備を目指し、本村の東海

岸域はアーサ（ヒトエグサ）の産地であることから、魅力

ある「食」の観光資源としての活用を図るため、東海岸地

域まちづくり構想を策定する。

ﾊ 1 24 7 25 3 11,504 11,504 9,203 2,301 3 3 (6) ｱ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

北中城村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

370,000                                

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

-4,120

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

365,880

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

370,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 126 -



24_北中城村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ
Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑦

観光コミュニティバ

ス導入検討事業

　村内にある観光資源をターゲットとした観光コミュニ

ティーバス導入に向け、本村の観光特性・交通特性・課題

を把握し、交流活性化の具体策とモデル事業への検討を行

う。

ｲ 3 24 10 27 3 9,135 9,135 7,308 1,827 3 1 (7) ｳ

⑧ 農道除草作業事業

魅力的な観光地を形成するため、日本一早い「ひまわりま

つり」（１月～２月開催）会場周辺の除草作業を実施す

る。

ｲ 1 24 10 25 3 300 300 240 60 3 3 (2) ｳ

⑨ 景観計画策定事業

　本村における景観特性や目指すべき「将来像」及び「景

観形成に関する方針」等を示し、良好な景観形成のための

行為の制限等を定めることにより、実現性の高い景観形成

を推進するため、景観計画を策定する。

ｿ 1 24 10 25 3 4,577 4,577 3,661 916 3 1 (6) ｱ

⑩

公営墓地整備基本計

画策定事業

　沖縄独特の墓地散在化の規制と、景観的な配慮をするた

め、公営墓地の形態、規模、運営方法、候補地選定の基本

計画を策定する。

ｿ 1 24 9 25 1 4,410 4,410 3,528 882 3 3 (6) ｱ

⑪

南米３カ国青年研

修・葛巻町青少年交

流事業

　友好親善と国際交流の推進を図るため、本村出身者が多

くいる南米３カ国（ペルー、アルゼンチン・ブラジル）に

研修生を派遣する。

　また、北中城村の文化・伝統等の発信と将来を担う人材

ネットワークの形成を図り、国内外の観光客の誘客強化の

ための人材育成を目指すため、姉妹町村である岩手県葛巻

町の青少年交流事業を実施する。

ﾁ 10 24 10 34 1 3,712 3,712 2,969 743 3 5 (4) ｱ

2

駐留軍用地跡地等利

活用事業

　これからの本村の交流拠点となる軍用地跡地アワセゴル

フ場地区の「まちびらき」に向けて、観光拠点づくり計画

の策定、景観形成検討調査、歴史文化継承のための映像保

存、全体計画の工程管理、新たな施設整備に向けた総合整

備計画の修正、アワセゴルフ場跡地に隣接したサウスプラ

ザ地区跡地の環境・測量調査を実施する。

ﾖ 3 24 8 27 3 33,519 33,519 26,813 6,706 3 3 (13)

①

アワセゴルフ場地区

観光拠点づくり計画

策定事業

　観光客誘客が期待される駐留軍用地跡地である「アワセ

ゴルフ場地区」の観光拠点まちづくり及び安心安全なまち

づくりの推進と、災害にも強く魅力ある観光まちづくりを

目指し、災害時及び災害復旧時を想定した避難路、輸送

路、物資供給などの調査を実施し、計画を策定する。

ﾖ 1 24 8 25 3 10,622 10,622 8,497 2,125 3 3 (13) ｳ

②

アワセゴルフ場地区

景観形成検討調査事

業

　アワセゴルフ場地区における魅力的で快適な観光拠点と

してのまちづくりにたち、総合的な観点から無電柱化にむ

けた整備計画を策定する。

ﾖ 1 24 9 25 3 4,568 4,568 3,654 914 3 3 (13) ｲ

③

アワセゴルフ場地区

歴史・まちづくり映

像保存事業

　戦後強制収容で消滅した比嘉集落の戦前の営みから返還

合意・跡地の利用までを記録として残し歴史文化の継承を

図るため、映像としてまとめる。

ﾖ 5 24 8 29 3 940 940 752 188 3 1 (4) ｱ

④

アワセゴルフ場地区

利用推進プロジェク

ト管理事業

　プロジェクト管理能力のあるプロジェクトマネージャー

の助言を得て跡地利用の迅速な推進を図るため、アワセゴ

ルフ場跡地開発の全体計画の作成、工期の短縮検討、進捗

管理、将来予測、ステークホルダー(プロジェクトに関係

しているあらゆる人々)との調整及び管理を実施する。

ﾖ 3 24 9 27 3 2,682 2,682 2,145 537 3 3 (13) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 127 -



24_北中城村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ
Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑤

サウスプラザ地区跡

地利用検討基礎調査

事業

　昭和49年に返還されたサウスプラザ地区（約3.0ha)は、

アワセゴルフ場跡地に国道を挟んで隣接していることか

ら、一体的に整備することが有効的であり、未調査である

環境調査・測量調査を行う。

ﾖ 1 24 9 24 12 9,570 9,570 7,656 1,914 3 3 (13) ｲ

⑥

アワセゴルフ場地区

総合整備計画修正事

業

　平成22年度に作成した「アワセゴルフ場総合整備計画」

は、大型商業施設と大型医療施設を核とした総合整備計画

に基づくまちづくりに必要な要素を満たしてきているもの

の、「地域の歴史、文化」、「健康増進」、「スポーツ交

流」などの分野が満たされておらず、それらを満たす必要

な施設の配置等を検討するため見直しを行う。

ﾖ 1 24 12 25 3 5,137 5,137 4,109 1,028 3 3 (13) ｲ

3 ①

雇用サポートセン

ター事業

　活力ある地域作りを目指し、高い水準で推移している失

業率の改善を図るとともに、退職期を迎えた「団塊の世

代」の再就職希望に対応するため、雇用サポートセンター

を設置する。

ﾎ 10 24 8 34 3 5,404 5,404 4,323 1,081 3 3 (10) ｱ

4 平和祈念活動事業

　戦争体験のない次世代へ悲惨な沖縄戦の事実を継承し、

「平和」「命」の尊さを伝えるとともに、平和意識の高揚

と平和を希求する心を育むことを目指し、平和を守る北中

城村民の会の活動への支援強化と戦没者追悼事業等への活

用を図るため村内戦没者のデータベース化を行う。

　また、戦後６７年を迎え、沖縄戦及び戦後直後の復興を

伝える者も高齢化しており、戦後復興体験を後世に伝える

ための聞き取り調査や当時の英文資料を翻訳し整理を行

う。

ｿ 5 24 6 29 3 16,032 16,032 12,825 3,207 3 5 (1)

②

沖縄戦戦後復興調査

事業

　戦後６７年を迎え、聞き取り調査の対象者（当事者）が

高齢化する中、沖縄戦・戦後の復興体験を後世に伝えるた

め、米兵が綴った日誌など未調査の英文資料（比嘉太郎・

マーフィン資料）の翻訳を行うとともに、聞き取り調査等

を行う。

ｿ 5 24 6 29 3 12,032 12,032 9,625 2,407 3 4 (2) ｳ

③

戦没者管理システム

導入事業

　自治体等で行われる戦没者追悼などの平和活動へ活用す

るため、沖縄戦における北中城村の戦没者約2,000名（当

時の人口の約1/3）についてデータベース化を行う。

ｿ 1 24 10 25 3 4,000 4,000 3,200 800 3 4 (2) ｳ

5

農水産アクティビ

ティ事業

　北中城村の第１次産業・第２次産業・第３次産業の連携

を図り、農水産業をはじめとする村内の産業振興を図るた

め、海洋特産品のアーサ（ヒトエグサ）の加工施設やアン

テナショップの整備、商工会を主体とした新ブランド商品

開発及び特産品の販路拡大に向けた取り組み等を支援す

る。

　また、農業者の生産性の向上と後継者不足及び耕作放棄

地の解消を図るため、農業経営改善支援員を配置する。

　循環農法の推進と焼却ゴミの減量化を図るため、再資源

化ストックヤード等の整備及び伐採木等のチップ処理機械

を導入する。

ﾆ 10 24 8 34 3 134,680 133,503 106,801 26,702 1,177 3 3 (9)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 128 -



24_北中城村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ
Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

①

地域ブランド構築事

業

　産業振興、担い手育成を図ることを目指し、農水産物資

源を活かし付加価値を高めるための北中城村独自のブラン

ド化に向けた商品開発を行い、商品選定委員会で選定され

た特産品の販売拡大や県外物産フェアへの出店を行う。

ﾆ 10 24 9 34 3 36,329 35,152 28,121 7,031 1,177 3 3 (9) ｲ

②

農業経営改善支援事

業

　生産性の向上と後継者不足及び耕作放棄地の解消を目指

し、農業者の技術支援及び助言と、就農を希望する若者の

人材育成のため、農業経営改善支援員を派遣する。

ﾊ 10 24 8 34 3 1,241 1,241 992 249 3 3 (7) ｴ

③

再資源化ストック

ヤード等整備事業

　循環型農法の推進とともに、焼却回避によるゴミ減量化

を目指し、青草、伐採木の堆肥化・再資源化を図るための

スットクヤード整備、伐採木等のチップ処理機械を導入す

る。

ﾚ 5 24 10 29 3 97,110 97,110 77,688 19,422 3 1 (2) ｱ

6

地域連携防災システ

ム構築事業

　災害に強いまちづくりを目指し、村民と観光客の安心・

安全が確保できるよう、地域防災計画見直しと危険箇所の

調査を行うとともに、大規模災害時等の長期避難生活に備

えた食料品、生活必需品を備蓄するための環境整備、避難

施設である小学校が災害時にその機能が発揮できるよう施

設の改修を行う。

　また、観光客を含む災害時要援護者の円滑な避難を図る

ため、避難支援計画の策定等を行う。

　加えて、普天間飛行場からの騒音被害の検証のための自

動測定装置を導入する。

ﾚ 3 24 9 27 3 60,313 60,313 48,249 12,064 3 2 (4)

①

地域防災・危険箇所

調査等事業

　災害の予防、災害発生予想箇所の調査、海抜表示板の設

置、災害時応急対策、災害復旧対策に係る一連の防災活動

を適切にかつ迅速に実施するため、新たな防災・減災計画

を策定するとともに、防災体制ネットワークの強化を図る

ため、大規模災害時等の長期避難生活に備え、食料品、そ

の他避難生活に必要な最低限の日用雑貨等を備蓄する環境

整備を行う。

ﾚ 3 24 9 27 3 7,757 7,757 6,205 1,552 3 2 (4) ｲ

②

災害時要援護者避難

支援計画策定事業

　本村ホームページにおける統合型ＧＩＳシステムによる

視覚的観光情報発信手段構築を視野に入れ、そのレイヤー

構築の１つとして観光客が安心安全に滞在できるよう大規

模災害時を想定した避難支援計画の策定を行う。

ﾚ 3 24 9 27 3 3,790 3,790 3,032 758 3 2 (4) ｲ

③

航空機騒音自動測定

機器導入事業

　普天間飛行場から離発着する航空機等の騒音測定を目的

に機器（３機）を購入する。

ｿ 1 24 11 25 2 16,923 16,923 13,538 3,385 3 2 (5) ｱ

④

北中城小学校避難施

設改修事業

　災害時の避難施設として指定されている北中城小学校

が、台風・塩害等により屋根葺き材（防水シート）の劣化

が著しく、台風襲来のたびに近隣に危険を及ぼしている。

避難施設として安全・安心にその機能の活用を図るため、

施設の改修を行う。

ﾚ 1 24 9 25 1 31,843 31,843 25,474 6,369 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 129 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ
Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

7

エコアクション推進

事業

　村全域を植物公苑と見立て、特徴的な自然の保全や観光

拠点周辺及び住宅地内の緑化促進を行う。

　また、北中城村新エネルギービジョンに掲げられた「ク

リーンエネルギーの導入」、「省エネルギー化」及び「リ

サイクルの促進」などの長期目標の達成に向けたCO2削減

の取り組みの先駆けとして、公共施設への太陽光発電シス

テムの設置、照明器具のLED化、エコカーの導入を行う。

ﾚ 10 24 9 34 3 72,846 72,846 58,276 14,570 3 1 (3)

①

全村植物公苑化推進

事業

　本村まちづくりの基本目標の１つである「全村植物公苑

づくり」のもと、村全体を植物公苑とみたて、観光拠点周

辺の地域緑化を行う。

ｲ 10 24 9 34 3 6,054 6,054 4,843 1,211 3 1 (6) ｲ

②

公共施設等エコアク

ション推進事業

　北中城村全体でCO2削減に向けたエコアクションの先駆

けとして、公共施設においてクリーンエネルギー（太陽

光）の先行導入と照明機器等の省エネルギー化のためのＬ

ＥＤへの切り替え、電気自動車の導入を行う。

ﾚ 5 25 1 29 3 66,792 66,792 53,433 13,359 3 1 (3) ｱ

8

国際化・ICT人材教

育推進事業

　国際化社会に対応できる人材の育成に向けて、外国人や

英会話能力の優れた講師による生きた英語による英会話指

導を幼稚園・小中学校で行うとともに、子どもから大人ま

でを対象に米国の教育機関の講座を受講できるWEBシステ

ムを導入する。

 また、情報社会に対応できる人材育成や情報モラル教育

の推進に向けて、学校ＩＣＴ機能の充実と操作指導を行

う。

ﾁ 10 24 7 34 3 24,330 24,330 19,463 4,867 3 5 (4)

①

総合英会話指導支援

事業

　国際性豊かな人材育成を目指し、外国人や英会話能力の

優れた講師による生きた英語に触れることにより「総合的

な学習の時間」や「特別活動」などの時間において、国際

理解教育の一環として、指導員による英会話指導を行う。

ﾁ 10 24 7 34 3 4,320 4,320 3,456 864 3 5 (4) ｱ

②

アメリカ教育機関

ネットワーク形成事

業

　国際化社会に対応できるよう、子どもから大人までを対

象とした人材育成・教育方法等を教育現場に活かすため、

米国の教育機関とインターネット講座ができるWEBシステ

ムを導入し、米国大学教員による集中講座を行う。

ﾁ 10 24 9 34 3 4,286 4,286 3,428 858 3 5 (4) ｱ

③

学校ICT活用指導支

援事業

　コンピュータ操作指導やＩＴに関する専門的な知識向上

のために、指導員を配置するとともに、操作指導・イン

ターネットモラルなどのＩＴ教育の推進を図るため、学校

ＩＣＴ機器機能拡充を行う。

ﾁ 10 24 7 34 3 15,724 15,724 12,579 3,145 3 5 (4) ｱ

9

歴史文化継承基盤整

備事業

　今後のまちづくりに向けて、世界遺産「中城城跡」を含

む村内に点在する歴史的風致資産の調査を行うとともに、

村内の文化財の紹介・情報発信や学校の歴史教育、歴史研

究者・郷土史家の研究などに活用できるよう、データベー

ス化を図る。

ﾘ 1 24 9 25 2 18,218 18,218 14,574 3,644 3 1 (5)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 130 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ
Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期
振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

①

琉球歴史風致資産調

査事業

　琉球の歴史を踏まえたまちづくりに向けて、村内の歴史

的建造物及び歴史伝統のある文化を後世に引き継ぐため、

伝統的建造物のほか、文化財未指定ではあるが沖縄の特殊

な歴史の産物として再評価できる文化財を悉皆調査する。

ﾘ 5 24 9 29 2 16,748 16,748 13,398 3,350 3 1 (5) ｱ

②

文化財情報データ

ベース作成事業

　村内の文化財について、データベース化を図り、村ホー

ムページにおいて、容易に検索できるシステムを構築し、

魅力ある文化財の紹介・発信を行う。

ﾘ 1 24 9 25 2 1,470 1,470 1,176 294 3 1 (4) ｱ

10

子育て環境充実サ

ポート事業

　より良い子育て環境づくりと幼児・児童の健全育成を目

指し、子育て世代への就労支援や共働き世帯のサポート強

化を図るため、一時預かり室の整備、幼稚園預かり保育給

食の提供体制の整備、放課後児童クラブの環境整備を行

う。

ﾎ 10 24 9 34 3 9,688 9,688 7,750 1,938 3 2 (2) ｲ

①

一時預かり室整備事

業

　本村の公立保育所２園のうち１園は、ニーズの高い一時

預かり保育について、預かる環境が充分でないため、その

対応のため保育室の増築工事を行う。

ﾎ 2 24 11 26 3 9,080 9,080 7,264 1,816 3 2 (2) ｲ

②

幼稚園預かり保育給

食対応事業

　幼稚園預かり保育（午後）において、小・中学校と同様

の学校給食を提供するため、賃金調理員の配置を行う。

ﾁ 10 24 9 34 3 608 608 486 122 3 2 (2) ｲ

11 ① 臨時戸籍電子化事業

　終戦直後に整備（約5,000枚）された紙資料の臨時戸籍

の劣化が進み保存状態が悪いことから、保存のため電子化

を行う。

ｿ 1 24 9 25 3 7,700 7,700 6,160 1,540 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 131 -



25_中城村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

518,859 510,594 400,000  110,594  8,265 

1

吉の浦周辺施設整備

事業

　中城村においては、吉の浦会館や吉の浦公園を含む

周辺地域を豊かな暮らしサービス拠点（中央地区）と

して公共・公益施設の機能適正化を図り、村民生活の

利便性を高め、村のタウンセンターとして拠点形成を

進めている。

　本事業においては、塩害や台風被害のため、雨漏り

等が発生している吉の浦会館やキャンプ誘致等の課題

となっている体育施設の充実・強化を図る。

ﾍ 1 24 10 25 3 115,680 115,680 92,544 23,136 3 5 (2) ｲ

①

吉の浦会館施設機能

強化事業

　村民のスポーツや学習、サークル活動等の拠点と

なっており、利用者が増加している吉の浦会館につい

て、塩害や台風被害による破損箇所を修繕するととも

に太陽光発電システムを導入する等、機能強化を図

る。

ﾍ 1 24 10 25 3 102,135 102,135 81,708 20,427 3 5 (2) ｲ

②

吉の浦体育館施設機

能強化事業

　サッカーをはじめとするスポーツキャンプの誘致に

資するとともに村民の健康づくりに活用するため、吉

の浦体育館内にトレーニングジムを設置する。

ｲ 1 24 10 25 3 13,545 13,545 10,836 2,709 3 3 (2) ｳ

2

護佐丸歴史資料図書

館の整備事業

　沖縄や中城村の歴史や文化、世界遺産等について村

民等が学ぶ場所として、また、村内外に広く知らしめ

る情報発信拠点として、護佐丸歴史資料図書館の建設

を行う。なお、当該施設は、災害時に地域住民等の身

の安全を確保するため、「防災タワー」を兼ねた複合

施設とする。

ﾘ 4 24 9 28 3 116,227 116,227 92,981 23,246 3 1 (4) ｳ

3

護佐丸島むん農業活

性化事業

　生産効率及び品質の向上、安定生産等に向けた各品

目の課題解決を図るため、設備導入、施設整備、品種

選抜などを実施する。

ﾊ 1 24 9 25 3 37,660 31,430 25,143 6,287 6,230 3 3 (7) ｱ

①

トマトの安定生産に

向けた取組

　トマトの品質向上及び作業効率の向上を図るため、

栽培施設へ灌水設備及び防除機を導入する。

ﾊ 1 24 9 25 3 2,990 2,392 1,913 479 598 3 3 (7) ｱ

負担額

交付限度額

振興計画

該当箇所

Ｂ

追加額 ②

№

400,000                        

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

計

画

期

間

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

400,000                       

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額 既計上額　①

地方公共団体名

交付金交付額

                    30,280,175 400,000                                 

Ｃ

　交付対象事業費

Ａ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

交付対象事業等

の名称

中城村

事業

始期

市町村分総額

事業

終期

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 132 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

№

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

計

画

期

間

Ｃ

　交付対象事業費

Ａ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

交付対象事業等

の名称

事業

始期

事業

終期

②

島人参の安定生産に

向けた取組

  中城村ブランドである島人参の安定生産を目指し、

収穫機械の導入、品種管理圃場及び平張り施設の整

備、品種選抜の実施、土壌消毒器による土壌病害対策

等を行う。

ﾊ 1 24 11 25 3 6,510 6,510 5,208 1,302 3 3 (7) ｱ

③

キャベツの安定生産

に向けた取組

　キャベツの生育環境改善及び作業効率の向上を図る

ため、定植機、播種機、運搬機の導入を支援する。

ﾊ 1 24 9 25 3 7,160 5,728 4,582 1,146 1,432 3 3 (7) ｱ

④

輪ギクの安定生産に

向けた取組

　輪ギクの作業効率向上および生産拡大を図るため、

施肥作業と選別・調整作業の機械化を実施する。

ﾊ 1 24 9 25 3 21,000 16,800 13,440 3,360 4,200 3 3 (7) ｱ

4

とよむ中城産業まつ

り事業

　中城村内で生産、製造又は提供される産業製品を村

内外に紹介し、販路拡大を図るため開催される「とよ

む中城産業まつり」を支援する。

ﾆ 1 24 8 25 3 7,035 5,000 4,000 1,000 2,035 3 3 (7) ｲ

5

護佐丸が村を守るグ

スク整備事業

　村民の「安心・安全」な生活環境を確保するため、

地域防災計画の全面改訂、ハザードマップの見直し等

を行うとともに、災害時の避難路整備や緊急避難広場

の整備を行う。

 また、Ｊアラートの自動起動機導入のほか、土砂災

害危険区域外の周辺地域においても防災無線の放送エ

リア拡充を行う。

ﾚ 1 24 9 25 3 148,109 148,109 118,486 29,623 3 2 (4) ｲ

①

中城防災行政無線の

撤去及び増設工事

　県事業の対象となる土砂災害危険区域以外の地域に

おいても災害情報の伝達手段を確保するため、スピー

カーや増強アンプ等を設置し、防災無線放送エリアを

拡充する。

ﾚ 1 24 11 25 2 11,877 11,877 9,501 2,376 3 2 (4) ｲ

②

防災行政無線Jア

ラート整備工事

　災害や有事の際、通信衛星から村に送信される緊急

情報（Ｊアラート）を防災行政無線で村民等に瞬時に

伝達するため、自動起動機を設置する。

ﾚ 1 24 11 25 2 6,448 6,448 5,158 1,290 3 2 (4) ｲ

③ 地域防災計画策定

　海岸線を有し、毎年、台風の襲来を受ける本村にお

いて、住民等の避難誘導を図るため、地域防災計画の

全面改訂及びハザードマップの見直しを行う。

ﾚ 1 24 10 25 2 4,584 4,584 3,667 917 3 2 (4) ｲ

④

災害対策避難路整備

事業

　海岸線に近い本村における台風や津波等の対策とし

て、避難路を整備し、児童等の安全を確保する。

ﾚ 1 24 9 25 3 25,200 25,200 20,160 5,040 3 2 (4) ｲ

⑤

南上原地内緊急災害

時避難広場整備事業

　台風や大規模地震等の自然災害や有事の際に、地域

住民や観光客の安全安心を確保するため、緊急避難広

場を整備する。

ﾚ 1 24 10 25 3 100,000 100,000 80,000 20,000 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 133 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

№

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

計

画

期

間

Ｃ

　交付対象事業費

Ａ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

交付対象事業等

の名称

事業

始期

事業

終期

6

教育・子育て環境づ

くり整備事業

　地域特性を活かした教育を推進するため、郷土の歴

史・文化、伝統音楽、情報通信等の学習環境の整備を

図るとともに、特別教育支援員及び英語指導補助員の

配置等を実施する。また、子育て支援として相談体制

の強化やボランティア育成に取り組む。

ﾁ 10 24 10 34 3 66,172 66,172 44,466 21,706 3 5 (4)

①

中城の歴史と文化を

学ぶプロジェクト

「郷土の歴史・文化についての学習」を充実させるた

め、小中学校の教材等を編纂する。今年度は小学生向

け教材の企画検討、執筆者編集委員会の設置等を行

う。平成25年度末に小学生向け教材の納品を行い、平

成26年度末に中学生向け教材の納品を行う予定であ

る。

ﾁ 3 24 10 27 3 1,983 1,983 1,586 397 3 5 (4) ｲ

②

 学校ICT環境整備等

による学習意欲学力

向上推進事業

 児童生徒が、コンピューター等の情報手段に慣れ親

しみ適切に活用できるよう、情報支援員の配置やコン

ピュータの設置等により環境を整備する。

ﾁ 10 24 11 34 3 24,734 24,734 11,842 12,892 3 5 (4) ｱ

③

 きめ細かな児童生

徒支援事業

　特別に支援を要する児童生徒や学習が遅れ気味の児

童生徒について、個に応じたきめ細かな支援を行うた

め、特別教育支援員や学習支援員を各学校に配置す

る。

　また、家庭の理由で不登校になる児童生徒が多いた

め、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセ

ラーを配置し、児童生徒と保護者に対して、精神的に

きめ細かく支援する体制を整備する。

ﾁ 10 24 11 34 3 4,917 4,917 3,933 984 3 5 (3) ｱ

④

 国際理解人材育成

事業

　学校の外国語活動及び国際教育を充実させるために

英語指導の補助員を配置する。

ﾁ 10 24 11 34 3 1,336 1,336 1,068 268 3 5 (4) ｱ

⑤ 沖縄文化推進事業

　児童生徒が沖縄の文化である歌や三味線をはじめ、

様々な音楽を継承するために、楽器等を購入し、音楽

の授業やクラブ活動等の環境を整備する。

ﾁ 1 24 11 25 3 5,028 5,028 3,498 1,530 3 5 (4) ｲ

⑥

学校施設窓ガラス遮

熱対策事業

　沖縄特有の強い日差しを遮断し児童等の学習環境を

改善するため、学校の窓ガラスに加工を施す。

ﾁ 1 24 10 25 3 19,404 19,404 15,523 3,881 3 5 (3) ｳ

⑦

児童館・子育て支援

センター強化事業

　子育ての不安を解消し、子供たちへの虐待を防ぐた

め、相談体制の強化を図るとともに、地域のボラン

ティア育成を強化する。

ﾍ 10 24 10 34 3 8,770 8,770 7,016 1,754 3 2 (2) ｲ

7

戦災滅失戸籍等沖縄

戸籍関係書類システ

ム化事業

　戦災滅失した沖縄戸籍等の整備の基礎となった沖縄

戸籍関係書類は、戸籍整備資料（仮戸籍・届書類

等）、臨時戸籍、福岡仮戸籍・戸籍の附票があり、こ

れらは約37,000枚の紙原本として保管されている。こ

れらの書類をイメージ化し磁気データとして保存する

ことにより紙原本劣化による散逸の危険性を防ぐ。

ｿ 1 24 10 25 3 24,976 24,976 19,980 4,996 3 2 (5) ｲ

8

ごさまるエネルギー

プロジェクト

　中城村に建設中の吉の浦火力発電所は、沖縄で初め

て導入されるＬＮＧ（液化天然ガス）を燃料として発

電を行う。液化された天然ガスが気化する際に発生す

る廃熱を中城村の地域振興と地域エネルギーシステム

の確立に利用するため琉球大学及び中城村商工会の産

官学連携により共同研究を行う。

ｦ 2 24 11 26 3 3,000 3,000 2,400 600 3 3 (5) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 134 -



26_西原町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

828,661 828,661 657,000  171,661   

1 農水産業活性化事業

　農畜産物の生産だけでなく流通・販売・加工などに

取り組む都市近郊農業の確立を図るため、農産物直売

施設建設に向けた商圏調査及び農地情報のシステム開

発等を実施する。

ﾊ 1 24 8 25 3 12,465 12,465 9,972 2,493 3 3 (7)

①

農産物直売施設商圏

調査事業

　本町の農作物を活用した６次産業化を進め、地産地

消の推進を図るため、農作物の加工・直売所施設建設

に向けた商圏調査を実施する。

ﾊ 1 24 8 24 11 2,500 2,500 2,000 500 3 3 (7) ｲ

②

農業活性化支援シス

テム開発事業

　作物毎の収穫時期や生産量を的確に予想し、効率的

な農業経営及び営農指導等を実施するため、町内の農

地情報を一括管理するシステム開発を行う。

ﾊ 1 24 11 25 3 9,965 9,965 7,972 1,993 3 3 (7) ｴ

2

観光客受入基盤強化

事業

　西原町の観光振興を図る観点から、観光まちづくり

を推進し観光客の受入基盤を整備するため、沖縄らし

い景観の整備、モノレール新駅周辺のまちづくり調

査、防災体制の強化等を実施する。

ｲ 5 24 7 29 3 380,975 380,975 304,777 76,198 3 3 (2) ｳ

① 観光マップ作成事業

　魅力的な観光スポットや文化財等を紹介した多言語

対応の観光マップを発刊し、まちの魅力を発信する。

ｲ 1 24 9 24 12 1,869 1,869 1,495 374 3 3 (2) ｳ

②

地域防災計画策定事

業

　国指定史跡となった「内間御殿（うちまうどぅ

ん）」や沖縄本島東海岸の新たな観光地として賑わう

「西原マリンパーク」等に多くの観光客を安心・安全

に迎えるため、本町における地域防災計画を策定す

る。

ｲ 1 24 9 25 2 4,000 4,000 3,200 800 3 3 (2) ｳ

③

棚原の石畳道の石垣

整備事業

　観光振興及び文化財保護の観点から、本町に古くか

らある集落（棚原地区）の石畳道を保存整備する。

ｲ 1 24 8 24 9 1,720 1,720 1,376 344 3 3 (2) ｳ

地方公共団体名

Ａ

西原町

事業

始期

市町村分総額

657,000                                 

振興計画

該当箇所

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

終期

うち当該団体配分額

№

657,000                        

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

交付金交付額

備考

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

657,000                       

合計額  （①＋②）

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 135 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目
Ａ

事業

始期 振興計画

該当箇所

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

終期

№

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

④ 走る広告塔事業

　本町の地域振興・観光振興を図るため、本町独自の

絵柄を施した原動機付自転車標識を作成・取付する。

また、従来標識にはない「発光塗料」も併せて採用す

ることで、交通安全の一助となるよう工夫する。

ｲ 1 24 9 25 2 3,225 3,225 2,580 645 3 3 (2) ｳ

⑤

沖縄都市モノレール

新駅周辺まちづくり

調査事業

　観光振興及びパークアンドライドの推進を図るた

め、沖縄都市モノレール新駅周辺の土地利用及び沖縄

自動車道との結節等について調査を実施する。

ｲ 1 24 7 25 1 12,390 12,390 9,912 2,478 3 3 (2) ｳ

⑥

災害に強い観光まち

づくり推進事業

　台風等の災害時に観光客等に必要な情報を迅速かつ

確実に伝達するため防災行政無線システムを整備し、

併せて海抜表示板設置及び防災マップの作成等を行

う。

ｲ 1 24 11 25 2 275,498 275,498 220,396 55,102 3 3 (2) ｳ

⑦

災害・事故等避難所

環境整備事業

　台風等の災害時に観光客等の安全を確保するため、

避難所である中央公民館の台風や塩害による破損箇所

等を整備し、安全性向上と長寿命化を図る。

ｲ 1 24 10 24 12 65,113 65,113 52,090 13,023 3 3 (2) ｳ

⑧

沖縄らしい風景づく

り推進事業

　本町の地域特性を活かし、自然と文化、都市が調和

した沖縄らしい風景・景観を保全するため、景観法に

基づく景観計画を策定する。

ｲ 2 24 10 26 3 4,540 4,540 3,632 908 3 1 (6) ｱ

⑨

公園樹木等環境整備

事業

　沖縄県は国内唯一の高温多湿の亜熱帯性気候という

気象条件から、季節を問わず年中雑草等が繁茂し、植

物の生育が早いという特徴がある。

　観光振興の観点から、沖縄らしい風景・景観等を保

全するため、観光地形成促進地域内の公園樹木の環境

整備を行う。

ｲ 5 24 8 29 3 12,620 12,620 10,096 2,524 3 3 (2) ｳ

3

次代を担う人材育成

事業

　西原町の次代を担う児童生徒の心豊かな人間性を育

み、将来の沖縄振興を支える人材育成の観点から、教

育環境の整備・充実を図る。心の問題をサポートする

ため教育相談員を設置するとともに、国際的視点や言

語力を身に付けさせるため英語活動指導員の派遣を行

う。また、安全で安心な教育施設環境を提供するた

め、施設の機能強化、整備等を行う。

ﾁ 10 24 8 34 3 5,841 5,841 4,672 1,169 3 5 (3)

①

小学校英語活動指導

員派遣事業

　幼い頃から英語に触れ、学ぶことは、将来国際性を

身につける上でも大変貴重な体験となり、英語を学ぶ

ことにより、国際的視点、感覚への足掛かりとなる。

　児童の国際感覚を育むため、町立小学校に英語活動

指導員を派遣し、英語教育の充実を図る。

ﾁ 10 24 8 34 3 1,122 1,122 897 225 3 5 (4) ｱ

② 教育相談員配置事業

　いじめや校内暴力、不登校等、問題行動の未然防止

や早期発見、早期対応を図るため、児童や保護者の相

談窓口、学校及び教育委員会等のパイプ役として教育

相談員を設置する。

ﾁ 10 24 8 34 3 1,920 1,920 1,536 384 3 5 (3) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 136 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目
Ａ

事業

始期 振興計画

該当箇所

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

終期

№

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

③

学校等公共施設改修

事業

　学校校舎や給食センター等について、建築から30年

を超えたことによる老朽化や台風や塩害、直射日光に

よる被害等により、教育施設として危険な箇所が多く

散見される。児童生徒の教育環境を整備し食の安全を

確保するため、施設の機能強化及び長寿命化を図る。

ﾁ 1 24 8 25 3 2,799 2,799 2,239 560 3 5 (3) ｳ

4

子育て世代ゆいまー

る支援事業

　乳幼児の感染症予防のため、空気清浄機(殺菌機能

付）やインフルエンザ予防湿度計等を保育所（認可､

認可外）､学童クラブ､児童館等へ設置する。

ﾇ 1 24 10 25 2 19,170 19,170 15,336 3,834 3 2 (2) ｲ

5

スポーツ環境整備事

業

　西原町民陸上競技場は、芝管理の評価が高く、毎

年、プロサッカーチームの試合や合宿等が行われてい

る。今後、国内外トップチームの誘致をさらに進め、

観光資源としても活用するため、スプリンクラーや芝

面の排水設備、全天候ウレタン舗装の整備を行い、施

設の機能強化を図る。

ｲ 2 24 12 25 9 401,100 401,100 314,955 86,145 3 3 (2) ｳ

6

ICT技術を活用した

観光振興・人材育成

推進事業

　ICTを活用した観光振興を図るため、ポータルサイ

トの構築や観光アプリ開発を行う。観光アプリについ

ては、開発過程を研修対象とすることで若年者のITス

キル向上を図る。また、町の情報発信と人材育成を兼

ねて、若年者によるインターネット動画配信番組の制

作に取り組む。

ｲ 4 24 11 28 3 9,110 9,110 7,288 1,822 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 137 -



 27_与那原町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

514,639 512,139 380,000 132,139 2,500

1

与那原町観光振興事

業

　魅力的な観光地形成を図るため、多言語案内板・誘

導板、モニュメント等を設置し、与那原大綱曳の継承

発展、史跡、レジャー施設及び商店街イベントを組み

合わせて新たな観光ルートをつくる。

ｲ 6 24 10 30 3 120,519 119,219 95,374 23,845 1,300 3 3 (2)

①

歴史・文化を活かし

た観光振興事業

　観光振興を図るべく、伝統行事である与那原大綱曳

をＰＲするための大綱曳大看板設置や町内への多言語

案内板の設置、山原船活用推進に向けた委託等を実施

する。

ｲ 1 24 10 25 3 29,920 29,920 23,936 5,984 3 3 (2) ｳ

②

伝統行事を活かした

観光振興事業

　伝統行事の大綱曳を引き継ぐ人材育成、技術の保

全・継承、大綱曳を拡大発展させ観光資源として活用

するため、大綱曳実施にかかる支援を行う。

ｲ 1 24 10 25 3 10,305 10,305 8,244 2,061 3 1 (4) ｲ

③

地域活性化イベント

支援事業

　商店街でのイベント開催に関連する経費を補助し、

商工及び観光振興を図る。

ｲ 1 24 10 25 3 3,000 2,700 2,160 540 300 3 3 (8) ｲ

④

商工会青年部南北交

流支援事業

　若年交流を通して沖縄のＰＲを図るとともに、将来

のリピーターを生み出すことで誘客と観光振興につな

げることを目的として、本町商工会青年部と北海道浜

中町商工会青年部が共同して行う「南北少年少女体験

交流」へ支援を実施する。

ｲ 1 24 10 25 3 3,000 2,000 1,600 400 1,000 3 3 (2) ｲ

⑤

観光地美化・緑化き

れいなまちづくり事

業

　本町の魅力的な観光地づくりの形成と観光振興を目

的とし、観光地および観光地へのアクセス道路等を重

点的に美化・緑化を行う。

ｲ 6 24 10 30 3 22,000 22,000 17,600 4,400 3 3 (2) ｳ

⑥

聞得大君「御新下

り」と「与那原街

道」復元・周辺整備

事業

　聞得大君に所縁のある三津武嶽、御殿山、親川等史

跡の復元と再現を行うための調査を実施し、史跡の復

元・再現、「御新下り」のイメージバーチャルコンテ

ンツ作成を行う。また、史跡周辺の駐車場、案内所等

の整備を行い観光客等の利便性と安全を確保する。

ｲ 1 24 10 25 3 16,180 16,180 12,944 3,236 3 1 (5) ｱ

⑦

与那原の伝統・文

化・言語(方言)を活

かした紙芝居等作成

事業

　「与那原ことば」の普及を目指し、「与那原大綱曳

の紙芝居」、「与那原の民話の絵本」、「与那原こと

ばテキスト・かるた」の作成を行う。また、「与那原

ことば」を活かしたローカル色の強い「方言標識」の

作成を行いより与那原の独自性をアピールする。

ｲ 1 24 10 25 3 11,412 11,412 9,129 2,283 3 1 (4) ｱ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

与那原町

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

380,000                                 

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

380,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

380,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 138 -



 27_与那原町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑧

歴史資料館（仮称）

整備事業

　与那原町史、歴史、伝統におけるアーカイブス機能

の確立と、情報の発信拠点施設の整備を目的として、

「綱曳」「民俗」「平和」を集約した「与那原町歴史

資料館（仮称）」整備に向けた調査を実施する。

ｲ 1 24 10 25 3 6,064 6,064 4,851 1,213 3 1 (4) ｳ

⑨

東浜水路活用調査及

び与那原町観光計画

策定事業

　近年の多様な観光ニーズに対応すべく、観光振興施

策を作成する。また、新たな観光資源創出のため、既

存市街地と埋立開発地との間の水路を活用した観光資

源の可能性調査を実施する。

ｲ 1 24 11 25 3 18,638 18,638 14,910 3,728 3 3 (2) ｱ

2

与那原町観光交流施

設等整備事業

　本町で実施される各種イベント来訪者と町民の交流

が実施できる交流施設を整備する。また、観光客が史

跡巡りや街中観光で散策できるよう、駐車場を整備す

る。

ｲ 4 24 9 28 3 100,750 100,750 50,892 49,858 3 3 (2) ｳ

①

交流施設駐車場整備

事業

　レンタカーを利用する観光客が本町を訪れ、自由に

散策できるよう駐車場の整備を行い、観光客が史跡巡

りや街中の散策がしやすい環境を整備する。また、同

駐車場を災害時における観光客の一時避難場として、

釜場や仮設テント及び仮設トイレの設置可能な駐車場

として整備する。

ｲ 2 24 9 26 3 50,000 50,000 25,000 25,000 3 3 (2) ｳ

②

来訪者と町民の交流

施設整備事業

　「パークゴルフ全国大会」や「大阪大正区との与那

原大綱曳交流」、本町商工会青年部が行う「南北少年

少女体験交流事業」など、新たな観光資源創出の一環

として、来訪者と町民が親睦を深める交流会等の開催

が可能な施設を整備する。

ｲ 4 24 9 28 3 50,750 50,750 25,892 24,858 3 3 (2) ｳ

3

軽便鉄道与那原駅跡

公園整備事業

　太平洋戦争で破壊された軽便鉄道の与那原駅跡の用

地を購入し、軽便鉄道の歴史等を解説した説明版やモ

ニュメントを設置し、与那原町の新しい観光スポット

として公園及び道路の整備を行う。また、軽便鉄道の

歴史を後世へ引き継ぎ、歴史風化を防ぐ。

ｲ 2 24 9 26 3 86,125 86,125 68,900 17,225 3 3 (2) ｳ

4

次代を担う人材育成

事業

　学力向上及び人材育成を図る観点から、教育相談員

の配置や情報通信教育、英語教育、特別支援教育の為

の学習支援員を配置する。その効果を更に促進する為

に、デジタル教科書や電子黒板等といった学習支援機

器等を整備する。

ﾁ 6 24 10 30 3 31,568 31,568 25,254 6,314 3 5 (3)

①

学校ICT環境整備等

による学習意欲学力

向上推進事業

　将来を担う児童生徒の学力向上及び人材育成を図る

為、デジタル教科書の充実、ソフトを利用するデジタ

ルテレビ、電子黒板等を整備する。また、各教職員や

情報教育支援員が、ICTを活用した、きめ細かな教育

が支援できるよう人員配置を行う。

ﾁ 6 24 10 30 3 11,395 11,395 9,116 2,279 3 5 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 139 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

②

きめ細かな児童生徒

支援事業

　特別な支援を要する児童生徒をはじめ、学習の遅れ

気味な児童生徒に対し、個に応じたきめ細かな支援を

行う為に、学習支援員を各学校に配置する。

ﾁ 5 24 11 29 3 5,753 5,753 4,602 1,151 3 5 (3) ｱ

③

国際理解人材育成事

業

　沖縄振興の発展に重要な国際的感覚や視点を身に付

ける人材育成の為に、英語指導員(ALT)の他に英語指

導の補助員を配置し、外国語活動及び国際理解教育を

充実させる。

ﾁ 5 24 11 29 3 1,420 1,420 1,136 284 3 5 (4) ｱ

④ 沖縄文化推進事業

　沖縄の特異文化である歌・三味線や、様々な音楽文

化を継承し、地域イベントへの積極的な参加を支援す

る為に、三線や管楽器等の楽器整備を行う。

ﾁ 5 24 11 29 3 13,000 13,000 10,400 2,600 3 5 (1) ｱ

5

ほっとハート子育て

応援事業

　0歳児童の待機児童対策を目的に、9人以上の0歳児

童保育を実施する為に看護師配置をする認可保育所へ

その経費の一部を助成する。

ﾇ 10 24 8 34 3 2,000 2,000 1,600 400 3 2 (2) ｲ

6

与那原三叉路情報発

信大型ビジョン活用

事業

　与那原三叉路に大型ビジョンの屋外型デジタルサイ

ネージを設置し、地域情報や地域イベントの映像を届

け、新たな賑わいを創出し周辺への観光客誘客を図

る。また、大型ビジョン活用による観光ビジネス創出

によって商業活性化に繋げる。

ｲ 1 24 10 25 3 28,466 28,466 22,772 5,694 3 3 (2) ｳ

7

与那原町観光発信・

観光誘致事業

　町道に電光掲示板を設置し、広く地元客や観光客に

観光案内・観光発信を行い、観光誘致と観光振興強化

を図る。また、台風時には、交通規制案内を行い、観

光客等の安全安心を確保する。

ｲ 1 24 9 25 3 70,000 70,000 56,000 14,000 3 3 (2) ｳ

8

与那原町景観形成強

化事業

　本町は、沖縄らしい風景を象徴する赤瓦の県内唯一

の生産地であることから、赤瓦を利用した与那原町ら

しいまちづくりを形成し観光振興を図る為の景観計画

を策定する。

ｲ 3 24 10 27 3 7,000 7,000 5,600 1,400 3 1 (6) ｱ

9

与那原町商工業振興

事業

　本町の商工業活性化のため、地域の特性を活かした

事業支援策として、地場産業である赤瓦などの窯業支

援と、商店街活性化につながる街路灯整備に取り組

み、地域産業の振興につなげていく。

ﾆ 1 24 10 25 3 49,500 49,500 39,600 9,900 3 3 (8)

①

地場産業振興支援事

業

　県内唯一の赤瓦生産地として赤瓦の原料となる「ク

チャ」の埋蔵量調査を行い、需要と供給を予測して今

後の地場産業（窯業）の振興と沖縄県全体の赤瓦街並

み形成による観光振興に繋げていく。

ﾆ 1 24 10 25 3 31,500 31,500 25,200 6,300 3 3 (9) ｱ

② 商工業振興支援事業

　商店街に大綱曳等の与那原を象徴する造形物を乗せ

た街路灯設置により、きらめきのある光で魅力ある賑

わいの場を演出し、商店街の景観イメージアップを図

り商工観光振興につなげていく。

ﾆ 1 24 10 25 3 18,000 18,000 14,400 3,600 3 3 (8) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 140 -



 27_与那原町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

10

与那原町水産業振興

事業

　本町の特産品であるひじきの藻場を保全し、ひじき

等の水産物を利用した商品のブランド化による６次産

業化を推進する。

ﾊ 1 24 10 25 3 16,500 15,300 12,240 3,060 1,200 3 3 (7) ｱ

①

人工的ひじき生息環

境（ひじき畑）の整

備事業

　近年減少傾向にあるひじきの藻場の保全を図り、増

殖技術の研究、人工的にひじきの生息環境を整えて収

穫増量につなげていく取り組みの支援を行う。

ﾊ 1 24 10 25 3 12,000 10,800 8,640 2,160 1,200 3 3 (7) ｱ

②

水産加工品ブランド

定着化事業

　特産品のひじきや、水揚の多いソデイカなどを活か

した付加価値の高いブランド加工品開発により、漁

獲・加工・販売の６次産業化の支援を行う。

ﾊ 1 24 10 25 3 4,500 4,500 3,600 900 3 3 (7) ｲ

11

与那原町海抜及び津

波避難ビル表示整備

事業

　発生が予想される地震・津波災害について東日本大

震災の教訓を踏まえ、町民及び観光客の減災策として

町内の電柱や施設等へ海抜表示板等を設置する。

ﾚ 1 24 12 25 2 2,211 2,211 1,768 443 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 141 -



28_南風原町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

849,687 825,558 660,000  165,558  24,129 

1

南風原町人材育成事

業

　南風原町の児童生徒の学力向上及び人材育成のため

には、地域社会全体での生活環境の改善も含めた取組

が必要である。そのため、青少年の友好都市及び移民

先(ハワイ)への派遣や、ICTの更なる推進、怠学等によ

る不登校児童生徒へのきめ細かな対応など多角的な施

策の展開を行う。

ﾍ 10 24 7 34 3 83,984 83,984 67,185 16,799 3 5 (1)

① 青少年国際交流事業

　国際的視野を広め、国際化時代に対応しうる青少年

リーダーの育成を図ることを目的として、町内の青少

年リーダーを海外へ派遣し、教育・文化・歴史産業な

どの視察研修、そして現地の学校への体験入学、ホー

ムステイを実施する。

ﾍ 5 24 8 29 3 3,443 3,443 2,754 689 3 5 (4) ｱ

②

小学校英語指導助手

配置事業

　小学生のうちから英会話に触れさせ、外国の言語や

文化について興味を持たせ英語力を向上させる為に、

外国語に精通した日本人を各小学校に配置する。

ﾍ 10 24 8 34 3 4,800 4,800 3,840 960 3 5 (4) ｱ

③ 学力調査等事業

　学力が低い沖縄県において、本町を担う児童生徒の

学力向上推進のために、学力調査等を専門業者に委託

する。

ﾁ 10 24 7 34 3 2,478 2,478 1,982 496 3 5 (3) ｱ

④ 学習支援員配置事業

　沖縄の学力の低さは、基礎学力の不足が原因と言わ

れている。そこで、基礎学力を定着させるため、授業

に遅れがちな児童生徒に対するきめ細かな指導により

基礎学力向上を図るため、学習支援員を配置する。

ﾁ 10 24 9 34 3 8,523 8,523 6,818 1,705 3 5 (3) ｱ

⑤

特別支援教育補助員

配置事業

　児童生徒の総合的な学力向上を目的として、教室内

で授業中に全体の指導についていけない子ども（学習

障害者や注意欠陥多動性障害者など学習や生活面の特

別な教育的補助を必要とする児童生徒）の個別指導や

授業外の補習、円滑に学習を行うためのサポート（介

助や安全確保）などを教師と連携して行う補助員を配

置する。

ﾁ 10 24 12 34 3 16,586 16,586 13,268 3,318 3 5 (3) ｲ

⑥ 学校ICT推進事業

　沖縄県は学力テスト結果が下位に位置し、低所得者

も多いことから、学力向上を図る為に電子黒板やデジ

タル教科書を整備する。

ﾁ 5 24 11 29 3 27,480 27,480 21,984 5,496 3 5 (3) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                     30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

660,000                        

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

660,000                      

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

南風原町

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

660,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 142 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目
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業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑦ 児童健全育成事業

　怠学や問題行動･暴力行為等の不登校生徒の居場所と

して自立支援教室を設置、専任の指導員を配置し、よ

りきめ細やかな対応、均等な学習指導を行う。また、

怠学等の児童生徒の校外指導を行うため校外指導員を

配置する。

ﾁ 10 24 9 34 3 16,159 16,159 12,927 3,232 3 5 (3) ｲ

⑧ 教育相談支援事業

　不登校または不登校傾向にある児童生徒や、子ども

への対応に悩みを持つ保護者に対する支援を充実させ

るため、教育相談支援員を小中学校に配置する。

ﾁ 10 24 9 34 3 2,310 2,310 1,848 462 3 5 (1) ｲ

⑨

中学校外国人英語指

導助手配置事業

　中学校英語教育の充実と国際理解教育推進に資する

ため、外国人英語指導員を中学校へ派遣する。

ﾍ 10 24 9 34 3 2,205 2,205 1,764 441 3 5 (4) ｱ

2 観光・産業振興事業

　沖縄の特徴である美しい海が本町にはなく、これま

で他市町村に劣っていた観光分野に力を入れ町全体の

産業の活性化を図るため、既存の観光資源の保存・再

生・活用に重点をおいた観光振興の取り組みを行う。

　各団体、企業、事業者をはじめ、基幹産業である農

業も含めた産業振興を進める。同時に町内の求職者を

雇用し町内の道路、公園等の美化を図り利用しやすい

施設整備も進める。

ｲ 10 24 7 34 3 319,536 296,657 237,323 59,334 22,879 3 3 (2)

①

地域観光まちづくり

推進事業

　県内外へ観光地としての知名度を上げていく方策と

して、平成24年1月から12月まで、県の緊急雇用創出事

業基金を活用観光協会設立に向けた推進室を町商工会

内に設置しており、引き続き、交付金を活用し事業を

実施する。

ｲ 3 25 1 27 3 1,767 1,767 1,413 354 3 3 (2) ｳ

②

南風原町観光景観美

化整備事業

　本県は亜熱帯性の固有な自然環境であり、年間を通

して植物の繁茂がある。町内の観光ルートの環境美化

を町内の求職者を雇用して実施する。また、専用の車

両も購入する。

ｲ 10 24 7 34 3 6,600 6,600 5,280 1,320 3 1 (6) ｱ

③

観光による地域産業

活性化事業

　観光客を呼び込む新たな施策の展開を地域やＮＰＯ

等と実施するため、琉球絣会館の改修や、絣生産地区

の環境美化活動、町のイメージキャラクター制作、

ローカルヒーローの復活などを行う。

ｲ 10 24 9 34 3 88,693 88,693 70,954 17,739 3 3 (6) ｱ

④

地域資源利便性向上

事業

　地区の高度利用及び景観形成図るため、建物の高さ

を制限し都市計画で想定した市街地の形成を妨げてい

る低い位置にある高圧線の鉄塔を嵩上げする。

ﾆ 1 24 12 25 3 110,000 92,500 74,000 18,500 17,500 3 1 (6) ｱ

⑤

南風原町情報発信事

業

　町ホームページを観光による地域産業活性化事業と

もタイアップし、町をピーアールする動画配信や音声

案内を導入するなどリニューアルを行う。

ｲ 1 24 11 25 3 2,935 2,935 2,348 587 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 143 -
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交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑥

物産と食開発プロ

ジェクト

　本町の特産品のへちま、ストレリチア(極楽鳥花)、

かぼちゃ、スターフルーツ、南風原豚等を活かした

「南風原町らしいグルメ」の開発のため、物産展・グ

ルメコンテストを行う。

ｲ 3 24 9 27 3 3,772 3,772 3,017 755 3 3 (9) ｲ

⑦

食と観光全国へ発

信！事業

　沖縄独特の食材や加工品、町内で生産され又はよく

食されている食材や伝統行事食の栄養価を分析し、

「地域版栄養成分表」を作成する。その資料を基に観

光客向けと町民向けのリーフレット作成する。

ｲ 1 24 10 25 3 12,143 12,143 9,714 2,429 3 3 (2) ｵ

⑧

観光・文化等サイン

整備事業

　町内の歴史・文化・史跡・伝統工芸等の観光産業資

源に係る関連施設の案内サインを整備する。

ｲ 1 24 10 25 3 53,000 53,000 42,400 10,600 3 3 (2) ｳ

⑨

南風原町地域農業活

性化事業

　本町では、ヘチマの栽培が盛んで、生産量は毎年県

内の上位に位置している。しかし、本県特有の気象条

件(台風、長雨、干ばつ等)病害虫、鳥獣等による被害

が後を絶たず安定供給の妨げになっており、耐候性施

設(強化型パイプハウス)を設置する経費に対し補助を

行う。

ﾊ 1 24 11 25 3 26,898 21,519 17,215 4,304 5,379 3 3 (7) ｱ

⑩

農業生産体制強化事

業

　農産物の未舗装道路の粉塵による生育不良や、道路

の凸凹による生産物の荷崩れを防止するため、既設の

未舗装道路にアスファルト舗装を行う。

ﾊ 1 24 10 25 1 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (7) ｶ

⑪ 動く広告塔事業

　本町のイメージアップを図るため、本町独自の絵柄

を施した原動機付自転車標識を作成する。また、交通

安全の推進を図るため、従来標識にはない「発光塗

料」等も併せて採用する。

ｲ 1 24 11 25 3 3,728 3,728 2,982 746 3 3 (2) ｳ

3

環境にやさしいまち

づくり事業

　自然の景観に恵まれ、独特な伝統文化が育まれた沖

縄には毎年多くの観光客が訪れている。豊かな自然環

境を守ることは沖縄振興に欠かせないため、私たちが

環境に配慮した生活をし、環境の保全に貢献する社会

づくりに向けた取り組みが必要である。そのため焼却

処分されていた食品廃棄物を資源として再利用する”

循環の環”の構築、こども達を中心に環境教育を実施

する。

ﾚ 5 24 7 29 3 68,360 68,360 54,256 14,104 3 1 (2)

①

はえばるリサイクル

ループ事業

　町内での食品廃棄物の循環を構築するため、町内で

発生する食品廃棄物(生ごみ、廃食用油含む)を分別回

収し、それらで養豚用飼料や堆肥、バイオディーゼル

燃料を生産する。

ﾚ 5 24 7 29 3 12,596 12,596 10,076 2,520 3 1 (2) ｱ

② 環境学習支援事業

　児童館や学校、教育委員会等と連携し、小学４、５

年生を対象に、専門家による「体験型」の環境教育・

環境学習を実施する。

ﾚ 5 24 7 29 3 630 630 504 126 3 1 (1) ｵ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 144 -
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③ 草木リサイクル事業

　「循環のシステム」を構築するため、町内から出る

草木を堆肥化し、農地で活用する。

ﾚ 5 24 7 29 3 5,318 5,318 4,254 1,064 3 1 (2) ｱ

④

沖縄の気候を活かし

た環境に配慮したク

リーンエネルギー事

業

　地球温暖化の原因となる温室効果ｶﾞｽを削減する手段

として消費電力を抑えるため、役場庁舎に断熱フィル

ムを設置する。また、汚水処理施設の電気料削減のた

め太陽光発電システム導入する。

ﾚ 4 24 10 28 3 25,592 25,592 20,043 5,549 3 1 (3) ｱ

⑤ 省エネ施設推進事業

　地球温暖化の原因となる温室効果ｶﾞｽを削減する手段

として消費電力を抑えるため、小中学校、公立保育所

等に断熱フィルムを設置する。また、小中学校の教室

の扇風機を取り替える。

ﾚ 1 24 10 25 3 24,224 24,224 19,379 4,845 3 1 (3) ｱ

4

災害に強いまちづく

り事業

　地震や大雨などの自然災害、交通事故といった人的

災害などに対する町独自での自主防災体制を強化する

ため、防災無線、携帯用無線機器の整備や避難所の機

能強化により、災害時に住民や観光客への情報発信や

被災地と災害対策本部との速やかな通信により、被害

を最小限に抑えるような対策を講じる。

ﾚ 10 24 7 34 3 220,673 219,423 175,537 43,886 1,250 3 2 (4)

①

デジタルＭＣＡ携

帯・無線電話装置等

導入事業

　台風等の自然災害による被害が多発しているため、

災害時の際に、災害現場と災害対策本部との正確な情

報交換を行い、災害対策本部からの適切な指示と迅速

な行動がとれるよう携帯用無線機等を購入する。

ﾚ 1 24 7 24 9 733 733 586 147 3 2 (4) ｲ

② 防災体制強化事業

　沖縄県は島しょ県であるため、大災害が発生すると

孤立する可能性がある。町独自での自主防災として防

災行政無線の整備やハザードマップの整備、食料備蓄

などを実施し、様々な災害に瞬時に対応できる体制を

整える。

ﾚ 5 24 10 29 3 157,323 157,323 125,858 31,465 3 2 (4) ｲ

③

不発弾避難支援シス

テム整備事業

　町が保有する図面と住民情報、要援護者台帳等を連

携した避難支援システムを導入し、不発弾発見時や自

然災害時に、避難対象区域内の住民情報及び要援護者

情報を正確に把握し、避難支援を効率的に実施する。

ﾚ 1 24 9 25 3 10,600 10,600 8,480 2,120 3 2 (5) ｲ

④

小中学校体育館屋根

長寿命化事業

 台風襲来の塩害により耐久性が悪くなっている体育館

の屋根を改修し、災害時の避難場所としての施設強化

を図る。

ﾚ 1 24 11 25 3 40,000 40,000 32,000 8,000 3 2 (4) ｲ

⑤

災害時等避難施設改

修事業

　台風等の自然災害による被害が多発しているため、

台風などの災害や不発弾処理等非常時の避難施設であ

る地域公民館や集会施設の整備を行う。

ﾚ 10 24 12 34 3 6,250 5,000 4,000 1,000 1,250 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 145 -
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⑥

災害時等避難施設防

災体制強化事業

　沖縄県は島しょ県であり、大災害が発生すると孤立

する可能性があるため、災害時の避難施設である地域

公民館や集会施設に災害に備えた食料等を備蓄する。

ﾚ 1 24 11 25 3 5,767 5,767 4,613 1,154 3 2 (4) ｲ

5 子育て世代支援事業

　本町は年少人口(0～14歳)の割合が19.6％、市町村別

では全国7位となっている。又、ひとり親世帯数も本県

は6.16%(全国2.84%)全国1位であり、子育て家庭に対す

る保育サービスの提供は、認可保育園の定員枠では補

いきれていない。認可外保育園支援の充実のため、幼

稚園教育の通常時間を延長し、それに伴い給食を提供

するため施設整備を行う。また、預かり保育も実施す

る。

ﾁ 10 24 8 34 3 42,607 42,607 34,084 8,523 3 5 (3)

①

町立幼稚園給食受室

設置事業

　子育て支援策として、幼稚園教育の時間延長を行い

給食提供を開始するため、幼稚園に給食受け室を増築

するとともに給食配送車、牛乳保冷庫や食事用机など

関連備品を購入する。

ﾁ 1 24 11 25 3 36,876 36,876 29,500 7,376 3 5 (3) ｲ

②

放課後児童の居場所

づくり支援事業

　学童クラブの経営安定化を図ることを目的に、町内

の学童クラブ10園中、民間施設を借用し運営を行って

いるクラブに対して一月50,000円の上限で家賃補助を

行う。

ﾇ 10 24 8 34 3 1,548 1,548 1,238 310 3 2 (2) ｲ

③ 預かり保育事業

　幼稚園の教育時間修了後も引き続き園児の健やかな

成長を支えるため、預かり保育教諭を配置する。

ﾁ 10 24 11 25 3 4,183 4,183 3,346 837 3 2 (3) ｲ

6

南風原文化・歴史・

伝統継承事業

　戦争で失った町独自の文化・歴史・伝統を後世へ継

承し町内外への発信と、他地域との交流を深めるた

め、交流施設の整備、沖縄戦の負の遺産である壕を平

和と命を考える体験施設として保存管理する。また、

貴重な歴史資料等のデータベース化、伝統芸能等を保

存継承するための取り組みを行う。

ﾘ 10 24 7 34 3 102,232 102,232 81,784 20,448 3 1 (4)

①

南風原町の歴史をふ

まえた平和で豊かな

暮らしの構築事業

　南風原町独自の資源を活用した地域づくりを図るた

め、平和学習の拠点である沖縄陸軍病院南風原壕群の

保存・活用を行う。また、失われつつある戦争の体験

や記憶を整理してまとめ、公刊誌として発刊するとと

もに、南風原文化センターに収蔵されている貴重な歴

史資料をデータベース化して整理し、公開活用を行

う。

ﾘ 10 24 7 34 3 25,510 25,510 20,408 5,102 3 1 (4) ｳ

②

平和・文化交流で育

む青少年育成事業

　伝統芸能継承を推進するため、各字の伝統芸能の保

存や継承への取組に対し助成を行う。また、青少年の

地域文化や共同体への意識の高揚を促すため、町民劇

場を実施する。歴史の継承を図るため、小学生を対象

に戦争、平和などについて県外での交流を行う。

ﾘ 10 24 7 34 3 8,861 8,861 7,088 1,773 3 1 (4) ｳ

③

戦災滅失戸籍等沖縄

関係書類電算化事業

　沖縄戦において滅失した戸籍を再製するために作成

された仮戸籍申告書、臨時戸籍及び福岡戸籍(沖縄関係

書類等)並びに戸籍受附帳の紙情報をデータ化する。

ｿ 1 24 7 25 3 26,040 26,040 20,832 5,208 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 146 -



28_南風原町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

④

南風原町海外移住者

子弟研修生交付金事

業

　文化交流を推進するため、南風原町出身の海外移住

者子弟を南風原町に研修生として受け入れ、移民の歴

史はもちろん、相互の文化を学習させる。

ﾘ 10 24 9 34 3 1,500 1,500 1,200 300 3 4 (1) ｱ

⑤

宮平獅子舞ﾊﾜｲ公演

事業

　青年達の伝統芸能に対する意識の向上と、文化交流

の推進を目的に、戦争で失われハワイから送られた伝

統芸能の一つである獅子舞と、現在まで継承された技

をハワイへのお礼公演実施する。

ﾘ 1 24 8 24 11 2,565 2,565 2,052 513 3 4 (1) ｱ

⑥

伝統文化交流施設活

性化事業

　文化活動・伝統芸能の継承や他の地域との文化・伝

統交流等、総合的な文化事業を展開し地域活性化に繋

げることを目的に、地域交流センターの施設設備を強

化するため、付帯設備（音響・照明・スクリ－ン・舞

台バトン・プロジェクター等）の整備を行う。

ﾘ 1 24 10 25 2 37,756 37,756 30,204 7,552 3 1 (4) ｳ

7

安心・安全な学校づ

くり事業

　沖縄は離島県で規模も小さいことから産業廃棄物等

における特殊物の処理が出来ないため、役場庁舎(地下

倉庫)で保管している「蛍光灯安定器」と小学校で使用

されていた低濃度(微量)PCB廃棄物の「高圧トランス」

を県外で処理する。

ﾚ 1 24 7 24 7 1,318 1,318 1,054 264 3 1 (2) ｲ

8

大災害時における電

力供給及び避難拠点

の整備事業

　大規模災害時において、電力供給拠点及び一時避難

場所として活用することを目的に、送電量を最大限確

保する為、施設の全照明をLED化する。また、外部に送

電する方法として、電気自動車を購入する。

ﾚ 1 24 12 25 3 10,977 10,977 8,777 2,200 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 147 -



29_渡嘉敷村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

286,655 285,305 228,241 57,064 1,350

1

渡嘉敷村観光推進事

業

　本村の観光振興を図るため、観光地等の美化や植

栽、ターミナルの機能強化等の受入体制整備、各種媒

体を活用した観光情報の発信、文化遺産を活用した新

たな観光資源の創出等を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 109,759 109,759 87,805 21,954 3 3 (12) ｱ

①

渡嘉敷村美化清掃事

業

 観光地としてのイメージアップを図るため、本村の

海浜、道路、公園など観光客等が利用する公共施設の

トイレ・シャワー等の修繕及び美化、清掃や花木の植

栽等を実施する。

ｲ 3 24 7 27 3 6,038 6,038 4,830 1,208 3 3 (2) ｳ

②

花と緑の美ら島景観

整備事業

 観光客が島の魅力を感じ、また来たいと思うような

村づくりを推進し、年間通して四季折々の花の咲く美

しい景観の島にするため、幹線道路及び散策道等に

「ケラマツツジ」や「ハイビスカス」、「サクラ」の

植栽及び緑地帯等の周辺整備を実施する。

ｲ 10 24 12 34 3 3,835 3,835 3,068 767 3 3 (2) ｳ

③

渡嘉敷港ターミナル

機能強化事業

 渡嘉敷港ターミナル利用者の利便性向上を図るた

め、ターミナルと待合ロビー及び旧ターミナルの間の

通路や、旅客出入口に屋根を設置し、さらに洋式トイ

レへの取り替え等の機能強化を行う。

ｲ 1 24 11 25 3 66,541 66,541 53,232 13,309 3 3 (11) ｳ

④

渡嘉敷村ホスピタリ

ティー向上及び多言

語観光情報発信事業

 外国人観光客への情報提供の充実やホスピタリ

ティー向上を目指し、多言語（日本語・英語・中国

語・韓国語）にて、村内の観光スポットやお勧めの散

策コースといった周辺情報が入手できるサービスを構

築する。

ｲ 1 24 9 25 3 3,675 3,675 2,940 735 3 3 (2) ｳ

⑥

修学旅行等観光客誘

致促進、渡嘉敷島Ｐ

Ｒ促進事業

 新たな観光客の掘り起こしを図るため、県外からの

修学旅行生の受け入れ活動の強化、県内外で開催され

る観光イベント等での島のＰＲ活動、観光パンフレッ

トや広告媒体を通した観光情報の発信等を行う。

ｲ 3 24 7 27 3 7,103 7,103 5,682 1,421 3 3 (12) ｱ

⑦

戦争遺跡遊歩道設置

事業

 観光客誘致や平和学習の根拠地として活用するた

め、村内の戦争遺跡に遊歩道を設置するための調査を

実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 1,155 1,155 924 231 3 3 (12) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

230,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

-1,759

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

228,241

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

渡嘉敷村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

230,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 148 -



29_渡嘉敷村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑧

「鬼慶良間伝説うふ

なー橋」展示及び村

伝統歌「大谷辻歌

碑」建立事業

 本村で古くから語り継がれている民話に登場するう

ふなー橋（石橋）や古謡「大谷辻」を新たに観光資源

として活用するため、石橋を復元展示及び歌碑を制作

する。

ｲ 1 24 11 25 3 17,719 17,719 14,175 3,544 3 1 (4) ｱ

⑨

村指定文化財「根元

家の石垣」復元修復

事業

 琉球王朝時代に建設したといわれている石垣は、観

光スポットとなっているが、第二次世界大戦におい

て、一部破壊され崩壊箇所があることから、更なる観

光地としての魅力向上を図るため、石垣の修復を行

う。

ｲ 1 24 11 25 3 3,693 3,693 2,954 739 3 1 (4) ｱ

2

渡嘉敷村災害に強い

観光地づくり事業

 安全安心に暮らせる村及び災害にも強い観光地づく

りを推進するため、災害情報や避難伝達情報等の伝達

体制を強化するための屋外子局の増設や、正確な情報

を提供するため、村内全戸へ戸別受信機を設置する。

　また、海浜地域や村営旅客船の停泊する渡嘉敷港、

及び漁港等の津波の避難確認のため村内２箇所のビー

チと渡嘉敷港へ監視カメラを設置する。

ｲ 1 24 11 25 3 154,969 154,969 123,975 30,994 3 3 (2) ｳ

３月14日

監視カメラ設

置の取り組み

を追加

3

渡嘉敷村の活力ある

農水産業を推進する

事業

 本村の農水産業の振興を図り、農家の生産意欲を向

上させることにより地産地消を推進、地場産業の推進

を図る。また、安定した水産物の供給確保のため、老

朽化した漁業施設を整備し機能強化を図る。

ﾊ 10 24 8 34 3 18,167 16,817 13,453 3,364 1,350 3 3 (12) ｲ

①

渡嘉敷村農地保全事

業

 農作物のイノシシによる被害拡大を防ぎ、農家に安

心して安定的に農産物を生産させ、農業振興を図るた

め、箱罠等を設置してイノシシを捕獲駆除する。

ﾊ 10 24 8 34 3 4,664 4,664 3,731 933 3 3 (12) ｲ

②

渡嘉敷村水産業振興

事業

 漁業の安定操業につなげ水産業の振興を図るため、

製氷施設を整備する団体へ補助する。

ﾊ 1 24 8 25 3 13,503 12,153 9,722 2,431 1,350 3 3 (12) ｲ

4

渡嘉敷村教育振興事

業

 離島へき地の子ども達の教育環境を改善し、教育の

機会を平等に与え学力の向上を図る。また、住んでる

地域の産業や歴史を学ぶため、地域の情報を掲載した

副読本を作成する。

ﾁ 1 24 9 25 3 3,760 3,760 3,008 752 3 3 (11) ｲ

①

阿波連小学校学習支

援員配置事業

 本村では児童の減少により、複式学級となった学校

の子ども達の学力向上の推進及び教職員の負担を軽減

するため、小学校教諭の資格を有する学習支援員を配

置する。

ﾁ 1 24 9 25 3 1,260 1,260 1,008 252 3 3 (11) ｲ

②

渡嘉敷村立小学校

（３・４年）副読本

製版事業

 ３・４年生の社会科副読本は、村内の特定の地区に

偏ったものとなっているため、村内全域を網羅した資

料収集と現状にあった内容を編纂し、村内の小学校が

等しく利用出来る副読本を作成する。

ﾁ 1 24 11 25 3 2,500 2,500 2,000 500 3 3 (11) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 149 -



30_座間味村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

440,474 437,506 350,000 87,506 2,968

1

座間味村歴史文化の

継承・教育振興事業

 教育環境の改善を図るため、亜熱帯特有の気候対策

として視聴覚室及び特別教室等へ空調設備を設置す

る。また、歴史・文化を保存・承継するため、本村の

歴史的過程から生まれてきた古くから伝わる民話を1

冊の本として編集・発刊を行う。

ﾀ 1 24 8 25 3 14,784 14,784 11,827 2,957 3 3 (11) ｲ

①

学校教育環境改善事

業

　学校教育施設において、空調設備が整っていない給

食室、視聴覚室及び児童生徒交流センター等の特別教

室等において、施設内環境を改善するため冷房機の取

付を行う。

ﾀ 1 24 8 25 3 9,895 9,895 7,916 1,979 3 3 (11) ｲ

②

座間味村歴史文化継

承事業

 歴史・文化の周知や、次世代への継承を図るため、

過去村内の長老や各家庭で聞取り聴衆した民話や童話

を取りまとめた原稿資料をもとに一冊の本として発刊

するため編集作業等を実施する。

ﾀ 1 24 8 25 3 4,889 4,889 3,911 978 3 1 (4) ｱ

2

座間味村観光産業活

性化事業

　低迷する観光業活性化を図るため、県外でのPR活

動、新たな陸域メニューの開発等を行い、船舶予約シ

ステム及び観光向けホームページにおけるコンテンツ

システムの拡充強化等の構築を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 85,773 85,773 68,618 17,155 3 3 (12) ｱ

①

（がんばる観光支援

事業）

 既存イベントである座間味村祭り・ホェールウォッ

チングフェスタ等の開催内容の拡充を図り、観光誘客

につなげるため、主催団体や村商工会へのイベント拡

充等への支援と観光大使の派遣による県内外ＰＲ活動

を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 14,800 14,800 11,840 2,960 3 3 (12) ｱ

②

（ファンを育てる観

光地ポータルサイト

作成事業）

　増加する外国人への多言語対応や観光案内を図るた

め、自動翻訳等のホームページの充実や、船舶予約に

おけるカード決済による利便性の向上、参加型の映像

や画像等の投稿が可能となるホームページコンテンツ

開発やシステム構築を行う。

ｲ 1 24 10 25 3 36,000 36,000 28,800 7,200 3 3 (12) ｱ

③

（歴史文化・健康づ

くり拠点整備事業）

　魅力ある観光陸域メニューの充実を図るため、既存

港公園内へビーチバレーコートの整備を実施。

また、将来、更なる充実と利便性向上を図るため全体

計画の構想策定を行う。

ｲ 4 24 10 28 3 17,274 17,274 13,819 3,455 3 3 (12) ｱ

④

（観光受入推進（ﾊﾟ

ﾜｰｱｯﾌﾟ）事業）

　多様化する観光客のニーズと需要に応じるため、陸

域メニュープログラム開発と、外国人観光客の生活文

化習慣の違いによる対応を可能とするため接遇や料理

講演会・多言語講座・セミナー等を開催する。

ｲ 1 24 10 25 3 15,500 15,500 12,400 3,100 3 3 (12) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

350,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

350,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

座間味村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

350,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 150 -



30_座間味村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑤

（慶良間海域を活用

するダイビング事業

者の利用ルール策定

事業）

　観光と自然保護の両立を図るため、エコツーリズム

推進法にて承認された本村と隣村の渡嘉敷村からなる

慶良間諸島海域利用にあたり、海洋利用から海域保

全・罰則等を含めたルールとなる要綱を策定する。

ｲ 1 24 11 25 3 2,199 2,199 1,759 440 3 3 (12) ｱ

3

座間味村農林水産業

振興事業

　観光とリンクした水産物の流通と地産地消の促進を

図るため、地元漁協組合と連携し鮮魚販売事業費の補

助を行う。また、サンゴ保全再生を目的に、若手技術

者育成を図るため、地元村漁協及びサンゴ研究施設と

連携し活動実施に要した費用を補助する。

ﾊ 10 24 10 34 3 29,679 26,711 21,368 5,343 2,968 3 3 (12) ｲ

①

（座間味村鮮魚美食

事業）

　地元で採れる新鮮な水産物の食材を観光客や宿泊施

設へ提供と流通を図るため、地元漁協協力のもと必要

な各種冷凍機材・保冷庫及び移送用フォークリフト購

入に係る事業費の補助を行う。

ﾊ 5 24 10 29 3 24,979 22,481 17,984 4,497 2,498 3 3 (12) ｲ

②

（サンゴ（海の森）

育成・植付事業）

　白化現象やオニヒトデの異常発生の影響により、失

われたサンゴ礁海域の回復に向け、地元漁協及び海洋

研究所とタイアップのもと、サンゴの種の養殖と育成

及び海への植付に係る生育活動の人材支援活動を行う

ための補助を行う。

ﾊ 10 24 10 34 3 4,700 4,230 3,384 846 470 3 3 (12) ｲ

4

座間味村定住条件整

備事業

　離島の離島を有する本村では、その地理的要因から

災害時における避難対処方法に特段の配慮が必要であ

り、住民はもとより観光で訪れる多くの観光客に対し

ても、常に安全な防災体制を確立するため、避難路の

整備や備蓄食料・救助機材購入等の事業を実施する。

ﾀ 1 24 9 25 3 133,343 133,343 106,673 26,670 3 2 (4) ｲ

①

阿佐地区避難路整備

事業

　地震・津波発生時において村内で孤立する集落及び

観光客の安全を図るため、高台へ通じる避難路確保の

ための整備を行う。

ﾀ 1 24 9 25 3 83,821 83,821 67,056 16,765 3 2 (4) ｲ

②

離島防災備蓄品設置

対策事業

　本村の高台避難場所は建物やトイレ等がなく長期避

難が不可能なため、仮設テントや非常用トイレ等の設

備設置を図る。また、救助活動資機材の確保と食糧・

飲用水保管のため防災コンテナ設置する。

ﾀ 1 24 12 25 3 45,722 45,722 36,577 9,145 3 2 (4) ｲ

③

離島防災計画等策定

事業

　１村３島からなる本村特有の地理的要因や観光地と

しての諸条件を考慮し、実情に見合った防災・減災へ

の取り組みの指針となる離島防災計画書を策定する。

ﾀ 1 24 12 25 3 3,800 3,800 3,040 760 3 2 (4) ｲ

5 ①

座間味村環境保全整

備事業

　観光誘致と特定公園である本村の自然を生かした魅

力ある観光地形成と集落内の景観促進のため、苗木や

花の植え付けを行い、玄関口でのウェルカムフラワー

を設置し、年間をとおして花と緑で観光客を迎え入れ

る。

ｲ 10 24 11 33 3 10,602 10,602 8,481 2,121 3 1 (6) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 151 -



30_座間味村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

6

ハートフルサポート

基盤整備事業

　離島である本村において、地理的要因によって必要

な社会福祉サービスが享受できないことがないよう、

社会福祉サービスの拠点を整備する事業者へ補助を行

う。

ﾇ 1 24 8 25 3 31,200 31,200 24,960 6,240 3 3 (11) ｲ

7

座間味村観光推進体

制強化事業

　観光振興を図るため地域資源を活用した陸域メ

ニュー開発や民間活力を取入れた観光施策事業を行う

ため地元観光協会への事業費の補助を始め、海洋事故

リスク軽減を図り、安心安全で利用できる海水浴場を

確保するためライフセーバーを配置する。

ｲ 10 24 8 34 3 30,000 30,000 24,000 6,000 3 3 (12) ｱ

①

座間味村観光受入拠

点事業

　365日対応の観光案内業務とタイムリーな観光情報

発信及びダイビングや民宿事業者への取次案内をス

ムーズに行い、外国人を含めた観光誘客に向け、企画

立案と事業展開を実施するため事業主体となる観光協

会へ補助等を行う。

ｲ 10 24 10 34 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 3 (12) ｱ

②

座間味村海域安全隊

事業

　村指定の３ビーチにおいて、観光トップシーズンか

ら修学旅行受入期間中、海洋事故防止及び安全確保並

びに周辺自然環境の保全活動を図るため、ライフセー

バー員を配置する。

ｲ 10 24 8 34 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (12) ｱ

8

座間味村美ら島環境

整備事業

　海岸保全と自然環境の保持を図るため、漂着ごみ及

び観光利用地で発生するゴミ収集後、速やかに処理を

行うため小型焼却炉を設置する。また、漂着ゴミの収

集時、人力で対応できない重量物対応機材を整備す

る。

ﾚ 10 24 10 34 3 36,160 36,160 28,928 7,232 3 1 (2) ｲ

9

座間味村外来植物伐

倒事業

　自然環境保全と観光地である本村の景観保持のた

め、村内至る所で野生化した外来種「モクマオウ木、

ギンネム木」繁殖の抑制を図るため伐倒事業を実施す

る。

ﾚ 10 24 7 34 3 18,866 18,866 15,092 3,774 3 1 (1) ｱ

10

座間味村高速船購入

事業

　村では観光客及び離島住民の海上移動の足として、

沖縄本島と本村を結ぶ高速船クィーンざまみを運行し

ており、現在リース船である高速船を一括購入し、安

定した運行を確保することにより、定住条件整備と観

光振興を図る。

ﾀ 1 24 11 24 12 44,053 44,053 35,242 8,811 3 3 (11) ｱ

11

座間味村村内運航に

係る対策事業

　離島と離島を結ぶ海上交通手段として、小型船舶の

資格を有する賃金職員２名を採用し、座間味島と阿嘉

島間を定時運航、渡嘉敷村と座間味村の諸島間新規運

航を実施し、観光振興を図る。

ﾀ 10 24 9 34 3 2,014 2,014 1,611 403 3 3 (11) ｱ

12

座間味村島ちゃび解

消移動手段安定化対

策事業

　離島観光利便性の向上と離島住民の足を確保し、観

光振興と定住条件を図るため、フェリー及び高速船が

悪天候などにより欠航し、那覇空港と慶良間空港間に

おけるヘリチャーターを利用した場合の運賃の一部補

助を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 4,000 4,000 3,200 800 3 3 (11) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 152 -



31_粟国村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

322,462 322,462 250,000 72,462

1

観光受入支援・整備事

業

　粟国村の自然や伝統文化を活かした交流型観光の推進並び

に着地型観光を充実していくために情報発信の媒体の製作や

観光産業に関わる人材育成を実施する。また、イベント等を

開催し、県内外より観光客を誘致する。そして、充実した観

光メニューを提供するために観光施設の整備や機能拡充を行

う。

ｲ 5 24 7 29 3 142,674 142,674 114,138 28,536 3 3 (2)

①

文化資源活用観光推

進事業

　粟国村発祥の雑踊り「むんじゅる節」を観光資源と

して広めていくためにむんじゅる節の映像化や関連商

品開発を実施する。

ｲ 2 24 8 26 3 21,315 21,315 17,052 4,263 3 3 (2) ｱ

②

粟国島パークゴルフ

場機能拡充事業

　粟国村の新たな観光資源として平成24年5月に開業

した粟国島パークゴルフ場の機能を充実させるために

貯水タンク及び散水栓等を整備し、機能向上を図る。

ｲ 2 24 8 26 3 50,925 50,925 40,740 10,185 3 3 (2) ｳ

③ マハナ崎整備事業

　観光客や住民の憩いの場である島1番の景勝地マハ

ナ崎の快適性及び安全性の向上を目的に東屋及び安全

柵を整備する。

ｲ 1 24 9 25 3 65,482 65,482 52,385 13,097 3 3 (2) ｳ

④ 環境美化促進事業

　観光地の景観を維持していくために観光地及び観光

地へのアクセス道路などの美化・緑化活動を重点的に

実施する。

ｲ 5 24 7 29 3 4,952 4,952 3,961 991 3 3 (2) ｳ

2

ものづくり振興支援事

業

　本村は、サトウキビ・モチキビ・玉葱等の栽培が盛んであ

るが、葉野菜の生産は乏しく村外から取り寄せている現状で

ある。地産地消の推進及び雇用創出に向け、周年栽培が可能

である葉野菜を中心とした植物工場の整備に向け、ビジネス

モデル作成や先進地視察調査等を実施する。

ﾊ 1 24 10 25 3 7,420 7,420 5,936 1,484 3 3 (7) キ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

粟国村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

250,000                                 

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

250,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

250,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 153 -



31_粟国村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

3

災害に強い観光地づく

り推進事業

　周辺が海に囲まれている本村は、豊かな自然に恵まれてい

る反面、台風や地震・津波等の災害が発生した際に対応する

施設整備が遅れている。村民や観光客の生命財産を守るため

の施設整備や防災・減災に向けた対策を実施し、災害に強い

安心安全な観光地づくりに取り組む。

ﾚ 2 24 8 26 3 172,368 172,368 129,926 42,442 3 2 (4) ｲ

① 多目的施設整備事業

　災害時における村民・観光客等の生命・財産を確保

するための避難施設、地域住民と観光客が交流できる

複合施設を整備する。

ﾀ 2 24 8 26 3 170,838 170,838 128,702 42,136 3 2 (4) ｲ

② 防災マップ作成事業

　東日本大震災の影響を受け、本村でも防災・減災の

意識向上が求められている。そこで、村民・行政・大

学等との協働により、ワークショップ等を通じ、防災

マップ（ハザードマップ）を作成する。

ｿ 1 24 10 25 3 1,530 1,530 1,224 306 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 154 -



32_渡名喜村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

345,570 345,570 270,000 75,570

1

観光チュラシマづく

り事業

　魅力的な観光地づくりを推進するため、良好な景観

むらづくりに関する景観条例制定や景観ガイドライン

の作成、集落内・観光スポット周辺の環境保全・美化

推進事業の実施、さらに集落景観に配慮した街路灯

（フットライト等）の設置工事を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 115,797 115,797 86,183 29,614 3 3 (12) ｱ

①

景観むらづくり推進

事業

　景観行政団体として良好な景観むらづくりを推進す

るため、景観条例の制定及び景観ガイドラインの作成

を実施し、地域をあげて渡名喜らしい景観の保全・継

承を目指す。

ｲ 1 24 7 25 3 2,499 2,499 1,999 500 3 1 (6) ｱ

②

環境保全・美化推進

事業

　島の自然と人文の調和を基調とした魅力的な観光地

づくりを推進するため、集落内や観光スポット周辺等

の緑化及び美化活動を実施するとともに、外来植物

（ギンネム等）の駆除及び在来植物の保全育成を図

る。また、観光客も含めたごみ処理に対応するため、

新たに小型焼却炉設備の設置を行う。

ｲ 10 24 7 34 3 39,727 39,727 25,328 14,399 3 3 (12) ｱ

③

景観配慮型街路灯

（フットライト等）

設置事業

　観光客を含む歩行者等の安全を確保しつつ、集落内

からも美しい星空が見えるよう、集落内の主要交差点

及び集落外周道路において、景観に配慮した街路灯

（フットライト等）の設置を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 73,571 73,571 58,856 14,715 3 3 (12) ｱ

2

渡名喜村防災支援セ

ンター機能強化事業

　津波や地震等の自然災害から住民及び観光客を守る

ため、既存の防災支援センターにて施設の補強や避難

居室、物資保管庫の整備等の機能強化工事を実施し災

害に強い観光地づくりを行う。

ｲ 1 24 11 25 3 25,652 25,652 20,521 5,131 3 3 (2) ｲ

3

多様な住み手・担い

手の住宅確保事業

　農漁業をはじめ多様な産業・業務の担い手のための

住宅を確保し地域雇用の創出と定住人口の増加を図る

ため、集落内に集落景観に配慮した多用途住宅を整備

する。

ﾀ 1 24 11 25 3 204,121 204,121 163,296 40,825 3 3 (11) ｲ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

渡名喜村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

270,000                                 

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

270,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

270,000

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 155 -



33_南大東村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

287,505 287,505 230,000  57,505   

1

南大東村定住促進事

業

　本村は、沖縄本島から400キロ遠隔に位置し、定住

環境の整備が大きな課題となっていることから、沖縄

本島からの健康診査機材の搬送事業や、医師訪問診療

事業の実施、さらには地産地消を促進する施設の整備

等を実施する。

ﾀ 1 24 9 25 3 37,215 37,215 29,771 7,444 3 3 (11)

①

健康診査用機材搬送

事業

　特定健診等の集団検診に使用する健診機材及び胸部

ﾚﾝﾄｹﾞﾝ車の海上移送船運賃及び荷役料の負担軽減を図

り、住民検診が安定的に実施できる環境整備を図るこ

とにより定住促進を図る。

ﾙ 1 24 10 25 3 1,267 1,267 1,013 254 3 2 (3) ｳ

② 医師訪問診療事業

　終末医療等で在宅療養されている家庭への訪問や移

動困難な患者宅への訪問医療の安定的な実施を図るこ

とを目的とし、医師等が島内で移動する為の車両を整

備する。

ﾙ 1 24 11 25 3 1,800 1,800 1,440 360 3 2 (3) ｳ

③

自立促進雇用対策事

業

　島内での食料確保は大きな課題となっていることか

らビニールハウスを設置し、地元食材の確保による地

産地消の推進や、花等の育苗による村内美化緑化の推

進を図る。また移動式朝市を設置し村内活性化による

自立促進の取組を行う。

ﾀ 1 24 11 25 3 25,795 25,795 20,636 5,159 3 3 (12) ｲ

④ 快適定住推進事業

　島内は池沼が多く存在していることや、製糖工場か

ら発生する副産物（バカス・ケーキ等）がはえ等の格

好の産卵場所となり害虫の異常発生が起こっている。

そこで高性能煙霧器を導入し、害虫駆除による伝染病

予防と快適な生活環境の造成を図る。

ﾀ 1 24 11 25 3 1,574 1,574 1,259 315 3 3 (11) ｲ

⑤ 地産・地消推進事業

　地産地消を推進するために、地域の食糧自給率及び

地域生産物、島外入荷物等を調査し生産者の拡充を図

る。また、低価格な食料の需給を図るため地産・地消

推進計画及び行動計画を策定する。

ﾊ 1 24 9 25 3 6,779 6,779 5,423 1,356 3 3 (12) ｲ

2

南大東村観光振興事

業

　観光客誘致等への活用を目的とし、食文化等の魅力

発信としてカレンダーを作成する。また、観光情報発

信のためのﾎｰﾑページの充実等を実施する。さらに

は、歴史の浅い島の文化資料を整理し学校教育や観光

コンテンツとしての活用を図る。

ｲ 1 24 11 25 3 120,086 120,086 96,068 24,018 3 2 (2)

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

230,000                        

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

230,000                       

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

南大東村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

230,000                                

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 156 -



33_南大東村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

①

フェノロジーカレン

ダー作成事業

　観光客誘致等を図るため、島の歴史、景観、動植

物、食文化等の魅力発信として、南大東島における食

の宝フェノロジーカレンダーを作成する。

ｲ 1 24 11 25 3 1,300 1,300 1,040 260 3 2 (1) ｱ

②

南大東島魅力発信事

業

　観光産業を今後の新たな産業の柱と位置づけ「島丸

ごとミュージアム構想」を推進し、年間観光客数１万

人を目指して、島の魅力をＰＲする観光コンテンツ映

像を作成しホームページ等で島の魅力をアピールす

る。

ｲ 1 24 12 25 3 3,688 3,688 2,950 738 3 3 (2) ｳ

③

月見ちゅら島公園機

能強化事業

　本村の観光振興を図る為には、更なる体験型観光の

環境整備が必要である。そこで、月見橋周辺を中心に

美化緑化の推進や、月見池から大池までを結ぶ遊覧船

等を整備し観光受け入れ態勢の強化を図る。

ｲ 1 24 12 25 3 41,000 41,000 32,800 8,200 3 3 (2) ｳ

④

大池地区水辺環境保

全整備事業

　本村には多くのカルスト湖が点在し、その中でも大

池と呼ばれる池が最大規模となっている。現在の大池

は水草が繁茂し景観を損なうとともに、生態系への影

響や環境保全の点からも課題となっている。そこで水

草除去、水路汚泥浚渫、危険防止の橋梁を新設し、大

池にカヌー体験プログラムを導入するなどして、新た

な観光資源の開発を図る。

ｲ 1 24 12 25 3 74,098 74,098 59,278 14,820 3 3 (2) ｳ

3

南大東村防災体制促

進事業

　遠隔離島である本島は災害発生に陥った場合、救

助・救援までに時間を要すため、基本的防災計画を柱

に各種防災対策を講じ村民や観光客の安全安心等を確

保する。

ﾚ 1 24 11 25 3 52,711 52,711 42,168 10,543 3 2 (4)

①

地域防災計画策定事

業

　東日本大震災後において、村域における防災対策全

般について、地域の特性をふまえて、地域防災計画を

見直し、村民や観光客の安全安心等を確保する。

ﾚ 1 24 11 25 3 3,382 3,382 2,705 677 3 2 (4) ｲ

②

防災サイン等整備事

業

　本村の地域特性をふまえて、地域防災対策を行う必

要があることから、遠隔離島の不利性などを考慮し備

蓄食糧と防災保管倉庫の確保を実施する。また避難場

所のトイレ、防災道具保管庫等の整備を行うことによ

り観光客への利便性と安心安全の確保を目的とする。

ﾚ 1 24 11 25 3 37,149 37,149 29,719 7,430 3 2 (4) ｲ

③

安心安全強化対策事

業

　災害時の避難所に指定する南大東村高齢者福祉セン

ターを災害時の指定避難所として位置づけ、避難時の

食糧備蓄庫と非常食を整備し、施設の災害対応への機

能強化を図る。

ﾚ 1 24 11 25 3 12,180 12,180 9,744 2,436 3 2 (4) ｲ

4 ①

やすらぎの空間環境

整備事業

　本村においては将来的にも広域化、法人等の霊園墓

地整備は困難な状況下にあり、公営霊園墓地の整備を

行う実施調査設計を委託する。

ﾀ 1 24 9 25 3 7,308 7,308 5,846 1,462 3 3 (11)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 157 -



33_南大東村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

5 ① 仮戸籍電算化事業

　沖縄戦で滅失した戸籍等の公文書は、終戦後再生さ

れたものの、用紙の劣化等により再び公文書の滅失す

る現状にあり、その対応として沖縄関係戸籍の電算化

を実施する。

ｿ 1 24 9 25 3 28,613 28,613 22,890 5,723 3 2 (5)

6 ①

南大東村人材育成事

業

　対外交流が乏しい村の柔道塾生（柔武館、小中学生

１５名）に対し身体と精神の鍛錬教育と交流を目的

に、県内の柔道名門高校の合宿を誘致して鍛錬と交流

を図ることによって人材育成を図る。

ﾍ 1 24 11 25 3 1,072 1,072 857 215 3 5 (3)

7 ①

廃棄物ストックヤ－

ド整備事業

　本村では廃棄物処理施設が整備されておらず、島内

で発生した廃棄物は一定期間保管し、定期船で沖縄本

島へ搬送している。しかしながら保管施設の環境が充

分ではないため、西港（主要港）近くにストックヤ－

ド（一部屋根）を整備する。

ﾚ 1 24 11 25 3 30,000 30,000 24,000 6,000 3 3 (11)

8 ①

ボロジノ島歴史文化

保存事業

　歴史を語る貴重な写真や文化資料及び現在の祭事・

行事をデジタル保存、製本にして後世に伝えると共に

教材や観光関係にも活用する。

ﾘ 1 24 11 25 3 10,500 10,500 8,400 2,100 3 1 (4)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 158 -



34_北大東村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

D E F G 章 節 項 目

262,501 262,501 210,000  52,501   

1

魅力的な観光地づく

り促進事業

　観光振興に向けた北大東島の魅力向上のため、観光

に重要なアクセス道路や周回道路の修景及び美化の重

点的な実施を行う。また、地域資源である伝統文化

『八丈太鼓』の担い手を育成するとともに、伝統文化

の交流発表を行い、観光誘客を促進する。

ｲ 10 24 7 34 3 34,947 34,947 27,957 6,990 3 3 (12)

①

道路中央線・歩行者

通路整備等事業

島の観光に重要なアクセス道路や周回道路等の修景

及び美化の重点的な実施を行い、魅力的な観光地づく

りを促進する。

ｲ 10 24 7 34 3 32,847 32,847 26,277 6,570 3 3 (12) ｱ

②

地域の観光文化資源

の担い手育成事業

島の文化資源である『八丈太鼓』の担い手を育成す

るとともに、県外等での交流発表を開催し、観光誘客

を促進する。

ｲ 10 24 7 34 3 2,100 2,100 1,680 420 3 3 (12) ｴ

2

食の安心基盤構築事

業

北大東村の定住化を支える農業振興と台風等の災害

時の食料確保を支える基盤整備に向け、種苗等生産施

設を整備し、村による地域の種苗供給等の農業基盤を

構築する。

ﾀ 1 24 7 25 3 146,000 146,000 116,800 29,200 3 3 (12) ｲ

3

定住受入基盤構築事

業

北大東村に若者を呼び戻し、島外や県外からの移住

を促進するため、集合住宅（４世帯）を建設し定住者

の受入基盤を整備する。なお、当該住宅の入居者選定

に当たっては観光や農業等、島の産業高度化に寄与す

る人材を優先する。

ﾀ 1 24 8 25 3 70,000 70,000 56,000 14,000 3 3 (11) ｲ

4

定住条件特別対策事

業

北大東島における子育て・教育環境を整備するた

め、預かり保育や特別支援教育の充実を図る。また、

離島の不利性を克服するため、スポーツ大会や交流学

習等における児童生徒の渡航費や島内で対応できない

医療サービスを受ける妊婦等の渡航費の一部を助成す

る。

ﾀ 10 24 7 34 3 11,554 11,554 9,243 2,311 3 3 (11) ｲ

①

離島の定住促進に向

けた子育て基盤構築

事業

待機児童を解消するため、2歳児を含む未就学園児

に対する幼稚園の預かり保育を強化する。また、特別

支援教育を充実させるため、学習支援員を配置する。

ﾀ 10 24 8 34 3 4,704 4,704 3,763 941 3 3 (11) ｲ

交付金交付額

備考

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

振興計画

該当箇所

B

追加額 ②

210,000                        

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

始期

地方公共団体名

A

北大東村

210,000                       

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

　交付対象事業費

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

市町村分総額

210,000                                 

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

終期

既計上額　①

C

№

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 159 -



34_北大東村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

D E F G 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

B

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

事業

始期

A

　交付対象事業費
交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

事業

終期

C

№

②

離島の児童の交流促

進事業

離島の不利益を克服し、児童生徒の島外・県外交流

を促進するため、スポーツや交流学習における渡航費

の一部を負担する。

ﾀ 10 24 7 34 3 3,000 3,000 2,400 600 3 3 (11) ｲ

③

離島特別医療質確保

推進事業

離島の不利性を克服し、妊婦等の健康を守るため、

妊婦検診など島内で対応できない医療サービスを受け

る際の渡航費の一部を助成する。

ﾀ 10 24 7 34 3 3,850 3,850 3,080 770 3 3 (11) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 160 -



36_伊平屋村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

362,225 350,005 280,000 70,005 12,220

1

伊平屋島観光商工業

活性化事業

　伊平屋島の定住を支える重要な産業である観光振興を図る為、各観光

地周辺の美化清掃や海岸漂着物の適正処理を行うための施設整備、海浜

公園の景観性や安全性、快適性の向上に係る取り組みを実施する。ま

た、観光資源の魅力を県内外に情報発信するため観光ﾎﾟｽﾀｰや観光ﾊﾟﾝ

ﾌ、観光多言語DVDのの製作等を実施する。更には、来島する観光客の利

便性を高めるための那覇～運天港間のｼｬﾄﾙﾊﾞｽの運行と、それに伴う水

需要の増大に対応するための施設整備を行う。これらにより、観光客の

受入体制の整備及び誘客促進を図り、観光消費の拡大を目指す。

ｲ 10 24 6 34 3 131,542 128,189 102,550 25,639 3,353 3 3 (12) ｱ

①

商工観光産業支援事

業

　観光客の受入れ体制整備の強化、誘客の促進を図ることを目的とし、

商工観光事業者向けセミナーの開催、相談会の実施、異業種間の連携促

進、旅行社による旅行プランの企画・プランニングの補助等を実施す

る。

ｲ 5 24 6 29 3 5,353 5,000 4,000 1,000 353 3 3 (12) ｱ

②

観光地イメージアッ

プ推進事業

　魅力的な観光地づくりの推進を目的とし、海浜、道路、公園など観光

客が利用する公共施設等の美化、清掃や花木の植栽などを実施する。

ｲ 10 24 6 34 3 15,650 15,650 12,520 3,130 3 3 (2) ｳ

③

海岸漂着物処理対策

事業

　観光地としてのイメージアップを図り、伊平屋島の定住を支える重要

な産業である観光を振興を推進するため、海岸漂着物の処理を行う小型

焼却炉を導入する。

ｲ 1 24 8 25 3 15,000 15,000 12,000 3,000 3 3 (11) ｲ

④

海浜公園植栽等整備

事業

　沖縄らしい原風景の創出と安心、安全で利便性、快適性の高い観光地

づくりを目指し、台風や塩害に強く、緑陰機能に優れた在来樹種への植

栽転換を実施する。また、ハブ対策として防蛇網の整備を行う。

ｲ 5 24 12 29 3 25,839 25,839 20,671 5,168 3 3 (2) ｳ

⑤

誘客イベント推進事

業

　本村の観光振興及び、年間を通じた安定的な集客を図ることを目的と

し、各種観光イベントを強化して実施する。また、伊平屋まつり及び伊

平屋マラソンを実施する団体への支援を行う。

ｲ 5 24 6 29 3 27,610 24,610 19,688 4,922 3,000 3 3 (12) ｱ

⑥

観光情報発信強化事

業

　観光情報発信の強化により本村の観光振興を図ることを目的とし、観

光ポスター、観光パンフレットの多言語化や、観光施設でのHPの開設を

行い、観光情報発信の強化により、本村の観光振興を図る。

ｲ 1 24 7 25 3 4,800 4,800 3,840 960 3 3 (12) ｱ

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

地方公共団体名 伊平屋村

交付限度額 交付金交付額

市町村分総額 うち当該団体配分額 既計上額　① 追加額 ② 合計額  （①＋②）

                    30,280,175

振興計画

該当箇所

事業

始期

280,000

　交付対象事業費 交付対象外

経費

280,000                                280,000

事

業

分

類

　総事業費

負担額

Ａ

備考

ＣＢ

事業

終期

計

画

期

間

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

合　　計

月 年 月年

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 161 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

振興計画

該当箇所

事業

始期

　交付対象事業費 交付対象外

経費

事

業

分

類

　総事業費

負担額

Ａ

備考

ＣＢ

事業

終期

計

画

期

間

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

月 年 月年

⑦

多言語観光DVD制作

事業

　多言語版DVDを制作し、デジタルコンテンツによる、海外の旅行者に

本村の魅力を視覚的に訴え、インバウンド観光での観光客増加を目指

し、海外に向けて、開かれた観光を目指す。

ｲ 1 24 12 25 3 4,111 4,111 3,288 823 3 3 (12) ｱ

⑧

シャトルバス運行支

援事業

　空港から運天港までのシャトルバスを運行（需要の高い７～８月は毎

日運行、それ以外は週末のみ）し観光客の伊平屋島へのアクセスを向上

させることによって、本村の観光振興を図る。

ｲ 5 24 6 29 3 3,699 3,699 2,959 740 3 3 (2) ｳ

⑨

水道水安定供給対策

事業

　台風時やイベント時の許容範囲を超えた水需要に対応するため、水道

施設の機能強化を行い、観光地としての受入れ体制を強化し、観光客の

快適性、利便性等の向上を図る。

ｲ 1 24 7 25 3 29,480 29,480 23,584 5,896 3 3 (7)

2

伊平屋島農林水産業

振興事業

　本村の農業振興を図ることを目的とし、土づくりから生産体制、加工

から流通、販売に至る産業基盤の支援を実施する。また、森林の持つ公

益機能性を十分に発揮させるため、間伐や保育を行うとともに、新たな

産業として林産副産物（木炭・シイタケ等）の生産支援を行う。さら

に、水産業振興を図ることを目的とし、台風時のモズク養殖用資材の保

管倉庫や大型漁船の避難用施設として漁船の陸上巻き揚げ機と漁船用台

車の整備を行う。

ﾊ 3 24 7 27 3 100,821 100,821 80,656 20,165 3 3 (7) ｱ

① 堆肥利用促進事業

　堆肥の利用促進による地力向上と減農薬化による農産物のブランド化

を目指し、既存の堆肥生産施設の機能強化を実施する。

ﾊ 1 24 7 25 3 9,120 9,120 7,296 1,824 3 3 (7) ｳ

②

肥培管理及び塩害対

策事業

　台風等の影響による塩害を最小限に抑えさとうきびの安定収量の確保

と農家所得の向上を目指し農業用水用のマリンタンクを設置する。

ﾊ 2 24 7 26 3 800 800 640 160 3 3 (7) ｶ

③ 病害虫防除事業

　作物の生産性の向上と農家所得の向上を目指し、さとうきびの収量低

下の原因となっている病害虫の被害を防ぐため防除駆除を実施する。

ﾊ 3 24 7 27 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (7) ｳ

④

黒糖関連商品の開

発・販売支援事業

　島の特産品である黒糖商品の需要喚起や販売拡大を目指し新たな特産

品の開発と販売支援を行いブランドイメージの向上を目指す。

ﾊ 2 24 7 26 3 400 400 320 80 3 3 (7) ｲ

⑤ 干ばつ対策事業

　夏場や作付け時期となる秋期・春期の水不足に対応するため、作業効

率の高いマリンタンクの設置と送水ポンプを設置し、生産性の効率化と

農家所得の向上を目指す。

ﾊ 3 24 7 27 3 9,200 9,200 7,360 1,840 3 3 (7) ｶ

⑥

林産副産物生産支援

事業

　新たな産業として林産副産物（木炭・シイタケ等）の生産支援を行い

雇用の創出と新規特産物の開発を目指す。

ﾊ 3 24 7 27 3 17,700 17,700 14,160 3,540 3 3 (7) ｶ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 162 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

振興計画

該当箇所

事業

始期

　交付対象事業費 交付対象外

経費

事

業

分

類

　総事業費

負担額

Ａ

備考

ＣＢ

事業

終期

計

画

期

間

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

月 年 月年

⑦

モズク用資材保管倉

庫整備事業

　台風時におけるモズク用資材の保管倉庫を整備し、漁家経営の安定化

と担い手支援を行う。

ﾊ 1 24 7 25 3 40,000 40,000 32,000 8,000 3 3 (7) ｴ

⑧

漁船避難施設整備事

業

　台風や荒天時の漁船等の陸揚げ施設として巻き揚げ機を整備し、漁家

経営のリスク軽減化や観光遊漁船の安全性を確保し漁業、マリンレ

ジャー等の産業支援を行う。

ﾊ 1 24 7 25 3 13,000 13,000 10,400 2,600 3 3 (7) ｶ

⑨

特産品等販路拡大推

進事業

　島で生産されるモズクや黒糖関連商品、魚類燻製商品やその他加工品

の販路拡大を目指し、島外での販売促進やイベント等への出展を支援す

る。

ﾊ 2 24 7 26 3 5,601 5,601 4,480 1,121 3 3 (7) ｲ

3

伊平屋島人材育成強

化事業

　将来の伊平屋島の発展を担う人材の健全な育成を図るため、島外への

進学を前提とした人材育成の一環として、家庭、学校、地域が協働で児

童生徒を育成する環境やプログラムを構築するための専門員を1名配置

する。また、学校環境の安全性を高めるため、水道高架タンクへの追塩

装置を設置する。さらに、地域学習の一環として、古くから受け継がれ

てきた伝統文化、伝統芸能について、老人会等との連携による課外講座

を実施する。

ﾍ 5 24 7 29 3 13,192 13,192 10,553 2,639 3 5 (1) ｱ

① 島発ち教育推進事業

　島に高校がないことから中学卒業後に島発ちすることを前提とした人

材育成の一環として、家庭、学校、地域が協働で児童生徒を育成する環

境やプログラムを構築するため、コーディネーター、アドバイザーとし

て専門員を１名配置する。

ﾍ 5 24 7 29 3 9,980 9,980 7,984 1,996 3 5 (1) ｱ

②

伝統文化継承支援事

業

　島への誇りと愛着を醸成し、次世代を担う健全な人材を育成するた

め、社会教育の一環として伝統文化、伝統芸能について、老人会等との

連携による課外講座を実施する。

ﾍ 5 24 7 29 3 2,090 2,090 1,672 418 3 5 (1) ｱ

③ 学校環境整備事業

　学校環境の充実と児童・生徒の安全性を確保するため、夏場の直射日

光の影響による水道水の残留塩素の希釈を改善する必要があり、高架タ

ンクへの追塩装置を整備する。

ﾁ 2 24 8 26 3 1,122 1,122 897 225 3 5 (3) ｳ

4

伊平屋島定住条件整

備事業

　離島という特殊事情に起因する沖縄本島との格差については、特に子

育て環境、医療福祉、社会的弱者対策において脆弱性が高く、定住促進

の妨げとなっていることから、これらの分野を重点的に支援し、あらゆ

る住民が協働参画し、課題の克服による離島振興を図ることとする。

ﾀ 10 24 8 34 3 110,670 101,803 81,441 20,362 8,867 3 3 (11) ｲ

①

幼稚園預かり保育支

援事業

　伊平屋島の定住条件を整備するため、幼稚園預かり保育強化として嘱

託保育士を配置する。

ﾇ 5 24 8 29 3 1,700 1,700 1,360 340 3 2 (2) ｲ

②

妊婦健診渡航費助成

事業

妊婦健診の受診促進として、通院に要する船賃、宿泊費等を助成する。 ﾙ 10 24 7 34 3 4,200 3,000 2,400 600 1,200 3 3 (11) ｲ

③

障がい者自立支援事

業

　障害者自立支援としてＮＰＯ法人等の育成のための地域生活支援につ

いて委託を行う。

ﾇ 5 24 7 29 3 1,000 1,000 800 200 3 2 (3) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 163 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

振興計画

該当箇所

事業

始期

　交付対象事業費 交付対象外

経費

事

業

分

類

　総事業費

負担額

Ａ

備考

ＣＢ

事業

終期

計

画

期

間

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

月 年 月年

④

介護ヘルパー養成講

座事業

介護体制強化として介護保険ヘルパー資格取得のための養成講座を行

う。

ﾇ 1 24 7 25 3 1,000 1,000 800 200 3 2 (3) ｱ

⑤

高齢者福祉施設整備

事業

　島内に一カ所しかない高齢者福祉施設の需要増加によるデイサービス

時のトイレや洗面等の待ち時間を解消するため既存施設の機能強化を行

う。また、ショートステイや緊急避難時の在宅介護者の受入に対応する

ため、既存事務所や倉庫の増改築に係る設計業務を行う。

ﾇ 2 24 11 26 3 49,167 49,167 39,333 9,834 3 2 (3) ｱ

⑥

地域自立支援推進事

業

　行政と住民が協働して行う島づくりの体制を構築するため、住民主導

型のワークショップの開催や、課題抽出・解決策の検討、行動計画の策

定を行う。

ﾀ 3 24 7 27 3 8,000 8,000 6,400 1,600 3 2 (7) ｱ

⑦

コミュニティビジネ

ス支援事業

　コミュニティビジネスの拠点施設としてさとうきび関連商品や野草、

薬草等の加工、販売施設を整備する。

ﾀ 2 24 7 26 3 24,603 24,603 19,682 4,921 3 2 (7) ｲ

⑧

自動車航送コスト負

担軽減事業

　島と島外を結ぶ唯一の交通手段である村営フェリーにおいて、特に移

動の大きな支障及び住民生活を圧迫する要因となっている自動車航送運

賃コストを軽減するため、その一部を助成する。

ﾀ 10 24 11 34 3 21,000 13,333 10,666 2,667 7,667 3 3 (11) ｱ

5

伊平屋島災害に強い

村づくり推進事業

　地域住民はもとより訪れる観光客等に安心・安全な地域環境を提供す

るため「災害に強い村づくり」の構築に向けた、防災マップ、避難マ

ニュアル、非常食、備蓄倉庫等の整備を行う。

ﾚ 2 24 7 26 3 6,000 6,000 4,800 1,200 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 164 -



 36_伊是名村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

437,176 395,968 300,000  95,968  41,208 

1

伊是名島観光振興事

業

　離島である本村の経済を牽引する先導的な産業として観光産業を位置づけ、

平成15年5月に「観光立村」を宣言し平成17年には全国で初めて「環境協力税」

を導入するなど、観光と環境美化を大切にした観光振興を図っている。

　観光客誘客の取り組みとしてトライアスロン大会の開催、更には漁業体験、

農業体験などをとおした民家体験宿泊を推進し「いぜな島体験修学旅行」とし

て県外からの修学旅行生が年々増加傾向にある。

　そこで、観光客の受入体制の強化、観光客への災害時の情報伝達による安全

面の確保、観光地周辺整備や観光地のイメージアップを目的とした緑化活動、

資源を活かした魅力ある観光地に必要なルールづくりなどに取り組み、本村観

光振興につなげる。

ｲ 10 24 7 34 3 364,733 364,733 275,016 89,717 3 3 (12)

①

観光誘客生活基盤整

備事業

　観光客が増加傾向にある中、自然災害などにおける観光客の安全面を確保す

る上で情報通信システムが必要である。本事業では、災害時等に観光客や村民

へ的確に情報提供するための防災行政無線設備を整備し、安全確保に努め安全

安心な基盤整備を推進する。

ｲ 1 24 11 25 3 170,000 170,000 136,000 34,000 3 3 (12) ｱ

②

伊是名村観光客受入

体制づくり強化事業

　伊是名ビーチは、「いぜな88トライアスロン大会」の水泳競技の会場であ

り、5月の連休や夏休みには多くの観光客がキャンプを楽しんでいる。また、

「いぜな島体験修学旅行」として県外から訪れる修学旅行生の海水浴場として

利用されている。しかしながら、当ビーチにはシャワートイレが一箇所しかな

く不便な状況となっている。そこで、ビーチ利用者の利便性の向上を図るため

シャワー室・トイレ等を一体的に整備し観光施設としての体制づくりを推進す

る。

ｲ 1 24 8 25 3 109,643 109,643 87,714 21,929 3 3 (12) ｱ

③

観光地等クリーン

アップ事業

　本村には数多くの史跡や文化財があることから、各種イベントで使用する会

場周辺や観光施設、観光ルートの清掃や花木の植栽など美化活動を強化し、島

全体の観光地づくりを推進する。

ｲ 10 24 8 34 3 48,374 48,374 21,931 26,443 3 3 (12) ｱ

④

沖縄らしい風景づく

り推進事業

　本村の魅力ある自然や文化・景観等を保全・活用による人と自然が共生する

村づくりを推進するため、地域と一体となった魅力的な観光地となるために必

要なルールづくりに取り組むため景観計画を策定する。

ｲ 1 24 10 25 3 4,728 4,728 3,782 946 3 1 (6) ｱ

⑤

いぜな尚円王まつり

支援事業

　いぜな尚円王まつりにおいて各字・島外文化交流、マリンレジャー、スポー

ツ交流、各種体験プログラムを実施し、PRマスコットキャラクター作成を行い

観光客の誘致を図る。

ｲ 10 24 8 34 3 7,426 7,426 5,940 1,486 3 3 (12) ｱ

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

伊是名村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

300,000                           

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

300,000                      

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

300,000                        

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 165 -



 36_伊是名村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

⑥

「尚円王（金丸）生

誕の村」整備事業

　本村は琉球第二尚氏王朝の始祖、尚円王（金丸）の生誕地であり、平成27年

度が尚円王生誕600年となっている。そこで「尚円王生誕600年祭」の開催に向

けた尚円王生誕記念誌の発刊、史劇「尚円王・松金がゆく」舞台公演、尚円王

歴史資料館の建設、伊是名城趾発掘調査及び復元及び伊是名城趾（グスク）周

辺整備事業などを進めていく。

　本年度は、尚円王生誕600年祭に向けた各種取組に係る基本計画を策定する。

ｲ 5 24 11 29 3 11,407 11,407 9,125 2,282 3 3 (11) ｲ

⑦

赤土等流出防止対策

事業

　本村は、赤土防止対策として数多くの沈砂池が整備されているが、他の地域

よりも土の粒子が細かいなどの原因から沈砂池に多量の土砂が堆積し、機能が

低下している状況にある。そこで海への赤土流出の防止を図る為、本年度は、

沈砂池や排水路等の浚渫及び沈砂池土羽の保護のための張りコンクリート等の

機能強化と沈砂池周辺の外来植物であるモクマオやギンネム等の雑木の除去を

実施し、美しい自然環境の保全に努め更なる観光振興を図る。

ｲ 2 24 12 26 3 13,155 13,155 10,524 2,631 3 3 (7) ｶ

2

伊是名島定住条件整

備促進事業

　伊是名村は、沖縄本島との交通機関は船に頼らざるを得ず、移動の大きな支

障となっていることから自動車航送運賃コスト負担の軽減及び妊婦健診や人工

透析などの村内で対応できない医療受診のための通院等に要する本島移動費及

び宿泊費を助成を行うことで、定住条件を改善し、「住みよい村伊是名村」の

振興を図ることを目的として実施する。

ｿ 10 24 7 34 3 58,327 17,119 13,694 3,425 41,208 3 3 (11)

①

伊是名村自動車航送

コスト負担軽減事業

　島と島外を結ぶ唯一の交通手段である村営フェリーにおいて、特に移動の大

きな支障及び住民生活を圧迫する要因となっている自動車航送運賃コストの負

担軽減を図る。

ｿ 10 24 7 34 3 55,222 14,014 11,211 2,803 41,208 3 3 (11) ｱ

②

妊婦健診渡航費助成

事業

　伊是名村は、専門の産婦人科がなく、本島の医療機関の利用を余儀なくされ

ていることから、安心して出産ができるよう14回の妊婦健診の交通費及び宿泊

費を支給する。また、36週以降の妊婦が沖縄県内の宿泊施設で出産待機のため

に滞在した場合の宿泊費について助成する。

ｿ 10 24 9 34 3 1,469 1,469 1,175 294 3 3 (11) ｲ

③

人工透析医療受給者

助成事業

　伊是名村は、専門の医療施設がないことから、人工透析医療を受ける患者の

通院医療の環境整備を図るため、通院に係る交通費及び宿泊費を助成する。

ｿ 10 24 9 34 3 1,636 1,636 1,308 328 3 3 (11) ｲ

3

尚円王の里人材育成

事業

　本村には高校がないため、島の子どもたちは中学校を卒業すると島を出なけ

ればならない。親元を離れ自立し日々変化する社会を柔軟に且つたくましく生

き抜くために、「生きる力」を育むための教育が必要であり、さらに、教育の

質を高めるための取り組みを充実させるため、コーディネータの配置、学習支

援員の配置、幼稚園の預かり保育の強化、交流事業の充実、食育環境の充実、

生まれ育った島のことを理解させるための学習内容の充実等、人材育成を推進

する体制づくりの強化を図る。

ﾍ 10 24 8 34 3 7,920 7,920 6,334 1,586 3 5 (1)

①

伊是名村人材育成推

進事業

　幼稚園、小学校、中学校の教育の質を高め、学校教育を充実発展させるため

に教育指導コーディネーターを配置し、時代をになう児童生徒の人材育成に寄

与する。

ﾍ 10 24 8 34 3 1,200 1,200 960 240 3 5 (3) ｱ

②

人材育成事業（日高

小との交流事業）

　北海道日高小学校と伊是名小学校の児童が、お互いに交流を図ることにより

気候や文化の違いを学習することにより、生まれ育った島の良さや誇りを醸成

し、人材育成につなげる。

ﾍ 10 25 2 34 3 1,960 1,960 1,568 392 3 5 (3) ｲ

③

児童生徒島外諸教育

活動支援事業

 離島である本村の児童生徒の島外での諸教育活動への派遣費を支援し、本村か

ら本島への移動をスムーズに行えるよう実施する。

ﾍ 10 24 8 34 3 2,236 2,236 1,788 448 3 5 (2) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 166 -



 36_伊是名村

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期 振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

④

小学校社会科副読本

編纂事業

　離島である本村の未来を担う児童が島の自然や産業について深く学習するた

めの社会科副読本を編纂し学習支援を実施することによって人材育成を図る。

ﾍ 1 24 8 25 3 2,050 2,050 1,640 410 3 5 (1) ｱ

⑤ 学習支援配員置事業

　本村の未来を担う児童の人材の育成を図る観点から、小学校における教育活

動の支援及び学習に遅れのある児童生徒への学習支援を実施する。

ﾍ 10 24 12 34 3 246 246 196 50 3 5 (3) ｱ

⑥

幼稚園預かり支援事

業

　離島である本村では、学童保育所がないため保護者が安心して仕事ができる

環境整備として教育課程に係る教育時間終了後に幼稚園預かり保育の強化とし

て嘱託保育士を配置する。

ﾍ 10 24 12 34 3 228 228 182 46 3 5

4 ①

伊是名村土づくり支

援事業

　村内畜産農家の減少に伴う堆肥原料の不足を補うため、沖縄本島からの堆肥

購入費用及び海上輸送費用を助成し、安定した有機肥料の供給による土づくり

の促進及び農作物の生産性の向上を目指す。

ﾊ 10 24 12 34 3 6,196 6,196 4,956 1,240 3 3 (7) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 167 -



37_久米島町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

492,875 487,516 390,000  97,516  5,359 

1

久米島農林水産業活

性化推進事業

　本町の第一次産業を活性化させ、地域の持続的な経

済振興を図るため、養殖車エビの新たな出荷体制に向

けた施設整備や、モズクの加工ライン整備強化、水産

物の島外輸送時の鮮度を保つために必要な冷凍施設の

整備等による出荷体制の整備を支援する。

　また、島の海洋資源である海洋深層水の冷熱を利用

した夏場の野菜栽培技術の実用化を目的とした実証実

験を行う。

ﾊ 3 24 10 27 3 33,725 31,192 24,952 6,240 2,533 3 3 (12)

①

海洋深層水冷熱利用

野菜栽培実証事業

　久米島の地域資源である海洋深層水の冷熱利用によ

り、既に確立された夏場の野菜栽培技術の商用化に向

けた実証実験を行うため、冷熱利用野菜栽培ハウスの

整備を行う。

ﾊ 3 24 11 27 3 8,400 8,400 6,720 1,680 3 3 (7) キ

②

瞬間凍結冷凍庫及び

真空包装機整備事業

　本町水産業の主要品目である養殖車エビの出荷体制

の強化を図り、水産業の安定経営に繋げるため、市場

での需要が伸びている「活締め（超鮮度凍結）」での

出荷を行える施設の整備を実施する団体へ支援する。

ﾊ 1 24 10 25 3 5,407 4,866 3,892 974 541 3 3 (12) ｲ

③

モズク加工場機能強

化事業

　本町水産業の主要品目であるモズクの加工施設の強

化を図り、水産業の安定経営に繋げるため、既存加工

施設加工ラインの強化に必要な圧送真空ポンプや梱包

機等の整備を行う団体へ支援する。

ﾊ 1 24 10 25 3 15,918 14,326 11,460 2,866 1,592 3 3 (12) ｲ

④

高温高湿冷凍庫冷凍

機整備事業

　水産業の出荷体制の強化を図り、水産業の安定経営

に繋げるため、水揚げされたマグロ等の輸送時の鮮度

を保つために必要な冷凍施設の整備を行う団体へ支援

する。

ﾊ 1 24 10 25 3 4,000 3,600 2,880 720 400 3 3 (12) ｲ

2

久米島特産品開発・

販路開拓事業

　本町の特産品である久米島紬や海洋深層水等の付加

価値を高めるとともに、販売促進及び販路拡大を図る

ため、県内外でのPRや販売にかかる人材育成、新しい

特産品の開発等を実施する。

ﾆ 10 24 7 34 3 14,511 13,685 10,947 2,738 826 3 3 (12)

①

久米島紬販売促進事

業

　久米島紬の付加価値を高め販路拡大を図るため、消

費者ニーズに即した商品開発や新商品の展示会や

ファッションショーの開催、問屋呉服店への販即訪問

等を支援する。

ﾆ 10 24 7 34 3 2,675 2,407 1,925 482 268 3 3 (12) ｳ

　交付対象事業費

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

390,000                       

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額 既計上額　①

地方公共団体名

交付金交付額

                    30,280,175 390,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

計

画

期

間

交付対象事業等

の名称

事業

始期

追加額 ②

ＣＡ

№

390,000                        

久米島町

市町村分総額

事業

終期

交付限度額

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 168 -



37_久米島町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

　交付対象事業費

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

計

画

期

間

交付対象事業等

の名称

事業

始期

ＣＡ

№

事業

終期

②

若手後継者育成事業

及び販路開拓事業

　特産品の販路開拓及び将来の若手事業者の育成を図

るため、本町にある高等学校と商工業者が連携した商

品開発を行い、さらにパッケージデザインの開発を行

うとともに本土地域との物産販売交流の開催や各種商

談会・物産展への参加等、開発から販路開拓に関する

経費の一部を助成する。

ﾆ 10 24 7 34 3 2,511 2,225 1,780 445 286 3 3 (12) ｴ

③

海洋深層水全国展開

事業

　海洋深層水関連商品の新商品の開発や販路拡大を図

るため、首都圏において展示会等を開催し、深層水の

有用性などについて効果的なPRイベントを実施する。

ﾆ 3 24 7 27 3 2,260 2,260 1,808 452 3 3 (12) ｳ

④

久米島コーディネー

トセンター構築事業

　久米島町の特産品を効果的に販売するため、沖縄本

島と久米島町に特産品販売に係るコーディネーターを

配置し、販売促進の活動を支援する。

ﾆ 3 24 7 27 3 2,715 2,443 1,954 489 272 3 3 (12) ｳ

⑤ 東西交流推進事業

　海洋深層水関連商品の諸外国への販路開拓を見据

え、計画的な貿易に関する研修会等を実施するため、

交流候補地であるハワイ州及び中国福州の現地基礎調

査及び国際化人材育成計画書（仮称）の策定を行う。

ﾍ 3 24 8 27 3 4,350 4,350 3,480 870 3 3 (12) ｴ

3

久米島観光誘客促進

事業

　本町の観光産業を活性化させ持続的な経済振興を図

るため、旅行業者と連携した旅行商品の企画、効果的

な誘客に繋がるシュガーライド久米島（サイクルイベ

ント）、ハワイアンフェスティバルや桜まつりの開催

など観光誘客に繋がる事業を支援する。

ｲ 10 24 7 34 3 12,620 11,358 9,085 2,273 1,262 3 3 (12) ｱ

① 観光誘客促進事業

　離島である久米島を知ってもらい、旅行社視点から

の本町の魅力をフィードバックさせた旅行商品の企画

を行うため、県内外旅行社の企画担当者を招聘する団

体へ支援する。

ｲ 10 24 7 34 3 1,000 900 720 180 100 3 3 (2) ｲ

②

期間限定キャンペー

ン

　久米島観光の付加価値を高め観光誘客の促進を図る

ため、観光入域客の最小値となる月を絞込み、期間限

定でクーポン券を発行を実施する団体へ支援する。

ｲ 10 24 7 34 3 3,100 2,790 2,232 558 310 3 3 (12) ｱ

③

久米島観光広報推進

事業

　本町の魅力を積極的に県外、国外へ紹介し、観光誘

客の促進を図るため、観光大使や「久米島観光の日」

関連イベント等を活用した広報活動を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 2,300 2,070 1,656 414 230 3 3 (12) ｱ

④

久米島シュガーライ

ド開催事業

　本町の観光誘客の促進を図るため、本町の魅力的な

自然環境を活かした全国規模のサイクルイベントを実

施する。

ｲ 10 24 9 34 3 3,640 3,276 2,620 656 364 3 3 (12) ｱ

⑤

ハワイアンフェス

ティバル開催事業

　本町の観光誘客の促進を図るため、国内に５０万人

を有するフラ愛好家に向けてハワイアンフェスティバ

ルを開催し、南国情緒豊かな久米島をPRする。

ｲ 10 24 7 34 3 1,100 990 792 198 110 3 2 (12) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 169 -



37_久米島町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

　交付対象事業費

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

計

画

期

間

交付対象事業等

の名称

事業

始期

ＣＡ

№

事業

終期

⑥

久米島桜まつり開催

事業

　本町の観光誘客の促進を図るため、日本一早い桜ま

つりを開催し自然豊かな南国久米島をPRする。

ｲ 10 24 10 34 3 1,480 1,332 1,065 267 148 3 3 (12) ｱ

4

久米島観光客受入体

制整備事業

　本町の観光ブランドを向上させ持続的な経済振興を

図るため、空港内へきめ細かな対応ができる観光案内

所の設置、プロ・アマチュア・学生野球キャンプ受入

拠点施設の機能強化を図るための整備、観光拠点施設

を効果的に結ぶ交通網の整備など観光客の受入体制の

整備を実施する。

ｲ 3 24 7 27 3 241,309 240,571 192,455 48,116 738 3 3 (12) ｱ

① 観光受入強化事業

　観光客受入体制の強化を図るため、本町の玄関口で

ある空港へ島の観光に関するきめ細かな情報の発信が

行える案内所の常設や、体験プログラムの開発及び実

施等を行う。

ｲ 1 24 7 25 3 7,387 6,649 5,319 1,330 738 3 3 (12) ｱ

②

デジタルサイネージ

による観光情報提供

システム整備事業

　観光案内機能を充実させ観光客受入体制の強化を図

るため、デジタルサイネージを利用した観光情報提供

システムを導入する。

ｲ 1 24 8 25 3 13,174 13,174 10,539 2,635 3 3 (12) ｱ

③

地域発信力強化促進

事業

　新たな久米島の魅力等を効果的に発信する地域の情

報発信力の強化を図るため、島内各集落に古くから伝

わる芸能及び諸行事のコンテンツ制作及び地域FM放送

局を活用した情報発信システムの整備を行う。

ｲ 3 24 11 27 3 13,500 13,500 10,800 2,700 3 3 (12) ｱ

④

バーデハウス久米島

健康増進システム整

備事業

　本町を訪れる観光客に対し魅力あるウェルネスリ

ゾートを提供し観光誘客の促進を図るため、水中マッ

サージや水中運動等の健康増進プログラムを提供して

いるバーデハウス久米島の健康管理システムの整備を

実施する。

ｲ 1 24 8 25 3 21,426 21,426 17,140 4,286 5 3 (3) ｲ

⑤

スポーツコンベン

ション施設機能強化

事業

　プロスポーツ等のキャンプ誘致を促進し観光産業の

振興を図るため、現在、受入施設として使用してい

る、久米島野球場及び仲里野球場関連施設（屋内運動

場の改修、駐車場、食堂上屋、ｽｺｱﾎﾞｰﾄﾞの改修）の整

備を実施する。

ｲ 1 24 10 25 3 126,900 126,900 101,520 25,380 3 2 (1) ｲ

⑥

観光関連施設循環促

進事業

　本町を訪れる観光客の利便性の向上を図るため、点

在する島内観光関連施設を連結循環するコミュニティ

バスを導入する。

ｲ 1 24 9 25 3 6,000 6,000 4,800 1,200 3 3 (12) ｱ

⑦ 防災まちづくり事業

　安全で安心な観光地の形成を図るため、台風襲来等

の災害時の避難経路や避難所等を表示した防災マップ

の作成、避難所に必要な毛布等及び自主防災の活動に

必要な資機材を配備する。

ｲ 1 24 12 25 3 47,922 47,922 38,337 9,585 3 2 (4) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 170 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

　交付対象事業費

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

計

画

期

間

交付対象事業等

の名称

事業

始期

ＣＡ

№

事業

終期

⑧

ヤジヤーガマ整備事

業

　本町唯一の鍾乳洞であるヤジヤーガマを観光施設と

しての利活用を促進するため、自然環境や生息する動

植物に配慮した自然体験施設として整備する。

ｲ 2 24 12 26 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 3 (12) ｱ

5

久米島環境保全・美

化推進事業

　本町の観光資源である自然環境を保全し持続的な地

域経済の振興を図るため、赤土流出対策、防犯灯の

LED化によるCO2排出抑制、島在来植物に特化した公園

整備を行う。

ﾚ 10 24 7 34 3 151,271 151,271 121,012 30,259 3 1 (3)

①

赤土等流出防止対策

事業

　農地保全はもとより観光資源である海岸の保全を図

るため、裸地状態の畑へグリーンベルト（ベチバー）

の植栽や増殖を行うとともに、排水路に堆積した赤土

のしゅんせつ等を実施する。

ﾚ 10 24 7 34 3 3,389 3,389 2,711 678 3 1 (1) ｲ

②

球美の島エコアイラ

ンド化推進事業

　低炭素島しょ社会の実現と自然豊かな環境に配慮し

た島づくりの推進を図るため、町内に設置されている

水銀街灯のLED化事業等を実施する。

ﾚ 5 24 11 29 3 79,829 79,829 63,859 15,970 3 1 (3) ｱ

③

球美の島緑化推進事

業

　久米島に自生している花や花木（クメノサクラ、ツ

ツジ、椿、ショウキズイセン等）の保全を図るため

に、島の在来花木を年中楽しむことができる公園整備

を実施する。

ﾚ 3 24 8 27 3 68,053 68,053 54,442 13,611 3 1 (1) ｲ

6

久米島地域資源発

掘・活用促進事業

　本町の有する豊かな自然や歴史・文化等の地域資源

を効果的に活用するため、赤瓦の古民家の保存など魅

力的な景観の創出、芸能・文化等の保存継承等を行

う。また、若い世代の地域づくりへの積極的な参画を

図るため、現代版組踊りの制作等を実施する。

ﾘ 10 24 7 34 3 30,706 30,706 24,563 6,143 3 1 (4)

①

沖縄らしい風景づく

り推進事業

　本町の優れた景観を次世代に受け継ぐため、準景観

地区景観形成基準策定のための調査を行う。

ﾘ 1 24 9 25 3 2,901 2,901 2,320 581 3 1 (6) ｱ

② 古民家活用事業

　本町に数多く点在する伝統的な赤瓦の古民家を保全

活用し美しい景観の創出を図るため、本町の偉人であ

る仲原善忠生家の保全整備の他、町内にある古民家空

家の整備改修のための調査を実施する。

ﾘ 5 24 11 29 3 5,000 5,000 4,000 1,000 3 1 (6) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 171 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

　交付対象事業費

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

振興計画

該当箇所

Ｂ

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

計

画

期

間

交付対象事業等

の名称

事業

始期

ＣＡ

№

事業

終期

③

個性豊かな文化の振

興事業

　伝統芸能の保存及び後継者育成を推進し地域伝統文

化の振興を図るため、文化振興の活動を行なっている

団体の行う保存継承イベント開催を支援する。

ﾘ 5 24 7 29 3 4,255 4,255 3,404 851 3 1 (4) ｲ

④

文化遺産保存活用事

業

　指定文化財及び天然記念物である樹木や久米島博物

館の蔵書・資料等を保全しこれら文化遺産の有効活用

を図るため、台風等の自然災害対策及び樹勢回復処置

の実施や久米島博物館へ収蔵されている蔵書・資料等

の整備を実施する。

ﾘ 10 24 8 34 3 2,587 2,587 2,069 518 3 1 (4) ｱ

⑤

音楽で元気な島づく

りサポート事業

　学校での部活動のみならず町内で開催される各種イ

ベント等において活躍している生徒を、地域活性化を

推進する各種イベントへの積極的な参画を促進するた

め、活動に必要な楽器を購入する。

ﾘ 1 24 12 25 3 13,875 13,875 11,100 2,775 3 1 (4) ｲ

⑥

久米島現代版組踊り

創作事業

　若い世代の地域づくりへの積極的な参画を促進し魅

力ある観光地形成を図るため、久米島の歴史的遺産に

スポットをあてた現代版組踊り創作の脚本を制作す

る。

ﾘ 3 24 12 27 3 2,088 2,088 1,670 418 3 1 (5) ｱ

7

久米島教育環境の充

実・整備事業

　本町の児童生徒が離島である地理的要因等に左右さ

れない教育環境を享受できるよう、外国語指導員の配

置及び教育情報通信環境の整備を行う。

ﾁ 10 24 8 34 3 8,733 8,733 6,986 1,747 3 5 (4) ｱ

① 英語指導員配置事業

　小学校における外国語活動及び国際理解教育を充実

させるために英語指導員を配置する。

ﾁ 10 24 8 34 3 1,483 1,483 1,186 297 3 5 (4) ｱ

②

学校ICT環境整備事

業

　児童・生徒の情報リテラシーの向上や離島における

公平な教育機会を確保するために、HP更新環境の整備

や特別支援学級へのタブレットPCの導入等を実施す

る。

ﾁ 1 24 10 25 3 7,250 7,250 5,800 1,450 3 5 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 172 -



38_八重瀬町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

710,499 699,159 559,324 139,835 11,340

1

八重瀬町人材育成事

業

 本町では、外国語指導強化、パソコン指導強化など

を早期教育で実施し、伝統芸能や文化等の特色を絡め

ながら重点的に行うことで、学力向上はもちろん、郷

土愛溢れる豊かな人材を育成する。さらに、中学生を

外国へ派遣する国際交流事業でも、早期教育で国際力

に強いリーダーの育成を図る。

ﾍ 10 24 6 34 3 115,947 115,947 92,757 23,190 3 5 (4)

①

八重瀬町外国語指導

強化事業

　小学校・幼稚園において国際化に柔軟に対応できる

力を養うため、通常の授業とは別に、夏休みや冬休み

を利用した特別英語教室を開催し、通年で英語に興味

を持たす。

ﾍ 10 24 7 34 3 12,864 12,864 10,291 2,573 3 5 (4) ｱ

②

八重瀬町パソコン指

導強化事業

　迅速に進むIT社会へのニーズに伴うべく、パソコン

操作の能力向上を、義務教育で強化する。

　ITに特化した指導員を町内の小中学校に配置し、指

導、推進していく。

ﾍ 10 24 7 34 3 4,875 4,875 3,900 975 3 5 (4) ｱ

③

八重瀬町伝統芸能文

化の継承事業

　中学校２校において、伝統芸能の特別授業を行い八

重瀬町の伝統文化の継承を図るため、組踊、三線、エ

イサー等の講演会を開催する。

ﾍ 10 24 6 34 3 1,208 1,208 966 242 3 5 (1) ｱ

④

八重瀬町国際交流人

材育成事業

　国際性に富んだ創造性豊かな人材育成を図るため、

中学校2校から2、3年生男女1名ずつ計8名を国外へ派

遣し青少年国際交流を行う。

ﾍ 10 24 7 34 3 7,000 7,000 5,600 1,400 3 5 (4) ｱ

⑤

八重瀬町IT学習環境

強化事業

　IT社会へのニーズに対応すべく、早期教育でパソコ

ン操作等の学習を強化するためにも、学校のIT学習環

境を整える。

ﾍ 1 24 9 25 3 90,000 90,000 72,000 18,000 3 5 (4) ｱ

2

八重瀬町観光資源活

性化事業

　沖縄県の観光客が増加するなか本町においては観光

資源が乏しく通過地点でしかない。そのため、歴史文

化遺産(港川フィッシャーや富盛の石彫大獅子等）の

資源の活用や運動公園施設等の整備を行いスポーツ

ツーリズムの推進を図る。観光情報の収集・発信でＰ

Ｒの強化を図り、イベント開催等を行うことで農産物

や特産物の販売促進に結び付く観光拠点づくりに取り

組む。

　また、観光客が安心して観光ができるよう、災害時

の非常食を備蓄して災害に備えた観光地を目指す。

ｲ 10 24 6 34 3 468,587 468,587 374,868 93,719 3 3 (2)

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

560,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

-676

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

559,324

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

八重瀬町

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

560,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 173 -
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交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

①

八重瀬町イベント事

業

　観光客誘客を図るため、町特有の地域資源を活用し

たイベントを行い、国内外へ情報を発信することで観

光地の集客を図り、地域特産物等のPR等を実施する。

ｲ 10 24 6 34 3 1,735 1,735 1,388 347 3 3 (2) ｲ

②

八重瀬町観光地美化

作業事業

 観光地としての魅力向上を図るため、町内の観光客

が訪れる観光地や施設、観光地アクセス道路等の美化

清掃を行う。

ｲ 10 24 6 34 3 24,959 24,959 19,967 4,992 3 3 (2) ｳ

③

八重瀬町景観計画策

定事業

　本町の街並み、風景、歴史遺産等を観光資源として

活用するため八重瀬町景観計画を策定する。

ｲ 1 24 6 25 3 5,250 5,250 4,200 1,050 3 1 (6) ｱ

④

災害に強い観光地づ

くり事業

 町防災計画により町人口の５％の３日間分の食糧確

保が必要であるが、その計画では想定されていない観

光客に対応する分の非常食の購入を行う。

ｲ 1 24 6 25 3 1,744 1,744 1,395 349 3 3 (2) ｳ

⑤

港川フィッシャー整

備事業

　港川人発見場所の港川フィッシャーを新たな観光資

源として活用するため、八重瀬町港川にある港川人発

見場所である港川フィッシャーを整備し観光資源に活

用する。

ｲ 5 24 6 29 3 115,118 115,118 92,094 23,024 3 3 (2) ｳ

⑥

八重瀬町水産観光資

源事業

　八重瀬町の港川漁業協同組合と協働で、水産業を活

かした資源を観光につなげるために、追込み漁等の伝

統漁業の体験や、浮漁礁での沖釣り体験などを行える

よう安全に漁船へ乗り込める梯子を設置する。

ｲ 1 24 6 25 3 450 450 360 90 3 3 (2) ｳ

⑦

富盛石彫大獅子周辺

整備事業

　本町にある沖縄県最古で最大である石彫の大獅子を

観光資源として活用するために、駐車場等の周辺整備

を行う。

ｲ 1 24 6 25 3 5,001 5,001 4,000 1,001 3 3 (2) ｳ

⑧ 資料館観光活用事業

　化石人骨「港川人」を中心に展示が行われている本

町立資料館を観光地として活用し充実を図るため、不

足している展示ケースの購入を行い、貴重な資料等の

展示公開を行う。

ｲ 1 24 6 25 3 1,260 1,260 1,008 252 3 3 (2) ｳ

⑨

ぐしちゃん朝市日除

け設置事業

　朝市開催場所に日除けを設置し、地元で生産された

農水産物・加工品の展示販売を行うことで、地産地消

を推進し、農家や高齢者、女性等の活躍の場になり地

域の活性化に繋げるとともに、当該展示販売を南部観

光の主要通過道路である国道沿いで開催する事によ

り、観光客への地元特産物ＰＲにつながる。

ｲ 1 24 9 25 3 6,865 6,865 5,492 1,373 3 3 (7) ｲ

⑩ 玻名城の郷整備事業

　玻名城の浜を整備することにより、観光施設の充実

を図り、町のイベントや浜での自然体験等を行うこと

により観光振興につなげるため、アクセス道路や遊歩

道及び海浜公園等の整備を行う。

ｲ 5 24 9 29 3 52,940 52,940 42,352 10,588 3 3 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 174 -



38_八重瀬町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑪

運動公園施設等整備

事業

 プロチーム・大学のキャンプでも利用されるサッ

カー場・野球場・ソフトボール場等の施設を整備しハ

イレベルな練習環境等を整え、スポーツツーリズムの

振興を図る。

ｲ 5 24 9 29 3 253,265 253,265 202,612 50,653 3 2 (1) ｲ

3

八重瀬町ブランド創

造事業

　本町に数多くある地域資源を観光ブランドとして定

着させるため、地域資源の掘り起こしや商品開発、物

産展の開催等を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 28,557 28,557 22,845 5,712 3 3 (9)

①

八重瀬観光資源構築

に関する事業

　八重瀬のブランドを構築するために、八重瀬ブラン

ドのデザイン（ロゴ・パッケージ等）の製作及び効果

的に情報発信するためPRキャラクターの創出を図る。

　また、それらを活用して県内外へPRを行う。

ｲ 2 24 7 26 3 5,757 5,757 4,605 1,152 3 3 (9) ｲ

②

八重瀬町観光資源ブ

ランド開発に関する

事業

　本町の地域資源を魅力ある観光資源として提供する

ために、地域資源の掘り起こし、そして魅力を伝える

ための観光資源のプログラム化、さらに安全管理等を

含めた人材育成を実施する。

ｲ 10 24 7 34 3 10,000 10,000 8,000 2,000 3 3 (9) ｲ

③

八重瀬カラベジブラ

ンド構築に関する事

業

　地域ブランドとして「八重瀬カラフルベジタブルプ

ロジェクト」が定着しつつあり、今後、販路拡大を図

り生産者の所得向上及び地域活性化を図るため、カラ

ベジ製品の開発や物産展の開催によるＰＲ等を実施す

る。

ｲ 10 24 7 34 3 10,500 10,500 8,400 2,100 3 3 (9) ｲ

④

八重瀬観光資源ブラ

ンド情報発信に関す

る事業

　八重瀬の魅力ある観光資源の情報を観光客の視点か

ら余すところ無く必要な情報を与えるため、八重瀬町

観光資源マップ及びパンフレットを作成する。

ｲ 1 24 7 25 3 2,300 2,300 1,840 460 3 3 (2) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 175 -



38_八重瀬町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

4

八重瀬町農業振興事

業

　本町の基幹作物である、さとうきびの安定生産を図

り、生ゴミ再資源化の取り組みを促進することにより

循環型農業を促進する。

ﾊ 2 24 6 26 3 58,260 46,920 37,536 9,384 11,340 3 3 (7)

① 農業機械整備事業

　さとうきびを中心とした農業振興を図るため、共同

利用機械（バックフォー等）を整備する。

ﾊ 1 24 7 25 3 56,700 45,360 36,288 9,072 11,340 3 3 (7) ｶ

②

八重瀬町循環型環境

保全事業

  生ゴミをゴミとして焼却するのでなく、肥料として

活用しゴミの減量化を行うことで循環型農業の取り組

みを行う。

ﾊ 2 24 6 26 3 1,560 1,560 1,248 312 3 1 (2) ｱ

5 ①

沖縄特殊戸籍システ

ム電算化事業

　本町で保管している戦災滅失した戸籍を再製するた

めに作成された臨時戸籍及び福岡戸籍等をデータ化す

ることで、原本の劣化、滅失防止を図る。

ｿ 1 24 7 25 3 38,555 38,555 30,844 7,711 3 2 (5) ｲ

6 ① 慰霊顕彰碑管理事業

　本町の具志頭城址に設置されている具志頭戦没者芳

名板へ戦没者名を追加・修復し毎年開催されている町

主催の慰霊祭において戦没者の御霊を慰め小・中学生

への平和学習の場として活用する。

ｿ 1 24 7 25 3 593 593 474 119 3 4 (2) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 176 -



39_多良間村

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

346,500 346,500 270,000 76,500

1

多良間村災害に強い

観光まちづくり推進

事業

　多良間島・水納島の定住を支える重要な産業である

観光振興を図る為、災害時における観光客等への安全

安心を確保するための避難場所や住民と観光客の交流

拠点、離島の人材育成拠点として活用できる総合施設

を整備する。

　また、海抜が非常に低い水納島に住民や観光客の安

全安心を確保するための津波避難施設を整備すること

で、災害に強い観光地として本村のブランド力向上を

図る。

ｲ 1 24 10 25 3 346,500 346,500 270,000 76,500 3 3 (2) ｳ

①

多良間多目的拠点施

設整備事業

　島の定住を支える重要な産業である観光振興を図る

為、災害時における観光客等への安全安心を確保する

ための避難場所や住民と観光客の交流拠点、離島の人

材育成拠点として活用できる複合施設を整備する。

ｲ 1 24 11 25 3 314,000 314,000 244,000 70,000 3 3 (2) ｳ

②

水納島津波避難施設

整備事業

　海抜が非常に低い水納島に、住民や観光客の安全安

心を確保するための津波避難施設を整備することで、

災害に強い観光地として本村のブランド力向上を図

る。

ｲ 1 24 10 25 3 32,500 32,500 26,000 6,500 3 3 (2) ｳ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

270,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

270,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

地方公共団体名

Ａ

多良間村

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

270,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 177 -



 40_竹富町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

640,037 640,037 500,000 140,037

1

島じまの資源を活か

す観光環境整備プロ

ジェクト

　本町が有する自然・文化資源等の地域資源を活用し

た観光振興を図るため、駐車場やビーチトイレ等の観

光施設の受入体制整備や、新たな地域資源の調査や計

画策定、誘致対策や関連する施設整備等を実施する。

ｲ 2 24 8 26 3 409,003 409,003 327,187 81,816 3 3 (12) ｱ

①

波照間観光関連施設

整備

　観光スポットしての利便性向上、施設環境整備の促

進を行い観光客受入体制整備を図るため、波照間島の

ニシノ浜トイレ・シャワー施設の機能強化を行う。ま

た、観光スポットとなっている「最南端の碑」に駐車

場を整備する。

ｲ 1 24 9 25 3 7,000 7,000 5,600 1,400 3 3 (12) ｱ

②

旧太陽の村危険廃屋

解体撤去及び公園等

整備事業

　廃屋となっている旧太陽の村は優れた自然景観を有

する地域にあり、その自然環境及び景観を損なわせる

ような状態にある。

　本町の魅力ある大自然の景観保全を図り観光客受入

環境整備を図るため、危険建物を撤去し、展望台や公

園等の整備を行う。

ｲ 2 24 9 26 3 50,883 50,883 40,706 10,177 3 3 (12) ｱ

③ 小浜島観光関連事業

　島内で唯一のマングローブ林が形成され観光地とな

ている小浜島のカトレ地区の観光受入環境整備を行う

ため、進入道路及び駐車場を整備する。

ｲ 2 24 9 26 3 7,750 7,750 6,200 1,550 3 3 (12) ｱ

④

西表浦内観光関連事

業

　浦内川のカヌー体験やジャングルクルーズ等により

観光客が増加している西表島浦内の観光客受入環境整

備のため、駐車場を整備する。

ｲ 1 24 9 25 3 57,264 57,264 45,811 11,453 3 3 (12) ｱ

⑤

仲御神島周辺海域資

源有効活用調査等事

業

　国の天然記念物に指定されている仲御神島の自然資

源の有効活用と今後の安定した観光産業の振興を図る

ため、同島の自然保護に関する調査研究を実施し、さ

らに新たな観光資源の発掘調査を実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 105,020 105,020 84,016 21,004 3 3 (12) ｱ

⑥

竹富町観光振興基本

計画策定事業

　竹富町の観光振興基本計画を策定し、観光を中心と

した各島の拠点形成を図る上で必要なルールの策定、

関連施設の整備や開発計画の適正な誘導配置に取り組

み、自然環境に配慮した通年型・滞在型観光を育成す

ることを目的に観光振興の方針を定める。

ｲ 1 24 9 25 3 6,423 6,423 5,138 1,285 3 3 (12) ｱ

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

地方公共団体名 竹富町

交付限度額 交付金交付額

市町村分総額

                     30,280,175 500,000                                 

うち当該団体配分額 既計上額　①

500,000

追加額 ② 合計額  （①＋②）

500,000

合　　計

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

Ａ

　交付対象事業費

事業

始期

事業

終期

　総事業費

年

ＣＢ

交付対象外

経費

負担額

備考

振興計画

該当箇所

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 178 -



 40_竹富町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

Ａ

　交付対象事業費

事業

始期

事業

終期

　総事業費

年

ＣＢ

交付対象外

経費

負担額

備考

振興計画

該当箇所

⑦ 観光客誘致対策事業

　竹富町・石垣市・与那国町と連携し、八重山・竹富

町への観光客誘致を目的に、県内外で、街頭キャラバ

ンや大商談会、マスコットキャラクターを活用した

キャンペーン等、観光客誘致プロモーションを実施す

る。

ｲ 1 24 8 25 3 15,955 15,955 12,764 3,191 3 3 (12) ｱ

⑧

由布島駐車場整備事

業

　島間海域を水牛車で渡る人気の高い観光地である由

布島の観光客受入環境整備のため、駐車場の舗装整備

を実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 16,900 16,900 13,520 3,380 3 3 (12) ｱ

⑨

竹富町観光振興動画

ナビ整備事業

　本町の多様性に富んだ優れた自然環境、多様な民俗

芸能を県内外に発信し知名度を向上させ観光誘客につ

なげるため、観光PR用の映像を制作する。

ｲ 1 24 8 25 3 6,849 6,849 5,479 1,370 3 3 (12) ｱ

⑩

種子取祭会場整備事

業

　国の重要無形民俗芸能文化財に指定されている種子

取祭の奉納芸能の会場で使用する、世持御嶽神前舞台

を見学者の安全や景観保全を図り機能強化するため、

固定式鉄骨組から移動式骨組へ変更する。

ｲ 1 24 11 25 3 9,156 9,156 7,324 1,832 3 3 (12) ｱ

⑪

子午線ふれあい館再

生プロジェクト事業

　東経１２３度４５分６７８９秒下にある「子午線ふ

れあい館」施設での地域特産品販売促進等や観光施設

としての機能強化を図るため、太陽光パネルや駐車場

等の整備、地域特産品の販売促進、観光客との文化交

流体制づくり等の地域支援を実施する。

ｲ 1 24 11 25 3 48,000 48,000 38,400 9,600 3 3 (12) ｱ

⑫

竹富町地域総合ポー

タブルゲートウェイ

事業

　竹富町内における周遊観光の推進と特産品の販路拡

大に向けた環境整備を図るため、地域における生活情

報や観光情報を地元住民が参画して情報発信できるシ

ステムの構築と、各島々の情報を地域住民が互いに共

有するとともに、地域住民と観光事業者がホスト役と

して連携し、島々の魅力を発信できるサイトの構築を

行う。

ｲ 1 24 10 25 3 64,288 64,288 51,430 12,858 3 3 (12) ｱ

⑬

仲本海岸アプローチ

整備事業

　黒島の仲本海岸は多くの観光客が訪れる場所であり

砂浜へは急勾配の岩場を通り抜けて砂浜を利用してい

る状況である。安心・安全な観光地の整備を行うた

め、砂浜へのアプローチを整備する。

ｲ 1 24 10 25 3 3,499 3,499 2,799 700 3 3 (12) ｱ

⑭

登録有形文化財伊古

桟橋整備事業

　国の登録有形文化財である伊古桟橋は台風時の波等

によって崩壊が進んでおり、その保全と見学者の安全

を確保するため、伊古桟橋の保全整備を実施する。

ｲ 1 24 10 25 3 10,016 10,016 8,000 2,016 3 3 (12) ｱ

2

島じまの資源を活か

す景観保全プロジェ

クト

　本町が有する沖縄特有のまちなみや景観保全、沖縄

らしさや質の高い観光地を形成するため、観光地や道

路、文化財等の観光関連施設等の美化や整備、景観計

画策定等を実施する。

ｲ 10 24 6 34 3 56,388 56,388 45,108 11,280 3 1 (6)

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 179 -



 40_竹富町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

Ａ

　交付対象事業費

事業

始期

事業

終期

　総事業費

年

ＣＢ

交付対象外

経費

負担額

備考

振興計画

該当箇所

① 風景づくり推進事業

　近年の観光産業の急速な進展により、良好な景観を

占有したような状態で建物及び宿泊施設等が建設され

ている状況があり、魅力ある竹富町本来の景観を維

持・継承・発展を図るため、竹富町景観計画の策定、

景観条例を制定する。

ｲ 1 24 8 25 3 5,413 5,413 4,330 1,083 3 1 (6) ｱ

②

観光景観地指定文化

財美化保全事業

　沖縄らしさや、魅力ある観光地づくりを推進し、観

光振興を図るため、観光スポット・拠点となってい

る、本町が有する国・県・町指定文化財の美化・保存

を実施する。

ｲ 10 24 8 34 3 3,250 3,250 2,600 650 3 1 (4) ｱ

③

黒島地区主要路線ギ

木化事業

　黒島の主な産業は肉用牛生産と観光産業となってお

り、島内には各所で遊牧のため有刺鉄線が張り巡らさ

れている。観光地に適した景観を形成するため、牧柵

を有刺鉄線からギ木化する。

ｲ 10 24 10 34 3 34,484 34,484 27,587 6,897 3 1 (6) ｱ

④

観光道路美化推進事

業

　島々に残された沖縄特有のまちなみや自然景観に

マッチした観光道路を創出し、島内観光の質の向上を

図るため、主要観光アクセス道路を美化推進する。

ｲ 10 24 10 34 3 4,696 4,696 3,756 940 3 1 (6) ｲ

⑤

竹富町デイゴヒメコ

バチ防除事業

　沖縄特有のまちなみや自然景観を保存し、観光地と

しての景観形成を図るため、県花であるデイゴ木への

デイゴヒメコバチ防除のための薬剤樹幹注入を行う。

ｿ 1 24 12 25 3 2,541 2,541 2,032 509 3 1 (1) ｲ

⑥

竹富町（西表島）

ペット適正化飼養推

進事業

　西表島の貴重な生態系の保全、特に絶滅の恐れがあ

るイリオモテヤマネコを保全するため、西表における

ペットの適正飼養を推進する。西表ペット適正飼養推

進会議の開催や、イエネコ持込制限に関する調査、収

容したペットの飼育ボランティア制度の確立等を実施

する。

ﾚ 1 24 6 25 3 6,004 6,004 4,803 1,201 3 3 (12) ｱ

3

島じまの産業を守る

プロジェクト

　収益性のある計画的な母牛の導入や口蹄疫防除、糖

施設の近代化による畜産・さとうきびの基幹産業の生

産・経営安定化を図るため、優良雌牛の導入助成や口

蹄疫防除対策、製糖施設の整備を実施する。

ﾊ 10 24 9 34 3 104,764 104,764 71,802 32,962 3 3 (7) ｱ

①

竹富町和牛生産推進

事業

　本町の和牛生産を推進するため、口蹄疫侵入防止対

策として、各離島港湾に消毒専用マットを設置し、消

毒薬散布等を実施する。また、優良母牛購入費用の一

部を助成する。

ﾊ 10 24 9 34 3 9,463 9,463 7,570 1,893 3 3 (7) ｳ

②

含みつ糖製糖施設近

代化事業

　製糖事業者の安定操業を確保し、地域の基幹産業

「さとうきび・糖業」の振興を図り、製糖事業者の経

営体質強化につなげるため、製糖事業者が取り組む製

造コストの低減、品質向上及び衛生管理の徹底等に資

する施設整備等を支援する。

ﾊ 1 24 9 25 3 95,301 95,301 64,232 31,069 3 3 (7) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 180 -



 40_竹富町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

月 年 月

№

交付対象事業等

の名称

交付対象事業等の概要

事

業

分

類

計

画

期

間

Ａ

　交付対象事業費

事業

始期

事業

終期

　総事業費

年

ＣＢ

交付対象外

経費

負担額

備考

振興計画

該当箇所

4

島人の安心・安全福

祉プロジェクト

　離島・へき地における定住促進や地域の活性化によ

る本町・本県の振興を図るため、妊婦検診や出産費用

の経済的負担への助成や子育て支援等を実施する。

ﾇ 1 24 8 25 3 2,891 2,891 2,312 579 3 2 (2)

① 竹富町妊婦支援事業

　本町には産婦人科の医療機関がなく、妊婦は町外の

出産施設へ待機宿泊をする必要があり経済的負担と

なっている。そのため、妊娠出産にかかる経済的負担

の軽減を図り定住環境の充実を図るため、妊婦の渡航

費並びに県内での宿泊費を助成する。

ﾇ 1 24 8 25 3 2,374 2,374 1,899 475 3 2 (2) ｱ

②

子育て支援環境整備

事業

　離島・へき地において、地域の中で安心安全に育

児・子育てができる環境を整備するため、育児サポー

ター育成や相互援助活動支援等を実施する。

ﾇ 1 24 9 25 3 517 517 413 104 3 2 (2) ｲ

5

島人の安心・安全教

育プロジェクト

　離島・へき地における　地域人材や将来を担う人材

の育成を図るため、教育環境・設備の充実、強化や派

遣費の助成を実施する。

ﾁ 1 24 8 25 3 12,700 12,700 10,159 2,541 3 5 (2)

① 読書支援事業

　図書館設置が困難な地理的条件にある本町の地域住

民への生涯教育支援として、学校図書室を地域へ開放

すると共に、図書事務員を配置する。

ﾁ 1 24 10 25 3 1,666 1,666 1,332 334 3 5 (2) ｱ

②

竹富町内小学校社会

３、４年生副読本製

版

 琉球大学教育学部と連携して作成・編集してきた、

竹富町内の自然・文化・産業を網羅した小学校３，４

年生の社会で使用される副読本を製本し、町内各小学

校に配布し、社会科学習の充実を図る。

ﾁ 1 24 11 25 2 2,500 2,500 2,000 500 3 5 (1) ｱ

③

ライフジャケット設

置事業

　竹富町内全幼稚園・小学校・中学校の園児・児童・

生徒及び全職員に地震・津波・洪水等に備えるための

災害用救命胴衣を配布する。

ﾚ 1 24 10 25 3 5,884 5,884 4,707 1,177 3 5 (3) ｳ

④

竹富町児童・生徒の

心と体を育む支援事

業

　竹富町内の児童生徒が、町外へスポーツ大会や各種

コンクール等の受賞者として派遣される際の、派遣費

用を補助する。

ﾁ 1 24 8 25 3 2,650 2,650 2,120 530 3 5 (2) ｱ

6

簡易水道施設遠方監

視装置整備事業

　島嶼における安定的な給水体制や観光客受入体制及

び離島での観光産業をはじめとする地域産業を確立す

るため、簡易水道施設の遠方監視装置のシステム及び

設備整備を実施する。

ﾀ 1 24 9 25 3 49,690 49,690 39,752 9,938 3 3 (11) ｲ

7

福岡戸籍電子化整備

事業

　戦災で焼失し、戦後、調製された仮戸籍（福岡戸

籍）を電子データ化する。

ｿ 1 24 10 25 3 4,601 4,601 3,680 921 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 181 -



 41_与那国町

(単位：千円）

(単位：千円）

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

337,557 337,557 270,000 67,557

1

観光客等誘致促進･

受入体制強化事業

 日本最西端の与那国島を魅力あふれる観光地にする

ため、豊富な自然資源・景観・伝統文化・芸能に触

れ、体験できる「場」の充実や、「日本最西端与那国

島国際カジキ釣り大会」等のイベントと連携した他の

イベントの開催による観光誘客の促進、Webサイトや

旅行事業者等と連携した各種広報媒体等を活用した

「情報発信」体制の構築、海水浴場に公衆トイレや水

場の受入体制整備等を実施する。

ｲ 5 24 7 29 3 96,114 96,114 76,848 19,266 3 3 (12) ｱ

① 地域振興対策事業

　観光客等の誘客と滞在時間の長期化を促進するた

め、「日本最西端与那国島国際カジキ釣り大会」等の

既存の観光イベントにゲスト等の招待やギネス世界記

録挑戦イベントなど新たなイベントの開催、本町の観

光メニューのＰＲ及び情報発信等を行う。

ｲ 5 24 6 29 3 8,700 8,700 6,960 1,740 3 3 (12) ｱ

② 海水浴施設整備事業

 本町には、美しい砂浜が広がる海水浴場が存在して

いるが、これら海水浴場には公衆用トイレや水場など

の施設がなく、利用者に不便をしきたしており、利便

性や地域の景観の向上を図るため、景観に配慮した公

衆トイレ及び水場を整備する。

ｲ 1 24 7 25 3 20,259 20,259 16,207 4,052 3 3 (12) ｱ

③ 観光景観維持事業

　観光客等利用者の利便性向上と安全性確保のため、

西崎展望台「日本最西端」及び東崎の転落防止柵（擬

木）を石積柵に更新する。

ｲ 1 24 8 25 3 4,000 4,000 3,200 800 3 3 (12) ｱ

④

与那国町観光振興計

画事業

 産業が乏しい本町において、観光は経済の底上げが

期待できる数少ない分野である。観光振興から他産業

への波及効果を図っていくためにも、滞在型観光の推

進や、地域固有の伝統文化を観光資源として活用する

など、計画的な観光振興が必要である。そのため、観

光産業を主体として地域全体の活性化につながる「与

那国町観光振興計画」を策定する。

ｲ 1 24 7 25 3 8,662 8,662 6,888 1,774 3 3 (12) ｱ

⑤

サンニヌ台景勝地整

備事業

 利便性と安全性が確保された景勝地を提供し観光客

が安心して利用できる環境を整備するため、崖の崩落

および塩害により危険な状態のサンニヌ台の展望台と

遊歩道の整備を実施する。

ｲ 1 24 9 25 3 26,437 26,437 21,149 5,288 3 3 (12) ｱ

交付金交付額

備考

平成24年度　沖縄振興交付金事業計画（沖縄振興特別推進交付金）

                    30,280,175

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

交付限度額

№

270,000

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

既計上額　①

ＣＢ

追加額 ②

270,000

合計額  （①＋②）うち当該団体配分額

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

地方公共団体名

Ａ

与那国町

事業

終期

事業

始期

市町村分総額

270,000                                 

合　　計

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 182 -



 41_与那国町

交付金交付額

沖縄県 市町村 その他

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 章 節 項 目

備考

　総事業費

交付対象外

経費

負担額

№

振興計画

該当箇所

　交付対象事業費

ＣＢ

交付対象事業等

の名称

計

画

期

間

Ａ

事業

終期

事業

始期

事

業

分

類

交付対象事業等の概要

年 月 年 月

⑥

久部良バリ観光地駐

車場整備事業

 県指定の観光名所のある久部良バリにおいて、観光

客等の利便性向上を図るため、アクセス道路及び駐車

場を整備する。

ｲ 1 24 9 25 3 28,056 28,056 22,444 5,612 3 3 (12) ｱ

2 農水産業活性化事業

　安定した農業生産基盤を構築するため、農業用水用

のため池及びかんがい排水施設の整備を実施する。ま

た、生産効率を向上させる近代生産施設の導入や、輸

送時の品質低下を防ぐための簡易農道（石粉道路）の

表層舗装及び町道・農道の雑木伐採等を実施する。

ﾊ 5 24 7 29 3 20,000 20,000 16,000 4,000 3 3 (7) ｶ

3 教育環境充実事業

　「国境」の「孤島」である与那国島に安心して住み

続けるために必要な教育環境の格差是正と、国際交流

を通して地域文化を見つめ直す機会を提供することに

より、町の将来を担う人材を育成すると共に島外との

交流・交易を推進し、将来の人口の増加と地域の活性

化を図る。

ﾁ 5 24 7 29 3 21,688 21,688 17,350 4,338 3 3 (11) ｲ

①

家庭学習支援モデル

事業

　小中学生を対象とする家庭学習支援のため、既存の

複合型公共施設に設置されているWeb会議システムを

用いたオンライン双方向授業を行い「町営学習塾」を

開設する。

ﾁ 5 24 7 29 3 11,508 11,508 9,206 2,302 3 3 (11) ｲ

② 教育諸活動助成事業

　与那国に住む子供たちが持つ多様な能力・才能を発

揮する機会を提供するため、児童生徒の各種大会派遣

費（航空運賃等）を助成する。

ﾁ 5 24 7 29 3 6,140 6,140 4,912 1,228 3 3 (11) ｲ

③ 地域国際交流事業

　本町の姉妹都市である台湾・花蓮市への小学生の

ホームステイを行い、島の次世代を担う少年少女に異

文化交流と体験学習を深めることにより、国際的な広

い視野と高い語学力を持つ人材を育成を図る。

ﾁ 5 24 8 29 3 2,980 2,980 2,384 596 3 3 (12) ｵ

④

与那国町ジュニア海

外語学研修派遣事業

　町内の中学生を対象として、ジュニア期の早い時期

に欧米への語学研修（短期ホームステイ）の支援を行

い、海外での生活体験を通して外国語への学習意欲を

喚起する。また、国際交流を通して地域文化を見つめ

直す機会を提供する。

ﾁ 5 24 8 29 3 1,060 1,060 848 212 3 3 (12) ｵ

4

地域文化の継承と生

涯学習支援事業

　「国境」の「孤島」である与那国島固有の伝統文化

を次世代に伝承すると共に、地域組織の活性化と青少

年指導者の育成及び生涯学習環境づくりの推進、与那

国島固有の言語・伝統・文化の継承を通じた世代間の

交流と次世代の人材の育成を図る。

ﾘ 5 24 7 29 3 2,310 2,310 1,848 462 3 1 (4) ｱ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 183 -
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5

安心・安全のまちづ

くり事業

　世代を超えて住み続けるために必要不可欠な定住条

件を整備することを目的として実施する。

ﾇ 1 24 8 25 3 132,898 132,898 106,318 26,580 3 3 (11) ｲ

① 子育て支援事業

　働きながら子供を育てることができる環境の整備を

行い子育て支援の充実を図るため、老朽化した祖納保

育所を新たに整備する。

ﾇ 1 24 8 25 3 96,098 96,098 76,878 19,220 3 2 (2) ｲ

② 介護支援事業

　本町唯一の居宅介護支援事業所が平成２４年３月末

で閉鎖し、利用者に十分な介護サービスの提供が行え

ない状況にある。今後安定したサービスを提供するた

め居宅介護支援センターの整備を図る。

ﾇ 1 24 8 25 3 36,800 36,800 29,440 7,360 3 2 (3) ｱ

6

地域医療充実支援事

業

　本町における地域医療体制の維持・充実を図り、周

囲を海に隔たれた「孤島」の与那国町においても、安

心して子供を産み・育て、世代を超えて住み続けるた

めに必要不可欠な定住条件を整えることにより、少子

化対策及び定住化の促進を図る。

ﾙ 5 24 7 29 3 36,233 36,233 28,986 7,247 3 3 (11) ｲ

① 診療所運営支援事業

　本町における唯一の医療施設である「与那国町診療

所」の老朽化・旧式化した施設を更新・拡充し、本町

の医療体制を維持・充実を図る。

ﾙ 5 24 8 29 3 35,000 35,000 28,000 7,000 3 3 (11) ｲ

② 少子高齢化対策事業

　本町唯一の医療機関である与那国町診療所には、各

専門医がいないため、出産または専門医療を受けるた

めには、海で隔たれた石垣島の病院へ通院する必要が

ある。そのため妊娠から出産までに必要となる渡航費

等及び、子どもや高齢者（保護者及び介護者を含む）

が専門医による島外診療を受けるために必要となる渡

航費等の費用について補助を行う。

ﾙ 5 24 7 29 3 1,233 1,233 986 247 3 3 (11) ｲ

7

離島定住条件基盤整

備事業

　本事業では、住民が定住し続けるために必要な社会

生活基盤の維持・充実、誇りの持てる地域づくり・魅

力的な観光地づくり及び地域をベースとした新たな産

業・雇用の創出の支援を図り、若者や子育て世代を中

心とした島外への人口流出を防ぎ、島の活力の維持・

創出に繋げていくため実施する。

ﾀ 5 24 7 29 3 15,376 15,376 12,300 3,076 3 3 (11)

①

公共交通路線支援事

業

　生活路線バスの安定的な運営を維持し、定住するた

めに必要な条件整備及び来島者の利便性向上を図るた

め、地方バス運営に必要な費用を支援する。

ﾀ 5 24 9 29 3 1,750 1,750 1,400 350 3 3 (11) ｳ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 184 -
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② 風景づくり推進事業

　本町の自然と古くからの伝統を活かした魅力的なま

ちづくりを行うため「与那国町景観計画」を策定す

る。また、伝統的建築物や未利用施設を有効活用する

ため、「与那国町 古民家再生事業計画」を策定す

る。

ﾀ 1 24 7 25 3 9,723 9,723 7,778 1,945 3 3 (12) ｱ

③

ドゥナン・ファンド

設置推進事業

　島に残る貴重かつ有望な資源を活用した起業や、地

域活動の維持・活性化のために必要な支援を提供する

「ドゥナン・ファンド」設置に必要な検討を行う。設

置する「ドゥナン・ファンド」は、地域をベースとし

た「新たな産業・雇用の場の創出」に繋がり、人口流

出を防ぐと共に、島の活力の維持に貢献する。

ﾀ 5 24 8 29 3 3,903 3,903 3,122 781 3 3 (12) ｱ

8

防災安全基盤強化事

業

　「孤島」である本町では、地震・津波による大規模

災害発生時には、島外からの救援・支援に長時間を要

し、避難生活も長期間に亘ることが想定される。よっ

て、住民・観光客等の被災者の長期避難生活を想定し

た非常用食料・日用雑貨・備品・救助装備品等の整

備、及び備蓄庫を併せて整備する。これら整備によっ

て、地理的な不安要因がある本町の災害発生時におけ

る安全・安心の確保を図る。

ﾚ 1 24 7 25 3 7,434 7,434 5,947 1,487 3 2 (2) ｲ

9

沖縄関係戸籍の電算

化事業

　本町における沖縄関係戸籍（いわゆる福岡戸籍等）

は、現在も戸籍訂正やつぶれ地補償事務を行う上で極

めて重要な役割を果たしている。

しかし、これらの戸籍に関しては、戸籍事務の電算化

が未整備であり、紙媒体で保存されているため劣化が

著しい状況にある。本事業は、安定的かつ継続的な沖

縄関係戸籍に係る住民サービスを確保するため、紙媒

体で保存されている沖縄関係戸籍を電算化する。

ｿ 1 24 9 25 3 5,504 5,504 4,403 1,101 3 2 (5) ｲ

注　１） 事業分類は、要綱別表に掲げる交付対象事業の左欄の「イ」～「ソ」の記号を記入している。

　　 ２） 事業期間は、計画の期間である10年以内としている。

　　 ３） 「総事業費」、「交付対象事業費」、「交付金交付額」、「負担額」、「交付対象外経費」には、それぞれ当該年度に要する経費の額を記入している。 - 185 -


